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1,本報告書は、茨城県行方郡北浦村大字山田2434番地他に所在する古屋敷遺跡の調査報告である。

1.本遺跡の調査は、ゴルフ場の造成工事に先行する埋蔵文化財の発掘調査である。

1.本遺跡の調査は、前後 2回に分けて行なった。前回は、昭和63年 2月 ～平成元年 2月 まで行ない

後回は平成元年10月 ～平成 2年 3月 まで断続的に行なった。

1.現地調査及び整理作業は、藤原 均 (日 本考古学研究所、日本考古学協会員)と 石井明憲 (日 本

考古学研究所)が行ない、藤原が担当した。整理作業は、現地調査終了後行ない藤原が中心 となっ

た。

1.本遺跡の調査に際し、山田地区遺跡調査を組織して現地調査と整理作業を行なった。調査会の組

織に関しては別項で一括して述べることとする。

1.本報告書の縮尺は、遺構に関しては1/20、 1/40、 1/50、 1/100を 基準とし、遺物は1/1、

1/2、 1/3、 1/4を基準とた。水糸レベルは、L=で表示し統一に留意 した。遺物法量及びスク

リーントンは各々表示した。
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I.位置と環境

当遺跡は、北浦村の中央東側で南東方向に細長 く突出した舌状台地から、北側に小さく突出 し

た台地の先端部に位置している。当遺跡が所在する北浦村は、茨城県の南部で行方台地の中央部

に位置 し、東側は北浦に面 している。当遺跡が所在する行方台地は、広 く深い開析谷が台地内部

まで樹枝状に入 り込んでいるため、複雑な地形を形成 している。当遺跡は、このような開析谷に

よって形成された台地上に位置するため、遺跡の東側と西側には広 く深い開析谷あり、当遺跡の

北側で合流 し、北浦へ到る開析谷 となっている。

開析谷によって形成された台地には、多 くの遺跡が所在 している。当遺跡の北側で、開析谷を

狭んだ北側の台地には、縄文時代から15,6世紀までの遺跡である今山遺跡 (第 1図 7)が、当遺

跡の南東で開析谷を狭むが当遺跡とは地続の台地には、縄文～奈良・ 平安期までの六台遺跡 (第

1図 6)が ある。また、当遺跡の南東方向には中世城館址である古館遺跡 (第 1図 2)があり、

前館遺跡の西方で当遺跡からは南西方向に相当する台地には、山田城l■ (第 1図 3)、 古墳時代

～中世までの遺跡である平遺跡 (第 1図 5)な どが所在 している。

Ⅱ。調 査 経 過

当遺跡の調査は、昭和63年 2月 より開始 し地形測量とトレンチ (以下Tと す)に よる遺構確認

作業を行ない 2月 下旬に終了 した。表上の除去作業と、遺構のプラン確認作業は、 I郭より開始

し3月 中旬まで行なった。

I郭の調査は、この作業終了後継続 して行ない、堀、建物址、土壊、住居址等、多数の遺構を

確認 したが、雨等により予定より1ケ 月以上も遅れ 8月 下旬に終了 した。この後、 I郭外堀 とⅡ

郭の調査を併行 し、 9月 下旬に終了 した。Ⅳ郭以降の各郭は、 9月 下旬より開始 し10月 下旬 まで

調査を行なった。また、10月 からは一部古館遺跡と調査を併行 した。当遺跡の調査は、 10月 下旬

で一応終了 したが、Ⅱ郭南側に駐車場を造ることが、平成 1年に決定 し、同 I郭西側で保存区域

の変更等により、同年10月 より断続的に調査を行なうこととなり、第 2班の汀 安衛氏に依頼 し

た。駐車場予定地は、Tに よる遺構確認調査 (一部拡張)と なったが、Ⅱ郭南側に I郭所在 した

ことが明らかとなった。これに関する報告は、別項で報告するため本報告書からは除外 した。
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Ⅲ.遺跡の概要

1。 古屋敷の概要

当遺跡は、前項でも述べたように北東方向へ細長 く伸びた台地から、北西方向へ短 く突出 した

台地に所在 しており、遺跡名と現状の遺構が示すように、中世の城館址である。

当遺跡は、北西に突出した台地上に所在するために、台地先端部に主郭 (I郭)を配置 し、 こ

れの南側にⅡ郭を配置 している。工郭南側には、郭が配置された痕跡を認め得ないが、地理的条

件から1郭必要である。この部分は、今後の調査予定 も存在するため後述する予定である。 I郭

とⅡ郭以外では、 I郭の北側に曲輪と推定される平場 (Ⅲ 郭)が あり、 I郭 とⅡ郭の西側には掘

を供なった曲輪 (Ⅳ郭)が配置されている。 I郭の東側は、尾根部に 5段の平場 (V郭)と 斜面

下に 2段 の平場 (Ⅵ、Ⅶ郭)が認められる。

I郭 は、土塁と堀で防護されており、 I郭北側は二重土塁の状況を呈 しており、 I郭 の北側、

東側、西側の 3方向では、堀の外側に土塁を築いている。Ⅱ郭は、南側と西側に土塁を築いてい

るが、土塁の外側に堀は認められずⅡ郭南側土塁の内側 (北側)と 西側土塁の外側に堀が認めら

れる。Ⅳ郭には、土塁と判断される部分が存在するものの、土塁であるかは不明である。Ⅳ郭か

らⅦ郭では、土塁や堀等は認められなかった。

I郭 は、東西径160.Om、 南北径99.Om(外堀まで)を計測 し、東西に長い長方形をなしており、

約9.000∬ の面積を有 している。 I郭 は、土塁 (A)と 堀 (B)と で防護されている。土塁は、北

側、南側、西側では大きくしっかりした土塁であるが、東側は低い土塁となっている。また、北

側では土塁 (A)の 南側に土塁 (C)と 堀 (D)があり二重土塁の状況を呈 している。土塁 (C)

の南側には、堀 (E)が存在するものの堀であるかは断定出来ない。虎日は、南側 (Gl)北 側

(G2)、 東側 (G3)に設けられている。南側虎口が、良 くその形態を残 している。北側 と東側

の虎日は、土塁の上を通るようになっている虎口である。櫓台等は、認められない。土橋 は、虎

国の前で認められている。

土塁 (A)の 規模は、東側で下幅2.30m、 上幅1.00m、 高さ0.50～ 1.00mを計測 し、西側では

下幅4.50m、 上幅1.50m、 高さ1.50mを計測する。北側では、下幅6.50m～ 9,oom、 上幅1.50m

～3.00m、 高さ1,00mを 計測 し、南側では下幅6.50m、 上幅1.50m、 高さ2.00mを 計測する。ま

た土塁 (C)は、下幅2.50m、 上幅1.00m、 高さ1.00mを計測する。

堀 (B)の規模、幅が東側と西側で2.00mで ぁるのに対 して、北側が2.00mで 南側が4.00mを

計測する。堀 (D)は、幅が1.00m～3.00mを計測 し、溝 (E)は幅が1.50m～ 2.50mを 計測す
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る。 この結果、土塁は西側 と南側が大 きな土塁 となり、堀では南側の堀が広 くなっている。北側

土塁は、幅に対 し低 く造 られているが、同土塁外側の堀 と土塁及び地形等から広 く低い土塁となっ

たようであり、防護の主力は南側 と西側に有 ったことと推察 される。土塁 (F)は 、 I郭 の外堀

(B)の 外側 (北側、東側、西側)に配置され、Ⅲ郭西側中央部か ら I郭東側中央部 まで築かれ

ている。下幅は、1.00m～ 2.00m程度で上幅が0.50～ 1.00mあ り、高 さは1.00m程度であるが、

外堀 (B)の 底か ら土塁 (F)の 上面まで2.00～ 2.50m程度の比高差を有 している。土塁 として

はきわめて低い土塁である。

Ⅱ郭 は、 I郭の南側で東西に長い長方形をな しており、東西径70.Om、 南北径27.Omを 計測 し

約1.900∬ の面積を有 している。Ⅱ郭は、南側に上塁 (H)を配置 しているが、土塁 (H)は 中央

東側か ら西側谷地まで現存 しているものの、南東部では認め られず古墳々丘状の遺構が現存 して

いるのみである。また、土塁 (H)の 内側 (北側)に は堀 (I)が配置されている。この堀 (I.

」.K)の (I)は、Ⅱ郭西側で堀 (J)に 接触するが、東側では墳丘状の遺構付近で不明となっ

ている。Ⅱ郭西側では、 I郭外土塁 (F)が西側中央部まで配置されてお り、この土塁 (F)が

切れた所か ら堀 (」 )が始まり、堀 (1)と の合流部分で西へ直角に折れ曲 り西側谷地 まで続 い

ている。また、南側土塁 (H)の 外側 (南側)に浅い溝 (K)が掘 り込まれているものの、根切

り溝 と推定される溝である。

土塁 と堀の規模 は、土塁 (H)は下幅4.00m、 上幅1.00m、 高さ1.50～ 2.00mを 計測す る。長

さは、現存する部分で58.Omで ある。堀 (I)は、幅3.00m、 長 さ6.00mを計測す る。西側土塁

(F)は、長さ12.Om、 下幅3.00m、 上幅2.00m、 高さ0.50mを計測する。堀 (」 )は、幅3.00m、

長 さ7.Om+10.Omで ぁる。

Ⅲ郭 は、 I郭の北西部で北側虎口 (G2)を 守 るように配置されている。規模 は、東西径 26.0

m、 南北径16.Omを 計測 し、長方形をな している。面積 は、約410だ である。Ⅲ郭では、北側 と東

側に土塁又は土塁状の痕跡がなく、西側 と南側に土塁の痕跡を有 している。南側の上塁は、 I郭

外土塁 (F)で あり、西側の土塁 (L)は 土塁 (F)と 接触 している。 この 2土塁は、高さが0.50

m程度 と低 くなっている。幅は、西側で0.50～ 1.00m程度であり、南側 は下幅3.00m、 上幅1.50

mを各々計測する。

Ⅳ郭 は、 I郭 とⅡ郭の西側に位置 し堀 (M)で構成された郭 (曲輪)で あり、土塁 としてはⅣ

郭北側に土塁状の部分 (Ml)が 認められる程度で、 しっか りした土塁は認められない。Ⅳ郭 は

I郭中央西側から、Ⅱ郭西側堀 (」 )ま での範囲である。堀 (M)は、 I郭外堀の南西 コーナー

西側で土塁 (F)の 外側から、 I郭西側谷地まで掘 り込まれており、B4杭と土塁 (Ml)で各々

折れ曲っている。堀 (M)は、五郭西側堀 (」 )と 接触するようであるし、虎口的性格を有する

堀と推定される。
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Ⅳ郭の規模は、東西径2.Om、 南北径30.Omで、60.0∬ の面積を有 している。堀 (M)は、堀幅

2.Omを 計測する。また、堀 (M)は、土塁 (F)と 接点 (M2)で、虎口状となっている。

V郭は、 I郭から東側に小さく突出した台地の尾根部で、 I郭北東虎日 (G3)の前面に位置

し5段 の平場 (Nl～ N5)を 形成 しているが、Nlと 4は平場というよりは緩斜面に近い地形

である。N2、 3、 5は、人為的に削平された部分である。この部分には、土塁や堀の痕跡 は認

められない。Nlは、 I郭北東虎日 (G3)か らN2に かけ緩斜面であり、N3はN2よ り1.50

m程度下位に位置 しほぼ平坦な部分である。N4は、Nl,2と 同様に緩斜面に近い地形である。

N5は、N3よ り1,00m程度の下位に位置 している。各々の大きさは、N2が東西径6.00m、 南

北8.00m程度であり、N3は東西径10.00m程 度を計測する。

Ⅵ郭とⅦ郭は、N5の下位に位置 しI郭東側谷より立ち上がった最初の平場であり、 I郭 とⅡ

郭の東側斜面下に位置 している。Ⅵ郭とⅦ郭には、土塁や堀等の痕跡を認めることは出来ないが

「根古屋」の可能性を有 している。

以上が、当古屋敷の概要である。 I郭を中心として、Ⅱ郭、Ⅲ郭を直線的に配置 した構成の城

館址である。Ⅳ郭～Ⅶ郭までは、 I郭～Ⅳ郭を守るように地形を利用 して直線的に配置している。

また、Ⅱ郭南側は、この南方に反 しlm程度低 くなっていることから、Ⅱ郭の南側に 1郭存在す

るものと考えられる。駐車場の予定も所在するため、今後の課題としておくが、この部分に 1郭

確認出来れば直線的に中心となる郭を配置 したこととなる。この点に関 し、調査結果等 も加えな

がら後述する予定である。

2.調査結果の概要 (第 4図、図版 1～ 8)

当遺跡の調査結果としては、第 4、 5図 (付図 2、 3 )、 図版 1、 7、 8、 第 1、 61、 89表 の

各表に示 したように中世城館址としての遺構、中世城館址以前で奈良、平安時代の遺構、中世城

館址以後の遺構、などの諸遺構が確認されている。これらの遺構で、中心となるのは中世城館址

の諸遺構である。

1)中世城館址の遺構と遺物

当遺跡が、中世の城館址であることは、前項で述べている。これを証明するように、 I郭 とコ

郭より中世城館址の遺構が、多数確認されている。特に、 I郭での調査結果は、当遺跡が 3～ 4

回造改築されたことを明確に示 している。

I郭での調査結果は、 I郭内部で堀、溝、掘立柱建物址、粘土貼 り土装、墓壊、土壊、地下式
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土墳、井戸、虎口 (土橋、階段状遺構、四脚門等を含む)な どの諸遺構が確認され、 Ⅱ郭か らは

堀、虎回等が確認されている。Ⅳ郭では、堀が確認され、V郭からは階段状遺構が、確認 されて

いる。このように、各郭から多数の遺構を確認 したが、これら諸遺構で中心となるものは I郭 内

部で確認された掘立柱建物址と堀である。これに土塁と外堀 (堀 1)を加えることによって、当

遺跡が造改修されていった状況を知ることが出来る。また、旧堀であるが再使用もある。重複関

係では、堀と掘立柱建物址、掘立柱建物址と掘立柱建物址などのように、複雑に重複 しており、

特に、堀と掘立柱建物址や堀と堀の重複関係は、当遺跡の造改築を知る上で重要な遺構である。

I郭の堀は、外堀 と旧堀 (第 4～ 8、 13)等 とがある。外堀は、 I郭の上塁に沿 って全周 して

いるが、旧堀は I郭内部で埋められている。旧堀は、中央部の堀 4が重要な位置を占めている。

つまり、堀 4は I郭内部の中央部に掘 り込まれており、 I郭内部を分割するような位置にある。

また堀の壁には、多数の掘立柱建物址が接 しており、西側、北側、東側には虎日が設けられてい

る。この堀 4の範囲が、当城館址最初の範囲である。この範囲中には、掘立柱建物址、粘土貼 り

土壊、柵列などの諸遺構が確認されている。

堀 4の次は、 I郭の土塁 (内側)に沿って掘 り込まれた堀で、第 6,7,13号堀等が、相当する。

この堀等は、堀 4北西コーナーから地形に沿うように掘 り込まれ、 I郭南東部まで配置されてい

る。虎日は、東側と西側に確認され、北側では第13号堀に供 う土塁があり、この土塁により、 I

郭北側では 2重土塁の様相を呈 している。この部分の遺構としては、掘立柱建物址、粘土貼 り上

装、井戸、地下式倉庫などの諸遺構が確認されている。

この次に来るのが、 I郭の上塁である。土塁は、ほぼ全域で 1度造改築され外側に拡張 されて

いる。これは、中央部から土塁の盛土状況が異なることから明らかである。この部分で、土塁下

中央部の溝が境となり、この上面で土塁の外側に向って盛土されていることから、外側に向い造

改築 したことを示 している。

このように、 I郭 は 4回造改築されたこととなる。第 1期 は、堀が外郭線をなす範囲であり南

側は、 I郭南側土塁と同一のようである。このことは第 1期の土塁が、 I郭南側旧土塁というこ

ととなる。第Ⅱ期は、堀の北側で13溝 までの間となる。この時期の上塁は、 I郭北側で 2重土塁

状をなす部分の内側土塁が、これに相当するようである。第Ⅲ期より北側、東側、西側に拡張 し

た時期で、内部はⅡ期より北東部と東部で広 くなり、台地辺緑部に土塁を築いている。第Ⅳ期は、

第Ⅲ期の上塁を外側に盛土 して大きくした時期である。第Ⅳ期の内部は、第Ⅲ期と同様である。

以上の結果から、掘立柱建物址は I期～Ⅳ期までに区分される。第 I期 は、堀 の内部 に位置

する建物址であり、第Ⅱ期は13溝 までの範囲で第 I期 も含む建物址である。第Ⅲ期 と第Ⅳ期は、

I郭土塁までの範囲で、第 I期、Ⅱ期の建物址から新 しい建物址に移行 した時期で、堀 8や堀 4

等が埋められ、内部を広 く使用 した時期である。
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この第 二期 と第 Ⅱ期は、堀 4と 堀 2,3が堀の役 目を成 していたことと推定 され、堀 に沿 い土

塁 も築かれていたであろうことは、容易に推定されることである。 したがって、この土塁 の大 き

さを除外 した範囲中の建物址が、各時期の建物 ということとなる。また、粘土貼 り土墳、井戸、

地下式倉庫等の諸遺構は、前述の各時期に含まれるものと推定される。

Ⅱ郭では、 H郭西側 と南側に中世城館址の遺構である堀、土塁、虎口が確認された。堀 は、 I

郭外堀に沿 うように、 I郭虎日付近よりⅡ郭西側土塁までの堀 7と 、堀 7の 南側でⅡ郭中央部 に

一見上橋状の部分を供なうようにずれなが ら西側外堀まで掘 り込まれた堀 8と 、工郭南側土塁 に

沿い同土塁の北側で、台地を掘 り切 るように掘 り込まれた堀 9の 3堀が、Ⅱ郭で確認 された。 し

か し、この 3堀 とも埋め られている堀である。また堀 3は、Ⅱ郭南側中央部で 2方 向に分かれ、

未調査区であるⅡ郭南東部塚状部分に沿 うように掘 り込まれているようである。

Ⅱ郭の土塁は、Ⅱ郭南側の土塁 と西側に築かれている。南側土塁は、Ⅱ郭南側中央部 (Cl杭 )

付近より西側谷頭部まで築かれてるが、Cl杭付近より塚状の部分が所在するのみで明確な土塁

の痕跡 は確認出来なかったが、塚状の部分が土塁である可能性を有 していることか ら今後の調査

結果を待ちたい。西側土塁は、 I郭外堀の南西 コーナー部か らΠ郭南側土塁にかけて築かれてい

るが、堀 3の 付近 は空間となっている。また、西側土塁は I郭西側外堀に接 して築かれた西側土

塁 と接続 し、同一土塁を形成 している。

虎日としては、Ⅱ郭西側で堀 2が西側外堀に接続する部分で確認 され、階段状を呈す る通路が

確認されている。この部分 は、西側土塁が切れた空間部分である。南側は、土塁が崩れ低 くな っ

た部分 (Cl杭北西部)に虎口と推定 される遺構が確認 された。 しか しこの虎回は、土塁 との関

係か ら検討せねばならない点である。南側の虎回は、Cl杭付近に所在す るのではなか ろうか。

また、Ⅱ郭西側外堀 は、Ⅱ郭西側土塁 と同 じ方向で堀 と接 しなが ら堀 と接続 している。

Ⅱ郭西側では、調査前に確認された堀が、 I郭外堀南西 コーナー付近 まで掘 り込 まれている。

土塁は、 I郭やΠ郭の土塁で見 られるようなしっか りした土塁ではな く、掘 った土を盛土 した程

度である。土塁 としては、Ⅱ郭西側堀がC5付近で西方に曲り、西側谷地に接 している部分 の北

側に認め られる。なお、当郭は現状保存区域であるため トレンチによる調査を、その基本 とした。

その後の設計変更で、進入路の部分が 1郭西側か らⅡ郭西側に設定 されたため、この部分の調査

を、調査終了後 Ⅱ郭南側 (駐車場予定地)と 合わせ調査することとなった。

Ⅲ郭は、 I郭北側虎日の北側に位置 し、低い土塁を供なっている。この地区は、 I郭西側 と同

じく現状保存区であるため、 トレンチ調査 とし確認 された遺構を拡張 し調査 としたが、城館址関

係の遺構 は確認 されず、堅穴住居址が確認されたのみである。

斜面部では、北東部 (Nl～ 5)と 東側斜面 (01～ 4)と がある。北東部では、中世城館址 に結

び付 く遺構 はな く自然地形であるが、東側斜面では I郭東側虎回の北東方向で、階段状の遺構が
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1ケ 所確認されている。この遺構以外は、Yや Z地区でも何 ら確認されなかった。特に、 Z地区

は、湧水が著 しい所である。Y地区では、 2ケ 所井戸状の部分が存在 したが、これは中世ではな

く近現代の遺構と判断された。

これらの遺構以外では、 I郭から粘土貼り土壊、井戸、地下式倉庫、土壊、炉址、貝層などが

確認され、Ⅱ郭からは土壊、Pit郡 が確認されている。粘土貼 り土壊は、 I郭 のほぼ全域か ら確

認されており、大型と小型などに分かれる。井戸は、 I郭 と北側外堀から確認されている。土壊

としては、墓装、土壊 (捨場 ?)な どがあり、墓墳では人骨と馬骨が埋葬されている。炉址は、

I郭内に所在 し、主として掘立柱建物址と重複 している。地下式倉庫は、堀 4の北西コーナー部

に位置している。

I郭から東側斜面までの出土遺物では、天目茶碗、摺鉢、甕 (常滑、備前)、 皿 (志 野、瀬戸)

など陶磁器類、土師質土器、カワラケなどの土器、五輪塔、宝筐印塔などの石塔類、などが多 く

出土 している。また、古銭、煙管、内耳なども検出されている。Ⅱ郭からは、五輪塔、宝筐印塔

カワラケなどが出土 している。これらの中では、天目茶碗、皿、甕等の陶磁器類は、時期的な変

遷を知る上で重要な遺物であり、カワラケも型式等から分類されるため、時期的な変遷と一致 し

ているものと推定 している。

2)中世以前の概要

当遺跡に、中世の城館址が築かれる以前の遺構 としては、奈良、平安時代の住居址がある。 I

郭から東側斜面部まで、合計34基 の住居址が確認されている。

I郭では、合計21基 の住居址が、ほぼ全域で確認されている。Ⅱ郭では、 6基の住居址がⅡ郭

中央部で確認されている。Ⅲ郭では、 5基の住居址が中央部で確認されている。斜面部では、北

東部で 1基 (Wl)が確認され、東側斜面部では 1基 (N3)が確認されている。特に、東側斜

面部で確認された住居址は、 I郭より10m程度下がった所で砂層中に掘 り込まれた住居址であり

山田遺跡郡内の各遺跡を見てもこのような所から確認された住居址は、当遺跡の住居址のみであ

る。また、 I郭の住居址は、中世の遺構に著 しく破壊されているものが多い。

これらの住居は、鬼高期以降の住居址であり、古館遺跡や平遺跡、六台及び今山遺跡と類似 し

た時期と判断されるが、当遺跡からは五領と和泉期に入る住居址は確認されなかった。

出土遺物としては、土師器郭、甕、高郭、甑、須恵器郭、甕などの土器と、滑石製紡錘車、砥

石などの石製品、土製紡錘車、土玉などの土製品、鉄鏃、刀子などの鉄製品、などの諸遺物が検

出している。最 も多いのは、土師器郷、甕、土玉であり、須恵器は比較的少量である。

-14-



3)中世以降の遺構と遺物

中世以降とは、当遺跡が中世城館址としての機能を失った (天正19年)以降を、その時期 とし

ており、遺構としては道路状の遺構がある。これは、 I区の中央部から南側にかけて確認 された

もので、追跡覆土の第 3層下位暗灰褐色土を用い、固 く歩み固められた部分が、これに相当する。

I郭の北側、東側では、これに類似 した遺構は認められなかった。

この道路状の遺構は、全部で 3本確認されている。また、これに関連するものと判断される遺

物は、検出されなかった。

なお、確認された遺構に関しては、以下に記述するが、第 1表 に示 した。
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第 1表 掘立柱建物址一覧表 1

建物址番号 方  位 形 状

柱 穴 数 桁 行 径 梁 行 径
備 考

総 数 桁 行 梁 行 m 径 尺 径 m 径 尺 径

第 1号掘立柱建物址 N-41° 一W 長方形 5× 2 +3
8.19

(630)
273
(210)

3,99

(168)

133
(56)

廂有

第 2号掘立柱建物址 長方形
8,10

(809)
270
(269)

579
(1.65)

193
(55)

廂有

第 3号掘立柱建物址 N-52° 一E 長方形 7 3 165

第 4号掘立柱建物址 N-62° 一E 長方形 5× 2 +4

第 5号掘立柱建物址 N-70° 一E 長方形 8

第 6号掘立柱建物址 N-42° 一W 長方形 5× 2 +4 273

第 7号掘立柱建物址 N-40° 一W 長方形 ) (9.00) (4.6α

第 8号掘立柱建物址 N-39° 一E 長方形 7
００
め

ム
上

3.10

(1.94;

第 9号掘立柱建物址 N-23° 一W 長方形 6× 2 +4

第10号掘立柱建物4L N-65° 一E 長方形 4 4

第11号掘立柱建物4L N■ 29° ―W 正方形 3× 2 +3
4.02

(3.72)

134
(124)

3.60

第12号掘立柱建物址 N-41° 一W 長方形 11 555

第13号掘立柱建物址 N-42° 一W 長方形 4 4

第14号掘立柱建物LL N-40° ―W 長方形 3 2 2

第15号掘立柱建物址 N-42° 一W 正方形 6 4 4
396

(366)
132
(122)

第16号掘立柱建物址 N-35° 一W 正方形 4× 2 +3

第17号掘立柱建物址 N-53° 一E 長方形
3木束より構成されてい
る。

第18号掘立柱建物址 N-50° 一E 長方形

第19号掘立柱建物址 N-34° 一E 長方形 第29図第37掘立を切る

第20号掘立柱建物址 N-64° 一E 長方形 5 242

第21号掘立柱建物LL N-44° 一W 長方形 5

第22号掘立柱建物址 N-45° 一E 長方形 6 10.20

第23号掘立柱建物址 N-44° 一W 長方形 5 5

第24号掘立柱建物址 N-55° 一E 長方形 4 2 2

第25号掘立柱建物4L N-52° 一E 長方形 4 4

第26号掘立柱建物址 N-43° 一W 長方形 4 4

第27号掘立柱建物址 N-23° 一W 長方形 4× 2 +3

第28号掘立柱建物址 N-65° 一E 長方形 5 255

第29号掘立柱建物址 N-45° 一E 長方形
12.84
11.01
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第 1表 掘立柱建物址一覧表 2

建物址番号 方  位 形 状

柱 穴 数 桁 行 径 梁 行 径
備 考

総 数 桁 行 梁 行 m 径 尺  径 m 径 尺 径

第30号掘立柱建物址 N-47° 一W 長方形

第31号掘立柱建物址 N-50° 一W 長方形 4× 2 +4 t12

第32号掘立柱建物l■ N-47° 一E 長方形 10 4× 2 +2

第33号掘立柱建物址 N-51° 一W 長方形 6 3 3

第34号掘立柱建物址 N-47° 一E 長方形 6 3 3 2.85

第35号掘立柱建物址 N-46° 一E 長方形 8 4 4

第36号掘立柱建物址 N-47° 一W 長方形 5 5 120

第37号掘立柱建物址 N-42° 一E 長方形 8 4 5 172 第29図第19号掘立に切ら
れる

第38号掘立柱建物址 N-50° 一W 長方形 9 3 137

第39号掘立柱建物址 N-50° 一E 長方形 8 4× 2 +4

第40号掘立柱建物址 N-36° 一W 長方形 4× 2 +5 6.27

第41号掘立柱建物址 N-49° 一W 長方形 4 4

第42号掘立柱建物址 N-45° 一E 長方形 252
3.60

(4.50)

120
(150)

廂有

第43号掘立柱建物址 N-24° 一W 長方形 3 3

第44号掘立柱建物址 N-43° 一W 長方形 5

第45号掘立柱建物址 N-63° 一E 長方形 15 8.22

第46号掘立柱建物址 N-62° 一E 正方形 3× 2 +2

第47号掘立柱建物址 N-41° 一W 正方形 3 2 3.93

第48号掘立柱建物址 N-48° 一E 長方形 4 4

第49号掘立柱建物址 N-38° 一W 長方形

第50号掘立柱建物址 N-47° 一W 長方形 4 4
８５

の

第51号掘立柱建物址 N-47° 一W 長方形 8 3 3

８８

５８

５

ａ

第52号掘立柱建物址 N-45° 一E 長方形 6 4 4 147

第53号掘立柱建物址 N-45° 一E 長方形 8 4 4

第54号掘立柱建物址 N-36° 一W 長方形 6 3 110 3 75

第55号掘立柱建物址 N-41° 一W 長方形 9 3× 2 +3

第56号掘立柱建物址 N-44° 一W 長方形 5.85

第57号掘立柱建物址 N-40° 一W 正方形 3 3 861

第58号掘立柱建物址 N-44° 一W 正方形 6 3
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Ⅳ。中世の遺構と遺物

中世の遺構としては、調査開始前に確認されていた土塁、堀、虎日と、調査によって確認 され

た堀、掘立柱建物址、粘土貼 り土墳、土壊、墓壊、地下式倉庫、虎日、溝、井戸、などの諸遺構

が確認されている。これら諸遺構は、 I郭 に集中していることと、当遺跡が 3回造改築されてい

ることは前項で述べている。また、この前後関係は土塁と堀の関係が明確に示 している。この上

塁と堀を除くと、当遺跡の中心を占めるものは掘立柱建物址である。

以下に、各遺構に関 し各郭ごとに記述 していくが、遺構順は掘立柱建物址か ら順に記述する。

なお、中世城館址関連遺物は、一括 して述べる。

1.I郭の遺構

1)掘立柱建物址

第 1号掘立柱建物址 (第 12図、第 2表、図版 9)

本建物址は、 I郭の北西部に位置 しており、南面に廂を有する建物址である。身舎は、 Pl～

P5と P ll～ P13ま での部分と判断される。よって、本建物llLは、桁行が 4間で梁行 は 3間 の長

方形をなし、N-41° ―Wに方位を有する長方形の建物址である。

本建物址の大きさは、身舎桁行が 4間で8.19m(27.3尺)あ り、梁行は 2間で3.99m(13.3尺 )

を計測する。桁行 4間の柱間径は、Pl,2と P6,7間 が1.89m(6.3尺 )あ り、P2,3と P7,

8間が2.22m(7.4尺 )あ り、P3,4と P8,9間 は2.22m(7.4尺)あ り、 P4,5と P9,10

間は1.86m(6.2尺 )を各々計測する。梁行 2間 の柱間径は、 Pl～ 5と P6～ 10間 が2,73m

(9,1尺)あ り、P6～ 10と P ll～ 13間 が1.26m(4.2尺 )を、各々計測する。また、桁行である

P ll～ 12間 は3.84m(12.8尺)で、P12～ 13間 は4.35m(14.5尺)を計測する。廂は、桁行 (P14

～16間)が 6.30m(21.0尺)で、梁行 (P ll～ 14間 )は 1.68m(5.6尺 )を計測する。

この計測値から本建物址は、身舎が 6尺 ×7.5尺 ×7.5尺 ×6尺 (桁行)× 9尺 ×4尺 (梁行)

を意識 した建物址で、廂が21尺 ×5.5尺 を意識 したようである。P6～ 10と P ll～ 13及 び、 P ll

～16ま での部分は、廂 と孫廂の可能性を有 している。

柱穴は、円形で比較的小さな柱穴であり、深さは各柱穴により数値は異なっている。柱根 は、

柱穴内の土層から8寸 (24cm)程 度の柱を使用 したようである。個々の柱穴径は、第 2表 に示 し

た。
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このように、柱穴の深さに差異を有するものの、平面プラン等から本建物址は比較的 しっか り

した建物址と判断される。なお、遺物は何 ら出上 しなかった。また、 P llに は根石を置いている。

第 2号掘立柱建物址  (第 13図、第 3表、図版 9・ 11)

本建物址は、 I郭北東部に位置し新 しい時期の建物址で、身舎と廂とから構成されている。身

舎は、桁行が 3間 (一部 4間 )で梁行 3間 の長方形をなす部分である。廂は、東、西、南の 3面

廂である。東側は、桁行が 4間で梁行は 1間 となり、西側は桁行が 3間で梁行は 1間 となり、南

側 1間部分は南側廂と接続 している。南側は、桁行が 5間で梁行は 1間 となる。 この 3面廂は、

南側で各々接続 している。身舎径は、8.10m(27.0尺 )X5,79m(19。 3尺)で ある。

廂部分を加えると、本建物址の桁行は 6間で梁行が 4間 となり、大型で長方形をなす建物址 と

なる。全体での大きさは、桁行が 6間で11.40m(38.0尺 )あ り、梁行は 4間 で7,77m(25.9尺 )

となるが東側廂が0.30m(1.0尺)突出している。方位としては、N― °一Wで ある。

身舎の柱間径は桁行 3間 はP7,13と P12,17間 が2,34m(7.8尺)あ り、P13,18と P17,22間 が

2.01m(6.7尺 )あ り、P18,27と P21,30間 が3,75m(12.5尺 )を、各々計測する。桁行 4間部分

は、中央部にあり、P8,14と P9,15間 が2.34m(7.8尺)あ り、 P14,19と P15,20間 が2.01m

(6.7尺)あ り、P19,23と P20,24間 が2.10m(7.0尺 )あ り、 P23,28と P24,29間 では1.65m

(5.5尺 )を、各々計測する。梁行は、 3間でP7～ 27と P8～ 28間が2.28m(7.6尺)あ りP8～

第 2表 第 1号掘立柱建物tL柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 0.52 楕円形 P10 楕円形

2 0.28 楕円形 0 50 楕円形

3 0.11 楕円形 楕円形

4 0.48 楕円形 0.35 楕円形

5 楕円形 楕円形

6 楕円形 0.52 0.30 楕円形

7 楕円形 楕円形

8 0.42 楕円形 17 楕円形

9 0.26 楕円形
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第 3表 第 2号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P22 楕円形

2 楕円形 楕円形

3 楕円形 楕円形

4 楕円形 楕円形

5 楕円形 0.56 0.60 楕円形

6 円 形 楕円形

7 0.36 楕円形 0 68 楕円形

8 楕円形 楕円形

9 楕円形 楕円形

楕円形 0.58 楕円形

11 楕円形 楕円形

円 形 楕円形

円 形 0.66 楕円形

楕円形 楕円形

楕円形 0.76 楕円形

0 62 楕円形 楕円形

17 円 形 楕円形

楕円形 楕円形

楕円形 楕円形

0.66 楕円形 0,32 楕円形

楕円形 0.26 楕円形

28と P9～ 29間 が1.50m(5,0尺)あ り、P9～ 29と P10～ 30間が2,01m(67尺 )を、各々計測す

る。このことか ら、身舎 は7.5尺 ×6.5尺 X12.5尺 +7.5尺 ×5.0尺 ×6.5尺 を意識 したようである。

東側の廂は、梁行が 4間で8.09m(26.9尺 )あ り、桁行は 1間で1.65m(5.5尺)を、各 々計測

する。柱穴は、Pl列 とP4列 が身舎桁行 と一致 しているものの、中間の 2柱穴は少 しずれてい

る。Pl～ 2間 は、2.70mで 9.o尺 あり、P2～ 3間が1.50mで 5.0尺 あ り、 P3～ 4間 が1.62m

の5。 4尺であり、P4～ 6間が228mで 7.6尺 を、各々計測する。南側廂は、桁行が 5間 で9,75m

(32.5尺)あ り、梁行 は 1間 で1,98m(6.6尺)を各々計測する。桁行 の柱穴間 は、 P10～ 21ま で

の 2間 は桁行径 と同 じ7.8尺 と6.7尺であるが、 P21以西 は異なっている。 P22～ P26間 は、 1.80

m(6.0尺 )あ り、 P26～ P31間 が2.40m(3.0尺 )あ り、 P31～ 35間が1.26m(4。 2尺 )を 各々計

測する。西側は、桁行が 1間で1.62m(5。 4尺)あ り、梁行が 3間で5.55m(18.5尺 )を、各 々計

測する。北側の P32,33は 、梁行中央部 と同 じ5尺でありこれの南側 は2.40m(8.0尺)+1.62m
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(5,4尺 )を、各々計測する。

柱穴は、ほぼ円形をなす柱穴が大部分で、楕円形をなす柱穴が 5本認められる。柱穴内の上層

は、暗褐色土を中心とする土層で、柱根は0。 18mの 6寸程度であることから5～ 6寸の柱が使用

されていたようである。出土遺物としては、悟鉢 (/r9114)、 金具 (勉138)、 カワラケ (施 155)

火舎片、土師器片などが出土 している。なお、個々の柱穴径は第 3表に示 した。

第 3号掘立柱建物址 (第 62図、第 4表、図版11)

本建物址は、 I郭の南側中央部で虎口部に相当する建物址で、桁行が 2間で梁行は 1間の規模

を有 している。建物址の南方には、橋を掛けたと推定される遺構があり、建物址内は良 く踏み固

められている。方位としては、N-52°一Eで、長方形をなしている。

本建物址の大きさは、桁行が 2間で5.25m(17.5尺 )あ り、梁行は 1間で2.49m Q3尺 )を各々

計測することから、17.5尺 ×8尺の建物址であったと判断される。桁行 2間 の柱間は、北側では

(Pl,2と P5,6間 )3.60m(12.0尺)あ り、南側 (P2,3と P6,7間 )が 1.65mで 5.5尺 を、

各々計測する。このため、本建物ljLは 12尺 ×5.5尺 の 2部屋構成であり、その位置か ら櫓門 と判

断される。また、本址は第25号建物址 と重複 している。

本建物址南側の遺構は、長さ6.42m(21.4尺 )、 幅2.46m(8.2尺)で、堀 1上 に掛 けられたも

ので、建物址と接続 していることから橋と判断される。橋としては、長さが約2.5間 で幅が1.5間

程度と判断される。

建物址 と橋の柱穴は円形をなす柱穴で、しっかりと掘 り込まれている。柱穴の大きさは、第 4

表に示 した。出土遺物としては、堀内より検出されているが、柱穴や建物址部分からは何 ら検出

されなかった。また、橋の西側には一部踏み固められた部分があるため、西方への通路が有 った

ものと判断される。

第 4表 第 3号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南Jヒ径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 1.10 楕円形 P5 楕円形

2 0.52 楕円形 6 0.50 楕円形 (25号掘立と共有)

3 精円形 7 楕円形

4 0.30 楕円形 8 楕円形
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第 4号掘立柱建物址 (第 14図、第 5表 )

本建物址は、 I郭の北東部に位置し、桁行 4間、梁行 2間 の建物址で長方形をなしている。方

位は、N-62°一Eである。

本建物址の大きさは、桁行が 4間で8.61m(28.7尺 )あ り、梁行は 2間 で4.83m(16.1尺 )を

各々計測する。よって、桁行と梁行は、28,7尺 ×16尺を意識 したようである。桁行 と梁行の柱間

径は、桁行のPl,2と P10,11間 が3,03m(lo.1尺 )あ り、P2,3と P ll,12間 が1,95m(6.5尺)

あり、P3,4と P12,13間 が1.80m(6.0尺)あ り、P4,5と P13,14間が1.80m Qo尺)を、各々

計測する。梁行の 2間 は、Pl,6～ P5,9間 が2.46m(8.6尺)で あり、P6,10～ P9,14間 が2.40

m(8.0尺 )を各々計測する。この計測値から、桁行は10尺 ×6.5尺 ×6尺 ×6尺で、梁行が8.5尺

×8尺の各柱間を意識 したようである。また、中央のP7と 8の位置から本建物址は、二部屋構

成の建物と判断される。つまり、P7の東側でPl,2,6,7,10,11で 区切 られた部屋 (10尺 ×

16尺)と 、P7,8間でP2,3,7,8,11,12で 区切 られた中央の部屋 (6.5尺 ×16尺 )と 、 P8
の西側でP3,4,5,8,9,12,13,14で 区切 られた部屋 (12尺 ×16尺)と に分かれる構成と判断さ

れる。

柱穴は、重複関係が著 しいためその一部 しか確認出来なかった柱穴も所在 しているが、大型の

柱穴で楕円形をなす柱穴が中心であり、桁行方向に柱穴の長軸を有するものがほとんどで、梁行

方向に長軸を有する柱穴はP9の みである。深さは、各柱穴により異なっているが、大型の柱穴

は比較的深 く掘り込まれていることから、本建物址は大型でしっかりした建物址と判断される。

出土遺物としては、志野小皿 (/r929)、 古銭 (永楽銭、胞337)、 カワラケ (施 157、 162、 163)

砥石 (/F9212)が検出されている。

第 5表 第 4号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
六 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 0.60 0.69 楕円形 P8 楕円形

0,38 0.54 楕円形 9 楕円形

1.26 楕円形 楕円形

楕円形 0,77 楕円形

楕円形 楕円形

楕円形 0.58 楕円形

7 0.62 0.25 楕円形 楕円形
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第 5号掘立柱建物址 (第 15図、第 6表、図版 10。 11)

本建物址は、 I郭の北東部で第 8号溝 (旧堀)の北東虎日北側に位置 し、第 2、 20、 28号 建物

址 と重複 しており、桁行 7間、梁行 1間の建物址で長方形をなしており、 N-70° 一Eに方位を

有 している。

大きさは、桁行が 7間で13.23m(44.1尺 )あ り、梁行は4.38m(14.6尺)を各々計測すること

か ら、本建物址は44尺 ×14.5尺 を意識 したようである。桁行と梁行の柱間径は、桁行ではPl,

2と P9,10間 が1.35m(4.5尺)あ り、P2,3と P10,11間 が1.80m (6.0尺 )あ り、 P3,4と

P ll,12間 が1,95m(6.5尺)あ り、P4,5と P12,13間 が2.10m(7.0尺)あ り、 P5,6と P13,

14間 が1.80m(6.0尺)あ り、P6,7と P14,15間 が2.10m(7.0尺)あ り、P7,8と P15,16間 が

2.13m(7.1尺)を各々計測する。この計測値か ら桁行は、4.5尺 ×6尺 ×6.5尺 ×7尺 ×6尺 × 7

尺×7尺 の柱間径となる。梁行の14.6尺 は、14.5尺 を意識 したようである。こうすると東側の柱

間が他の柱間に対 し非常に狭 くなっているため、廂的用途が考えられ、この部分以外はほぼ同程

度の構成であることから、しっかりした構成の建物址と判断される。

柱穴は、P3のみが大きく掘り込まれているのみで、他の柱穴は0.50m～ 1,oom前 後の柱穴で

楕円形をなす柱穴がほとんどある。楕円形以外では、P3が長方形でPlが方形状をなす程度で

ある。深さは、個々の柱穴により異なっている。個々の柱穴径に関 しては、第 6表に示 した。

出土遺物としては、P3,7,11,12,16よ り各々少量のカワラケ小片が出土 している程度で図示

可能な遺物は検出されなかった。

第 6表 第 5号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P9 楕円形

2 糖円形 長方形

3 長方形 0.65 糖円形

4 0.56 0.32 0.63 長方形 楕円形

5 橋円形 楕円形

楕円形 0.62 0.44 0,72 楕円形

7 0.58 楕円形 楕円形

楕円形 橋円形
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第 6号掘立柱建物址 (第 16図、第 7表、図版 9)

本建物址は、 I郭の北東部で第 8号溝 (旧堀)と 第13号溝が終止する部分との間に位置 し、桁

行 4間、梁行 2間で長方形をなす建物址である。方位を、N-42° 一Wに有 し、第13～ 15、 21号建

物址と重複 している。

本建物址の大きさは、桁行が 4間で8.20m(27.3尺)あ り、梁行は 2間 で4.53m(15,1尺 )を

計測することから、桁行と梁行は27尺 ×15尺 を意識 したものと判断される。桁行と梁行の柱間径

は、桁行がPl,2と P10,11間 が2.46m(8.2尺)あ り、P2,3と P ll,12間 が1.83m(6.1尺 )

あり、P3,4と P12,13間 が1.98m(6.6尺)あ り、P4,6と P13,14間 が1.95m(6.5尺)を各々

計測する。梁行は、北側 (Pl,2と P10,11)の みが 1間で、他の部分は 2間 である。北側は、

4.53mで 15。 1尺 となり、P2,6か らP5,9間 が2.40m(8.0尺 )あ り、 P6,11と P9,14間 が

2.10m(7.0尺)を、各々計測することから梁行は、北側が15尺 で他の部分が 8尺 × 7尺 の柱間

径となる。

以上の計測値から、本建物址は桁行が 8尺 ×6尺 ×6.5尺 ×6.5尺 で、梁行が15尺で 8尺 × 7尺

の柱間径を意識 した建物址で、しっかりした建物址と判断される。

柱穴は、楕円形をなす柱穴がその中心で、例外的にはP4,6,7,8,9な どは円形状の柱穴で

ある。P13は 、重複のため底部を確認 したのみである。柱穴の深さは、各柱穴により異なリー定

ではない。個々の柱穴径は、第 7表 に示 した。

出土遺物としては、天目茶碗片、瓦質土器片、皿片などが出土 している。

第 7表 第 6号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深 さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P8 0.58 0.56 橋円形

2 0。 79 楕円形 9 楕円形

3 0.63 楕円形 0.56 楕円形

4 0.85 長方形 楕円形

5 長方形 0.66 楕円形

6 0.62 楕円形 0,36 楕円形

7 楕円形 楕円形
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第 7号掘立柱建物址 (第 17図、第 8表 )

本建物址は、 I郭の北東部中央で第13号溝の北側中央南西部に位置 し、第13号住居址 と重複 し

ている。また、本建物址は保存樹下に柱穴の一部を有するため、未確認の部分が所在 している。

本建物l■ は、桁行 4間、梁行 4間で長方形をな し、 N-40° 一Wに 方位を有する建物址である。

大きさは、桁行が 4間 で9.00m(30.0尺)あ り、梁行は4間 で4.68m(15.6尺)を各々計測する。

各柱間径は、桁行はPl～ P3間が3.60m(12.0尺)あ り、P3,P4間 が1.80m(6.0尺 )あ

り、P13,P14間 が1.80m(6.0尺)で あり、P14,P15間 が1.80m(6.0尺 )を、各々計測する。

梁行は、北側と南側では異なっている。北側は、P12～ P5間 が広 く3.18m(lo.6尺 )で あり、

他は狭 くなっている。P12～ P15と P9～ 11間 は、0.87m(2.9尺 )あ り、 P9～ 11と P7,8間

は0.84m(2.8尺 )あ り、P7,8～ P5,10間 は1,47m (4.9尺 )あ り、 P5,6と Pl～ 4間 は

1,49m(4.9尺)を各々計測する。この計測値から、桁行は12尺 ×6尺 ×6尺 ×6尺 となり、梁行

は10.5尺 X5尺+3尺 ×3尺 X5尺 ×5尺 となり、小さく区画された構成の建物址 となる。

柱穴は、楕円形をなす柱穴が中心でP2,3の ように円形をなす柱穴 も所在 している。柱穴の

深さは、各柱穴により異なっており、P3が最 も浅 くP12が最 も深 く掘 り込まれている柱穴であ

る。個々の柱穴径は、第 8表に示 した。

出土遺物としては、P12,13,14か ら各々少量の土師器小片とカワラケ小片が出土 した程度で、

図示可能な遺物は出土 しなかった。

第 8表 第 7号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P9 楕円形

2 楕円形 楕円形

3 0.68 円 形 11 楕円形

4 楕円形 楕円形

5 楕円形 楕円形

6 楕円形 楕円形

7 0.96 楕円形 楕円形

8 0,76 楕円形
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第 8号掘立柱建物址 (第 18図、第 9表 )

本建物址は、 I郭の北側中央部で第 7号掘立柱建物址の南東部に位置 し、桁行と梁行が各 2間

となるが、南側は 1間 の変則的な建物址である。方位としては、N-39°一Eと 判断される。

大きさは、記述上北側 (P3,4,5,6間 )と 南側 (Pl,2,6,7間 )と に分けて記述する。

北側は、 1間 4面でP3,4と P5,6間 が1,92m(6.4尺)で あり、P3,5と P4,6間 が1.50m

(5,0尺 )を各々計測するため、6.5尺 ×5尺を意識 したものと判断される。

南側は、Pl,2と P6,7間 が2.07m(6.9尺)で あり、Pl,6と P2,7間 が3.12m(lo.4尺 )

を各々計測することから、南側は 7尺 ×10尺 を意識 したことと判断される。

この計測値から、本建物址は 7尺 ×10尺 +6.5尺 × 5尺程度の建物址で、南側を広 くしている

ことから、南側に建物thの 中心があったことと判断される。

柱穴は、円形と楕円形をなす柱穴がある。円形には、Pl,4,5の 3柱穴が入 り、精円形には

残 りのP2,3,6,7の 4柱穴が入る。大きさは、ほぼ同程度の大 きさで深 さは、 P6が最 も深

く0.57mを計測 し、Pl,5が住居址であることから浅 く0.20m前後である。他の柱穴は、0。 30～

0.40m台 の深さを有 している。また、他の柱穴 も認められるが、遺構のプランは認め られなかっ

た。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。

第 9号掘立柱建物址 (第 19図、第10表、図版11)

本建物址は、 I郭の北東部に位置 し第 2、 9、 27号建物址などと重複 しており、桁行が 5間 で

梁行は 2間 (南側 1間 )の長方形をなす建物址であり、N-23° ―Wに 方位を有 している。大 き

さは、桁行が 5間で13.00m(43.3尺 )あ り、梁行は4.56m(15,2尺)を計側する。

各柱間は、桁行 5間がPl,2と P ll,12間 は3.00m(10.0尺 )あ り、P2,3と P12,13間 は2.82

第 9表 第 8号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深 さ

Pl 0.68 円 形 P5 円 形

2 0,78 0.68 楕円形 楕円形

3 精円形 7 0.95 楕円形

4 0.60 楕円形
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m(9,4尺)あ り、P3,4と P13,14間 は2.07m(6.9尺 )あ り、P4,5と P14,15間 は2.10m(■ 0

尺)あ り、P5,6と P15,16間 は2.10m(7.0尺)を各々計測する。梁行は、東側 2間 (P5～ 15

の東側と西側)は共に 1間 で4.56m(15.2尺 )を 計測す る。 P4～ 14間 の西側ではPl～ 14と

P7～ 10間 が2.85m(9.5尺 )あ り、P7～ 10と P ll～ 14間 が1,74m(5。 8尺)を各々計測する。

この計測値から、本建物址は桁行が10尺 ×9尺 ×7尺 × 7尺 ×7尺で、梁行 は9.5尺 × 6尺 +15

尺×15尺の柱間構成と判断される。このように、北側と東側に広い部屋を配置 しており、比較的

しっかりした構造と判断される。

柱穴は、重複関係が著 しいものの楕円形をなす柱穴が中心で、建物址の方向に沿って掘 り込ま

れている柱穴がほとんどである。大きさは、0.50m～ 1,oom台がほとんどである。深さは、P2,

6,7,10の 4柱穴が0。 10m台 と浅 く、P5,8,14の 3柱穴が0。 50m以上の深さを有 している。他

は、この範囲に入 リー様でない。個々の柱穴径は、第10表 に示 した。

出土遺物は、P3,13,14よ り少量の上師器小破片が出土 した程度である。

第 10号掘立柱建物址 (第20図、第■表、図版11)

本建物址は、 I郭の北東部に位置し桁行 3間、梁行 1間で長方形をなす建物址である。方位は

N-65° 一Eである。大きさは、桁行が5,96m(18尺 )で梁行は3.18m(lo.6尺 )で ある。

各柱間は、東側 (Pl,2～ P5,6)は 1.80m(6尺)で、中央 (P2,3～ P6,7)が 2.13

mで 7.1尺 あり、南側 (P3,4～ P7,8)は 2.04m(6.8尺)と なり、 6尺 × 7尺 × 7尺 の柱間

と判断される。梁行は、 1間で3.18mを計測することから11尺意識 したものと判断される。 この

第10表 第 9号掘立柱建物址柱穴―覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形

2 楕円形

3 楕円形

4 長方形

5 長方形

6 楕円形

7 楕円形

8 0.66 0.68 長方形

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ

P9 楕円形

0.64 楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

0.57 楕円形

0.60 楕円形
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ように本建物址は、ほぼ同程度の柱間であり、平面プランから見ても比較的しっかりした建物址

であったものと判断される。

柱穴では、P2,4,7の 3柱穴が、他の柱穴より大きく掘 り込まれており、Pl,3,5,6,8

は、小さな柱穴となっている。深さは、各柱穴により異なっている。各柱穴径は、第 11表 に示 し

た。

出土遺物としては、P2,4,7の 3柱穴より土師器片が少量出土 した程度である。

第11表 第10号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深 さ

Pl 楕円形 P5 0.62 長方形

2 0。 90 楕円形 長方形

3 楕円形 7 楕円形

4 0.64 楕円形 楕円形

第11号掘立柱建物址 (第21図、第12表、図版11)

本建物址は、 I郭の北東部に位置し、第 2、 28、 29号建物址 と重複 している。桁行 と梁行が、

各 2間 の正方形をなしているが、P7が やや北方に突出する柱穴配置をしている。方位としては

N-29°―Wである。大きさは、桁行が 2間で東側3.72m(12.4尺 )で西側4.02m(13.4尺 )あ り、

梁行は 2間で3.60m(12.0尺)を各々計測する。

桁行と梁行の柱間径は、桁行がPl,2と P4,5間 は1.77m(5.9尺)あ り、P4,7と P7,8

間は、P7,8間がP4,7間 より0,30m広 い2.07m(6.7尺)あ る。P2,3～ P8,9間 は1,98m

(6.6尺)を計測する。このため、桁行の柱間径は 6尺 ×6.5尺 を基準 としているようである。梁

行は、Pl,4～ P3,6間 が1,35m(4.5尺)あ り、P4,7～ P6,9間 が2.25m(7.5尺 )を計

測する。P4と P7を 直線で結ぶと、2,18mで7.駅を計測する。このため、梁行の柱間径は4.5尺 ×

7.5尺 と判断される。よって、本建物址は6尺 ×6.5尺 +4.5尺 ×7.5尺 の柱間径を有 し、西側に広

い部屋を持った建物址 となる。

柱穴は、円形と楕円形の柱穴があり、大きさと深さは各柱穴によリー様ではない。深さで見 る

ならば、P4は 0。 90m、 P6は 0.70mを計測する。他の柱穴は、重複関係が著 しいため計測によ

る深さは浅い数値を示すが、本来の深さは0.70m～ o.9om程度と推定される。個々の柱穴径に関

しては、第12表 に示 した。

出土遺物としては、何 ら出土 していない。
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第12表 第11号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南】ヒ径 深  さ

Pl 0.52 楕円形

楕円形

3 楕円形

4 0.54 楕円形

0.75 楕円形

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ

P6 0 78 0.60 楕円形

7 0.22 0.43 楕円形

楕円形

9 楕円形

第12号掘立柱建物址 (第22図、第13表、図版10)

本建物址は、 I郭の中央北東部に位置 し、桁行 2間、梁行 2間 の正方形に、北側で 1間付設 さ

れた建物址である。方位は、N-41°一Wで ある。大きさは、桁行が 2間で4.65m(15.5尺 )あ り

梁行は 2間で5.55m(18.5尺)を計測する。付設部は、北側が1.86m(6.2尺)で、南側 は2.10m

(7.0尺 )を計測する。

各柱間径は、桁行が 2間でP2,3～ P9,10間 は1.80m(6.0尺)あ り、P3,4～ P10,11間 は

2.91m(9.9尺)を各々計測する。梁行は、 2間でP2,6～ P4,8間 が3.03m(lo。 1尺 )あ り、

P6,8～ P9,11間 が2.52m(8.4尺)を各々計測する。この計測値から、桁行は 6尺 ×10尺 とな

り、梁行は10尺 ×8,5尺 を意識 したようである。これに、東側の付設部が加わり桁行 は 3間 と 2

間とに別れることとなり、西側 (P3,7,10,と P4,8,11間 )に広い部屋を置いた構成となる。

柱穴は、P9以外小型の柱穴で円形をなす柱穴がほとんどであり、深さは各柱穴によって異な

るが、P5,10が 0.50mと 深 くP4は 0.1lmと 浅い柱穴である。しかし、第13表 に示 したようにP

4,9が浅い以外比較的深 く掘 り込まれていることと、柱穴配置からしっか りした建物址である

ものと推定される。P3は、土壊底面よりの深さである。

遺物としては、何 ら出土 しなかった。

第13表 第12号掘立柱建物4L柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南』ヒ径 深 さ 東西径 南】ヒ径 深  さ

Pl 楕円形 P7 楕円形

2 0.58 楕円形 8 0.32 0.30 楕円形

3 楕円形 9 楕円形

4 0.66 楕円形 0.50 楕円形

5 0.32 楕円形 楕円形

6 楕円形
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第13号掘立柱建物址 (第23図、第14表 )

本建物址は、 I郭の北東部で第 8号溝 (堀 4)と 第13号溝 (堀 5)と の間に位置 し、第 9、 20

号建物址と重複 しており、桁行 3間で梁行 1間の建物址で長方形をなしている。方位は、N-42° 一

Wで ある。大きさは、桁行が 3間で7.02m(23.4尺 )あ り、梁行は 1間で3.66m(12.2尺 )を計

測する。

桁行 3間 の柱間径は、Pl,2と P5,6間 が3.06m(lo.2尺 )あ り、P2,3と P6,7間が2,01

m(6.7尺)あ り、P3,4と P7,8間 が1.92m(6.4尺 )を、各々計測する。 この計測値か ら、

桁行は10尺 ×6.5尺 ×6.5尺 を意識 したようで、西側に広い部屋を置いている。これに梁行径の12

尺が加わり、10尺 ×6.5尺 ×6.5尺 +12尺 となる。

柱穴は、円形をなす柱穴がほとんどで、P2,5の 2柱穴が楕円形をなすのみである。柱穴の

深さは、他の建物址柱穴と重複 している柱穴以外では、P2が 0。 45m、 P4が 0.58m、 P8で は

0,44mを計測することから、0.50m前後の深さを有するものと判断される。個々の柱穴径は、第

14表 に示 した。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。

第14号掘立柱建物址 (第24図、第15表 )

本建物址は、 I郭の南東部で旧堀である第 8号溝と第13号溝との間に位置 している。桁行が 1

間で、梁行 も 1間の建物址で長方形をなしており、N-40°一Wに方位を有 している。

本建物址の大きさは、桁行が 1間で3.30m(11,0尺 )あ り、梁行は 1間 で1.83m(6.1尺 )を、

各々計測することから、本建物址は11尺 ×6尺 の建物址となる。

柱穴は、橋円形、円形、方形などの平面形であり、深さも各柱穴によリー定ではないが、東側

の柱穴は西側の柱穴に反 し比較的 しっかりと掘り込まれている。個々の柱穴径は、第15表 に示 し

た。

第14表 第13号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深 さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P5 楕円形

2 0,78 楕円形 6 0.85 楕円形

3 楕円形 7 0.47 楕円形

4 楕円形 8 0,76 楕円形
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P3

L=34.60m

― ―

m

第24図 第14号掘立柱建物llL実測図

出土遺物としては、P3よ り自然石が 1点検出されたが、

ものであり、この石以外には何 ら検出されなかった。

根石等に用いた痕跡 は認められない

第15号掘立柱建物址 (第25図、第16表 )

本建物址は、 I郭の南東部で第13号溝が I郭東側で止まる所の東側に位置 し、第 6、 13～ 21号

建物址と重複 している。本建物址 も、多数の柱穴状遺構と重複 しているが、本建物址のプラン以

外は確認されなかった。

く
|

LI

第15表 第14号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備   考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備   考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P3 楕円形

2 0.68 0,27 楕円形 4 楕円形
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本建物址は、桁行が 2間で梁行は 2間の正方形をなす建物址で、 N-42° 一Wに 方位を有 し正

方形をなす建物址である。大きさは、桁行が 2間であるものの東側と西側では異なった数値を示

している。これは、Plが P4,6よ り0.30m(1尺)だけ北側へ突出 しているためである。 こ

れにより、桁行東側は3.96m(13.2尺 )で西側が3.66m(12,2尺 )を計測する。柱穴の位置等か

ら、桁行は12尺を基準としたようである。梁行は、4.02m(13.4尺 )を計測する。 このため、本

建物址は12尺 ×13尺を意識 したようである。

桁行と梁行の柱間径は、桁行北側が2.10m(7.0尺 )で あるが、東側は2.40m(8,0尺 )を 計測

する。桁行南側は、1.62mで 5。 4尺を計測する。梁行は、西側が1.62m(5.4尺)あ り東側は、2.40

m(8,0尺)を計測する。このため、本建物址の柱間径は、桁行が 7尺 (8尺)× 5尺 を意識 し

たようであり、梁行は5尺 ×8尺を意識 したようである。この計測値から、北側と東側が広い構

造の建物址と判断される。

柱穴は、楕円形又は不整楕円形をなす柱穴が中心のようであり、深さと大きさは各柱穴により

異なっている。個々の柱穴径は、第16表 に示 した。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。

第16号掘立柱建物址 (第 26図、第17表 )

本建物址は、 I郭の中央西側で旧堀の第 8号溝北西コーナーの南東部に位置 し、第34、 36、 46、

50、 54号建物址及び、第 5号土壊などと重複 している。本建物址は、南側に廂 (P3,4～ 10,11

間)を有 している。この廂を除 く身舎は、桁行 2間、梁行 2間で正方形をなす建物址である。方

位はN-35° 一Wで ある。

本建物址の大きさは、桁行が 2間で4.14m(13.8尺)あ り、梁行は 2間 で4.95m(16.5尺 )を

各々計測する。これに廂を加えると、桁行 は東側 (Pl～ 4)で 5。 13m(17.1尺 )あ り、西側

(P8～ 11)で は6.12m(20.4尺)と なる。

第16表 第15号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P5 楕円形

2 0.68 0.58 楕円形 6 0.36

3 楕円形 7 楕円形

4 楕円形 8 円 形
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これを各柱間径で見ると、桁行は北側 (Pl,2～ P8,9間 )が2.34m(7.8尺 )であり、南側

(P2,3～ P9,10間 )は 1.80m(6.0尺)を計測する。梁行は、東側 (Pl～ 3と P5～ 7間 )

が2.64m(8.8尺)で、西側 (P5～ 7と P8～ 10間 )が 2,31m(7.7尺 )を計測する。廂 は、東

側が1.02m(3.4尺)で、西側は1.95m(6.5尺)を計測する。この計測値か ら、本建物址は桁行

が 8尺 ×6尺、梁行が 9尺 ×8尺を意識 したようである。廂は、 3尺 ×6.5尺 としたようである。

よって、本建物址は北側が広い構造の建物址で、総柱式となる。

柱穴は、楕円形をなす柱穴のみであるが、P8は東西方向 (梁行)に長軸を置いているが、他

は南北方向 (桁行)に長軸を置いている。大きさは、重複により本来の大きさ等を消失 している

柱穴が多いものの、中程度の大きさである。深さは、個々の柱穴により異なっている。個々の柱

穴径は、第17表 に示 した。

出土遺物としては、出土 しなかった。

第17表 第 16号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深  さ

Pユ 楕円形

2 0.54 情円形

3 楕円形

4 楕円形

5 楕円形

6 0.62 楕円形

第17号掘立柱建物址 (第27図、第18表、図版 9)

本建物辻は、 I郭の北西部で堀 4の北側に位置 し、 3棟 より構成され 1棟をなす建物址である。

3棟は、東側が桁行 4間、梁行 1間で、中央部は桁行 2間、梁行 1間 で、西側が桁行 4間、梁行

1間の規模を有 し、各々長方形をなす建物址である。方位は、N-53° 一Eで ある。 3棟 は、中

央の建物址で結ばれている。

3棟 の大きさは、東側が桁行 4間で3.42m(11.4尺)あ り、梁行は 1間で2.25m(7.5尺 )あ り

中央棟は桁行が 2間で2.49m(8,3尺)あ り、梁行は 1間で2.43m(8.1尺 )あ り、西側は桁行が

4間で6.96m(23,2尺 )あ り、梁行は 1間で2.52m(8,4尺 )を、各々計測することか ら3棟 は、

各々11尺 ×7.5尺、 8尺 ×8尺、23尺 ×8.5尺程度の建物址であったと判断される。

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ

P7 0.40 楕円形

8 惰円形

9 楕円形

楕円形

0.68 楕円形
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各棟の柱間径は、東側がPl,2と P6,7間 は0。 96m(3.2尺 )あ り、 P2,3と P7,8間 が

0.66m(2.2尺)あ り、P3,4と P8,9間 が0.84m(2.8尺)あ り、 P4,5と P9,10間 が0,90

m(3.0尺)を、梁行は 1間で2.25m(7.5尺 )を、各々計測する。中央は、桁行 2間でP6,8間

とP ll,12間 が1.62m(5,4尺)あ り、P8,9と P12,13間 は0.90m(3.0尺)あ り、梁行 は 1間 で

2.43m(8。 1尺 )を、各々計測する。西側は、桁行が 4間でP12,13と P17,18間 が0,90m(3.0尺 )

あり、P13,14と P18,19間 が1,74m(5.8尺)あ り、P14,15と P19,20間 が1.35m(4.5尺)あ り、

P15,16と P20,21間 が2.91m(9,7尺)あ り、梁行は 1間で2.52m(8.4尺 )を 、各々計測す る。

とすると、これら3棟の建物址は、 3尺 ×2尺 (2間で 5尺)× 3尺 ×3尺 +7.5尺の東棟 と、 5

尺×3尺 +8尺の中央棟と、 3尺 ×6尺 ×4.5尺 ×9.5尺 +8.5尺 の西棟で、各々の柱間径を意識

したものと判断される。全体の構成としては、P3,4か らP17,18間 の 1間が、 3棟共通 した柱

間で中央棟と西棟では、各々廂的用途を有 しているものと判断される。また東棟のP2,7は 、

Pl～ 3と P6～ 8間 に入 り1部屋のようである。

柱穴は、円形や楕円形をなす柱穴が中心で、溝状の部分内に位置するため柱穴の底部を確認 し

たのみの柱穴が、その大部分である。この部分には、ロームプロック主体の黄褐色上が堆積 して

いた。個々の柱穴径に関しては第18表 に示 した。

出土遺物は、主として東棟南側の貝層部分に集中している。遺物は、内耳片、火舎片、括鉢片

(Nol15,126)、 皿 (No23～ 25)、 カワラケ (No148)な どが出土 している。また、東棟南側には、

根石を有する大きな柱穴 (径 1.55m× 1.20m)が掘 り込まれているものの、本址に関係するかは

断定出来ない。南側貝層は、本址に結び付 く可能性を有 している。

第18表 第17号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P12 楕円形

2 楕円形 楕円形

3 楕円形 楕円形

4 楕円形 楕円形

5 楕円形 楕円形

6 惰円形 楕円形

7 楕円形 0.60 楕円形

楕円形 0,77 惰円形

9 0.80 0.62 楕円形 0.77 楕円形

楕円形 楕円形

11 楕円形
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第18号掘立柱建物址 (第28図、第19表、図版 9)

本建物址は、 I郭の北東で第 8号溝 (堀 4)と 接 し、 2本の柱穴は堀内に掘 り込まれている。

この第 8号溝 (堀 4)は、旧堀であるため埋められた後に本址が建てられている。また、本址の

内部には、第39号建物址が位置している。本建物址は、桁行 4間、梁行 2間 でN-50° 一Eに方

位を有 し、長方形をなす建物址である。大きさは、桁行が 4間 で7.50m(25.0尺 )あ り、梁行は

2間で4,77m(15.9尺 )を、各々計測する。

桁行と梁行の各柱間径は、桁行がPl,2と P9,10間 は1.74m(5,8尺)あ り、P2,3と P10,

11間 は1.83m(6.1尺)あ り、P3,4と P ll,12間 は1.80m(6.0尺)あ り、P4,5と P12,13間 は

2.10m(7.0尺)を、各々計測する。梁行は、Pl～ P5と P6～ 8間 が2.55m(8.5尺 )あ り、

P6～ 8と P9～ 13間 が2.22m(7.4尺)を、各々計測する。この計測値から、桁行と梁行の柱間

径は 6尺 ×6尺 ×6尺 ×7尺 +8.5尺 ×7.5尺 を意識 したものと判断される。又、P7は建物址の

中央に位置 し、本建物址を区画するように配置されている。P7の位置は、ほぼ12尺 ×13尺 の位

置に配置されている。

柱穴は、重複関係などによりその多 くが消失 しているが、ほぼ円形と楕円形をなす柱穴がほと

んどで、桁行方向に沿って掘 り込まれている。深さは、個々の柱穴により異なっているが、ほぼ

0,70m程度の深さを有 している。柱穴の深さと、柱穴配置から本建物址は比較的しっか りした建

物址と判断される。なお、個々の柱穴径は第19表 に示 した。

出土遺物としては、天目茶碗、古銭、カワラケ、火捨、菅玉、砥石などが出土 している。

第19表 第18号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深 さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P8 4号堀に切られる

2 楕円形 9 楕円形

3 0.54 楕円形 橋円形

4 0.69 楕円形 楕円形

5 4号堀に切られる 楕円形

6 0.32 楕円形 楕円形

7 楕円形
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第 19号掘立柱建物址 (第29図、第20表 )

本建物址 は、 I郭の北西部で第37号掘立柱建物址 と重複 している。また、本建物址の西側 には

旧堀である第 4号堀 と、北側には旧堀の第 6号堀が位置 している。本建物址 は、第 4号堀 とも一

部重複 している。時期的には、第 4号堀より本建物址が新 しい建物址 と判断される。本建物址は、

桁行 は 5間 で梁行が 3間 の建物址で長方形をな してお りN-34° 一Eに 方位を有 している。桁行

の 5間 は、8.28mで 27.6尺 を計測 し、梁行 3間 は6.30mで 21.0尺 を各々計測する。桁行の柱間は、

Pl,2と P7,8間 が132m(4.4尺 )あ り、P2,3と P8,9間 が2.10m(7.0尺)あ り、 P3,

4と P9,10間が1.56m(5。 2尺 )あ り、P4,5と P10,11間 が1.56m(5.2尺 )あ り、 P5,6と

P ll,12間 が1.74m(5,8尺 )を、各々計測する。梁行の柱間は、北側 (P8～ P12と P18～ P21

まで)が 2,79m(9.3尺)あ り、中央 (P18～ 21と P13～ 17ま で)が 2.10m(7.0尺 )あ り、南側

(P13～ 17と P2～ 6ま で)が 1.38m(4.6尺)を、各々計測する。この計測値か ら桁行 と梁行 は

4.5尺 × 7尺 × 5尺 × 5尺 × 6尺 (桁行)× 9尺 × 7尺 ×4.5尺 (梁行)を意識 した柱間 と判断 さ

れ北側 と南側が同程度の広 さであるため廂 と判断され、東側 と西側に広い部屋を配置 した構成で

ある。

柱穴は、楕円形をなす柱穴がほとんどであり、桁行 と梁行の方向に沿 う掘 り方である。 また、

重複関係により、その底面以外確認出来なかった柱穴 (P4,9)も 所在 している。柱穴内の土

層は、ローム=ブ ロックを主体 として黄褐色土 と黒褐色上であり、柱痕は柱穴底付近で確認 され

た程度である。個々の柱穴径は、第20表 に示 した。

出土遺物 としては、柱穴内より天 目茶碗、小皿、播鉢などが出土 している。

第20表 第19号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ

Pl 1.36 楕円形

2 楕円形

3 0 37 楕円形

4 1_10 楕円形

5 楕円形

6 楕円形

7 楕円形

8 楕円形

9 1^42 楕円形

楕円形

0.84 楕円形

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南Jヒ径 深  さ

P12 0,74 楕円形

楕円形

0 70 楕円形 第37号掘立と共有

楕円形

楕円形

17 1 10 楕円形

楕円形

楕円形

0 70 楕円形

楕円形
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第20号掘立柱建物址 (第30図、第21表、図版11)

本建物址は、 I郭の北東部で第 8号溝 (堀 4)の北東虎口北側に位置 し、桁行 4間梁行 1間 で

長方形をなしており、N-64° ―Eに方位を有 し長方形をなす建物址である。大 きさは、桁行が

4間 で7.26m(24.2尺 )あ り、梁行は 1間 で3.90m(13.0尺)を、各々計測する。

各柱間径は、Pl,2と P6,7間 が1.80m(6.0尺)あ り、P2,3と P7,8間 では1.80m o.o

尺)あ り、P3,4と P8,9間 が1.65m(5.5尺)あ り、P4,5と P9,10間 では2.01m(6.7尺 )

を、各々計測する。この計測値から、桁行の柱間は6尺 ×6尺 ×5.5尺 ×6.7尺 となり、 6尺、 5

尺、6.5尺 の柱間を意識 したものと判断される。これに、梁行の13尺が加わることとなる。

柱穴は、桁行方向に沿って掘 り込まれており楕円形、円形をなしているが、重複関係が著 しい

ため、しっかりした柱穴は存在 していない。深さは、0.50～ 0,70mと 深 く掘 り込まれている。 こ

のことと、建物址の平面プランとから本建物址は、比較的しっかりした建物址と判断される。な

お、個々の柱穴径は第21表 に示 した。

出土遺物としては、カワラケ、砥石、悟鉢などが出土 している。

第21表 第20号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深 さ

Pl 楕円形 P6 橋円形

2 楕円形 7 楕円形

3 楕円形 8 0.59 楕円形

4 橋円形 9 0.64 楕円形

5 楕円形 楕円形

第21号掘立柱建物址 (第31図、第22表 )

本建物址は、 I郭の南東部で旧堀の 4堀 と第 5号堀との間に位置 し、第 6、 13、 14号掘立柱建

物址と重複 している。本建物址は、桁行 4間で梁行 1間の長方形をなす建物址であり、その方位

はN-44° ―Wで ある。

本建物址の大きさは、桁行が 4間で7.92m(26.4尺)あ り、梁行は 1間で3.42m(11.4尺 )を

各々計測する。桁行 4間の柱間径は、Pl,2と P6,7間 が2.25m(7.5尺 )あ り、 P2,3と P

7,8間が1.80m(6.0尺)あ り、P3,4と P8,9間 が2.10m(7.0尺)あ り、P4,5と P9,10
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間が1.80m(6.0尺)を、各々計測する。この計測値から、本建物址の桁行は7.5尺 ×6尺 × 7尺

×6尺の柱間となり、梁行は11.4尺でほぼ11.5尺 を意識 したようであり、比較的しっか りした建

物址と判断される。

柱穴は、他の建物址 との重複関係が著 しいが、楕円形をなす柱穴がほとんどで、円形状をなす

柱穴はP8,10の 2柱穴のみである。大きさと深さは、各柱穴によリー定ではな く、 Pl,2,7
の 3柱穴は大きく且深 く掘 り込まれている。P4,6,9は 、小さな柱穴である。このように、各

柱穴の平面形は一定 しておらず、深さもP4と 6は 0,30m代で他 は0.40～ 0.70m代 の深 さを有 し

ている。個々の柱穴径は、第22表 に示 した。

出土遺物としては、柱穴内より天目茶碗、カヮラケ、外耳土器、古銭など出土 している。遺物

に関 しては、後述する。

第22表 第21号掘立柱建物址柱穴一覧表

第22号掘立柱建物址 (第 32図、第23表、図版10)

本建物址は、 I郭の中央北側で第42号掘立柱建物址と重複 しており、桁行は 5間で梁行が 1間

で長方形をなす建物址である。方位は、N-45° ―Eである。

本建物址の大きさは、桁行が 5間で10.20m(34.0尺 )あ り、梁行は 1間で7.23m(24.と 尺)を

計測 し、大型の建物l■ である。桁行の柱間は、Pl,2と P7,8間 は2.40mで 8.0尺 あり、 P2,

3と P8,9間 は2,01mで 6.7尺 あり、P3,4と P9,10間 は1.80mで 6.0尺 あり、P4,5と P10,

11間 は1.89mで 6.3尺 あり、P5,6と P ll,12間 は2.07mで 6.9尺 を、各々計測する。 この計測値

より、桁行の柱間は8尺 ×7尺 ×6尺 ×6尺 ×7尺 を意識 した柱間と判断され、他の建物址より

大きな建物址となる。梁行は、前述のように24尺 と広い構成である。桁行の柱間から、本建物址

は大きくしっかりした建物址と判断される。

柱穴は、Plか らP4ま での桁行北側と南側は、第22号掘立柱建物址と重複 しているため、平

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P6 楕円形

2 長方形 7 0.58
丸
形方

隅
長

3 長方形 楕円形

4 0 56 0,88 長方形 9 楕円形

5 楕円形 楕円形
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面径の計測値に差異を有 しているが、楕円形を呈する柱穴がほとんどであり、円形を呈する柱穴

としてはP5,12の 2柱穴が所在する程度ある。個々の柱穴径は、第26表 に示 した。

出土遺物は、何 ら出土 しなかった。

第23表 第22号掘立柱建物址柱穴一覧表

第23号掘立柱建物址 (第 33図、第24表 )

本建物址は、 I郭の中央北東部で旧堀の第 4号堀北東虎口南西側に位置 し、第28号住居址 と第

28号土墳を、本建物址の柱穴が掘 り切っている。本建物址は、桁行 4間 で梁行 1間 の建物址で、

方位をN-44° 一Wに有 し長方形をなしている。

本建物址の大きさは、桁行が 4間 で8.04m(26.8尺 )あ り、梁行は 1間で4.02m(13,4尺 )を

各々計測する。桁行の柱間径は、Pl,2と P6,7間 は1.83m(6.1尺)あ り、P2,3と P7,8

間は2.13m(7.1尺)あ り、P3,4と P8,9間 は2.13m(7.1尺)あ り、 P4,5と P9,10間 は

1.92m(6.4尺)を、各々計測する。この計測値から桁行の柱間は、 6尺 ×7尺 × 7尺 ×6.5尺 を

意識 したようで、中央が広 くなっている。梁行は、13.5尺 を意識 したようである。

柱穴は、比較的小さな柱穴が中心で、大きな柱穴としてはP2,10の 2柱穴が所在するのみで

ある。平面は、楕円形 (Pl,3,10)、 長方形 (P6)、 円形 (P4,5,9)な どと一定ではな く、

深さも各柱穴により異なっている。深さでは、Pl,3,4,6,8の 5柱穴が0,40m代 であり、Pl

Oは 0.50m代 でP5,9は 0.60～ 0.70m代 の深さを有 している。個々の柱穴径は、第24表 に示 した。

出土遺物としては、カヮラケ、砥石、土師器片などが出上 している。

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P7 楕円形

2 楕円形 8 惰円形

3 楕円形 9 楕円形

4 0.72 楕円形 精円形

5 楕円形 0.55 楕円形

6 楕円形
隅 丸
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第24表 第23号掘立柱建物址柱穴―覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備   考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備   考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 楕円形

2 楕円形 7 第28号 土壊に切られそ

3 楕円形 0.35 隅丸形

4 円 形 9 惰円形

5 0.76 橋円形 0.67 精円形

第24号掘立柱建物址 (第 75・ 76図、第25表、図版12)

本址は、 I郭の東南谷頭部で、堀 4の西側南端部に位置 し、虎口部を形成 している。桁行 と梁

行は、各々 1間でN-55°一Eに方位を有 し長方形をなす建物址である。

本址の大きさは、桁行が 1間で2.40m(8.0尺)あ り、梁行は 1間で2.10m(7.0尺 )を、各々

計測する。柱穴は、桁行方向で楕円形をなしており、Plと 2は長径0。 90m程度と小 さいのに対

しP3と 4は長径が1.40mと 大きく掘 り込まれている。柱穴内には、良 く固められた黒色土、暗

褐色土、黒褐色土を用いている。P4か らは、砥石 (施214)が検出されており、Pl～ 3内 か ら

はカワラケ、内耳土器などの小破片が少量出土 しているのみである。

また、本址の南側には良 く踏み固められた階段状の遺構があり、通路として使用されたことを

示 している。

第25号掘立柱建物址 (第 62図、第26表、図版 11)

本建物址 は、 I郭南側中央部に位置 し、虎口部の建物址である。第 3号建物址 と重複 し、同建

物址の下位面に位置 している。大 きさは、桁行が 2間で4.68m(15,6尺)あ り、梁行 は 1間 であ
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第25表 第24号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備   考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備   考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P3 橋円形

2 惰円形 4 0,63 楕円形 砥石 (No214)出 土



り2.10m(7.0尺 )を、各々計測 し長方形をなしている。方位は、N-52° 一Eに ある。また、本

建物址の南側には、橋が掛けられていたようである。

本建物址の柱間径は、桁行が 2間で北側 (Pl,2と P5,6間 )が 3.00m(10,0尺 )あ り、南

側 (P2,3と P6,7間 )が 1.68m(5,6尺)を、各々計測することから10尺 ×5,5尺 で三階建て

の櫓門と判断される。

また、南側で橋状の遺構は、P3(西側部分)、 9,4と P7,10,8を 通る部分で、長さが6.12

m(20.4尺 )で、幅が1.74m(5.8尺)を計測する。橋桁に相当するP9,10は、3.00m(10尺 )の

所に位置 している。建物址と橋は、第 3号建物址よりやや小型である。

柱穴は、楕円形と円形をなす柱穴であり、深 く掘 り込まれている。このため、その平面プラン

等と合わせるとしっかりした造 りであったことと判断される。柱穴径は、第26表 に示 した。

出土遺物は、第 3号建物址と同様の状況である。

第26表 第25号掘立柱建物4L柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深  さ

Pl 0.23 楕円形

楕円形

楕円形

0.55 楕円形

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ

P5 楕円形

0,74 楕円形

7 楕円形

0.22 楕円形

第26号掘立柱建物址 (第34図、第27表 )

本建物址は、 I郭北西部で第 8号溝 (堀 4)と 第13号溝 (堀 5)と の間に位置 しており、桁行

3間梁行 1間で、長方形をなす建物址である。方位は、N-43° ―wで ある。大 きさは、桁行が

3間で6.60m(22.0尺 )あ り、梁行は 1間で3.54m(11,8尺)を各々計測する。

これを各柱間径で見ると、桁行 3間 はPl,2と P5,6間 が1.80m(6.0尺)あ り、 P2,3と

P6,7間 が2,70m(9.0尺)あ り、P3,4と P7,8間 が2,10m(7.0尺)を各々計測することか

ら、桁行は6尺 ×9尺 ×7尺の柱間径となる。これに、梁行の11.8尺が加わる。そうすると中央

に 9尺の広い部屋を置いた構成となる。

柱穴は、重複関係から不整形をなす柱穴も存在するが、多 くの柱穴は楕円形で桁行方向に沿い

掘 り込まれている。大きさでは、P3が最大でありP4が最小の柱穴である。また、深さで見る

ならば0.50m～ o.80m程度の深さを有 している。個々の柱穴径は、第27表 に示 した。
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このように、桁行と梁行の大きさ、各柱間径、柱穴径などから、本建物址は比較的しっか りし

た建物址と判断される。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。

第27表 第26号掘立柱建物址柱穴一覧表

第27号掘立柱建物址 (第 35図、第28表、図版11)

本建物址は、 I郭の北東部に位置 し、第 2、 9号建物址等と重複 しており、東側に廂を有する

建物址である。身舎は、桁行 3間、梁行 1間で、廂は桁行 2問梁行 1間 となる。よって、本建物

址は 3間 ×2間 の建物址で、N-23° 一Wに方位を有 し長方形をなしている。

大きさは、桁行が 3間で6.00m(20.0尺 )あ り、梁行は 2間で4.41m(14.7尺)を 、各々計測

する。身舎の梁行は、3.00m(10,0尺)を計測する。これを、桁行と梁行の柱間径で見 ると、身

舎の桁行はP4,5と P8,9間 が2.34m(7.8尺 )あ り、 P5,6と P9,10間 が1.68m(5.6尺 )

あり、P6,7と P10,11間 が1,98m(6.6尺)を、各々計測する。身舎の梁行 は、3.00m(10尺 )

である。したがって、身舎の柱間径は 8尺 ×5.5尺 ×6.5尺 +10尺を意識 したものと判断される。

廂の梁行径は、1,41m(4.7尺)で 5尺を意識 したようである。

身舎と廂を見ると、P2～ P10が一直線に配置されており、P2の北側はPlの みであること

等を合せ考えると、P5,9は桁行の柱でP4～ 6と P8～ 10で 13尺 間を構成 していた可能性を

有 している。

柱穴は、桁行に沿って掘 り込まれており、楕円形や隅丸長方形をなす柱穴がほとんどである。

深さは、P4,6が 0.30m～ o.50m代 と浅 くなっているが0.50～ 0,70m代 の深さを有 している。 P

4,6が浅いのは、重複のため上部を消失 したためで、本来は0.60～ 0.70m代 の深 さを有 してい

たことと判断される。個々の柱穴は、第28表 に示 した。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。

PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深 さ

Pl 楕円形 P5 楕円形

1.10 楕円形 6 楕円形

楕円形 7 楕円形

4 0.58 0,44 楕円形 8 楕円形

-74-



恥」
~∪個

υヽ/¬
~オ

]」
¨

(ノRJへ勢∪戸

生             G

―
 ―

④
L=34.80m

0               2

-m

第35図 第27号掘立柱建物llL実測図

-75-



PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P7 0.62 楕円形

2 楕円形 8 楕円形

3 0.64 楕円形 9 長方形

4
丸
形方

隅
長 楕円形

5 長方形 長方形

6 楕円形

第28表 第27号掘立柱建物址柱穴一覧表

第28号掘立柱建物址 (第36図、第29表、図版11)

本建物址は、 I郭の北東部で第 8号溝 (堀 4)の東側虎口北側に位置 し、第 5、 20号 建物址 と

重複 している。大きさは、桁行が 4間 で7.95m(26.5尺 )あ り、梁行 は 1間 で3.00m(10.0尺 )

を各々計測 し、N-65° ―Eに方位を有 し長方形をなしている。

桁行 4間 の柱間径は、Pl,2と P6,7間 がPl,2は 2.73m(9.1尺 )で P6,7間 が2.52m

(8.4尺 )と 、計測値に 7寸程度の差を有 している。P2,3と P7,8は、前者の柱間がその計測

値に差があるため、ここでも差が生 じている。P2,3間 は、1.80m(6.0尺)で P7,8間 が2.04

m(6.8尺 )と 7寸の差がある。P3,4と P8,9間 は、1.71m(5,7尺)で あり、P4,5と P9,

10間 は1.71m(5。 7尺)を計測する。このように、東側に広い部屋を配置 した構成である。

柱穴は、重複関係が著 しいため柱穴の一部を消失 してしまったものも所在するが、円形と楕円

形をなす柱穴で、楕円形が主流を占め桁行方向に沿って掘り込まれている。深さは、各柱穴によ

り異なっているが、P4が 0。 70mで P9は 0。 67mを計測 し、P3は 0.50mで P6は 0。 70mを計測

する。この浅い柱穴は、重複により柱穴上半を消失 した為と判断され、0.50～ 0。 70m程度の深 さ

を有するものと判断される。個々の柱穴径は、第29表 に示 した。

出土遺物は、何 ら出土 しなかった。
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PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 0.60 楕円形 P6 0.70 楕円形

2 楕円形 0 55 楕円形

円 形 0.60 0.54 楕円形

4 楕円形 楕円形

5 0.58 楕円形 楕円形

第29表 第28号掘立柱建物址柱穴一覧表

第29号掘立柱建物址 (第 37図、第30表、図版11)

本建物址は、 I郭の中央北西部で第 8号溝 (堀 4)の南西側に位置 している。方位 としては、

N-45° 一Wで長方形をなす建物址であるが、桁行は 7間で梁行が 2間 と 1間 で都合 6間 か ら構

成されている。したがって、桁行 も6間 の部分が存在することとなる。大きさは、桁行 7間 の部

分が12.84m(42.8尺 )あ り、同 6間 の部分は11.01m(36.7尺 )を、各々計測する。梁行は、 2

間と 1間の部分が4.56m(15。 2尺)を計測する。

各柱間径は、桁行では 7間 と6間が 6間 の部分が同一柱間を有 している。桁行の柱間径は、 P

l,2と P9,10間 が1.80m(6.0尺)あ り、P2,3と P16,17間 が1.95m(6.5尺)あ り、 P3,4

とP17,18間 が1.65m(5.5尺)あ り、P4,5と P18,19間 が2.01m(6.7尺)あ り、P5,6と Pl乳

20間が1.98m(6.6尺)あ り、P6,7と P20,21間 が1.95m(6.5尺)あ り、P7,8と P21,22間 が

1.501n(5,0尺 )を、各々計測する。したがって、桁行は6尺 ×6.5尺 ×5.5尺 ×6.5尺 ×6.5尺 ×a5

尺×5尺 を意識 したことと判断される。梁行では、東側が 1間構成で他は 2間構成である。梁行

の柱間径は、P2～ 7と P10～ 15間 が2.58m(8.6尺 )あ り、P10～ 15と P16～ 21間 が1,95m(6.5

尺)あ り、東側 (P7,8と P21,22間 )が4.56m(15.2尺)を、各々計測する。よって、梁行は

8.5尺 ×6.5尺 +15尺を意識 したことと判断される。

以上の計測値から、本建物址は東側と中央西側に 5尺間を置き、他の部分 は 6尺 と6.5尺 間の

部屋構成 とした建物址で、比較的しっかりした建物址と判断される。

柱穴は、楕円形と円形状をなす柱穴で、桁行に沿 うものと梁行方向に沿うものとがあリー様で

はない。柱穴の大きさは、P7がやや小型である以外ほぼ同程度の大きさである。重複関係によ

り、PH,12,17,18な どのように柱穴の一部 しか確認出来なかった柱穴もある。なお、個々の柱

穴径は第30表 に示 した。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。
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PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P12 0.50 楕円形

楕円形 0.42 楕円形

3 0.75 構円形 楕円形

橋円形 楕円形

楕円形 楕円形

楕円形 円 形

7 楕円形 0_48 楕円形

0.25 楕円形 楕円形

0.53 楕円形 0.70 楕円形

楕円形 橋円形

0,90 楕円形 円 形

第30表 第29号掘立柱建物址柱穴一覧表

第30号掘立柱建物址 (第 38図、第31表、図版 9)

本建物址は、 I郭の南東で第53号掘立柱建物址と重複 している。大きさは、桁行 4間 (7.38m

で24.6尺 )で、梁行 1間 (3.60mで 12尺 )で あり、長方形をなす建物址である。方位としてはN一

47° ―Wで、東西方向を向く建物址である。

桁行 4間 の各柱間径は、Pl,2と P6,7間が1.60mで 6尺、P2,3と P7,8間 が1.80mで

6尺、P3,4と P8,9間が1.68mで 5.6尺、P4,5と P9,10間 が2.10mで 7尺、を各々計測す

る。この計測値から、桁行の柱間は 6尺 と7尺を基準としたようである。異なる点としては、 P

3,4と P8,9の柱間が5,6尺 と狭 くなっている点である。これは、本建物址の用途 と関連する

ことと判断される。

柱穴は、Pl～ P5ま での北側柱穴が、P6～ P10ま での南側柱穴に対 して大きく掘 り込まれ

ているが、深さで見るならば各柱穴ともほぼ同程度の深さを有 しており、形状 も楕円形を呈 して

いる。

各柱穴内の上層は、ローム=ブ ロックを含む黒色土が主体であり、これに暗褐色土、黄褐色上、

黒褐色上の各土層が交互に埋めた状況で確認されたが、柱痕と推定される部分はP2,5,7の各

柱穴底でわずかに認められた程度である。各柱穴径は、第31表 に示 した。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。
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PNO
大 き さ (m)

形 状 備   考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備   考

東西径 南北径 深 さ 東西径 南北径 深 さ

Pl 楕円形 楕円形

楕円形 11 0,88 0.47 楕円形

1_14 楕円形 0.78 楕円形

4 楕円形 楕円形

楕円形 1.50 楕円形

楕円形 楕円形

7 楕円形 0.72 楕円形

1.22 0.39 楕円形 糖円形

楕円形

第31表 第30号掘立柱建物址柱穴一覧表

第31号掘立柱建物址 (第39図、第32表 )

本建物址は、 I郭の南西部で第 4号堀の東側で土橋の北東に位置 し、桁行 3間、梁行 2間 の建

物址で、N-50°一Wに方位を有 し長方形をなしている。大きさは、桁行が 3間 で6.15m eα 5尺 )

あり、梁行は 2間で3.36m(11.2尺)を計測 し、総柱式の建物址である。

各柱間径は、桁行がPl,2と P9,10間 が1.95m(6.5尺)あ り、P2,3と P10,11間 が2.25m

(7.5尺)あ り、P3,4と P ll,12間 が1.95m(6.5尺)を各々計測する。梁行は、北側 (Pl列 と

P5列 )が 1.50m(5.0尺)を計測 し、南側 (P5列 とP9列 )が 1.80岬 (6.0尺 )を 各々計測す

る。このことから、本建物址の柱間は、桁行が6.5尺 ×7.5尺 ×6.5尺 の柱間径で、梁行は 5尺 ×

6尺の柱間径となり、中央がやや広 くなる構造 となる。

本建物址は、北側が 5尺で南側は6尺 となるが、北面廂ではなく総柱式の建物址と判断される。

これは、 I郭内の建物址は本址と類似する建物址が多 く確認されているためである。

柱穴は、円形の柱穴と楕円形の柱穴とが併用されている。円形の柱穴では、Pl,8,9の 3柱

穴で、他は精円形の柱穴である。柱穴の大きさは、Pl～ 4,P7,P10～ 12の 8柱穴が大 きく掘

り込まれている。深さは、各柱穴により異なっている。個々の柱穴径は、第32表 に示 した。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。
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PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南】ヒ径 深 さ

1 楕円形 7 0.60 楕円形

0,96 精円形 楕円形

0.64 楕円形 0.60 0,25 楕円形

0.64 楕円形 楕円形

楕円形 楕円形

楕円形 楕円形

第32表 第31号掘立柱建物址柱穴一覧表

第32号掘立柱建物址 (第40図、第33表 )

本建物址は、 I郭の南西部で I郭南側虎日の北側に位置し、第56号掘立柱建物址と重複 してお

り、桁行 3間で梁行 1間の長方形をなす部分と、東側で南側に 1間付設された部分 とからなる建

物構成で「 L」 型をなしている。記述上前者 (P3～ 6と P7～ 10)を 身舎、後者 (Pl～ 4)

を付設部として記述する。

本建物址の大きさは、身舎が桁行 3間で6.33m(21.1尺)あ り、梁行は 1間 で2.91m(9,9尺 )

を計測する。桁行の各柱間径は、P3,4～ P7,8間 が2.25mで 7.5尺 あり、 P4,5～ P8,9

間では2.25mで 7.5尺 あり、P5,6と P9,10間 では1.83mで 6.1尺 を、各々計測する。 この計測

から、桁行の柱間は7.5尺 ×7.5尺 ×6尺を意識 したようである。付設部 (Pl～ 4)は 、 1間 4

面となり東西径 (Pl,2と P3,4間 )は 2.25mで 7.5尺 となり、南北径 (Pl,3と P2,4間 )

は1.65mで 5.5尺 となる。以上の計測値から、本建物l■ は7.5尺 ×7.5尺 ×6尺 ×9.9尺 の部分 (身

舎)に 7.5尺 ×5.5尺 (付設部)が付設され、比較的 しっかりした建物l■ となる。方位は、N-4T―

Eで ある。

柱穴は、重複により柱穴の一部 しか確認出来なかった柱穴 も存在するが、比較的小さな柱穴が

多 く、形状 も円形、方形、楕円形と不規則である。深さは、中央部分が深 く端部が浅 くなってい

るなど、多少の差異は認められる。個々の柱穴径に関しては、第38表 に示 した。

出土遺物は、何 ら出土 しなかった。
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第33表 第32号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ (m)

形 状 備   考 PNO
大 き さ (m)

形 状 備   考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深 さ

Pl 0.60 0.35 楕円形 P6 楕円形

2 楕円形 7 楕円形

楕円形 8 0.68 0.50 楕円形

4 楕円形 9
隅 丸

0.32 0,30 0.43 楕円形 0.23 楕円形

第33号掘立柱建物址 (第41図、第34表 )

本建物址は、 I郭の北西部に位置 し、桁行 2間で梁行 1間 の長方形をなす建物址である。本建

物址の方位は、N-51° 一Wで ある。

本建物址の大きさは、桁行が 2間で3,78m(12.6尺)あ り、梁行は 1間で2.10m(7.0尺 )を 計

測する。桁行 2間の柱間径は、Pl,2と P4,5間 が1.86m(6.2尺 )あ り、P2,3と P5,6間

は1.92m(6.4尺 )を、各々計測する。この計測値から桁行は、 6尺 ×6尺 を意識 したようであ

る。建物址全体では、 6尺 ×6尺 ×7尺 となり、小型であるがしっかりした構造となる。

柱穴は、楕円形の柱穴を用いており、建物址の方向とは逆に南北方向 (梁行)を向いて掘 り込

まれている。深さは、Pl,4が 0.30m以 内と浅いが他は深 くなっている。個々の柱穴径は、第34

表に示 した。

遺物は、何 ら出土 しなかった。

第34号掘立柱建物4L(第 42図、第35表 )

本建物址 は、 1郭の中央西側で第50号掘立柱建物址の北西部に位置 している。桁行が 2間で、
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第34表 第33号掘立柱建物hL柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考

東西径 南北径 深 さ 東西径 南耳ヒ径 深 さ

Pl 楕円形 P4 楕円形

2 楕円形 0.66 楕円形

3 0,42 楕円形 精円形
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梁行は 1間の長方形をなす建物址であり、N-47° ―Eに方位を有 している。

大きさは、桁行が 2間で3.60m(12,0尺 )を計測 し、梁行は 1間で2.85m(9.5尺)を計測する。

桁行 2間 の柱間は、東側 (Pと ,2と P4,5間 )が 1.80mで 6.0尺 を計測 し、西側 (P2,3と P

5,6間 )は 1.80mで 6.0尺 を計測する。この計測値から、桁行 と梁行の柱間は 6尺 × 6尺 ×12尺

となりしっかりした構造の建物址であると判断される。

柱穴は、P2と 5以外重複 しているが、楕円形をなす柱穴が中心であり、Pl,2,5の 3柱穴

は大きく掘 り込まれている。各柱穴の深さは、柱穴の位置により多少計測値に差は認められるが、

ほぼ同程度の深さを有する柱穴が多いようである。個々の柱穴径は、第35表 に示 した。

出土遺物は、少量の上師器片が柱穴内より出土 したのみである。

第35号掘立柱建物址 (第43図、第36表 )

本建物址は、 I郭の南西で第 3号掘立柱建物址の南西部に位置 し、第52号掘立柱建物址 と重複

している。大きさは、桁行が 3間で5,82m(19.4尺 )あ り、梁行が 1間 で3.36m(11.2尺 )を各々

計測するЬ方位は、N-46° 一Eで東西方向を向き長方形をなす建物址である。

柱間径は、桁行が 3間 で梁行が 1間であるため、桁行の柱間径を記述する。桁行東側 (Pl,

2と P5,6)は 、1.86mで 6.2尺 を計測 し、中央の柱間 (P2,3と P6,7)は 1.80mで 6.0尺 を

計測 し西側の柱穴 (P3,4と P7,8)は 、2.16mで 7.2尺 を計測する。この結果、桁行 3間 は 6

尺+6尺+7尺を意識 したものと判断される。これに、梁行の11尺が加わることとなる。

各柱穴は、第51号掘立柱建物址より大きく、やや深い柱穴である。柱穴の形状としては、楕円

形をなす柱穴が中心である。個々の柱穴径は、第36表 に示 した。

出土遺物としては、ごく少量であるが内耳小片、カワラケ小片、土師器小片などがPl,4,5,

8よ り検出されているが、図示可能な遺物は検出されなかった。
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第35表 第34号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ

Pl 構円形

2 楕円形

3 楕円形

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ

P4 糖円形

5 0.54 楕円形

6 楕円形
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PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考
東西径 南北径 深 さ 東西径 南北径 深 さ

Pl 楕円形 P5 0.66 楕円形

2 楕円形 楕円形

3 楕円形 7 橋円形

4 1.14 0.66 楕円形 0.82 楕円形

第36表 第35号掘立柱建物址柱穴一覧表

第36号掘立柱建物址 (第44図、第37表、図版 9)

本建物址は、 I郭の南東部に位置 しており、桁行が 4間で梁行は 1間の建物址で、長方形をな

している。方位は、N-47° 一Wである。大きさは、桁行が 4間で7.38m(24.6尺 )を計測 し、梁

行は 1間で3.60mで 12.0尺を計測する。桁行の柱間は、Pl,2と P6,7間 は1.80mで 6.0尺 を計

測 し、P2,3と P7,8間 は1.80mで 6.0尺 を計測する。P3,4と P8,9間 は、1.68mで 5.6尺

を計測 し、P4,5と P9,10間 は2.10mで 7.0尺を計測する。よって桁行の柱間は、 6尺 ×6尺

×5尺 ×7尺 となり、 5尺間を境として 6尺間と7尺間に区分される。梁行は、12尺であること

から南北に細長い構造となる。

柱穴は、P10が不整円形である以外全て楕円形をなしており、深さもほぼ一定 した深さを有 し

ている。建物址の平面プランと合わせ考えると、しっかりした構造の建物址と判断される。柱穴

内の土層は、ローム=ブ ロックを主体とした土層である。個々の柱穴径は、第37表 に示 した。

出土遺物としては、少量の土師器郭片が出土 したのみである。

第37表 第36号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考
東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 長方形 P6 長方形

2 0.82 長方形 7 0.56 長方形

3 長方形 長方形

長方形 長方形

長方形 長方形
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第37号掘立柱建物址 (第29図、第38表 )

本建物址は、 I郭の北西部で第19号掘立柱建物址 と重複 しており、南側には旧堀である第 4号

堀が、西側に旧堀の第 号堀が各々掘り込まれている。本建物址は、桁行が 4間 で梁行は 1間 の

建物l■ で長方形をなし、N-42° 一Eに方位を有 している。

大きさは、桁行が 4間で6.54m(21.8尺 )あ り、梁行は 1間 で5。 16m(17.2尺 )を 、各々計測

する。これを各柱間で見ると、桁行はPl,2と P7,8間 は2.10mで 7.0尺 あり、P2,3と P8,

9間 は1.62mで 5。 4尺あり、P4,5と P9,10間 は1,32mで■4尺あり、P5,6と P lQ ll間 は1.50m

で5,0尺 を、各々計測する。梁行は、 1間 で17.2尺を計測することか ら、本建物址 は桁行が 7尺

×5尺 ×4尺 ×5尺で、梁行が17尺 の建物址と判断される。東側 (Pl,2と P7,8間 )は、 7

尺 X17尺で広い部屋構成となっているが、他の部屋は 5尺 X17尺 と狭い部屋構成となっているこ

とから、東側の部屋が中心部分 と判断される。なお、P3は P2に接する柱穴で、本建物址の桁

行線上に位置 しているものの、本柱穴と対比する柱穴が存在 しない。 したが って、他の建物址

(第 19号建物IIL)の 柱穴である可能性を有 している。

柱穴は、桁行線に沿った楕円形状をなす柱穴と判断されるが、その多 くは重複により壁の一部

しか遺存 しない柱穴がほとんどである。柱穴としては、大きくしっかりした柱穴であり、土層 は

ローム=プ ロックを中心とした黄褐色土が中心である。また、P8は第19号建物址のP9に 相当

し共有のようである。

遺物は、何 ら出上 しなかった。

第38表 第37号掘立柱建物址柱穴一覧表

第38号掘立柱建物址 (第 45図、第39表 )

本建物址 は、 I郭の北西部で第 1号掘立柱建物址北西部に位置 し、
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PNO
六 き さ(m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 0,96 0.50 楕円形 P6 楕円形

楕円形 7 楕円形

楕円形 8 楕円形

4 0.52 楕円形 9 0.36 楕円形

5 楕円形 0.88 楕円形

桁行 は 2間で梁行が 1間 の
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建物址である。方位は、N-50° 一Wである。本建物址の西側には、 6溝が掘 り込まれている。

大きさは、桁行が 2間で4.1lm(13,7尺 )を計測 し、梁行は 1間で1.80m(6.0尺)を計測する。

桁行 2間 の柱間は、西側 (Pl,2と P4,5間 )が2.19mで 7.3尺を計測 し、東側 (P2,3と P

5,6間 )が1.92mで6.3尺 を計測する。この計測値から桁行は、 7尺 X6尺の柱間径であったと

判断され、西側が広い構造である。

柱穴は、円形の柱穴 (P2)と 楕円形をなす柱穴 (P2以外の柱穴)がある。これらの柱穴は、

他の柱穴や溝と重複 している。大きさ等は、P6が小型の柱穴である以外は、ほぼ同程度の大 き

さであり、深さもほぼ一定 している。個々の柱穴径は、第39表 に示 した。 また、 Pl,2の 北側

に位置する3柱穴 (P7～ P9)は、柵列等の可能性を有 している。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。

第39表 第38号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考
東西径 南】ヒ径 深 さ

Pl 楕円形

2 0.82 楕円形

3 0.80 楕円形

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深 さ

P4 楕円形

5 0,70 楕円形

6 0.50 楕円形

第39号掘立柱建物址 (第 28図、第40表 )

本建物址は、 I郭の北西部で第18号建物址の内側に位置している。桁行が 3間で、梁行は 1間

で方位をN-50° 一Eに有 し、長方形をなす建物l■ である。大きさは、桁行が 3間で5.67m(18,9

尺)あ り、梁行は 1間で3.45m(11.5尺 )を、各々計測する。

桁行 3間 の柱間径は、Pl,2と P5,6間が1.80m(6.0尺)あ り、P2,3と P6,7間が1,80

m(6,0尺)あ り、P3,4と P7,8間が2.07m(6。 9尺)を、各々計測することか ら桁行の各柱

間は、 6尺 ×6尺 ×7尺 を意識 したものと判断される。これに、梁行の11.5尺 が加わることとな

る。

柱穴は、桁行方向に沿って楕円形に掘り込まれており、重複のためPl,3は 一部を確認 した

のみであるが、大きさはほぼ同程度の大さきと判断される。P4は、堀 4に より南側を切 られた

状況を呈 している。個々の柱穴径は、第40表 に示 した。

出土遺物としては、カヮラケ、内耳土器、陶磁器、管玉などが検出されているが、数量 として

はごく少量で、管玉 (/r9255)以 外は全て小破片である。
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第40表 第39号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深 さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 0.56 楕円形 P5 楕円形

0,90 楕円形 6 長方形

楕円形 7 楕円形

楕円形 惰円形

第40号掘立柱建物址 (第46図、第41表 )

本建物址は、 I郭の北西部で第38号掘立柱建物址の東側に位置し、第26号掘立柱建物址 と重複

している。本建物址は、桁行 3間で梁行 1間の身舎と、桁行 3間梁行 1間の廂部から出来ており、

全体では、桁行が 3間で梁行は 2間 となり、長方形をなす建物址である。方位は、 N-36° ―W

である。

大きさは、建物址全体では桁行が 3間で6.27m(20,7尺)を計測 し、梁行は 2間で4,08m(1&6

尺)を計測する。これを身舎と廂に分けると、桁行は同様であるが梁行 は身舎で2,19mの 7.3尺

となり、廂部分で1.89mの 6.3尺 となる。この数値から、梁行の柱間は 7尺 ×6尺 と判断される。

身舎桁行 3間 の柱間は、西側 (Pl,2と P5,6間 )が 1.68mで 5.6尺 あり、中央 (P2,3と P

6,7間 )が 1,95mで 6.5尺 あり、東側 (P3,4と P7,8間 )が2.64mで 8,8尺 となり、5.5尺 ×

6.5尺 ×9尺を意識 した構造と推定される。廂部の桁行柱間は、東側 と西側では異なった住穴配

置をしている。東側は、身舎 と同様であるが、西側は中央が広 くなっている。 P9～ 10間 は、

1,95mで 6.5尺 を計測 し、P10～ 11間 は2.37mで 7.9尺 を計測 し、P ll～ 12間 は1,95mで 6.5尺 を計

測する。

柱穴は、重複関係が著 しく柱穴底部以外確認出来なかった柱穴も存在するが、円形と楕円形を

なしている。大きさでは、中央 (P5～ 8)の柱穴が大きく掘 り込まれている。深さは、 ほぼ一

定 しているようであり、平面と合わせると比較的しっかりした建物址と判断される。個々の柱穴

径は、第41表 に示 した。

出土遺物は、土師器片、内耳片、カフラケ片等が出土 したのみである。
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第41表 第40号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P7 0.68 楕円形

2 0.84 0.66 楕円形 楕円形

3 0.72 楕円形 0.53 楕円形

4 楕円形 楕円形

5 0.88 楕円形 楕円形

6 橋円形 0.52 楕円形

第41号掘立柱建物址 (第 47図、第42表 )

本建物址は、 I郭の北西部で、第40号掘立柱建物址と重複 している。桁行が 3間で、梁行 は 1

間の長方形をなす建物址で、方位をN-49° 一Wに有 している。

本建物址の大きさは、桁行が 3間で6.69m(22.3尺)を計測 し、梁行は 1間で3.60m(12.0尺 )

を計測する。桁行 3間 の柱間は、西側 (Pl,2と P5,6間 )が 1.50mで 5.0尺 あり、中央 (P2,

3と P6,7間 )が 1.80mで 6.0尺 あり、東側 (P3,4と P7,8間 )が 3.39mで 11.3尺 を各々計

測する。この計測値から、桁行の柱間は5尺 ×6尺 ×11尺であったと判断され、東側が広い構造

となっていることが知 られる。

柱穴は、他の柱穴と重複 している部分が多 く単独の柱穴は、Plの みである。個々の柱穴径は

第42表 に示 したが、比較的小型の柱穴が中心である。

出土遺物は、何 ら出土 しなかった。また、柱穴内の覆土は、ローム=ブ ロックを主体 とした土

層で、一部黒色土と黒褐色土が柱穴底付近で認められた程度で、柱痕と判断される土層は認め ら

れなかった。

第42表 第41号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南】ヒ径 深  さ

Pl 楕円形 P5 0.44 楕円形

2 楕円形 6 楕円形

3 0,90 楕円形 7 楕円形

4 楕円形 8 楕円形
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第42号掘立柱建物址 (第32図、第43表、図版10)

本建物址は、 I郭の中央北側に位置 し、第22号掘立柱建物址と重複 しており、身舎と廂部より

構成されている。桁行は4間で、梁行は 1間である。廂は、東側と南側に付設されており、西側

が広い部屋となっている。方位は、N-45° 一Eである。

大きさは、身舎は桁行が 4間で7.56m(25,2尺 )あ り、梁行はPl～ P5(P4～ P8ま で)間

で3.60m(12.0尺 )を計測 し、梁行西側 (P9～ 10間 )が4.50m(15.0尺 )を 各々計測する。廂

は、東側が狭 く0。 33m(1,1尺 )で南側が0。 93m(3.1尺 )を、各々計測する。

桁行 4間 の柱間は、Pl,2と P5,6間 は2,13mで 7.1尺 あり、P2,3と P6,7間が1.45mで

4.8尺 あり、P3,4と P7,8間が1.53mで 5,1尺 あり、P8,9と P10,11間 が2.40mで 8.0尺 を計

測することから、桁行は 7尺 ×5尺 ×5尺 ×8尺の構成で、中央 2部屋が狭い構成である。梁行

は、12尺 と15尺であるため、広い構成となっている。

柱穴は、重複関係が著 しいものの楕円形と円形状を呈する柱穴が中心であり、深さは個々の柱

穴により異なっているが、北側の柱穴は他の柱穴より比較的しっかりした掘 り込みである。

出土遺物は、何 ら出土 しなかったが、第42号掘立柱建物址より古い時期の建物址と判断される。

なお、個々の柱穴径は第43表 に示 した。

第43表 第42号撮立柱建物址柱穴一覧表

第43号掘立柱建物址 (第48図、第44表、図版11)

本建物址は、 I郭の北東部に位置 しており、桁行は 2間で梁行が 1間の建物址で、長方形をな

している。方位は、N-24°一Wで ある。大きさは、桁行が 2間で4.02m(13.4尺 )を計測 し梁行

は 1間 で3.00m(10.0尺 )を計測する。桁行 2間の柱間は、西側 (Pl,2と P4,5間 )が 2.10

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P8 0.23 楕円形

2 0.64 0.44 楕円形 0.22 楕円形

3 と,36 0,78 楕円形 0_78 精円形

4 楕円形 11 楕円形

5 楕円形 楕円形

6 0。 98 楕円形 楕円形

7 0.44 楕円形
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mで 7.0尺 を計測 し、東側 (P2,3と P5,6間 )が1,92mで 6.4尺 を計測する。この計測値から、

桁行×梁行の柱間は 7尺 ×6尺 ×10尺 となり、西側の部分が広い構造となっている。

各柱穴は、重複関係が著 しいため掘 り込み面で確認された柱穴は、Pl,4,5の 3柱穴である。

また、単独といえる柱穴は確認されなかった。各柱穴は、楕円形状を呈するものがほとんどで、

深さは各柱穴によリー定ではない。個々の柱穴に関しては、第44表 に示 した。

出土遺物は、Pl,4,6よ り少量の土師器片と内耳土器小片が検出された程度で、図示可能な

遺物は出土 しなかった。

第44表 第43号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考
東西径 南】ヒ径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P4 楕円形

2 楕円形 5 橋円形

3 0.52 楕円形 6 楕円形

第44号掘立柱建物址 (第 49図、第45表 )

本建物址は、 I郭の中央南東側で第30号掘立柱建物址と重複 しており、桁行が 4間 で梁行 1間

の長方形をなす掘立柱建物址である。方位は、N-43° 一Wで ある。

本址の大きさは、桁行が 4間で8.67m(15。 6尺 )を計測 し、梁行は 1間で3,30m(11.0尺 )を

計測する。桁行 4間 の柱間は、Pl,2と P6,7間 が3.69mで 12.3尺 あり、P2,3と P7,8間

では2.10mで 7.0尺 あり、P3,4と P8,9間 では1,95mで 6.5尺 あり、P4,5と P9,10間 では

1,92mで 6.4尺 を各々計測する。この計測値から、桁行の桁間は12尺 X7尺 ×6.5尺 × 6尺 であっ

たと判断され西側の部分 (Pl,2と P6,7間 )が広い構造となっている。

柱穴は、第30号掘立柱建物址と重複 しているため、桁行北側の柱穴 (Pl～ 5)と P10の 一部

を消失 しているが、楕円形をなす柱穴が中心である。楕円形の柱穴以外では、P6,8,10の 3柱

穴が円形状を呈 している。大きさは、個々の柱穴により異なっているが、ほぼ一定である。柱穴

としては、北側の柱穴がしっかりした柱穴である。柱穴内の上層は、ローム=ブ ロック主体の黄

褐色土であり、ごく一部に黒色土、黒褐色土を含んでいる。個々の柱穴径は第45表 に示 した。

出土遺物としては、各柱穴内より何 ら出土 しなかった。
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PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深 さ

Pl 楕円形 P6 精円形

2 楕円形 7 1_10 0.80 楕円形

3 楕円形 8 楕円形

4 0。 74 楕円形 9 楕円形

5 楕円形 楕円形

第45表 第44号掘立柱建物址柱穴一覧表

第45号掘立柱建物址 (第50図、第46表 )

本建物址は、 I郭の南東部に位置 し、桁行 4間 (8。 22m、 27.4尺 )、 梁行 2間 (3.03m、 lo.1尺

で、N-63° 一Eに方位を有 し長方形をなす掘立柱建物址である。桁行の北側 1間 は、廂 に相当

する部分と判断されるが、廂部南側の柱穴線 (P6～ P10)は P9ま でで、P10に は通 らず P9

とP10間でこれ以東とは別の用途をなす部分と判断される。よって、本建物址はPl～ P4及 び

P6～ P9ま での部分と、P4と 5及 びP9と 10の部分とに分かれ、これに北面廂 (P6～ P10

及びP ll～ P15ま での部分)が付属することとなる。

柱間で見ると、桁行では東側から2.10mで 7尺 (Pl,2～ P6,7)、 1.80mで 6尺 (P2,3

～P7,8)、 2.16mで 7.2尺 (P3,4～ P8,9)、 2.10mで 7尺 (P4,5～ P9,10)と なり、 7

尺と6尺の柱間となる。梁行では、 1間で2.04mの 6.8尺 となり、 ほば 7尺 の柱間として建てた

ようである。梁行のP4～ P9は、1.60m(P9～ P4)と 1.80m(P10～ P5)と なり、 5尺

×6尺の柱間となる。 廂は、桁行が各柱間と同じで 7尺 ×6尺 ×7尺 × 7尺 となる。梁行は、

0.96mの 3.2尺 であるため 3尺廂であると判断される。また、西側のP9～ P14と P10～ P15間

は1,36mで 4.5尺 となる。

このように、本建物址はP4～ P14を境 として区分されるようである。なお、個々の柱穴径は

第46表 に示 した。また、出土遺物はP4よ り須恵器高台付郭が出土 している。
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第46表 第45号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 0.50 楕円形 P9 楕円形

2 楕円形 楕円形

0.60 0.65 楕円形 11 楕円形

4 0 63 長方形 長方形

楕円形 0.52 楕円形

0.60 楕円形 楕円形

7 0.82 楕円形 15 0.64 橋円形

楕円形

第46号掘立柱建物址 (第51図、第47表、図版10)

本建物址は、 I郭の中央西側に位置 し、桁行 2間で梁行 2間 の正方形をなす建物址である。方

位は、N-62° ―Wで ある。建物址の大きさは、桁行が 2間で3.60m(12.0尺 )あ り、梁行 は 2間

で3.36m(11.2尺 )を計測 し、桁行が梁行より0.8尺長 くなっている。

各柱間径は、桁行西側 (Pl,2と P6,7間 )は 2.10mで 7.0尺 あり、東側 (P2,3と P7,8

間)が 1.50mで 5.0尺 を計測する。梁行は、北側 (Pl,4と P3,5間 )が1.62mで 5.4尺 あり、南

側 (P4,6と P5,6間 )は 1.74mで 5.8尺 を計測する。このように、本建物址は西側が広 く東側

が狭い構造であり、柱間径を見ても広い部分は 7尺間であるのに対 し、狭い柱間は 5尺～5,8尺

と6尺以下の柱間径である。なお中央の柱は、確認されなかった。

柱穴は、土壊、柱穴等の重複関係が著 しく、単独な柱穴はP7の みである。柱穴の平面形 は、

楕円形が中心で、大きさと深さは一定 していない。個々の柱穴径は第47表 に示 した。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。

第47表 第46号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考

東西径 南ゴヒ径 深  さ

Pl 楕円形

楕円形

0 32 楕円形

4 楕円形

PNO
大 き さ(m)

形 状 備   考

東西径 南北径 深  さ

P5 楕円形

楕円形

7 0,96 楕円形

楕円形
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第47号掘立柱建物址 (第 52図、第48表、図版12)

本建物址は、 I郭の南西部で、堀 4(旧堀)内西側土橋の東側に位置 している。大 きさは、桁

行 2間 (3.93mで 13.1尺 )で、梁行 1間 (3.36mで 11.2尺 +12,4尺 )で あり、ほぼ正方形をなす

建物址である。方位は、N-41° ―Wで ある。

桁行 2間 の柱間はPl,2と P4,5間が2.10mで 7尺 あるが、P2,3と P5、 6間 ではP3が北側

に突出して配置されているため異なった数値を示 している。P2,3間 は、1.80mで 6尺 となり、

直線だと1,79mで ぁるため 6尺 の柱間であったものと判断される。また、P5,6間 も1.80mで 6

尺の柱間である。

梁行 1間 は、Plと 4及びP2と 5は同じ3.36mの 11.2尺であるが、P3が北側に突出 してい

ることからP3,6間 は3,72mで 12.4尺 となり0.36mの 1.2尺広 くなっている。

以上の結果から、本建物址は桁行が 7尺 +6尺で、梁行が11尺 +12.4尺の規模を有する建物址

ということとなる。

各柱穴は、円形か楕円形をなしており、その大きさも各柱穴により異なっている。柱穴内の土

層は、黒色土と黒褐色土が主体で柱痕部の周囲に埋め込まれている。柱痕部は、明るく柔質な黒

褐色土が堆積 しており、21cm(7寸 )程度である。個々の柱穴径は、第48表 に示 した。

出土遺物としては、きわめて少量でPl,3,6の 3柱穴より、少量の上師器小片、カワラケ小

片が検出された程度である。

第48表 第47号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形

2 楕円形

3 楕円形

PNO
六 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ

P4 0,46 楕円形

5 楕円形

6 楕円形

第48号掘立柱建物址 (第53図、第49表、図版10)

本建物址は、 I郭の中央西側で、第 8号掘立柱建物址の西側に位置 し、池状遺構と接 してい

る。大きさは、桁行が 3間で5。 37m(19.7尺 )あ り、梁行は 1間で3,18m(lo.6尺 )を計測 し、

方位をN-48° 一Eに有 し、長方形をなす建物址である。

各柱間径は桁行が 3間で梁行が 1間であるため、桁行の柱間を計測する。桁行東側 (Pl,2
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～P5,6)は 1.20mで 4尺を計測 し、同中央 (P3,4～ P6,7)が 1.20mで 4尺を計測する。

桁行南側は、東側や中央より広 く2,97mで 9。 9尺を計測する。そうすると、桁行 は 4尺 +4尺 十

10尺の柱間であったと判断され、これに梁行の10.6尺が加わることとなる。このように、本建物

址は、西側に広い部室を設けた構造である。

柱穴は、多 くの柱穴が複雑に重複 しているため、正確な柱穴径を計測 し得るのはP8の みであ

る。個々の柱穴径は、第49表 に示 した。

出土遺物としては、内耳片、土師片などが少量ながら出土 している。

第49表 第48号掘立柱建物4L柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考
東西径 南】ヒ径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 0.60 楕円形 P5 楕円形

2 楕円形 6 楕円形

3 楕円形 7 楕円形

4 0.57 楕円形 0.80 楕円形

第49号掘立柱建物址 (第54図、第50表、図版10)

本建物址は I郭の中央部に位置 しており、北側と南側には廂を有 している。また、東側 と西側

には付設の建物址がある。身舎は、桁行が 4間で梁行は 3間である。廂は、桁行が 4間 で梁行は

1間である。東側に付設する建物址は、桁行が 3間で梁行は 1間であり、西側は桁行が 2間で梁

行が 1間 となるが、北側には身舎の北側廂が延びている。本建物址 は、 N-38° 一Wに 方位を有

し、長方形をなす建物址である。

身舎の大きさは、桁行が 4間で10。 50m(35.0尺 )あ り、梁行は3間で5.61m(18.7尺 )を 各々

計測する。桁行の柱間径は、Pl,2と P6,7間が2.88m(9,6尺 )あ り、 P2,3と P7,8間 が

1.77m(5,9尺)あ り、P3,4と P8,9間 が1.80m(6.0尺)あ り、 P4,5と P9,10間 が4.08

m(13.6尺 )を、各々計測する。梁行は、Pl,12と P5,6間 が1.80m(6.0尺 )あ り、 P12,13

とP16,17間 が1.89m(6.3尺)あ り、P13,6と P17,10間 が1.92m(6.4尺)を各々計測する。 こ

の計測値から、身舎は9.5尺 ×6尺 ×6尺 ×13.5尺 +6尺 ×6尺 ×6.5尺 を意識 したようであり、

P3,4と P8,9間 の 1間を境 として東側と西側に広い部屋 (広間)を配置 している。廂は、北

側で桁行が10,59m(35。 3尺)で、梁行は1.68m(5,6尺)を計測する。北側廂の柱間径は、 P20

～22が身舎と一致 しないのみで、P18～ 20間 は身舎と同一柱間径である。P20～ 22間 は、3,75m
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(12.5尺)+2.15m(7.1尺 )を計測する。梁行は、1.68m(5,6尺)で ある。南側廂 は桁行が身舎

と同一径であるものの、梁行は異なった数値を有 している。東側のP10,27間 では、1.44m(4.8

尺)であるのに対 し中央西側 (P17,24間 )が 1,32m(4.4尺)で狭 くなっており、西側 (P6,23

間)は 1.71m(5,7尺 )と 広 くなっている。

身舎に付設 した建物址は、東側が桁行 3間で梁行 1間の建物址である。桁行は、 3間 で5.40m

(18,0尺)あ り、梁行は 1間で3.90m(13.0尺)を各差計測する。桁行の柱間は、各々、1.80m

(6.0尺)を計測する。西側は、桁行が 2間で4.08m(13.6尺)あ り、梁行は 1間で2.40m(8.0尺 )

を計測する。北側には、廂が延長されている。

本建物址の柱穴は、ほぼ桁行方向に沿って円形又は楕円形状に掘 り込まれており、柱穴の大 き

さと深さは重複関係や構作等により、上面を破壊された柱穴も所在 している。個々の柱穴径は、

第50表 に示 したが、建物址全体の構成からしっかりした建物址と判断される。

出土遺物としては、P6,16,24,32な どから陶磁器 (血 45)、 悟鉢 (血 119)、 カフラケ (血

159、 160、 165)な どが検出されている。これ以外では、図示不能であるが内耳土器小片、カワラ

ケ片なども検出されている。

第50表 第49号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ(m)

形 状 考偏

東西径 南北径 深 さ 東西径 南耳ヒ径 深 さ

Pl 0.58 楕円形 P18 楕円形

2 楕円形 0.62 楕円形

3 0.56 楕円形 楕円形

4 円 形 楕円形

5 楕円形 楕円形

6 精円形 楕円形

7 惰円形 0.60 楕円形

8 0.58 楕円形 楕円形

9 0,88 楕円形 0,28 楕円形

楕円形 楕円形

楕円形 楕円形

0.64 楕円形 楕円形

楕円形 楕円形

楕円形 0.22 楕円形

楕円形 0.22 楕円形

楕円形 0.82 楕円形

17 0.50 楕円形 0。 26 楕円形
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第50号掘立柱建物址 (第55図、第51表、図版10)

本址は、 I郭の中央西側で堀 4の西側 コーナー付近に位置し、第34号建物 l■ と重複 している。

桁行は 3間で、梁行が 1間の建物址でN-47° ―Wに方位を有 し、長方形をな している。大 きさ

は、桁行径が東側と西側では異なっており、西側がやや短 くなっている。桁行東側 は、5,85m

(19.5尺)で西側が5.55m(18.5尺)を、各々計測する。梁行は、 1間で4.20m(14.0尺 )を計測

する。

桁行 3間 の柱間径は、Pl,2と P5,6間 ではP5,6間 が短 くなっている。Pl,2間 は1,92

m(6.4尺 )で あるのに対 し、P5,6間 は1.55m(5.5尺)で あり約 0。 30mほ ど短かい。 P2, 3

とP6,7間 は2.10m(7.0尺 )を計測 し、P3,4と P7,8間 は1.80m(6.0尺)を各々計測する。

柱穴は、重複により各柱穴の一部又は1/2程度を切 られている柱穴が多 く、桁行方向に沿 って

掘 り込まれているが、楕円形、正方形、長方形などと一定 していない。柱穴内には、ロームブロッ

ク主体の黄褐色土を埋土としている。個々の柱穴径は、第51表 に示 した。

出土遺物としては、各柱穴内よリカワラケ、内耳土器などの小破片が検出されたのみで、図示

可能の遺物は出土 しなかった。

第51号掘立柱建物址 (第43図、第52表 )

本建物址は、 I郭の中央部で第 8号掘立柱建物址の北西方向に位置 している。桁行 3間、梁行

1間で、長方形をなしN-47° 一Wに方位を有 し、長方形をなしている。

大きさは、桁行北側が5,88mで 19,6尺 あり、同南側は5.58mで 18.6尺 を計測す る。桁行北側の

Plが、南側より0.30m(1尺 )西側に突出しているため、桁行北側が南側より長 くなっている。

桁行の柱間では、西側が (Pl,2～ P5,6)1.92m(6.4尺 )× 1.55m(5.5尺 )で あり、中央

第51表 第50号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 橋円形 P5 0.38 楕円形

2 楕円形 6 楕円形

3 楕円形 7 0,92 0.60 楕円形

4 楕円形 8 (1.22) (0.68) (0.52) 楕円形
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部分 (P2,3～ P6,7)が 2.13mで 7.1尺 あり、南側 (P3,4～ P7,8)は 1.86m(6.2尺 )

を各々計測する。梁行は、4。 20mで 14尺を計測する。この計測値から、本建物址は 6尺 +7尺 十

6尺 +14尺の柱間を有する建物址と判断されるが、梁行を桁行と比較するならば、梁行が広い建

物址である。

柱穴は、各柱穴により形状、大きさ、深さ等は、一定 していない。Plは正方形状を呈 してい

るが、P2, 4, 7等 は楕円形状を呈 しており、P3は 円形状を呈 している。このように、個々

の柱穴に統一性は見 られない。各柱穴の大きさは、第52表 に示 した。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。

第52表 第51号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深  さ

Pl 0.50 0.35 楕円形

2 0.58 楕円形

3 楕円形

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深  さ

P4 楕円形

5 楕円形

6 楕円形

第52号掘立柱建物址 (第56図、第53表 )

本建物址は、 I郭の南西部で第 8号掘立柱建物址の南西部に位置 し、第35号掘立柱建物址 と重

複 している。大きさは、桁行が 2間 (4.41mで 14.7尺)で梁行が 1間 (3.60mで 12尺 )の 長方形

をなす建物址である。方位は、N-45°一Eで東西方向を向いている。 I期 では、 I郭 の北西部

に相当する。

桁行 2間の柱間は、東側 (Pl,2～ P4,5間 )柱間は2.28mで 7.6尺 を計測 し、西側 (P2,
3～ P5,6)柱 間が2.10mで 7尺を計測 し、東側がやや広 くなっているが同程度の柱間 と判断

される。この計測値から本建物址は、7.6尺 +7.0尺 +12.0尺 の柱間径を有する建物址で、桁行よ

り梁行が広 くなっている建物址である。

個々の柱穴は、第35号掘立柱建物址の柱穴や、その他の柱穴などと重複 しているため、各柱穴

径を正確に計測できるのは 2本 (P4,5)の みである。個々の柱穴径は、第53表 に示 した。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。

-117-



も⑪

◎

◎

⑫

巴

聰
=|

エヤ A =|

N                         D

R∪/～
~―

＼_/冤

|■ 焼土

0               2

L=34.30m  ~~Im

＼」
~~~下 ¬ J「

第56図  第52号掘立柱建物llL実測図

一 H8-



PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形

0,68 0.55 楕円形

楕円形

0.42 楕円形

第53表 第52号掘立柱建物址柱穴一覧表

第53号掘立柱建物址 (第 57図、第54表 )

本建物址は、 I郭の中央部で第 8号掘立柱建物址の北東部に位置 している。大きさは、桁行

が 3間で5.43m(18.1尺 )あ り、梁行は 1間で3.54m(11.8尺 )を計測 し、N-45° 一Eに方位を

有する建物址で、東西方向を向いている。

各柱間径は、桁行が 3間で梁行が 1間であるため、桁行の柱間径を記述する。桁行東側の柱間

(Pl,2～ P5,6)は 、1.80mで 6尺 を計測 し、中央 (P2,3～ P6,7)が 1.80mで 6尺 を計

測する。西側の柱間 (P3,4～ P7,8)が 、1.83、 mで 6.1尺 を計測する。よって、桁行の柱間

は6尺 +6尺+6尺 となり、 6尺の柱間を用いていたこととなる。これに、梁行の11.8尺 を加え

ても桁行が同一柱間であることから、本建物址はしっかりした構造であったものと判断される。

柱穴は、楕円形を呈 しているが、大きさで見るならばP6、 7が大きく、Pl～ 4が小 さい柱

穴である。建物址全体では、北側の柱穴 (P5～ 8)が大きく、南側の柱穴 (Pl～ 4)が小さ

な柱穴を用いている。これは、本建物址の用途等に起因する点であろうか。個々の柱穴径に関 し

ては第54表 に示 した。

出土遺物としては、何 ら出土 しなかった。

第54表 第53号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ

P5 楕円形

楕円形

7 楕円形

楕円形

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深  さ 東西径 南Jヒ径 深  さ

Pl 楕円形 P5 1.28 0.56 楕円形

2 楕円形 6 楕円形

3 楕円形 7 楕円形

4 楕円形 8 楕円形
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第54号掘立柱建物址 (第58図、第55表 )

本址は、 I郭の中央西側で、堀 4の西側コーナーの南側に位置し、第34、 50号建物址 と重複 し

ている。桁行が 2間で、梁行は 1間で長方形をなし、N-36° 一Wに方位を有する建物址である。

大きさは、桁行が 2間で3.30m(11.0尺)あ り、梁行は 1間で3,75m(12.5尺 )を各々計測する。

桁行 2間 の柱間径は、Pl,2と P4,5間 が1,65m(5,5尺)あ り、P2,3と P5,6間 は1.65

m(5.5尺)を、各々計測することから、等間隔の部屋構成であったと判断される。 これに、梁

行の12.5尺 が加わり、5.5尺 ×5.5尺 +12.5尺 の建物址となる。

柱穴は、桁行に沿って掘 り込まれている。柱穴の形状としては、楕円形状を呈する柱穴が中心

となっているものの、P6は梁行で掘 り込まれている。大きさでは、P3が他柱穴より大 きく、

掘り込まれているのみで、他はほぼ同程度の大きさを有 している。個々の柱穴径は第55表 に示 し

た。

出土遺物としては、内耳土器、カワラケ、土師器片などが柱穴内より出上 したが、図示の出来

たのは、Pl内検出の内耳土器 (血81)の みである。

第55表 第54号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深 さ

Pl 0.52 楕円形

2 楕円形

3 楕円形

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考
東西径 南北径 深  さ

P4 楕円形

5 楕円形

6 0.88 0.70 楕円形

第55号掘立柱建物址 (第開図、第56表 )

本址は、 I郭の南西部で池跡の南側に位置 し、第35、 56号建物址と重複 している。桁行が 2間

で、梁行は 2間の建物址であるが、東西方向に長軸を有 している。方位 は、 N-41° ―Wで長方

形をなしている。大きさは、桁行が 2間で6.30m(21.0尺 )あ り、梁行は 2間で3.45m(lo.5尺 )

を各々計測する。

桁行と梁行の柱間径は、桁行がPl,4～ P3,6間 は3.30m(11.0尺 )あ り、 P4,7～ 6,9

間が3.00m(10,0尺)を各々計測 し、梁行はPl,2～ P7,8間 が1.80m(6.0尺 )P2,3と P

8,9間 は1.65m(5.5尺)を各々計測する。

柱穴は、梁行 (南北方向)に沿って掘 り込まれており、円形や楕円形をなしているが、重複関
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係が著 しいため、一部又は1/2程度を掘り切 られた柱穴 もある。柱穴内の埋土 はロームブロッ

ク主体の黒褐色土である。個々の柱穴径は、第59表 に示 した。

出土遺物は、何 ら出土 しなかった。

第56表 第55号縄立柱建物4L柱穴一覧表

第56号掘立柱建物址 (第60図、第57表 )

本址 は、 I郭の南西 コーナー部に位置 し、第 55、 57号建物址 と重複 している。本 l■ は、身舎が

桁行 3間、梁行 2間で、南面 に廂を有する建物址で、方位をN-44°一Wに有 している。身舎 は、

桁行が 3間で梁行は 2間 の長方形で、廂 は桁行が 4間 で梁行 は 1間である。全体での大 きさは、

桁行が 3間で8.61m(28.7尺)あ り、梁行 は 3間で5.85m(19.5尺 )を 各々計測す る。身舎の梁

行 は 2間で3,78m(12.6尺 )である。柱穴線では、身舎のP3～ 10間 が斜めになっているが この

部分 は 1部屋 となるものと判断される。

身舎の柱間径は、Pl,2と P8,9間 が2.40m(8.0尺 )あ り、P2,3間 が2.82m(9,4尺 )で

P9,10間 が3.09m(10.3尺)と なり、南側が0。 9尺広 くなっている。P3,4間 は2.34m(7.8尺 )

で、 P10,11間 が2.04m(6.8尺 )と なり、中央間とは逆に北側が1.0尺広 くな っている。以上が、

桁行の各柱間径である。梁行 は、Pl～ 4間 とP5～ 7間 は1,77m(5。 9尺 )で、 P5～ 7間 と

P8～ 11間 は2.01m(6.7尺 )を、各々計測する。 この結果、身舎 は 8尺 × 9尺 +10尺 × 8尺 +7

尺の桁行 と、 6尺 × 7尺 の梁行で構成されていたものと判断される。

廂 は、桁行 (P12～ 16)は 2.34m(7.8尺)× 2.10m(7.0尺)× 3.00m(10.0尺)× 1.03m G.6

尺)で、梁行が2.07m(6.9尺 )を計測する。東端 (P15,16間 )が 、 きわめて狭 い構成 となって

いる。

柱穴 は、重複関係等 により身舎の各柱穴は、その中央部以上を消失 しているものが多 く、残 っ

ている柱穴 は楕円形をなす柱穴が中心であることか ら、円形 と楕円形の両柱穴を使用 したものと

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形 P6 楕円形

2 楕円形 7 楕円形

3 楕円形 8 楕円形

4 楕円形 9 楕円形

5 0,39 楕円形
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判断される。梁行の東側と西側は、楕円形の柱穴である。個々の柱穴径は、第57表 に示 した。

出土遺物は、少量のカヮラケ小破片、内耳土器小破片がP5,7,16か ら出土 した程度で、図示

可能の遺物は出土 しなかった。

第57表 第56号掘立柱建物址柱穴一覧表

第57号掘立柱建物址 (第60図、第58表 )

本建物址は、 I郭の中央西側で、第 8号掘立柱建物址の西側に位置 しており、身舎と廂 とか ら

出来ている。廂は、南面廂である。大きさは、身舎が桁行 3間 (8.61mで 28.7尺 )で、梁行が 2

間 (3.51mで 11,7尺)を各々計測する。廂は 1間で、桁行8.49mで 28.3尺 となり、身舎よりも0.4

尺狭 くなっている。廂の梁行は、2.01mで 6.7尺 を計測する。

身舎は、P3～ P10を 境として分かれる。西側が広 く、東側が狭い構造である。また、柱穴配

置は桁行の北側と南側とでは一部 (P8,9)異 なった配置をしているため、計測値 は一定 して

いない。身舎桁行の柱間径は、Pl～ 2間が3.42mで 11,4尺を計測 し、これの南面であるP8～

9間 は3.40mで 11.3尺を計測する。中央であるP2～ 3は、2.82mで 9,4尺 を計測 し、これの南面

であるP9～ P10間 は3.12mで lo.4尺 を計測する。桁行東側のP3～ 4間 は、2.34mで 7.8尺 を計

測 し、これに対する南面のP10～ 11間 は2.04mで 6.8尺 を計測する。身舎梁行は、2間で同 じ柱間

径である。身舎梁行は、北側 (Pl,5～ P4,7間 )が 1.80mで6.0尺 を計測 し、同南側 (P5,

8～ P7,11間)は 2.00mで 6.7尺 を計測する。このように、身合は桁行北側に対 し南側が広い部

分と狭い部分を有 している。また、P2～ P9間に柱穴が存在 しないため、P3～ P10を 境 とし

て東側の部分と西側の部分に分かれるようである。

廂部は、梁行が2.04mで 6.8尺 を計測するのに対 し、桁行は8.50mで 28.3尺 となるが、柱穴配置

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深 さ 東西径 南北径 深  さ

Pl 精円形 P9 円 形

円 形 楕円形

0,30 0.28 楕円形 11 楕円形

楕円形 0.56 0.52 楕円形

楕円形 楕円形

楕円形 楕円形

7 楕円形 楕円形

0,82 楕円形 楕円形
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は、不規則である。P12～ 13間 は2,91mで 9,7尺 あり、P13～ 14間 は1.50mで 5,0尺 あり、 P14～

15間 は5.0尺 あり、P15～ 16間 は1.08mで 3.6尺 を各々計測する。廂は、中央 と東側が狭 く、 この

間が広 くなっている。

柱穴は、円形、楕円形を呈する柱穴がほとんどであり、最大の柱穴はP5で最小の柱穴 はP3

である。また、東側の柱穴は土壊や他の柱穴と重複 している。個々の柱穴径は、第58表に示した。

出土遺物としては何 ら検出されていない。

第58表 第57号掘立柱建物址柱穴一覧表

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ

Pl 楕円形

0.32 楕円形

0.54 栢円形

PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深 さ

P4 楕円形

楕円形

6 0.50 0.43 楕円形

第58号掘立柱建物址 (第 61図、第開表、図版 9)

本建物址は、 I郭の中央西側で、第57号掘立柱建物址の西側に位置 し、同建物址と重複 してい

る。大きさは、桁行が 1間で4.02m(13.4尺)あ り、梁行は 2間で3.81m(12.7尺 )を 各々計測

し、桁行 (東西方向)が梁行より、0,7尺広 くなっているが、正方形をなしている建物址 と判断

される。方位としては、N-44°一Wである。

桁行と梁行の柱間径は、桁行が 1間で4.02mの 13.4尺 (Pl,2と P5,6間 )で あるが、梁行

は 2間である。梁行北側 (Pl,3と P2,4間 )は、2.16mで 7.2尺 を計測する。梁行南側 (P3,

5と P4,6間 )は、1.65mで 5.5尺 を計測 し、北側が広い構造 となっている。 この計測値か ら、

本建物址は、13.4尺 ×7.2尺 ×5,5尺 の柱間を有する建物址となる。

柱穴は、西側の 3柱穴 (Pl～ 5)は大きく深 く掘 り込まれており、 しっかりした柱穴 と判断

されるが、東側の 3柱穴 (P2～ 6)は比較的小さな柱穴となっている。個々の柱穴径は、第59

表に示 した。

出土遺物としては、Pl,2,3,5の 4柱穴内より、少量の土師器都小破片、内耳土器小破片

などが検出されたが、図示可能な遺物は出土 しなかった。
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PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考 PNO
大 き さ(m)

形 状 備 考

東西径 南北径 深  さ 東西径 南Jヒ径 深 さ

Pl 楕円形 P5 楕円形

2 楕円形 6 楕円形

3 楕円形 7 0.64 楕円形

4 楕円形

第59表 第58号掘立柱建物址柱穴一覧表

2)土 塁 (図版 13・ 14)

土塁としては、 I郭、 I郭外堀外土塁、Ⅱ郭西側と南側とに所在 している。 I郭の土塁 は、南

側、西側、北西側が高 くしっかりした土塁であるが、北側中央部から北西部にかけては広いが低

くなり、東側は低 く小さな土塁となっている。

南側は、基底部幅6.30m(21,0尺 )、 上面幅1.20m(4.0尺 )、 高さ2.10m(7.0尺 )を計測する。

土塁基底部中央から、第 1号堀 (外堀)にかけて、第 1号堀にその南側を掘 り切 られている第 6

号堀があり、この堀を埋めて土塁を構築 しているため、第 6号堀は旧堀である。よって、南側土

塁は、第 6号堀から新旧の土塁を有することとなる。旧土塁は、基底部幅3.15m(lo.5尺 )、 上面

幅0.60m(2.0尺 )、 高さ1.05m(3.5尺)を計測する。この計測値から、新土塁は旧土塁の 2倍 の

大きさを有することとなる。新土塁と旧土塁は、上面が良 くしまっており、北西部まで同程度の

規模を有 している。

西側土塁は、中央東側を破壊されているものの、補足調査部から規模を計測 した。規模 は、基

底部幅5.44m(14.8尺 )、 上面幅1.20m(4.0尺 )、 高さ2.10m(7.0尺)を計測する。土塁は、基底

部中央で確認された溝 (第 1号溝)を境として、異なった土盛を行なっている。まず、溝の外側

に黒色土、ロームブロック、黄褐色上を用いて幅2.40m(8.0尺 )、 高さ1.41m(4.7尺)で土盛 し

た後、ここの東側に溝を埋めながら黒色土、黄褐色土、黒褐色土、ロームブロック等を用いて土

盛 りし、現状の土塁を構築 している。この第 1号溝を境として、新旧が所在するようであるが、

南西コーナー部土塁が未調査であるため、この調査結果を待ち結果を出したい。

西側中央部では、東側を破壊されているため、土塁の全容は不明である。確認部での規模 は、

長さ4.50m(15,0尺 )、 高さ2.04m(6.8尺 )を計測することから、補足調査部分 と同程度の大 き

さを有するものと判断される。土盛は、前者と異なリローム上に東側から順次積み上げた事を示

しており、前者のように新旧関係を示すような結果は得 られなかったが、土塁下溝が埋没 してか

ら土塁を構築 している。
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北西部か ら北東部にかけては、土盛状況か ら造改築を示 しているものの南西側土塁 とは、明 ら

かに異なった土盛を している。土塁基底部の溝 (第 1号溝)が、最初に掘 り込まれ、 この溝が埋

没 した後黄褐色土、黒褐色土、黒色土、暗褐色土を用いて整地 し、南側に堀 (第 5号堀)を 掘 り

込んでいる。そ して、第 5号堀を埋めなが ら暗褐色上、黄褐色土、黒褐色土等を用いなが ら土塁

を表上下0.30mの所まで土盛 した後、外側へ土盛 し新土塁を構築 している。堀 と溝の前後関係 は

北側の溝が自然埋没 した状況を示 し、この後に土盛 されていることか ら、溝→堀への新旧関係が

推定 される。土塁の規模 は、基底部幅7.80m(26.0尺 )、 上面幅1.80m(6.0尺 )、 高さ1.14m(3.8

尺)を計測する。

北側の上塁 は、谷頭部の東側 と西側 とでは多少異なるが、基本的には北西部上塁と同様である。

谷頭部西側では、土塁下北側の溝 (第 1号溝)と 、南側の堀 (第 5号堀)は 、 ローム上 の黒褐色

土 (自 然層)上面より共に掘 り込まれている。北側の溝が、自然埋没 した後に暗褐色土 を盛土 し

てか ら、粘土を厚さ0,75mと 盛 り北側を固めている。溝上に褐色土を盛 るのと、南側 の堀を埋 め

るのはほぼ同時限的に行われたようである。 この後、暗褐色土、褐色土を用いて土塁を構築 して

いる。土塁の規模、基底部幅4.80m(16.0尺 )、 上面幅1.50m(5.0尺 )、 高さ2.10m(7.0尺 )を計

測する。

谷頭部東側では、谷頭西側 と異なっている。堀 と溝 (第 1号溝)の前後関係 は、北側 と同様で

ある。溝は、ローム上面より掘 り込まれているものの、北側 は斜面 となっているため黒色土 と黒

褐色土を盛 り、ロームと同一面を構築 してか ら溝を掘 り込んでいる。 この溝が、埋没 した後 に暗

褐色土、ロームブロック、黒色土等を用いて土塁を構築 したが、溝の北側よりも溝上面 と南側 に

土盛されていることか ら、北側に低い土塁が存在 した可能性を有 している。南側の堀 (第 5号堀)

も、埋め られ紙土塁基底部をな している。土塁の新旧は、検討を要する所である。土塁 の規模 は

基底部7.80m(26.0尺 )、 上面幅1.50m(5,0尺 )、 高さ0。 99m(3.3尺 )を計測する。

I郭北東部 も、谷頭部西側 とほぼ同様の状況である。溝 と堀は、ローム上の黒色土上面 よ り掘

り込 まれている。溝が埋没 してか ら、黒色土、ロームブロック、暗褐色土、黄褐色土等 を用 いて

盛土 している。堀の部分 も、同様の状況を呈 しているが、新旧の土塁を示す部分 は見 られない。

土塁の規模 は、基底部幅7.50m(25.0尺 )、 上面幅2.10m(7.0尺 )、 高さ1.50m(5,0尺)を計測す

る。

東側の上塁は、その一部を残すのみで、その多 くは破壊 されているが、溝 (第 1号溝)の 西側

に土塁基底部が一部残存 し、東側は斜面部にかけて盛土 している。 この部分 は、溝がある程度 自

然埋没 した後、幅3.30m(11.0尺)を褐色土等を用いて埋め、この後に西側 と東側 に盛土 して土

塁を築いたこととなる。西側は、6.00m(20.0尺 )あ る。東側は、6.84m(22.8尺 )あ り、高 さ

は1.50m(5,0尺)程度である。東側の土盛 は、外堀 (第 1号堀)上面まで暗褐色土、褐色土等を
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用いて盛土 している。

I郭外土塁は、西側と北東部では黒色土 (自 然層)上に、黄褐色土、暗褐色土、黒褐色土を用

いて盛土 し、土塁を構築 しているが、幅に対 し低い土塁となっている。基底幅は、2.85m(9.5

尺)で上面幅が1.80m(6,0尺)程度であり、高さは0.45m(1.5尺 )で ある。

北側谷頭部は、自然堆積 している土層 (11、 15層以下)上に、砂質粘土、褐色土、茶褐色土、

粘土等を用いて、固く盛上 して土塁としている。盛土の高さは、1.20m(4,0尺 )程度を計測す

る。

また、 I郭東南部は、南側開析谷に向けての斜面となっている。このためか、この部分 は、南

側谷地に向かい崩れている。第 3層 の黒褐色土は、旧表土に相当する土層で、この上面に、黒褐

色土、暗褐色土、茶褐色土、砂等を第29層から順次盛土 して平坦面を構築 している。構築部分 は

長さ6.15m(20.5尺 )、 高さは最大で0。 96m(3.2尺 )を計測 している。 この上に、東側か らの上

塁が構築されている。

Ⅱ郭の土塁は、南側と西側に現存 している。南側の上塁は、ローム上に暗褐色土を盛土 した後

に暗褐色土、黒褐色土を交互に盛土 している。ローム上の暗褐色土は、良 くしまり硬質であるが

他の土層はあまりしまっていない。規模は、基底部3.60m(12.0尺 )、 上面幅1,20m(4.0尺 )、 高

さ1.59m(5.3尺)を計測する。この部分は、保存区であるため トレンチ 1本のみの調査 とした。

Ⅱ郭西側土塁は、西側斜面部に築かれているため、黒褐色土 (自 然層)上に西側斜面より暗褐

色土、ロームブロック、黒色土、粘土、黄褐色上、黒褐色土を、順次盛土 して土塁を構築 してい

る。盛土の部分は、良 くしまっている。土塁の規模は、基底部4.35m(14.5尺 )、 上面幅1.60m

(5.3尺 )、 高さ0.90m(3.0尺 )を計測する。

Ⅱ郭の上塁は、南側は平坦な地形であるため高 く築き、西側は西側外堀 (第 12号堀)の 西側 と

は、土塁上面から3.60m(12尺 )の比高差を有することから、低い土塁でも十分防護可能 と判断

しての事と推察される。

3)堀 (第 5図、第67～ 70図、図版15～ 23)

堀は、前項で述べたように I郭 とⅡ郭で確認されている。 I郭では、堀以外に溝 も確認されて

いる。 I郭の堀は、 I郭土塁外側に沿って全周する外堀 (第 1号堀)と I郭内で西側中央部か ら

北側に向かって掘 り込まれた 2本 の堀 (第 2、 3号堀)と 、 I郭の南側から方形状に中央部 まで掘

り込まれた堀 (第 4号堀)と 、 I郭の北側で堀 2、 3を切 りながら西側 まで掘 り込まれた堀 (第

5号堀)と 、 I郭南側土塁の南側基底部に掘 り込まれた堀 (第 6号堀)と 、 I郭北側土塁南側基底

部に掘 り込まれた堀 (第 6号堀)の、 7本の堀が認められた。Ⅱ郭からは、 I郭南側に沿って直
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線的に掘 り込まれた堀 (第 7号堀)と 、工郭西側で西側外堀まで掘 り込 まれた堀 (第 8号堀)と 、

工郭南側で台地を掘 り切るように掘 り込まれ、東側で 2本 に分かれている堀 (第 9～ 11号堀)と 、

西側外堀 (第 12号堀)の、合計 6本の堀がⅡ郭で確認されている。

第 1号堀は、 I郭土塁に沿って全周 しており、西側以外に畝堀となっており西側、北側(東側

の外堀にはその外側に低い土塁を築いている。堀幅は、南側で1.80m～2.20mぁ り、北側で1.10

m～ 2,00mあ る。北側中央部が最も狭 く、1.00mを計測する。東側は、1.30m～ 1.40mあ り西側

で4.00m～ 4.20mを計測する。深さは、 I郭南側虎日を境として東側で1.50m(東端)～ 1.70m

(虎 口東側)が平均的な深さで、東側中央部が最 も深 く2.20mを計測する。西側では、1,90m(虎

口西側)～ 1.70m(北西コーナー付近)が平均で、西側中央部が最 も深 く2.24mを 計測すること

から、堀 1南側は幅 6尺～ 7尺、深さ 5尺～ 7尺の規模であったと判断される。北側では、 I郭

とⅢ郭間が1.70m、 谷地部分で1.50m、 北東部で0。 72mを計測 し、東側へ進むにつれ浅 くなる傾

向を有 しているが、 I郭からの深さでは I郭 とⅢ郭部間が1.70m、 谷地部が3.60m、 北東部で

3.80mを計測するため、北東部一帯はかなり高低差を有 していることとなる。北東部虎日付近で

0.21m、 中央部で0.30m、 南東コーナー部で0.50mを計測 し北側同様浅い堀となっているが 1郭

からは2.40mと 3.80mと なり南東コーナーにかけて低 くなり、北東部同様かなりの高低差を有 し

ている。西側では、1.70m～2.00mの深さを有 している。この堀 1(外堀)で の差は、地形的要

因によるものと判断される。つまり、 I郭 とⅢ郭は34.50～ 35.00mの 標高であるのに対 し、北東

部から南東部にかけては32.00m～ 33.00mと 標高差で2.00m～2.50mの差を有 していることに起

因するようである。

第 1号堀は、前述のように畝堀であるが、西側は畝を設けず、虎口部の畝間は、広 くなってい

る。第 1号堀の畝間は、差があリー様ではない。畝の間隔は、虎日の東側で最大が5.00mで 最小

が2,70mで ぁり、3.45mと 3.50mの 間隔を有する部分が 3ケ 所、4.00mが 4ケ 所 となり、東側に

至るにつれ広 くなっている。畝側は、最大幅が0.70mが最小幅が0,20mで あり、0,70mの 幅を有

する畝が 2ケ 所、0.55mの畝幅を有する所が 3ケ 所、他は0。 60mと o,30mで ぁり、畝間の広 さと

は一致 していない。畝高は、0,07m～o.52mの高さを有 し、東端より中央部が高 く造 られており、

0。 30mか ら0.50m以 内の高さを有する畝が多い。東側端部は、崖となっているため子細 は不明で

ある。

虎口部分は、西側で畝間が5.65mと 6.25mと 広 くなっており、畝幅が0.25mで 畝高 は0。 10m程

度と低い畝となっている。虎口部分の畝を広 くするのは、北東部虎日と同様の状況である。

虎日西側では、南西コーナー部が4.80mと 広 くなっており、他の部分は1.80m、 1.60m、 2.00

m、 2.10m、 2.80mの広さを有 し、東側よリー定 していない。畝幅は、ほぼ0.25m程 度で畝高は

虎日側が0.25mで ぁるのに対 し、コーナー部が0,30mと 高 くなっている。中央部は、不規則な高
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さで0.07m～ o.25mま での高さを有 している。

西側では、堀を畝堀 としておらず一般的な箱薬研堀である。このような堀は、北側虎口付近 ま

で続 き、北側虎口が畝堀 となった後、北西部まで (北側谷頭部)同様の堀を造 っている。北側虎

口では、 4ケ 所の畝堀を造 っている。畝堀幅は、1.80mと 2.00mの 2種類で、畝幅は0.80mと 1.20

mである。畝高 は、西側で0.37m、 東側で0.60mと なっている。 このことか ら比較的規則性を持

ちなが ら造 られたものと判断される。

北側の畝は、谷頭部側か ら、1.80m、 3.00m、 2.85m、 2.85m、 3.30m、 2.85m、 の広 さで区切

られており、東側 (北東部虎日)に 回るにつれ しだいに広 くなり、虎口付近で再び狭 くなる

畝幅は、0.30m、 o.45m、 o.60mを 2ケ 所ずつ計測する。畝高 は0,30m～ o.60mま での間隔を

有 しており、北東虎日西側の畝が高 く造 られている。

東側では、北東部虎日が13.80mと 広 く造 られている。 ここの両側畝は、北側で0.60m× o.36m

南側で0.30m× o.40mの畝を造 り出 している。ここか ら南側にかけては、2.40m、 2.80m、 3.20

m、 3.45mと しだぃに広 くなっており、南東 コーナー部では6.00m前後の広 さを有 している。畝

幅は、0.24m～ o.45mの 幅を有 し畝高は0.28mと ほぼ一定 している。北東虎口部か ら、南側 にか

けて狭 く浅い堀 となっている。

南側では、最 も広 く3.60m、 3,90m、 3.00mと 3.00m以上 と広 く造 られている。畝幅では、0.45

mで畝高が0.20mと ほぼ同程度の規模を有 している。南東部中央以西は、不明である。

以上のように、第 1号堀は北側、東側、南側に畝堀を構築 し、北側か ら南東部にかけて一段低

い所に回 しており、幅と深さも狭 くなっている。北側、南側、西側 は、外堀 として位置付 け られ

るが、他の部分 (北東部～南東部)で は外堀 としては、浅 く狭いようで曲輪的用途を も併存 した

のではなかろうか。

第 2号堀 は、 I郭の中央西側で第 3号堀 と併行 しており、第 4号堀の北西 コーナーか ら北側中

央部まで土塁 と併行するように掘 り込 まれている。第 2号堀の規模は、北側 と西側では異な り西

側が広 く北側が狭 くなっている。西側では、上面幅が1.68mで下面 (堀底)幅 は0,90mあ り、深

さが0.95mを計測する箱薬研堀である。北側では、北西部で第 5号堀に切 られ消滅 している。北

側での規模 は、上面幅が1.50mで下面 (堀底)幅 は0.30mで ぁり、深さが0.50mを計測 している。

第 3号堀 は、 I郭西側で第 2号堀 と併行 しているが、北側では第 2号堀 と同様大 きくカーブし

てか ら北側中央部 まで掘 り込まれている。第 3号堀の規模は、第 2号堀同様北側 と西側が広 く北

側が狭い堀 となっている。西側での規模 は、上面径が2.00mで下面径は0.70mが平均的な計測値

であり、深 さは1.00mを計測する。北側では、堀先端が浅 く狭い堀 とな っている。 中央部で は、

上面幅が2.00mで下面 (堀底)は 0.80mで ぁり、深 さは1,00mを計測する。先端部 は、上面幅が

0.60mで下面 (堀底)は 0.24mで ぁり、深 さは0。 75mでぁる。第 3号堀 は、第 2号堀 と同様第 5
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号堀に切 られている。また、第 2号堀と第 3号堀間には北側内土塁 (C)が所在 している。

第 4号堀は、前途のように I郭内で「コ」字状に掘 り込まれており、西側、北側中央部、東側

では同程度の規模であるが、他の部分では浅 く掘 り込まれている。また西側では、土橋付近が浅

く掘 り込まれている。

第 4号堀の規模は、西側では長さ41.50m、 中央部での幅は上面3.30m、 下面 0。 15mを 計測 し深

さは1.50m～ 1.80mと 北西コーナーにかけて深 くなっている。堀の形態としては、薬研堀 といえ

よう。南側 (虎口=土橋付近)で は、上面幅2.40m～ 2.50mで、下面幅0。 24m～ o,40mを 計測 し

深さは、南端部で0.40mを計測 し土橋の両側では0.60mを計測する。南端から、19.50m付近で堀

幅は3.00m以上と広 くなる。土橋部分は、掘 り残 しの土橋である。西側の堀は、土橋の北約 9m

付近からゆるやかに湾曲している。北側の堀は、中央部で南側へほぼ直角に折れ曲が っており、

ほぼ直線的に掘 り込まれている。中央東側では、西側よりも浅い堀となっている。中央部 には堀

底を利用 した通路が所在 している。北側堀の全長は、53.50mでぁり、折れ曲がる所までは27.50

mで、浅 くなる部分までは4.50m、 折れの部分は0.15m～ o.25mを、各々計測する。幅は、西側

で上面幅が3.00m～ 3.50mで、折れ曲がってからしだいに狭 くなっている。下面 (堀 底)幅 は、

西側とほぼ同様で0.15m～ o。 20mを計測 し、深さは1,70m～ 1.80mで ほぼ同程度の深 さである。

堀の形態としては、薬研堀である。東側は、上面幅が1.50m～ 1.oomと 東端部にかけて広 くなっ

ている。下面 (堀底)は、0.80m～ o。 9omと ほぼ一定である。東側の堀 は、西側の堀 と異なり箱

堀となっている。東側では、3.50mの部分から深 くなり8.00m付近で東側へほぼ直角に折れ曲がっ

てから東南虎日に至 り、第24号建物址の南側から東側へ緩やかに曲がっている。東側での全長は、

34.Om程度を計測する。上面幅は、北側 (浅い部分)で 1.10m～ 2.00mを計測 し、下面 (堀底 )

では0.50m～ o.9omと 、しだぃに広 くなっている。東側堀が深 くなった部分では、上面幅が2.50

mで下面 (堀底)は 0。 15mを 計測 し、北側、西側と同様の状況を有 している。また、第24号建物

址の北側2.50m付近で深さと下面 (堀底)が変化 し、深さでは0.32m浅 くなり幅では0.35mと 広

くなり、箱堀状をなしている。この状況は、第21号建物l■ の南側まで続いている。

第 5号堀は、 I郭北西部で第 3号堀と接 し第 2、 3号堀を切 りながら、土塁に沿い東側中央部

まで掘 り込まれている。全長は、約106.Omを 計測する。堀の幅と深さは、北西部 と北側 と東側

とでは異なっている。北西部では、上面幅が1.70mで下面 (堀底)幅は0.40mで 、深 さが0。 70m

を計測する。北側では上面幅が3.50mで下面 (堀底)幅は0.30mで 、深さは、1.14mを 計測 し、

薬研堀となっている。東側では、上面幅が3.30mで下面 (堀底)幅は0.45mで 、深さは1.25mを

計測する薬研堀である。このように、第 5号堀は北側から東側にかけて広 く深い堀となっている。

また、第 5号堀の北東部には、埋めて構築 した土橋が設けられている。

第 6号堀は、 I郭の上塁下南側で確認された堀で、南側土塁と同じ方向で掘 り込まれているが
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南西コーナーから西側、北側、東側にかけては、浅い溝が所在するのみである。この第 6号堀が

西側土塁下の溝と接続するかは、保存区域の関係上今回調査出来なかった部分で、この問題の答

えとしては今後の課題となる。第 6号堀の規模は、上面幅1.65m(5.5尺 )、 下面 (堀 底)幅 0.45

m(1.5尺 )、 深さ0。 85m(2.5尺)を有 し箱薬研堀である。

第 7号堀は、工郭の西側で第 1号堀 (I郭外堀)の西側と平行するように掘 り込 まれている。

第 7号堀の規模は、長さ25,Om、 上面幅は東側で1.60m、 西側で2.10mを 計測 し、下面 (堀底 )

幅は東側では0,15mで ぁるが、西側では0.40mを計測 し、深さはほぼ1.00mを計測する。 このよ

うに、深さはほぼ同一であるのに対 し、上下両面幅では西側が広 くなっている。

第 8号堀は、Ⅲ郭の西側で第 7、 9号堀の間に位置 し、東側と西側とに分かれ、かつ0.50m程

度西側を南側にずらして掘 り込んでいる。第 8号堀東側では、直線的に全長11,10mを 計測 し、

上面幅は東側で2.64m、 中央部で2.10m、 西側で1.80mと しだぃに狭 くなっている。深 さは、東

側で1.90m、 中央部で1.1lm、 西側で1.45mを 、各々計測する。また、堀底 は東側 と西側を深 く

掘 り下げており (東側0.67m、 西側0,42m)、 中央東側には長方形の落 し穴を設けている。落 し

穴は、長さが1,20mで幅は0.44mあ り、堀底からの深さは0.49mを計測する。

第 8号堀の西側は、長さ17.10mを 計測 し、幅は東側で2.10m、 中央部で1.80m、 西側で2.10m

と中央部が狭 くなっている。深さは、東側で1.24m、 中央部で1。 10m、 西側で0.60mと 、西側が

しだいに浅 くなっている。これは第 8号堀の西側は緩やかな斜面に位置するためである。また、

堀底には、東側で落とし穴が設けられている。この落とし穴は、長さ1,02m、 幅0.46m、 深さ0.3

0mを 計測する。第 8号堀は、西側で第12号堀と接続 し、この接続に第 8号堀埋没後南側へ拡張

し虎口を形成 している。

第 9号堀は、Ⅱ郭の南側外堀に相当する堀で、台地を横断するように掘 り込まれている。東側

は、今回の調査から除外された。確認部分での規模は、西側で堀12と の接続部から、 この堀が第

10、 11号堀と分岐点までが51.Omを計測し、第10号堀は北側へ回りながら東側へ19.Om程度伸び

ており、第11号堀は、南側へ湾曲しながら伸びており、3,00mま で調査 した。分岐点には、落 と

し穴が所在 している。

第 9号堀の幅は、分岐点西側で3.60m、 中央部以西は4.32mを計測する。深さは、東側で2.00

m、 中央部で2.10m、 西側で1,97mを各々計測する。堀底は、平坦面で畝を設 けない箱薬研堀 と

なっており、東側堀には分岐点とここの西側に 1ケ 所づつ落とし穴を設けている。分岐点の落 と

し穴は、長さ2.40m、 幅1.50m、 深さ0。 10mを計測 し、西側は長さ0.60m、 幅0.50m、 深 さ0.08

mを、各々計測する。第10号堀は、分岐点で上面幅3.00m、 下面 (堀底)幅 は0.60m～ o.24mと

しだいに狭 くなっている。深さは、1.60mで ある。このため、第10号堀は箱薬研堀か ら薬研堀に

変化 しているものと判断される。第11号堀は、上面幅3.00m、 下面 (堀底)幅 0,45m、 深 さ1.35
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土層凡例
1.表   ±                         12.賠 褐色土 ローム小ブロックと粘土粒を含む、砂質やや固い

ロームブロックと粘土ブロックと黒色土痕を含む
ローム小ブロックと粘土粒、砂質、粘性有
ロームイヽブロックとロームブロックと粘土ブロックを含む
砂質、粘土ブロックを含む
砂質、粘土ブロックと粘土粒を含む
ローム小ブロックと粘土ブロックを含む、砂質
砂質、ローム粒を含む
ロームブロックを含む、回い
ロームJヽ ブロック含む、固い
密ローム、しまっている

A― B¨・・̈ ¨̈・・̈・L=32.00m
C― D、 E― F……・L=33.00m

0        2

-m第70図 第12号堀北西部実測図
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mを計測 し箱薬研堀 となっている。

第12号堀 は、コ郭の西側外堀で、第 9号堀西側か ら第 1号堀南西 コーナー西側まで掘 り込 まれ

た後、一段下がり I郭西側斜面部堀に接続 している。両接続部 は、各々西側へ折れている。 また

中央西側では、第 12号堀 Bが所在するため 2重堀状を呈 している。

第 12号堀の規模 は、全長25.Om、 最大幅4.20m、 最大深度 は南側で1,16m、 浅 い部分 (北 側 )

で1.07mを計測する。北側での幅は、1.90mを 計測する。またこの堀 は、堀底 を北側か ら南側 に

かけて 3段 のテラスに造 り、第 9号堀 との合流部 に畝を造 り出 している。最下段の堀底には、北

側 と南側 に浅い溝を掘 り込んでいる。テラスは、北側か ら長 さ16.Om、 堀底幅0,60m、 深 さは

1.06mぁ り、中央部は長 さ2.46m、 堀底部幅1.20m、 深 さは上面か らが1.24mで 北側 テ ラスより

約0.30m下 降 している。南側 は、長 さ5.00m、 堀底部幅は1.50m、 深さは上面か ら1.16mで 中央

部テラスか ら約 0。 30m下降 している。南側テラスの南端部畝は、長 さ1.90m、 高 さ0.33m、 上面

幅0.06m、 下面幅 0。 45mを計測する。溝は、北側が1.45m× o.66m× o。 lom、 南側で は1.40m×

0.24m× o,15mを、各々計測 している。この畝か ら、南側へ3.50mの所か ら西 に折 れている。 こ

の部分 は、上面幅1.20m～ 1,70m、 下面 (底)幅 0。 70m、 深さ2.10m下降 している。

第12号堀 は、長 さは14.60mを 計測 し、上面幅が1.00m、 下面 (底)幅0.15m～ o。 30mぁ り、深

さ0.81mを計測する。南端には、1.45m× o.60m× o.24mで長方形をなす落 とし穴が掘 り込 まれ

ている。 この部分か ら、合計29点 の石塔類が検出されている。この第12号堀は、北側で西方へ折

れている。テラス及び堀底 は、平坦面をな している。

第12号堀西側は、 2段 となり下段が西側斜面の堀 となっている。上段 は、長 さ1.90m、 幅1.05

m、 深 さ1.14mを 計測するが、東側より西側が0.10m程度下降 している。下段 は、上面幅0.96m

下面 (底)幅0.60mで、深 さは1.65mを 計測する。第12号堀 Bは、上面幅0.30m、 下面 (底 )幅

0.15m、 深さ0.21mを計測 し、 3ケ 所の落 とし穴 に掘 り切 られている。 3ケ 所の落 とし穴 は、北

側か ら長 さ1.20m、 幅0.84m、 深 さ0,96mで、楕円形をな している。中央 は、長 さ1.50m、 幅α85

m深 さ0。 84mで、楕円形をな している。南側は、確認面で長 さ1.80m、 幅0,75m、 深 さ0.83mあ

り円形又 は楕円形を呈するものと判断されるが、大 きさ等か ら土墳等の可能性を有 している。

第13号堀 は、 I郭北側土塁南側に位置する堀で、土塁構築時に埋め られた堀である。同堀 は、

南側で第 2、 5号堀 と接 している。土塁の盛土状況や、第 2、 5号堀 の埋没状況等か ら同堀 は、

第 2、 5号堀よりやや新 しいようである。第 13号堀 は、 I郭北東部で消失 しているよ うである。

大 きさは、重複のため深 さ以外不明である。深 さは、 0。 90m(3.0尺 )で あり、推定幅は3.00m程

度 となるようである。確認底面幅は、1.30m(4.3尺)で ある。
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4)溝 (第 5図、図版18・ 22)

溝としては、合計14本確認されている。第 1号溝は、土塁の中央下位面 (地山面)か ら掘 り込

まれている。第 2～ 4号溝は、 I郭の南西部で堀 4西側虎日付近から、 I郭南側虎日の北側まで

掘 り込まれているが、第 4号溝は第22号土壊付近で終了 し、第 3号溝は I郭南側虎日の北側で消

失 している。第 2号溝は、 I郭南側虎日の北側部が消失 しているが、第 7号溝 と接続 している。

第 5号溝は、 I郭南側虎日からI郭中央部まで掘 り込まれているが、その大部分は消失している。

第 6号溝は、第 5号溝と併行 して掘 り込まれているが、その多 くは消失 している。第 7号溝 は、

I郭の南側土塁付近に掘 り込まれているが、この溝も一部のみでその多 くは消失 している。第 8

号溝は、 I郭の中央西側で堀 2の西側に掘 り込まれており、北側は堀 2に接 し南側は第14号 溝に

切れている。第 9号溝は、 I郭の北西部で第19号建物址の北側に位置 しているが、東側 は第 11号

溝と西側は堀 3に接 し終了 している。第10号溝は、第 9号溝と重複 しており、第 2号住居址の南

壁から第19号建物址北側まで掘 り込まれている。第11号溝は、 I郭北西部に位置 しており、第 2

号住居址の東側から第23号土壊の北側まで掘 り込まれているが、堀 5以北には掘 り込まれてお ら

ず、第23号土壊の北側以南は掘立柱建物址との重複により消失 し、中央部は堀 4と 第14号 溝 とに

より切 られている。第12号溝は、 I郭の北西部で第17号建物址の北側から第16号住居址の北側に

かけて掘り込まれており、第17住居址西壁を掘 り切っている。第13号溝は、 I郭の中央部で第22

号建物址と重複 しているが、第22号建物址の西側部分に掘り込まれているだけである。第 14号 溝

は、 I郭の中央西側で堀 2中央部西側から第 4号住居址の上面を掘り切 り、同住居址部分で消失

している。第14号溝は、堀 2、 4と 第 8号溝と重複 している。

これら各溝の規模は、溝 1は西側で上面幅0,80m、 下面 (堀底)幅 0.40m、 深 さ0.65mを 計測

する。溝内には、黒色土、黒褐色土が堆積 している。この溝は、 I郭西側から北側、西側まで掘

り込まれているが、南側土塁下の堀 6と 接続するかは、断定出来ない。

第 2号溝は、 I郭南西部で堀 4西側土橋の北東部から掘り込まれ、東側へ約6.50mの 所で消失

している。溝幅は、上面幅0.60m、 下面 (底)幅 0.30m、 深さ0,07mを 計測する。溝内には、黒

褐色土が堆積 している。

第 3号溝は、第 2号溝の南側で湾曲しながらI郭の中央南側まで掘 り込まれ、消失 している。

溝の全長は、21.50m、 上面幅0.70m、 下面幅0.30m、 深さ0.07mを計測する。清内には、黒褐色

土が堆積 している。

第 4号溝は、第 3号溝と同様で I郭東側で第 7号溝と接続 し消失 している。中央部で、第 5号

溝と接 している。全長31.Om、 上面幅0。 90m(最大幅1.50m、 最小幅0.65m)、 下面 (底 )幅 0.40

m～ 0.45mで深さは、0。 12mを計測する。
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第 5号溝は、 I郭南側虎口部からI郭中央部にかけ掘 り込まれているが、中央部は耕作等によ

り消失 している。溝の全長は、37.Omで、上面部は虎口部で2.60m、 北側 (1郭中央部)で 0,90

mを計測する。下面 (底)幅は、虎口部で1.00m、 北側 (I郭中央部)で は0,45mを 計測する。

深さは、0.15m程度である。土層は黒色土と黒褐色土が堆積 している。 第 6号溝は、 I郭 の中

央部で、第 5号溝南側に掘 り込まれているが、南側は消失 している。長さは、7.50mで 上面幅0.40

m、 下面 (底)幅 0.25m、 深さ0.15mを計測する。溝内には、黒褐色土、褐色上が堆積 している。

第 7号溝は I郭の中央南側で、南側土塁付近に掘 り込まれている。この溝は、第24、 制号建物址

の西側から、第 7号住居址にかけて逆「 L」 字型に掘 り込まれている。全長 は、18.50mで 上面

幅は北側で1,00m、 南側で2.30mぁ り、下面 (底)は 北側で0.65m、 南側で1.60mを 計測する。

深さは、北側で0.15m、 南側で0.30mを、各々計測する。

第 8号溝は、 I郭西側で堀 2と 並行するように掘 り込まれており、北側で堀 2に南側で第 14号

溝に接 し消失 している。全長は22.Omで上面幅0.80m、 下面 (底)幅 0.25m～ o.40m、 深 さ0.25

mを各々計測する。溝内の土層は、第 7号溝と同様褐色土、黒褐色上が堆積 している。

第 9号溝は、 I郭北西部で第 2号住居址の南側に位置 し、東側で第11号溝と西側で堀 3と 接 し

消失 している。全長は、8.00mを計測 し、上面幅0.50m、 下面 (底)幅 0.25m、 深 さ0.1lmを 計

測する。

第10号溝は第 9号溝と同様 I郭北西部で、第 2号住居址の南側に位置 している。この溝 は、第

2号住居址西壁部分から、第19号建物址の北側まで掘 り込まれている。全長は、6.00mで上面幅

0.30m、 下面 (底)幅0.18m、 深さは0.10mを計測する。溝内の土層は、第 9号溝同様黒褐色土

ロームブロック全体の黄褐色土が堆積 している。

第11号溝は、第 9、 10号溝同様 I郭北西部に位置 している。北側は、第 5号堀に切 られている

ものの第 1号堅穴上面を切 り第 2号堀で終わっている。南側は、第 9号溝を掘 り切 り第14号 溝 と

第 4号堀に切 られ、第55号建物址付近で消失 している。全長は、30.50mを 計測 し、上面幅は中

央部で1.00m、 北側で0.65m、 南側で0,90mを計測する。下面 (底)幅 は、中央部で0。 90m、 北

側で0.20m、 南側で0.55mを計測する。深さは中央部で0。 25m、 北側で0.20m、 南側で0.15mを

計測する。第 9～第11号溝は、底面がほぼ平坦面をなし、壁はほぼ垂直に掘 り込まれている。第

12号溝 も、同様の状況を呈 している。

第12号溝は、 I郭の中央北側で第 11、 17号住居址の上面を掘 り切 り、第 4号堀の東側 と接 して

終了 し、逆「 L」 字型に掘 り込まれた溝で全長では、43.50mを 計測 し、上面幅は北側で0.50m、

東側で1.20mを計測 し、下面 (底)幅は北側で0.30m、 東側で0.90mを計測 し深さは北側で0.15

m、 東側で0.25mを計測する。北側は平坦な底面でほば垂直な壁であるが、東側では壁が斜めに

掘 り込まれている。
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第13号溝は、 I郭中央部で第11号住居址西側に位置 している。長さは、8,30mで 上面幅は0.60

mあ り、下面 (底)幅は0.20m～ o。 40mぁ り、深さは0.04mを計測する。第22号 建物址 とも重複

しており、平坦な溝底とほぼ垂直に掘 り込まれた壁をなしている。溝内には、黒色土と黒褐色土

が堆積 している。

第14号溝は、 I郭の西側で第 8号溝を切 り第 4号堀に切 られ、第 4号住居址の上面を切 りなが

ら、再び第 4号堀に切 られ消失する。長さは、22.Om(消失部分は、約9,00m程 度)で、上面幅

は1.00m～ 1.30m程度で、下面 (底)幅は0。 20m～ o.50mを計測 し、深さは0.16m～ o。 15mを 計

測する。溝底面はほぼ平坦で、壁は斜めに掘 り込まれている。溝内には、褐色土と黒色上が堆積

している。

第15号溝は、 I郭の北東部で第 1号溝と第 5号堀に切 られている。規模は、長さ4130m、 上面

幅1.08m～ o.66m、 下面 (底)幅0.65m～ o.24m、 深さ1.08m～ o.72mを、各々計測する。底面

は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘り込まれている。この溝は、多数の柱穴郡と重複 している。

以上が、当古屋敷遺跡で確認された溝であり、全て I郭内で確認されている。 これ らの溝で、

第 1号溝と第12号溝などは、注目される所である。

5)虎 口 (第 62・ 72～ 74.76～ 77図、図版11・ 12)

虎日としては、 I郭で南側、北側、北東部、第 2号堀北西部、第 4号堀西側、北側、北東部、

東南部と、第 5号堀北東部での合計 9ケ 所に所在 している。Ⅱ郭では、南側と西側の 2ケ 所に所

在 している。これらの虎日は、当遺跡が造改修されるにつれ移動 している。

I郭南側虎口 (虎 口 1)は、 I郭南側のほぼ中央部に位置 し、 I郭南側土塁が切れている。 こ

の虎口には、 2間 1間 の建物址が 2棟 (新旧)建てられている。建物址部分は、良 く踏み固め ら

れている。虎口全面は、外堀 (第 1号堀)で あるが、橋を用いてⅡ郭と連結 している。また、外

堀は中間付近まで埋没後、褐色土と茶褐色土を用いて土橋としている。この部分 も、良 く踏み固

められている。高さは、1.50m(5.0尺)程度である。

北側虎日 (虎 口2)は、 I郭の北西部で I郭 とⅢ郭を連結 している。この部分は、 I郭外堀を

埋めて土橋としている。この為、土橋上面は I郭 とⅢ郭線から0.45m程 度下位に位置 している。

土層は、表土と南壁付近の土層以外は、硬 くしまっている。土橋の高さは、表土下1.20m(4.0

尺)を有 している。

北東部虎白 (虎日3)は、 I郭の北東部で東側斜面と連結 している。この部分は、第 1号溝の

東側でローム上 0。 30m部分の土層から、外堀 (第 1号堀)東側土塁上面0,12mま で、良 く踏み固

められている。したがって、外堀 (第 1号堀)が埋没後に褐色土を用いて踏み固めなが ら、直線
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土層凡例

暗褐色土 ロームブロックを含む

黄褐色土 ロームブロックを合む

黒褐色土 ローム粒子を合む

賠福色土 ローム粒子を含む

黒褐色土 ロームl■子を含む

黒掲色土 ローム粒子を含む

黒褐色土 ローム粒子を含む

黒褐色土 明るく、ロームブロックを含む

黄褐色土 褐色土を合み、硬 くしまっている、踏み固め

黄褐色上 ロームブロックでしまりなし

黒褐色土 粘性を有 し、しまりなし、ボロボロしている

茶褐色土 目―ムが分解 したもので、日―ムブロック含む
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第74図 第 4号堀東側虎口(虎口 7)実測図
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8 
土層凡例

1.表  土

2.暗褐色土 ローム粒を含む

3.暗褐色土 ローム粒、日―ムブロック

4.灰禍色土 貝を合み、砂粒を含む

5,灰褐色土 砂粒を含む

6.階褐色土 ローム粒を含む

ア.暗褐色土 しまり良、粘土ブロックを

8.暗褐色土

9,暗褐色土  しまり良

|■ 貝層

を合む

含む

ml ∞|

L-34.30m

2

第75図
―

m

東南谷頭部 (虎口 8)遺物出土状況実測図
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的に通路を構築 したこととなる。 この部分の長 さは、約7.00mを計測する。 ここか ら、北東斜面

の階段へと接続 している。

階段 は、長 さ7.10m(24.0尺 )で幅は上段で4.20m(14.0尺 )、 下段で4.50m(15,0尺 )程度で

あり、10～ 11段 の階段を構築 している。階段は、幅が0.24m(o.8尺 )～ 0.60m(2.0尺 )を 有 し

下段が狭 く、上段が広 くなっている。階段高は、0。 1lm(o.4尺 )～ 0.18m(o.6尺)を計測す る。

I郭内では、第 2号堀の北西部土橋は、第 2号堀内貝層の南側で土壊 (又 は落 とし穴)上面 に

粘上を用いて構築 している。つまり、第 2号溝 と土装を埋めなが ら、上面に粘土を用いて構築 し

ている。粘土下位層は、黒色土、黒褐色土、暗褐色上で、0.74mの高さを有 している。各土層は、

良 くしまっている。土橋下の落 とし穴状土摸は、貝層の北側にもある。土橋下では、2.50m× o.

70m× o.64mを計測 し、第 2号堀底面か らは0。 41mを計測する。北側は、3.45m× 1.32m× o.67

mを 計測 し、堀底面か らは0.42mの深さを有 している。虎口 4で ある。

第 4号堀西側土橋 (虎 口 5)は、掘 り残 しによる土橋である。長 さ2.00m、 幅0,65m、 高 さは

0,38mで、上面か らは0.29m下 がっている。北側の土橋は、北側中央部で第 4号堀 が南側へ折れ

曲が り、浅 くなった部分を利用 している。長さ1.75m、 幅0.70m(中央部径)を 計測す る。堀底

に薄 く (0.08m)暗褐色土 とロームブロックが堆積 してか ら、通路 として利用 している。土層は、

固 くしまっている。北東部の虎日は、第 4号堀の掘 り残 しによる虎 日で、幅2.40m(8,0尺 )を

計測する。虎回の南側 と北側及び虎口内に、木戸、門等の遺構 は確認されなか った。 虎 口 6、 7

である。

I郭東南部虎回 (虎 口 8)は、第24号建物址の南側で、第 4号堀 の東南端部 に位置 している。

第24号建物址 は、四脚門でこれに通 じる通路 は第 4号堀を使用 している。通路部分 は、南側で 1

列、北側で 2列の階段状 (人 間の足幅分)と なっており、北側では一部ずれている。規模 は、全

長が6.00m、 幅は北側で1.20m、 南側で1.50m、 中央部で1.80mを計測す る。北側 と南側 の比高

差は、0.86mで ぁる。階段部分 は、平坦面ではな く中央が周囲より数cm窪んでいる。大 きさは北

側が左右で異なっている。右側は、0.55m× o,45m× o.o7m× か ら0.85m× o.60m× o.13mの 範

囲で、北側か ら3段 目まで各々接 しているが、 4段 目か ら7段 目までは各々0,10m程度間隔を置

いている。左側は、径が0.55m× o.34mか ら0.80m× o.56m前後の範囲で、深 さは0.06m～ o。 12

mの 範囲で窪んでいる。 3段 目と 4段 日、 5段 目～ 7段 目 (北側か ら)は、各々0.10mの 間隔を

有 している。南側は、径が1.00m× 0.60mか ら1.25m× o.60mの範囲で、 0,04m～ o.20mの 範囲

で窪んでおり、北側で、0,10m程度の間隔を有する以外接続 している。

また、階段状通路の東側 と西側には、合計 4本 の溝 (第 16～ 19号溝)が掘 り込 まれている。東

側は第 16号 溝で、西側 は第 17、 18、 19号溝である。このうち、第 16、 17号 溝 は階段状通路 と併行

して掘 り込まれているが、第 18、 19号溝 は北か ら南にかけ直線的に掘 り込まれている。 このため
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第 16、 17号溝は当遺構に関連する溝と判断される。各溝の大きさは、第16号溝が長 さ8.80m、 上

面幅0,55m～ o.80m、 下面 (底)幅0.25m～ o.55m、 深さ0。 24m～ o,71mを 計測する。第 17号 溝

は長さ7.50m、 上面幅0.35m～ o.50m、 下面 (底)幅 0。 15m～ o。 20m、 深さ0.07m～ o.16mを計測

する。第18号溝は、長さ2.80m、 上面幅0.45m～ o.25m、 下面 (底 )幅 0。 12m、 深さ0.10mを 計

測する。第19号溝は、長さ4.10m、 上面幅0.30m～ o.35m、 下面 (底 )幅 0。 10m～ o。 15m、 深さ

は0.16m～ o。 12mを計測する。これらの溝は、谷に落ち込むように掘 り込まれている。第 18、 19

号溝は、途中で確認出来なくなり合流 している。

これらの南側には、柱穴状の遺構を有するが、確実な所は不明である。また、総数で44点 の遺

物、貝層が遺構 (通路、溝上面)上で確認されており、通路部分は良 く踏み固められている。

I郭北東部虎日 (虎口9)は、第 5号堀の北東部で、同堀を埋めて構築 した土橋で、虎口 3、

4に接続する虎日である。長さ3.60m(12尺 )、 幅1.20m、 高さ0.60mを計測 し、暗褐色土、黒褐

色土を用いて埋めており、上面は良 くしまっている。土橋の東側は、北東に折れ曲がりなが ら虎

3へ到る。土橋の西側は、建物址郡が存在するが門等は確認されなかった。

虎口10は、コ郭西側で第 8号堀西側と第12号堀との合流部に位置 している。虎回は、第 8号堀

が底面より0.40m埋没 してから、この上面に0。 30m程度盛上 して通路面と同一面を構築している。

構築面は、長さ3.20m、 幅2.60mを計測 し、良 く踏み固められている。通路の中心 は、第 8号堀

の西側で、長さ4.70m、 幅0.45m～ o。 80mを 計測する。 この中心部分 は、虎口 8と 同様階段状

(人間の足が入る程度)に造 られている。階段状の部分は、0,52m× o。 50m xo,o6m～ o.80m×

o.9om× o.13mま で範囲で造 られている。また、南東方向にも 1列造 られている。 この部分は、

工郭西側土塁が切れている部分に相当するが、門等の遺構は確認されなかった。

虎日10は、工郭南側で第 9号堀の東側に位置 している。この部分は、第 9号堀を埋めて土橋を

構築 している。土橋の部分は、長さ1.75m、 幅2.20m、 堀底より1.35mで 、上面か らは約0.50m

程度下がった所に、土橋面が位置 している。土橋上面は、厚さ0,25m～ o.35m程 度の暗褐色土で

良 くしまっている。土橋の南側には、Ⅱ郭南側土塁が築かれており、土橋の部分が切れている。
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6.暗 褐 色 土

フ 暗 褐 色 土

8.暗 福 色 土

9.暗 褐 色 土
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粘土ブロックを合む
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白色粘土を含む
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第76図 第24号掘立柱建物llL及 東南虎口 (虎口8)実測図
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1.盛 り粘土 褐色

2.盛 り褐色土 黒い

3.盛 り粘土 褐色

4.褐色砂層 上面が表上で流れる砂である

5.褐 色砂層 地山と思われる

6.暗褐色砂層 4と同 じ

7.贈褐色砂層 黒い

8.禍色砂質粘土 地山
9,角乱

― ―

lm

第77図 東側斜面虎口部東側階段遺構 (虎口4)実測図
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6)製 鉄tL(第 81,82図 )

当遺跡では、 I郭の北東部 と北西部から、各々 1基で計 2基の製鉄址が確認されている。以下

にその概要を記述する。

第 1号製鉄tL(第 79図、図版25)

本遺構は、 I郭の北西部で第30号建物址と重複 しており、南側に中心を置いている。北側 は、

煙道部と判断される。全体での規模は、南北径 (長 さ)が2.86mを計測する。

南側の中心部は、右側 (東側)で焼けていない部分と、中央部の良 く焼けている部分 とか ら構

成されており、中央の狭 くなっている部分が北端である。中央部の大きさは、長径1.60m、 最大

幅0。 80m、 深さは北側で0.09～ 0。 14m、 中央部で0,31m、 南側で0.53mを計測する。このように、

底面は高低差を有 している。特に、中央南側では底面より0.20～ 0.40m程度高 くなっており隔壁

状を呈 している。また、壁と底面は良 く焼けている。なかでも、北端部分はレンガ状に焼けてい

ることから、壁と推定される。右側 (東側)は、長径1,06m、 幅0.55m、 深 さは東側で0,68m、

西側で0,50mを計測 し、中央部は底面より0.54mの高さを有する壁状で、上面まで0,10mの 空間

を有 している。壁と底面は、焼けていない。

北側は、長径2,35m、 幅1.24mを 計測 し、中央部が良 く焼けており0.62mの深さを有 している。

焼土域の東側と西側には、深さ0。 70m程度で円形をなす落ち込みがある。壁は、南側が垂直であ

るのに対 し斜めに掘 り込まれている。

土層は、暗褐色土、灰褐色上、赤褐色土が堆積 しており、第 6層 の赤褐色土 (暗赤褐色土)は焼

土ブロックとロームブロックを含み、第10層 の灰褐色土は灰色粘土と黒色土を含んでおり、土層

図N～ S中 の第 6、 8層 が、燃焼部に相当する部分と推定される。

出土遺物としては、小皿小片、火舎片、カワラケ小片などをごく少量検出したのみで、図示可

能な遺物は検出されなかった。

第 2号製鉄址 (第80図、図版25)

本遺構は、 I郭の北東部で北東部建物址郡と重複 しており、遺構の大部分を建物址の柱穴によ

り破壊されている。確認部分での大きさは、東西径3.42m、 南北径2.30mを 計測する。深 さは、

0。 23m～ o.50mを計測 し、平坦ではない。

焼土 (底面 と壁面が焼けている部分)は、中央南側、北側、東側に所在 しているが、焼土間は
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柱穴による破壊が著 しく分離 した状況を呈 している。東側は、東端の焼土域から0.23m程 度下が

り、東側中央部焼土域に接続する。東側中央部の焼土域は、浅い悟鉢状のテラスを形成している。

中央南側の焼土域は、 7本 の小Pit状遺構を含み、浅い播鉢状を呈 している。北側 も同様で、浅

い播鉢状を呈 している。焼土域は、良 く焼けておリレンガ状となっている。

土層は、暗褐色土と黄褐色土が合計26層堆積 しているが、焼土層は認め られなかった。 また、

一部埋められた部分 も所在するが、本遺構廃棄後による結果と推定される。土層では、第 13、 14

層が灰を含む程度である。

出土遺物としては、小皿と砥石が検出された程度である。小皿は、第122図 No30に示 した。

7)池跡 (第 81図、図版25)

本遺構は、 I郭の中央西側で第 5号建物址と一部重複 している。大きさは、東西径8.80m、 南

北径9.50m、 深さ1.10mを計測 し不整楕円形状を呈 している。長軸方向は、N-45° 一Wで ある。

中心部は、東側に位置 し播鉢状を呈 している。他の部分は、緩やかな斜面を呈 している。中心部

以外には、第 5号建物址の柱穴以外に多数のPit状 をなす掘 り込みが所在 しているものの、周辺

の遺構とは結び付かない。

土層の堆積状況は、上面より黒色土、黒褐色土、暗褐色土、黄褐色土、ローム=ブ ロックが堆

積 しており、第 4層黒褐色土以下の各土層はレンズ状に堆積 している。また、第10層 黒褐色土 と

第11層 暗褐色土は、非常に粘性に富む土層である。このことから、水が溜まっていた可能性を有

するものの、中央部底面はハー ド=ロ ーム層内で止まっているため、雨水等が一時溜ったものと

推定される。

出土遺物としては、カワラケ、内耳、砥石などの中世品と、土師器片、須恵器片などの上器、

土玉などの土製品が出土 している。このうち、図示出来たのは悟鉢片 (第 133図 No124)、 カヮラ

ケ (第 137図No150)、 土玉 (第 141図No231)の みである。

8)堅穴遺構 (第 82、 83図、図版25)

ここでいう堅穴遺構とは、 I郭の北側と北東部で確認された第 1号～ 3号 までの 3遺構で、長

方形等の形状をなす遺構である。以下、順に記述する。
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土層凡例

1.黒   色  土 ロームブロック、ローム社を含む
2.黒 褐 色 土 El― ムブロック、ロームれを合む
3.黒 褐 色 土 ロームブ

「
lッ ク、ローム粒を含む

4.黒 禍 色 土 ローム粒を含む
5.黒  色  土 rl―ム粒を含む
6.購 褐 色 土 焼土農を含む
ア.暗 褐 色 土 ロームプロック、EH― ム粒を含む
8.暗 褐 色 土 ロームプロックを含む
9.黄 禍 色 土 ロームブロック、ローム社を含む
10.票 褐 色 土 明るく、ローム小ブロックを含む、

粘性に宙む

“

.贈 褐 色 土 ローム小ブロックを含み粘性に富む
12.ロームブロック
13.贈 褐 色 土 ロームプロックを含む
14.捜     乱

L-34i40m― m
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第 1号堅穴 (第82図、図版25)

本遺構は、 I郭の北側で堀 2、 3と 重複 しており、堀 2を掘 り切っている。大きさは、東西径

2.90m、 南北径5,00m、 深さ0.52mを計測 し、長方形を呈 している。方位は、N-58°一Eである。

底面は、平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。Pitは 、底面 と壁面には掘 り込まれていないが、

壁外で壁に沿うように3本のPit(Pl～ 3)が掘 り込まれているが、東側には 1本 も掘 り込ま

れていない。Plは、長径0.26m、 短径0.23m、 深さ0.16mを 計測 し不整円形状を呈 している。

P2は長径0,40m、 短径0.35m、 深さ0.17mを計測 し円形状を呈 している。 P3は 、長径0.46m

短径0。 36m、 深さ0.19mを計測 し楕円形状を呈 している。 3本のPitは、全て浅いPitで ある。

土層は、底面に黄褐色土 (ロ ーム=プ ロック)が厚 く堆積 しており、この上面に茶褐色土 (2

層に分かれる)が堆積 している。このことから、本遺構は一度埋められたことを示 している。

出土遺物は、皆無である。

第 2号堅穴 (第83図、図版25)

本遺構は、 1郭の北東部で第55号土壊と第16号土壊の中間に位置 している。本遺構は、耕作撹

乱、柱穴等によリー部を消失 している。大きさは、東西径2.50m、 南北径4.72m、 深 さ0.25mを

計測 し、楕円形状を呈 している。底面は、平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。Pitは、中世建

物址関係のPitで、本遺構に結び付 くPitは確認されなかった。また、方位はN-34°一Wである。

なお、底面は貼床状でしっかりと踏み固められている。

土層は、暗褐色土と暗茶褐色上が堆積 しており、出土遺物としては碗、土師器などが出土 して

いるが、図示可能な遺物ではない。

第 3号堅穴 (第 83図、図版25)

本遺構は、 I郭北東部で第 2号堅穴の南側に位置し、第 2号堅穴と同様の状況を呈 している。

大きさは、東西径2.48m、 南北径 3,75m、 深さ0.31mを計測 し、楕円形状を呈 している。方位 は

N-56° 一Wで ある。底面は、厚い貼リロームでしっかり踏み固められている。壁 は、東壁がほ

ぼ垂直に掘 り込まれている以外斜めに掘 り込まれている。

土層は、暗褐色土と黄褐色土が堆積 しており、多 くは建物址関係の上層である。出土遺物 は、

火舎小片、カワラケ小片などが出土 したのみで、図示可能な遺物は出土 しなかった。

なお、本遺構の北西部から、天目茶碗 (第 121図No6)、 外耳土器 (第 129図 No86)、 カワラケ
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土層凡例

1.茶裾色土 暗く、日―ムブロックを含む
2.茶褐色土 ロームブロック含み、1よ り皓く画い
3.費掲色土 ロームブロックを含む

L=34.50

0                 1

第80図 第 1号堅穴実測図          m

-168-i



鬱
塩

土層凡例

土

土
土

土
土

土
土
土

土
土

土

土
土

ク

ム

色

髄
色
色

色

色
色

色
色

純

色
維

紳
ブロッ

・

嘲

嚇
鶏
』
嘲

嚇
嚇

呻
嘲
艤

騨
麟

購

口・ム

ロ

ロームru子、ロームブロックと土器lld子 を含む
ローム粒子を含む
ローム粒子を含む
ローム粒子、木炭粒子を含む
ローム小ブロックを含む
ロームブ白ック、El― ム粒子合み、軟質
ローム小ブElッ ク多く含み、軟質
ローム粒子、土器社を含む
炭化粒を含む
ボロボロしてぃる、ロームブロックを含む
ロームをヽブロックを含む
ロームオヽプロックを含む
12よ り階しヽ

L=34,40m

第31図 第2、 3号堅穴実測図
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(第 137図No158)が 出土 しているものの、本址に結び付 くかどうかは不明である。

9)炉址 (第 84～88図、図版26)

炉址としては、 I郭内から合計 9ケ 所確認されている。第 1号～第 8号炉址は、建物址内に位

置 し、柱穴の根固め用等に用いられた可能性を有 しているが、その多 くは柱穴が埋められてか ら

の炉址である。

第 1号炉hL(第 84図、図版26)

本炉l■ は、 I郭の東南斜面部に位置しており、同所に トレンチを入れた時北壁で確認された炉

址である。 2段 の掘 り込みを有 し、中央に焼土が堆積 している。大きさは、外径は東西径1.55m

南北径1.00m、 深さ0.20mを計測 し、楕円形を呈 している。方位としては、N-68° 一Wで ある。

この部分には、黄褐色土が堆積 している。内径は、東西径 0。 72m、 南北径0.80m、 深 さ0.08mを

計測 し、不整円形を呈 している。方位は、N-44° 一Eである。 この部分には、焼土が しっかり

堆積 しており下位のロームは良 く焼けている。また、上径底面には焼上が一部堆積 している。遺

物は、皆無である。

第 2号炉址 (第 85図、図版26)

本炉址は、 I郭の北東部で第 2号建物址と重複 している。大きさは、東西径1,07m、 南北径が

0。 89m、 深さ0,10mを計測する。形状は、長方形状を呈するが、焼土 は中央部に位置 している。

焼土の範囲は、固 くしまっている部分としまっていない部分とがある。前者は、0.45m× 0。 35m

×0.10mで、後者は0。 31m× o.20m× o,lomを計測する。焼上の周囲には、茶褐色粘土 (10層 )

を敷いており、この外周は暗茶褐色土 (9層)がある。炉址の下位は、柱穴である。柱穴の柱痕

部は、 6層がこれに相当する。遺物は、皆無である。

この結果、本炉址は柱穴を埋めてから根固め用 としていたことが判明 し、固 くしまっ

(A)が根固め部分と判断される。

た焼土
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第84図 第 1号炉址実測図

土層凡例

1.燒   土

L-34,21m
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第 3号炉址 (第85図、図版26)

本炉址は、 I郭西側で第55号建物址内で確認され上面と下面は異なり下位は柱穴となっている。

炉址の大きさは、東西径0.33m、 南北0.53m、 深さ0.15mを計測 し、不整形を呈 している。方位

としては、N-40°一Eである。焼土は、しっかりと堆積 している。下位は、東西径0,38m、 南北

径0,56m、 深さ0.40mを計測 し楕円形を呈 している。底面及び壁面は、比較的焼けている。

第 4号炉址 (第86図、図版26)

本炉l■ は、 I郭の中央西側で第46号建物址の北側に位置している。大 きさは、東西径0.82m、

南北径1,05m、 深さ0.08mを計測 し、楕円形を呈 している。方位は、N-0° 一Eである。焼土層

は、長さ0。 35m、 幅0.25m、 厚さ0.04mを計測 し楕円形を呈 しており、掘 り方 とは異なり北西方

向を向いている。焼土下のローム層は、あまり分解 していない。遺物は、皆無である。
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土層凡例 (2号 )

1 焼 ■ A 固 くしまっている

焼 土 B しまっていない

2 暗褐色土 ローム粒、炭化粒、焼土社を含む 9 暗茶掘色土
3 暗福色土 ロームブロック、炭化粒を含む 10 茶褐色粘土
4 暗褐色土 ローム小ブロック、黒色上を含む‖ 暗褐 色 土
5 皓褐色土 黒灰を含む         12 暗褐 色 土
6.暗裾色土 黒灰、ローム狙(ブ ロックを合む

3号炉llL

焼土 (B)

粘土 (10p引 )

劇

ア 暗 褐 色 土

8皓 掲 色 土

第85図  第 2号、3号炉l■実測図

L=34.80m

焼土 (A)

I    Cln

L-34,40m

ロームブロック、ローム粒を含む
さらさらしている
炭化粒、ロームブロックを含む

土層凡例 (3号 )

i 皓 褐 色 土 炭化物を含む
2 日―ムブロック
3贈 tB色 土 黒灰を含む
4 贈 掲 色 土 黒灰と焼土粒を含む

5 皓 褐 色 土 黒灰、ローム粒を含む

6 皓 黄 掲 色 土 黒灰を含む、柔かい

フ 暗 責 禍 色 土 ロームブロックを含む

8 暗 黄 褐 色 土 柔らかい、日―ム粒、ローム

ブロックを含む
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5号炉l■

土層凡例

1.暗格色土 焼土粒、ローム社を含む
2 暗福色土 焼土粒、黒灰を含む
3,暗福色土 焼土粒、黒灰、ロームを含む

土層凡例

,焼  土
2 暗褐色土 ローム粒と燐土粒を含む
3 暗褐色土 柱穴を埋めた層
4黒 色 土 灰を含む

■11柚土

報鎧焼土

L==34.00m

第86図 第 4、 5号炉l■実測図
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土層凡例

1焼   土
2 焼   土 褐色土ぼ混 じる
3黄 禍 色土 酸化退元層
4.暗黄褐色土 ロームブロックと焼土社を含む
5購 褐 色上 ロームブロックを含む、醸Wヒ退元層

Ｂ
一

Ａ
一

6号炉埋

50
L=34,10m― 帥

土層凡例

1焼   土
2 贈責福色土 ロームブロックを含み、黒色上が混入してぃる

7号炉 l■

鶏肇焼土

0                50
L=35,00m―

―

Cm

第 6、 7号炉址実測図
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第 5号炉址 (第88図、図版26)

本址は、 I郭の南側中央部で第30号建物址 と重複 している。焼土域は、 2ケ 所に分かれており

北側の焼土域には粘土が貼 られている。全体での大きさは、東西径0,60m、 南北径1,20m、 深 さ

0。 1lmを 計測 し、不整楕円形を呈 している。方位としては、 N-18° ―Eで ある。北側の焼土域

は、長径0.30m、 短径0.26m、 深さ0.10mを計測 し、楕円形を呈 している。焼土 は、厚 くしっか

りと堆積 している。南側の焼土は、長径0.38m、 短径0.32m、 深さ0.1lmを 計測 し、不整形であ

る。焼土は、暗褐色土上に 7 cmの 厚さで堆積 している。

本址の下位は、第30号建物址の柱穴となるため、暗褐色土 (3層 )は柱穴の覆土上層 に相当 し

南側焼土下で柱穴内より青銅製の舞 (第 134図No128)が、横位で 1点出土 しているが、炉址内か

らは何 ら出土 しなかった。

第 6号炉址 (第87図、図版26)

本炉址は、 I郭の中央部で第58号土壊の北東部に位置 している。北西部は、柱穴により消失 し

ており、掘 り方と燃焼域からなっている。掘 り方の大きさは、長径0,88m、 短径0.62m、 深さは

0。 10mを 計測 し楕円形を呈 している。方位は、N-50° 一Eで ある。燃焼部は、長径0。 37m、 短径

0.30m、 焼土の厚さは0。 10mで ぁる。焼土は、しっかり堆積 しているが南側はブロック状をな し

ている。北側焼土 (2)下 には、灰層があり下位のロームは良 く分解 している。よって、 1の焼

上の部分が旧炉であったものと推定される。

出土遺物は、皆無である。

第 7号炉址 (第87図 )

本炉址は、 I郭中央南側で第30号建物址内と重複 し、柱穴に北側を切 られている。大 きさは、

東西径0.29m、 南北径0.45m、 深さ0.08mを計測 し、楕円形を呈 している。方位は、N-0° 一E
である。焼土は、厚さ3cmで しっかりと堆積 している。遺物は、皆無である。

第 8号炉址 (第88図 )

本炉址は、 I郭の中央東側に位置 し、 2ケ 所の焼土域があり、焼土下は柱穴 となっている。北

側の焼土域 は、長径0.60m、 短径0,38m、 焼土厚0.10mを 計測 し、不整楕 円形状 を呈 している。
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A④

D

爛 焼土

第88図 第 8号炉址実測図
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土層凡例

1 贈福色土 焼土撤 焼土痕を含む

2 贈褐色土 焼土プロック、焼土粒を含む

3 黄禍色土 焼土れを含む

4 黄福色上 焼土ブロック、焼土粒を含む

5 黄禍色土 脚 七筋を含む

L-34,90m



焼土域は、焼土粒を多量に含む黄褐色土で、下位のローム層は良 く焼けている。南側の焼土域 は

長径0,42m、 短径0.30m、 焼土厚0.1lmを計測 し、楕円形をなしている。焼土 は、 しっか りと堆

積 しており、下位のローム層も良 く焼けている。焼土下のローム層は、柱穴を埋めるために用い

られたローム層である。

焼土層下は、柱穴である。深さは、0.30～ 0.37mを計測する。下位には、ロームが焼 けて焼土

ブロック化 した部分が、北側と南側にある。この東側上面が、焼土域である。このため、本址 は

炉穴の可能性を有するが、記述上炉址として記述 した。

出土遺物は、皆無である。

10)貝層 (第89～92図、図版24)

貝層としては、 I郭内より7ケ 所で確認された。最大の貝層としては、 I郭中央北側で第 17号

建物址内の貝層と、 I郭中央東側で第 4号堀東側に接 した貝層である。他の貝層は、全て堀や溝

内から出土 している。

貝層 1は、第 3号堀北側で 2基 の落 し穴状土壊間に位置し、同堀が埋められた時に一緒に捨て

られている。貝層の大きさは、長さ2.05m、 幅1.50m、 厚さ0.30m～ o.45mを計測する。貝層 は

純貝層ではなく、暗茶褐色土を含む混土貝層である。第89図 の第 5～ 9層がこれで、貝が密な貝

層と粗な貝層があり、多少の時間差が所在するようである。貝は、シジミである。

貝層 2は、貝層 1の北側で落 し穴状遺構内に位置 している。貝層の大きさは、長さ1.15m、 幅

0.48m、 厚さ0,10mを計測 し、西側から捨てられた状況を呈 している。貝層は、混土貝層で貝 は

シジミである。

貝層 3(第 90図)は、第 4号堀東側で同堀と接 している。貝層としては、第 4号堀が埋め られ

てから、捨場として使用されたことをその土層が示 している。大きさは、長径4.00m、 短径1.57

m、 厚さ0,17mを計測 し、楕円形をなしている。貝層は、シジミの混土貝層で南側につれて厚み

を増 している。貝層内からは、シジミ以外にカワラケ片、内耳土器片などが出上 している。

貝層 4(第 91図)は、第 5号堀内北東部土橋の南側で出上 している。同堀が、埋め られる時に

埋土と一緒に捨てられた貝層である。大きさは、長さ0。 70m、 幅0。 55m、 厚さ0.10mを 計測 し楕

円形状を呈 している。貝層は、シジミと黒褐色土との混土貝層である。

貝層 5(第 91図)は、第17号建物址の南側に位置 している。大きさは、長径3.70m、 短径 1.85

m、 厚さ0.20～ 0.30mを計測 し、楕円形状を呈 している。貝層は、シジミの純貝土層でかなり密

の状況である。貝層下には、砂 (暗灰色砂)が堆積 している。

出土遺物としては、シジミ以外には内耳土器片、カワラケ片、悟鉢片などが出土 しているが、
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全て小破片である。

貝層 6(第 92図 )は、第 5号堀の北側中央部に位置 している。大きさは、長径1.50m、 短径は

0.70m、 厚さ0,10mを計測 し、不整形を呈 している。貝層は、シジミと黒色土 との混貝土層であ

り、堀を埋める時南方より捨てられた状況を示す。出土遺物は、 シジミ以外に瓶 (No49)、 壷

(No62)、 火浴 (No68)、 浅鉢 (No109)、 カワラケ (No201)な どが出土 している。貝層 7は 、第

7号溝の中央部に位置 している。大きさは、長径1.50m、 短径1.20m、 厚さ0.01mを 計測 し、方

形状を呈 している。貝層は、混土貝層できわめて薄い貝層である。遺物は、シジミ以外皆無であ

り、貝層の位置は第 7号溝上面と同一平面をなしている。

11)土壊 (第93～ 118図、第60表、図版27～ 34)

土壊としては、粘土貼 り上壊、井戸、墓壊 (人骨を埋葬 したものと、馬を埋葬 したものとがあ

る。)、 その他の土装などに分けることが出来る。土装総数では、開基確認されている。59基 の内

容は、粘土貼 り土墳19基、井戸 2基、人骨を供なう墓壊 1基、馬骨を供なう墓壊 9基、その他28

基である。粘土貼 り上墳より、順次記述 して行 く。

第 1号土境 (第93図、図版27)

本土装は、 I郭の北東部西側に位置 している。大きさは、東西径1.50m、 南北径2.54m、 深 さ

0,30mを計測 し、楕円形状をなし南北に長軸を有 している。方位は、N-52° 一Eで ある。南側

は、柱穴等により破壊されている。土壊底は、ほぼ平坦で壁は、垂直に掘 り込まれている。また

土墳底南側は、一段下がっている。規模は、0。 75m× o.70m× o.o8mと 、きゎめて低い段差であ

る。粘土は、0.09m～ o.o8mの 厚さを有 し、全面貼 り付けられている。南側は、やや薄 く0.05m

程度である。壁には、 2本 の柱穴が掘 り込まれている。

上壊内覆土は、南側に茶褐色粘土層が堆積 し、この上面と土壊底面より暗褐色粘土層が順次堆

積 しているが、第 4層が中央部で高 くなっており、重複とも考えられるが確証はない。各土層 と

も、ロームブロック等を含み粘性に富んでいる。遺物は、何 ら検出されなかった。

第 2号土竣 (第93図、図版27)

本土壊は、 I郭の北西部で第26、 39号建物址の北西に位置 し、土壊 も新 (2A)旧 (2B)を
有 している。Aは、東西径1.43m、 南北径2.20m、 深さ0.44mを 計測 し、楕円形をな している。
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鬱

貝

貝

貝

3号堀土

Ｅ
一

Ｆ
一

Ｃ
一

Ｄ
一

‐

―

貝層 1、 2・ 土橋・土媛 (落 し穴状遺構)実測図

土層凡例

i 暗茶撮色土 黒色土llを含む
2 茶裾 色 ■ ロームと茶掲色土層が混じりあってぃる
3 皓茶褐色■ ローム粒、黒色土粒を含む、褐色とがまばらに

混入してぃる、1よ り皓い
4 暗茶褐色土 炭化粒、ロームブロック、土器粒子を含む
5 貝   層 密 シジミの小さし`ものが多い
6 貝   層 賠茶掲色土 狙 5層 と7層の間層で多少貝が混

入 している

層 密 シツミが大 きくなる

属 密 ンジミが小と大が同畳 ぐらぃ

層 暗茶渇色上 糧 暗茶掲色土層にまじっている
ローム種が混入 している

10 暗茶福色土 掲色上がまばらに混入 している、11層より皓い
,i 暗茶掲色■ 黒色土粒 を含 む
1ク  皓 褐 色 土 ロームIIIを 合 む
13黒 褐 色 土 ロームフロックを含む、14層より明るい
14黒 掲 色 土 ロームブロックを含む
,S 暗茶褐0■  4層 より暗い

16 皓茶掲色土 ロームフロックを含み、1層 より皓い
1フ  皓茶掲色土 明18,17),6,ロ ーム独、黒色土 luを 含む
18 茶 掲 色 土 ローム主体の層

'9 
茶 禍 色 土 皓掲色土が18層より多い

20 暗 掲 色 土 黒色土が多 く混入 している、焼土粒、炭化物 を
含む

21掲 色 土 ソフ トロ ム

?2 皓茶褐e土 黒色土地 を含 む
23 暗茶褐色土  ロームブロック、日―ムrt、 黒色土Itを 含む
24 黒 色 土 炭化種、■器粒子、ローム粒 を含む
ρ5 暗茶褐色土 ローム担、黒色土 rH、 主器粒子 を合む

土層凡例

'燒
  土

ρ 贈茶渇色土 ローム粒を含む、粘土が少量混入している
3 皓茶福色土 ローム粒、黒色土粒を含む
4 皓茶絹色上 黒色土れを含む
5黒 掲 色 土 El― ムブロックを含む、朋 5)フ
6 暗茶禍色■ 明0,6〉 4

フ 黒福 色 土 ロームれを含む
8 茶褐 色 土 ロームの崩れ込み
9 暗茶褐色土 ローム主体、ロームのくすれ込み

'I貝
層

垂 粘土

第89図
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号

掘

貝層 3

Ａ
一

01

土層凡例

1.ロ ームブロック

2.黒  色  土

3粘 土 ブロ ック

4.ロ ームブロック
5`黒  色  土
6.黒  色  上

13.黒  色  上

“

.暗 褐 色 ■

■

■

　

■

上

土

土

色

色

　

色

色

色

色

掲

褐

　

禍

褐

掲

褐

黄

黄

　

黄

黄

黄

黄

７

８

　

９

Ю

＝

‐２

ローム粒とロームプロックを含み、明るい

くすんでいる
ロームブロックを含み、くすんでいる
日―ム/1ヽ ブロックを含み、硬くしまっている
日―ム層てロームブロックを含み、くすんでいる
日―ム小ブロックを合み、くすんでいる、
7層より暗い

日―ム小ブロック層で、しまっている
日―ムブロックで分解している、しまりがない
iO層 より、暗い
ロームブロックを合み、暗くくすんでおり、
はりがない

混貝土層

貝小片とロームブロックを含む

'1貝
層

第90図 貝層 3実測図

L-34,30m

中 m
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土層凡例

1.混 貝 層 土 層

2黒  色  土

(ロ ームプロックを含む)

3黒 褐 色 土

4.黒  色  土

5黄 禍 色 土

(く すんでいる)

6 ロームプロック

貝層 4

第91図 貝層4、 5実測図

L-35,00m

0          2

-―
m

―
無
部
ｙ

土層凡例

1.暗灰色砂層
2.暗責褐色土

L-33.10m

中 m

■■:貝層
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土層凡例

1 貝層
2.暗茶掲a土 (コ ームプロックを含む)

3 暗茶褐色土

4 黒褐色土 (ロ ームブロックを含む〕

5 褐色土

6 賠掲色土 (日 ―ムブロックを含む)

7 黒掲色土

8 暗福色■ (掲色上を含む)

L-34,70m

― ―

m

土層凡例

1貝  層
2 黒掘色上 しまり不良、ローム粒を合む

3.黒褐色上 しまり不良、1よ り暗い

l

貝層 7

4.暗褐色土 ローム粒を含む

5,暗褐色土 ロームブロックを含む

■■1貝層

L-34,00m

第92図 貝層6、 7実測図
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方位は、N-46° 一Wである。北西部は、柱穴により破壊されている。土墳底 は、南側か ら北側

にかけて斜めになっている。その差は、0.09m程度である。壁は、斜めに掘 り込まれている。粘

土は、0.06m～ o.lomの厚さで しっかりと貼り付けられている。Bは、Aの北東でAに切 られて

いる。確認面の大きさは、東西径0.70m、 南北径2.06m、 深さ0.50mを計測 し、長方形状を呈 し

ている。底面は本来平坦であったものが、Aの粘土貼 りによりBの底面が盛 り上がった状況を示

している。壁は、斜めで粘土は0.07mと Aよ り厚 く貼 り付けている。

土層は、Aに茶褐色土、茶褐色粘土、青色粘土が堆積 し、Bに は暗茶褐色粘土が堆積している。

この土層は、粘土層以外ではロームブロック、粘土ブロック等を含み粘性に富んでいる。

出土遺物は、皆無である。

第 3号土崚 (第 94図 )

本土壊は、 I郭の北西部で第26、 39号建物址と重複 している。このため、土壊の西壁、東壁、

底部の一部を、柱穴に掘 り切 られている。

土壊の大きさは、東西径1.70m、 南北径2.65m、 深さ0.52mを計測 し、N-43° 一Wに方位を有

し、長方形を呈 している。土壊底は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。粘土は、土壌中

央部で0.03m、 壁付近で0.06m～ o,o8mと 、壁付近が厚 く貼 られている。このため、粘土を貼 っ

た面での上壊底は、緩やかな曲線をなしている。

土壊内の覆土は、ロームブロックと粘土ブロックを褐色土が堆積 しており、中央部の土層 は柱

穴の土層である。

出土遺物は、皆無である。

第 4号土境 (第94図 )

本土装は、 I郭の南西部に位置 し、第 3号溝と重複 し上面を切 られている。大きさは、東西径

1.40m、 南北径1.95m、 深さ0.26mを計測 し、方位をN-39° ―Eに有 し、長方形状を呈している。

土壊底は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。土層は、黄褐色土、暗褐色土、黒褐色土が

堆積 しており、各々ロームブロックゃ粘土粒子などを含んでおり、土壊底の黒褐色土は粘性に富

んでいる。粘土は、0.05m～ o。 20mの厚さでしっかりと貼 り付けられている。

出土遺物は、皆無である。
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第60表 土境一覧表 1(粘土貼 り)

NO
大きさ(m)

形 状 方  位 備 考

東西径 南北径 深 さ

第 1号土壊 2.54 楕円形 N-52° 一E

第 2号土壊 Al.43 2.20 楕円形 N-46° 一W B2.06m× 0,70m× 0.50mで 長方形をなす

第 3号土壊 2.65 長方形 N-43° 一W

第 4号土壊 長方形 N-39° 一E 第3号溝と重複

第 5号土壊 正方形 N-42° 一E /1ヽ本L(134-132)

第 6号土壊 0 27 長方形 N-47° ―E

第 7号土壊 長方形 N-43° 一W 内耳(129-85)

第 8号土壊 長方形 N-43° 一W A2.00m× 160m× 0.30m N-47Ψ 一Eカ ワラケ(137-171.17Z,
R24氏m× 2 Anm X0 25m再 -47-R根 石(140-220う

第9号土壊 長方形 N-39° 一E

第10号土壊 長方形 N-47° 一E

第11号土壊 精円形 N-29° 一W

第12号土壌 長方形 N-35° 一W

第13号土壊 正方形 N-41° 一W

第14号上壊 3132 楕円形 N-52° 一E

第15号土壊 長方形 N-70° 一E 壷(123-55)

第16号土壊 長方形 N-55° 一W 砥石 (140-221.222)

第17号土壊 2.10 0.57 長方形 N-33° 一W 土玉 (141-239)

第18号土壊 楕円形 N-32° 一W

第19号土壊 長方形 N-37° 一W

第20号土壊 A0 95 円 形
A閃 -1も

~
Ｗ

ｎ

一　　　　　　　一
(う昨戸)Bl.53 ×1.67× 2.80

第21号土壊 円 形 N-46° 一E (井戸)

第22号土壊 楕円形 N-20° 一E 人骨)古銭(156-350～ 355)

第23号土族 0,96 楕円形 N-15° 一E (馬骨)

第24号土壊 楕円形 N-63° 一E 馬骨)

第25号土壊 楕円形 N-66° 一E (馬骨)

第26号土壊 楕円形 N-64° 一E 馬骨)

第27号土羨 0.47 正方形 N-50° 一E (馬骨)

第28号土壊 楕円形 N-50° 一E (馬骨)

第29号土壊 と.47 2.13 長方形 N-31° 一W (馬骨)

第30号土羨 0.56 楕円形 N-52° 一W (馬骨)浅鉢(131-111)カ ワラケ(137-174)

第31号土壊 1,22 楕円形 N-50° 一E (馬骨)
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第60表 上境一覧表 2

NO
大きさ(m)

形 状 方  位 備 考

東西径 南北径 深  さ

第32号土壊 円 形 N-40° 一W

第33号土壊 0.60 0。 75 楕 円 形 火舎(127-73)

第34号土壊 0.35 楕 円 形 N-31や ―W

第35号土壊 楕 円 形 N-50° 一E

第36号土壊 楕 円 形

第37号土壊 楕 円 形 N-47° 一W

第38号土壊 0.66 円 形 N-52° 一E

第39号土壊 惰 円 形 N-40° 一E 小皿(122-36)

第40号土渡 1.85 長 方 形

第41号土壊 不整長方形 N-30° 一E

第42号土壊 楕 円 形 N-436_E

第43号土壊 楕 円 形 N-43° 一E

第44号土壊 1 52 楕 円 形 N-55° 一E

第45号土壊 3.23 長 方 形 N-47° 一W 粘土貼リ カワラケ(138-182)

第46号土壊 と,15 楕 円 形 N-26° 一W

第47号土壊 不 整 形 N-79° 一E 寛永通貨(156-370)

第48号土壊 楕 円 形 N-5° ― E

第49号土壊 楕 円 形 N-3° 一W

第50号土壊 円 形 N-0° 一E

第51号土壊 隅 丸 円形 N-40° 一E

第52号土壊 隅 丸 円形 N-45° 一E

第53号土壊 不 整 円形 N-33° 一E

第54号土壊 不 整 円形 N-23° 一W

第55号土壊 楕 円 形 N-30° 一E

第56号土羨 円 形 N-43° 一E 土玉(141-246)

第57号土壊 0.60 正 方 形 N-38° 一W

第58号上壊 隅丸 方 形 N-44◇ ―W

第59号土壊 不整楕円形 カワラケ(137-175)土玉(14-236～ 238,246)

第60号土壊 不 整 円形 N-53° 一W

第61号土壊 0.35 隅丸 方 形 N-55° 一E

第62号土壊 N-23° 一E

第63号土渡 0.65 不整 円形 N-34° 一E

第64号土壊 0.55 楕 円 形 N-52° 一W

第65号土壊 0.65 楕 円 形 N-13° 一W

-185-



土層凡例
i綿 色粘土

望焔 癸[葦 Fロ
ツク給 む、略 色

ユ吾鐵韓磐そギ那 g

S 皓茶褐色お土 (黒色土、日―ム激を含む)

6 暗黄掲色土層 (ロ ーム主体)

7 攪乱

第1号土壌

L=34,80m

土層凡例
i暗 茶 褐 色 土

2暗 茶 掲 色粘土

3賠 茶 裾 色硝 土

4.暗 茶 掲 色粘土

5青  粘  土
6黒
フ 黒

16暗 掲 色 土

,7 ロームブロック

粘性強、粘土粒を含む
ロームプロック含む、明3)か 4、 黒色上が混入
ロームブロック、■器粒子を含む
ロームブロック、青粘上ブロックを含む

ローム粒を合む
ロームブロック、ロームれを含む、黒色土
混入してぃる
4層 と同じ
暗0、 ロームブロックを含む
ロームプロック、日―ム社を含む
9層より暗ぃ

ロームプロック、大〉1フ、を含む
ロームrtを 含む
黒色土粒が混入 してぃる
しまり不良、ロームブロック、
黒色土rtを 含む

しまり不良、ロームブロック、
15、 16を 含む

上

土

色

色

掲

褐

土

土
土

土
土
土

上
土

韓韓韓陣雑韓韓騨

皓

皓

暗

黒

暗

暗

皓

皓

“

針

住

上

と

“

■

霊
第 2号土壊 A 第 2号土渡 B

第2号土壌

し=‐34,50rn

2号土墳実測図
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第 5号土壌 (第 94図 )

本土墳は、 I郭の中央西側に位置 し、第34号建物址等と重複 しているため、壁や底面を柱穴等

に切 られている。大きさは、東西径2.20m、 南北径2.49m、 深さ0.45mを計測 し、方位をN-42°―

Eに有 し、正方形状を呈 している。土装底は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。土層は

黒褐色土、黄褐色土、黒褐色土が、ほぼレンズ状に堆積 し、各々ローム粒子やロームブロックと

粘土ブロックを含んでいるが、底面上の黒褐色土以外は粘性が無 くサラサラしている。また、西

側には、撹乱やロームブロックが堆積 している。粘土は、比較的薄 く均等の厚さでしっか り貼 ら

れている。粘上の厚さは、0.06m～ o。 lomを 計測 し、底面からの立ち上がり部分が厚 く貼 られて

いる。

出土遺物は、小札 (第 134図 No132)が検出されている。

第 6号土竣 (第94図 )

本土壊は、 I郭の中央西側で第 5号土壊の南西部に位置し、土壊の壁と底面を柱穴によリー部破

壊されている。大きさは、東西径3.05m、 南北径3.30m、 深さ0,27mを計測 し、方位をN-47° ―

Eに有 し、長方形状を呈 している。土墳の底面は、皿状を呈 し壁は斜めに掘 り込まれている。

土層は、暗茶褐色土、薄黄茶褐色粘土、砂、暗褐色土等が堆積 しており、自然堆積 というより

は人為埋上の状況を呈 している。各土層とも、ローム粒子、ロームブロック、粘土粒子等を含ん

でおり、比較的良 くしまっている。粘土は、0,05m～ o,o6m程 度の厚 さで薄いが しっか りと貼 り

付けられている。

出土遺物は、皆無である。

第 7号土境 (第94図 )

本土装は、 I郭の中央西側で第 6号土装の南側 に位置 している。大 きさは、東西径3.15m、

南北径1.60m、 深さは東側で0.51m、 西側で0。 43mを計測 し、長方形をなしている。方位は、N―

43° 一Wである。この土壊は、東側が西側より0.03m程度で低 くなっているため、一見重複 して

いるように見えるが、土層は重複を示 していない。東側の一段下がった部分 は、東西径1.25m、

南北径1.65mを 計測する。

粘土は、西側の一段高い部分では壁と底面に厚さ0.05mで、しっかりと貼 られているが、東側 は

底面で壁には貼 られていない。しかし、東側の壁面は焼けているものの底面は焼けていない。
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土壊の土層は、暗褐色土と黄褐色土がほぼレンズ状に堆積 しており、暗褐色土は 9層 に細分さ

れる。これらの土層は、粘土ブロック、同粒子、ローム粒子等を含み、 6層 と9層 の暗褐色土は

焼土粒子と炭化物粒子を含んでいる。

出土遺物は、内耳土器 (第 129図 No85)と 石が検出されたのみである。内耳土器は、土装上面

から検出で、底面から46cm上位に位置 している。石は、自然石である。

第 8号土壊 (第 95図 )

本土墳は、 I郭の中央部に位置 し、第49号建物l■等と重複 している。このため、壁 と底面の一

部は柱穴により切 られている。大きさは、東西径3.35m、 南北径2.70m、 深 さ0,30mを計測 し、

長方形を呈 している。方位は、N-43° 一Wで あるが、本土壊は 2基 の重複で西側が東側を切 っ

ている。Aは、2.00m× 1.60m× o.30mで N-47° 一Eに方位を有 している。Bは、2.45m× 2.80

m× 0.25mで N-47° 一Eに方位を有 している。形状は、A・ Bと も長方形を呈 している。Aは、

平坦な底面で壁は斜めに掘 り込まれているが、粘土は壁面にごく一部残存するのみである。Bは、

ほぼ平坦な底面で壁は斜めに掘 り込まれている。粘土は、0。 10m～ o,30mの厚さで壁面 と底面に

しっかり貼 り付けられている。

出土遺物は、土壊Aよ リカワラケ (第 137図 No171、 172)、 砥石 (第 140図 No220)が検出され、

土装Bか らは悟鉢小片が検出された程度である。No172は、日縁部が焼け、煤が付着 しているた

め灯明皿と判断される。        、

土層は、茶褐色土、暗茶褐色土が土墳Aに堆積 しており、土竣Bに は暗茶褐色土、暗褐色土、

茶褐色土、黒褐色土などが堆積 している。各土層は、粘土粒子、ローム粒子、粘土ブロック等を

含んでいる。

第 9号土竣 (第95図 )

本土墳は、 I郭の南側で虎日の北東部に位置 している。大きさは、東西径1,95m、 南北径2.85

m、 深さ0.48mを計測 し、長方形をなしている。方位は、N-39°一Eである。本土壊の底面はほ

ぼ平坦で壁は、斜めに掘 り込まれている。粘土は、東壁と西壁が厚く北壁と南壁と底面は薄くしっ

かりと貼り付けられている。粘土の厚さは、0.35m～ o.o7mの厚さを有 している。

土層は、黒色土、黄褐色土、暗褐色土、灰白色土がほぼレンズ状に堆積 しており、各々ローム

ブロックや粘土粒子を含んでいる。

出土遺物は、内耳土器小片とスラグ小片が、底面上15cmで 第 4層 中か ら検出された程度で、
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土層凡例

1 茶 禍 色 土 ローム粒子を含む、しま1,良好

2皓 茶褐こと 日―ム粒子、ローム小ブロックを含む

3.皓 茶禍色± 2層 より暗い

4 暗 福 色 土 粘土ブロック、ロームHFd子 を含む

5 暗 福 色 土 土器粒子を含む

6.薄暗茶掘色土 粘土粒を含む

フ.薄暗茶禍色士 褐色土主体でさらさらした感じ

8暗 褐 色 土 さらさらした感じ

9皓 茶褐色± 7層 より晴く、さらさらした感じ

10.暗 褐 色 土 ロームブロックを含みボロボロした感じ

相 暗茶褐色土 茶色砂粒を含む

土層凡例

1 黒 色 土 ローム小ブロックを含む
2 黄褐色土 ロームブロックとローム粒子を含む
3 暗褐色土 ロームプロックを含む

4 黄掲色土 ロームブロックとローム小ブロック、
粘■ブロックを含む

猫土粒子とロームブロックを含み硬い

第 8号土壌

第9号上壌

|■ 粘土

S.灰白色土

6携  乱

ω
l

第8、 9号土境実測図
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実測可能遺物は検出されなかった。

第10号土墳 (第96図 )

本土壊は、 I郭の中央西側で第 8号土壊の西側に位置 し、第48号建物址 と重複 しているため、

柱穴により土装の南東部を破壊されている。大きさは、東西径1.03血、南北径1.35m、 深 さ0.60

mを計測 し、長方形状を呈 している。方位は、N-47°一Eである。

土壊の底面は、皿状で中央が最 も深 くなっている。壁は、ほぼ垂直に掘 り込まれており、粘土

は、底面部分のみで0.09mの厚さを有 し、しっかりと貼 り付けられている。壁の部分 は、消失 し

ている。土層は、黒色土、ロームブロック主体の黄褐色土、などが堆積 しており、遺物 は皆無で

ある。

第11号土壌 (第96図 )

本土壊は、 I郭の中央南側で第 9号土壊の北側に位置 している。大きさは、東西径1.05m、 南

北径1.50m、 深さ0。 10mを 計測 し、N-29° 一Wに方位を有 し楕円形状を呈 している。中央部から

西壁にかけ、柱穴に切 られており、西壁中央部から南壁西側の間で、壁に粘土は貼られていない。

土壊底は、ほぼ平坦であり、西壁が垂直に掘 り込まれている以外斜めに掘 り込まれている。粘土

は、0.03m～ o。 13mま での厚さで、しっかりと貼 り付けられている。

土層は、暗褐色土と黄褐色土が堆積 しており、各々粘土粒子とロームブロックを含んでいる。

出土遺物としては、皆無である。

第 12号土境 (第97図 )

本土墳は、 I郭の中央南側で第30号建物址の東側に位置 している。大 きさは、東西径1.45m、

南北径1.15m、 深さ0。 37mを計測 し長方形状をなし、N-35° 一Wに方位を有 している。土壊底は、

ほぼ平坦で壁は斜めに掘り込まれている。粘土は、0.05m～ o。 lomの 厚さでしっか りと貼 り付け

られている。

土層は、暗褐色土と黒色土が堆積 しており、各土層とも粘土粒子とロームブロックを含んでい

る。出土遺物は、皆無である。
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L=35.00m

ⅢⅢ 粘土

第96図 第10、 11号土壊実測図

土層凡例

1.黄 褐 色 土 ロームブロックを含む
2.暗黄褐色土 ロームブロックを含む
3.黒 福 色 土 ロームブロックを含む
4黒 褐 色 土 ロームブロックと粘土ブロックを合む

第10号土城

L=34.20m

土層几例

黄禍色土 ロームブロックとロームブロックを合みポロボロしてぃる
暗褐色土 ロームプロックとロームブロックを含み暗くボロボロしてぃる。
黒禍色土 ロームブロックと炭ILOを 含み粘性を有す
黄掘色土 ロームプロックを含む
黒褐色土 ロームブロックと粘土粒子を含み 、柔かくポ

「
lポ ロしてぃる

黒 色 土 ロームプロックを含む

土層凡例

贈 褐 色 土 霞貨で粘土ブロックを含む

皓 裾 色 土 軟質で粘土ブロックを含む

賠綱色土 硬賞で粘上ブロックとロームブロックを含む
皓掘色土 硬質で粘土ブロックとロームブロックを合む
暗黄福色土 猫土ブロックを合む
暗責福色土 ロームブロックを含む
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第97図 第12、 13号土境実測図
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第 13号土壊 (第97図 )

本土壊は、 I郭の中央北側で第10号住居址の一部を掘 り切 っている。大きさは、東西径1,78m、

南北径1.70m、 深さ0,07mを計測 し、正方形をなしている。方位は、N-41° 一Wで ある。土壊底

は、緩やかな曲線をなしており、壁は斜めに掘 り込まれている。粘土は、0.03m～ o,o9mと 薄い

がしっかりと貼 り付けられている。

土層は、黒色土と暗褐色上が粘土粒子を含みながら堆積 しており、出土遺物は皆無である。

第14号上竣 (第 98図 )

本土壊は、 I郭の中央北側で第10号住居址の一部を掘 り切 り、第12号土壊の北東部に位置 して

いる。大きさは、東西径1,75m、 南北径3.32m、 深さ0.53mを計測 し、楕円形をな している。方

位は、N-52° 一Eで ある。上壊の底面は、 ほぼ平坦で壁 は斜めに掘 り込まれている。粘土 は、

0.05m～ 0.09mの厚さで、薄いがしっかりと貼 り付けられている。

土層は、ロームブロック主体の黄褐色土と黒褐色土や、焼土粒子、黒色土などを含む黄褐色土

が堆積 しているが、土壊の壁か ら底面にかけて厚 く粘土ブロックが堆積 している。 この粘土は、

上面か ら崩れ落ちた粘土と推定される。

出土遺物としては、ごく少量の土師器小破片が、土竣内覆土中位層から検出されている。また

本土壊は、第10号住居址のカマ ド北側を切 っているため、土墳覆土上面に焼土が流入 している。

第15号土境 (第98図 )

本土壊は、 I郭の北東部で北東部建物址群と重複 しているため、柱穴により壁 と底面の一部を

切 られている。大きさは、東西径2.10m、 南北径1.50m、 深さ0.66mを計測 し、長方形をなして

いる。方位は、N-70°一Eで ある。土壌の底面は、緩やかな曲線をなし土壊底中央が壁下位よ

り0,05m程度下がっている。壁は、斜めに掘 り込まれている。粘土は、0.10m～ o.15mの 厚さで

しっかり貼 り付けられているが、南東部は消失 している。

土層は、暗褐色土と黒褐色土がほぼレンズ状に堆積 しており、土壊底には多量の粘土粒子を含

む暗褐色土が堆積 している。各土層は、ロームブロックや粘土粒子などを含んでいる。

出土遺物としては、内耳土器片、壺型陶磁器片が検出されているが、内耳土器は小破片である

ため図示 し得たのは陶磁器 (第 123図、No55)の みである。この遺物は、底面上26cmの 所か ら検

出されている。
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第14号土墳

L=35.00m

土層凡例

1.暗黄褐色土 暗くロームプロッタを含む
2 暗黄掲色土 ロームプロックを含む
3 暗黄掘色土 ロームブロック、黒色土ブロック

を含む、しまり良好ボロボロした感じ
:i轟鍵 圭′Ettτ号ず箋紹 Fツ

クを合む

乳語葵鱈豊圭目二会歩百鶏
8 暗黄掘色土 厩皇竜!｀ごE云 3ξO,

黒色土小ブロックを含む

01

:■
ilト

第15号土壌

L=34.60m

第98図 第14、 15号土境実測図

■ 粘土

土 層 凡 例

1.暗褐色土 ローム小ブロックを合み国い
2 暗偶色土 田―ム小ブElッ クとお土プロックを含む
9 贈禍色土 ローム小ブロックを合む
4 暗褐色土 ローム小ブロックを含み、明るく固い
S 黒掲ヨ土 ローム小ブロックと褐色土を含む
6 黒禍色土 ローム小ブロックと猫土粒子を含む

Ａ
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第 16号土城 (第99図 )

本土壊は、 I郭の北東部で第 4号堀北東虎日の西側に位置 している。大きさは、東西径1.56m、

南北径1.20m、 深さ0.25mを計測 し、長方形状を呈 している。方位は、N-55° 一Wである。土壊

は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘り込まれている。粘土は、底面は残存 しているが、壁では西側 と北

東コーナー部及び南東部に残存する程度である。粘土の厚さは、壁で0,06m～ o.15m、 底面で

0.03mを計測 し、しっかりと貼 り付けられている。

土層は、暗褐色上が堆積 しており、ロームブロック、ローム粒子、粘土を含み硬 くしまってい

る。出土遺物としては、土師器高郭脚部片、カワラケ片〔浅鉢片、砥石、などが検出されたが、

砥石 (第 140図 No221、 222)以外は全て小破片である。             ,

第17号土境 (第99図 )

本土壊は、 I郭の東側で第 6号建物址と重複 しているため、土壊の一部を柱穴により切 られて

いる。大きさは、東西径1.50m、 南北径2.10m、 深さ0,57mを計測 し、長方形をな している。方

位は、N-33°一Wである。土壊の底面は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。粘土は壁

面で0.03m～ o.15m、 底面で0.06mを計測するが、北東部壁と南側壁の粘土は消失 している。粘

土の厚さは、前述の厚さを有 しているものの、東壁より西壁が厚 く貼 られている。

土層は、ローム粒子やロームブロック又は粘土ブロックを含む暗褐色土、黄褐色上が、ほぼ レ

ンズ状に堆積 している。

出土遺物は、北側柱穴内より砥石 (第 140図 No221)が 1点検出されたのみで、土壊内か らは

何 ら検出されなかった。

第18号土壌 (第99図 )

本土壊は、 I郭の南東部で第53号建物址の南側に位置 している。大きさは、東西径1.34m、 南

北径2.00m、 深さ0,15mを計測 し、楕円形状を呈 している。土壊底は、ほぼ平坦であり、壁 は斜

めに掘 り込まれている。粘土は、壁面から底面にかけて0,03m～ o。 15mの 厚さでしっか りと貼 り

付けられている。東壁中央部が、薄 く貼 られているのみで他は、ほぼ均―の厚さである。

土層は、暗褐色土と暗褐色粘土がレンズ状に堆積 しており、粘土層はしまりが無 くボロボロし

ている。暗褐色土層は、ローム粒子を含んでいる。出土遺物は、皆無である。なお、方位 として

は、N-32° 一Wで ある。
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第16号土城

L-34,00m

λ J冤

土層凡例

1.茶掘色土 粘性強、日―ム粒子を含む
2 贈褐色土 青海色粘上を含む

土層凡例

1.暗 禍 色 土 ロームブロックを含む

2黄 褐 色 土 ローム月ヽブロックを合む

9 黄 禍 色 上 ローム小プロックと粘土ブロック

を含む、くすんでいる

4.ロ ームブロック

イⅢ粘土

第99図 第16、 17、 18、 19号土境実測図

第18号土墳

L-34,00m

第19号土壌

L=34.00m

第17号土壊

L-35i50m
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第19号土境 (第99図 )

本土壊は、 I郭の南側で第30号建物址の東側に位置 している。大きさは、東西径1.18m、 南北

径1.50m、 深さ0,38mを計測 し、長方形状を呈 している。方位は、N-37° 一Wで ある。土壊底は、

皿状を呈 し壁は斜めに掘 り込まれている。粘土は、壁で上面を消失 しているが、0,09mの 厚 さを

有 し、しっかりと貼 り付けられている。

土壊内覆土は、黒褐色土 と暗褐色土が堆積 しており、黒褐色土はロームブロックを含み、暗褐

色土は、粘土粒子を含んでいる。遺物は、皆無である。

第20号上境 (井戸)(第 100図、図版31)

本土壊は、 I郭の南西部で、 I郭南側土塁西側に接するように位置 し、 2基 の重複である。A

はBを切っており、Bは第 1号井戸である。大きさは、Aが東西径0。 95m、 南北径1.15mで、深

さ0,70mを計測し、円形状を呈 している。方位は、N-18°一Wである。土墳底は、ほぼ平坦で壁

はほぼ垂直に掘 り込まれている。土層は、黒色土 (粘性に富む)と 黒褐色土が堆積 している。遺

物は、皆無である。

Bは、東西径1.53m、 南北径1.67m、 深さ2.80mを計測 し、N― O° ―Eに方位を有 し、円形状

を呈 している。底面は、粘土層内で掘 り終わっており、播鉢状を呈 している。壁は、垂直に掘 り

込まれている。土層は、黒色土と黒褐色上が堆積 しており、下層になるにつれて粘性を有 してい

る。出土遺物は皆無である。

第21号土境 (井戸)(第 100図、図版31)

本土壊は、 I郭の南西コーナー部で、第 4号堀の南西端部に位置 し第 4号堀 と重複 している。

大きさは、東西径1.16m、 南北径1.05m、 深さ4.28mを 計測 し、円形をなす第 2号井戸である。

方位は、N-46°一Eで ある。井戸の底面は、粘土層内で掘 り終わっており、壁 はほぼ垂直に掘

り込まれている。土層は、上面に褐色土が堆積 しており、褐色土以下は黒褐色上、黒色土が堆積

し下層になるとしだいに粘性を有する土質となる。遺物は、皆無であるが、第 4号堀を掘 り切 っ

ていることと、ごく近年まで使用されたということから、新 しい井戸と考えられる。
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L=34.50m
土層凡例

を:昌督をと :こ :;:孝′:景亀色土を含む

1言:を::::発多森
繋ξう壱暮み船

8.黒褐色土 ロームプロック含み

9.黒福色土 ローム粒子含み、消性有

lo.ロ ームブ
「

lッ ク

第21号土嫉

L=34.60m

0-m

第100図  第20、 21号土境実測図
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第22号上壊 (墓境)(第 101図、図版31)

本土壊は、 I郭の北西部で第 1号堅穴の南西部に位置 し、人骨を供っている。墓壊は、東西径

0.80m、 南北径1.02m、 深さ0.46mを計測 し、楕円形をなしている。方位は、N-20°一Eである。

土墳底は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。人骨は、北東壁付近で頭蓋骨を検出したが、

骨の保存状況は著 しく悪 くボロボロしている。

土壊内の覆土は、黒色土、黒褐色土、ロームブロックが堆積 しており、黒色土と黒褐色土はロー

ムブロックを含んでいる。遺物としては、 6枚の古銭 (No350～ 355)が 検出されている。 また、

本土壊の東側には撹乱土壊が隣接 している。

人骨の埋葬形式は、その保存状況が悪 く確実な点は不明であるが、北頭西顔ではあるまいか。

第23号上墳 (第 102図 )

本土壊は、Ⅱ郭の北東部に位置 している。大きさは、東西径0,96m、 南北径1,95m、 深 さ0.20

mを計測 し、楕円形状を呈 している。方位は、N-15°一Eで ある。土壊底 は、 ほぼ平坦で壁 は

斜めに掘り込まれている。土墳の南東部から、馬歯が検出されている。

土竣内覆土は、黄褐色土が堆積 しており、遺物としては馬歯以外は皆無である。

第24号上境 (第 102図 )

本土壊は、Ⅱ郭の北西部に位置 している。大きさは、東西径1.52m、 南北径1.90m、 深 さ0。 23

mを計測 し、N-63° 一Eに方位を有 し楕円形を呈 している。土壊底は、 ほぼ平坦で壁 は斜めに

掘り込まれている。土壊の北東部には、馬の顎が西向きで南東部には足の骨があり、中央部には

小骨片が 3点検出された。

土壊内覆土は、黄褐色土 (5層 に分かれる)が堆積 しているが、埋上の黄褐色土である。出土

遺物としては、馬骨以外に土錘が北東壁付近で、土壊底上19cmの所より検出された程度である。

第25号上壌 (第 103図 )

本土壊は、Ⅱ郭の北西部で、第 1号堀の南西コーナー付近に位置している。大きさは、東西径

1.43m、 南北径1.96m、 深さ0.26mを計測 し、N-66° 一Eに方位を有 し楕円形を呈 している。土

竣底は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。土壊内からは、中央東側で馬の下顎が、中内
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第23号土墳  。
|

L=34,00m

蜘

土層凡例

1 暗黄褐L■ ローム粒を含む
2.黄 褐 色 土

土層凡例

1 賠黄褐色土 黒色土散とロームraを 含む

2.責 禍 色 土 埋め土
3 贈黄褐色土 土器、ローム小ブロック、

ローム粒を含む
4黄 裾 色 土 埋め土
5,暗黄褐色土 黒色上を含む

6 ロームブロック

01

E31

第24号土墳

L=34.00m

的

第102図  第23、 24号土境実測図
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第25号土墳  匙==ョ==堅誤m

土層凡例

1 暗tB色 土 ローム粒、黒色土IIIを

含む

2.暗茶褐色土 炭lLIn、 日―ム社を含む

3 暗茶tS色± 7と似ている

4 暗茶禍色土 黒色土粒、ローム小ブ

ロックを含む

5 贈茶掲色土 土器社、ローム社を含む

6黒 禍 色 土 ローム小ブロック、

ローム粒、土器小片を

含む

フ 暗茶掲色土 黒色土粒を含む

8 皓茶褐色土 コーム主体

1～ 8は しまり良好

01

第26号土墳

第103図 第25、 26号土境実測図

L=34.20m

中 m
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部から西側にかけて小骨片が検出されている。馬骨以外では、底面上26cmの 所か ら石器が 1点

検出されたのみである。馬の顎は、西方を向いている。

土壊内覆土は、黄褐色土 (埋土)が黒色土を含みながら堆積 している。

第26号土壌 (第 103図 )

本土壊は、 I郭の南東部で第25号住居址の北側に位置している。大きさは、東西径2.16m、 南

北径1.50m、 深さ0,28mを計測 し、N-64° ―Eに方位を有 し楕円形を呈 している。南径の最小径

は、西側で0。 90m程度である。土壊底は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。土墳の北東

壁部分には、馬歯がある。中央部には、小骨片が 6点散在 し、南西部には足の関節部分がある。

土層は、暗褐色土、暗茶褐色土、黒褐色土が堆積 し、遺物は骨以外皆無である。

第27号土境 (第 104図 )

本土壊は、 I郭の北東部に位置し、東西径1.33m、 南北径1.35m、 深さ0。 47mを 計測 し、正方

形状を呈 している。方位は、N-50° 一Eである。土壊底は、 ほぼ平坦で壁 は斜めに掘 り込まれ

ている。

土壊の南西部から、馬歯が検出されている。また、土壊内の覆土は暗褐色土、黄褐色土、黒褐

色上が堆積 しており、遺物は馬歯以外皆無である。

第28号上竣 (第 104図 )

本土壊は、 I郭の北東部に位置 し、東西径0,70m、 南北径1.40m、 深さ0.25mを 計測 し、楕円

形状を呈 している。方位は、N-50° ―Eである。土壊底は、緩やかな皿状を呈 しており、壁は

斜めに掘 り込まれている。土壊の南西部から、 2本の骨片 (足の部分)が検出された。

土層は、黄褐色土が堆積 しているのみで、遺物としては骨以外皆無である。また、本土装の東

側には耕作土壊が掘 り込まれている。

第29号上壌 (第 105図 )

本土壊は、 I郭の北東部で、第20号建物址の南西部に位置 している。大きさは、東西径1.47m、

南北径2.13m、 深さ0.67mを計測 し、長方形状を呈 している。方位は、N-31° 一Wで ある。土壊
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底は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。

土墳からは、北側に馬の下顎と骨片 (前足の部分)、 南側から2本骨片 (後 足)が検出されて

いる。骨片以外には、何 ら検出されなかった。上層は、黄褐色土が堆積 している。

第30号土境 (第 105図 )

本土壌は、 I郭の中央南側で第30号建物l■ の北東部に位置 している。大きさは、東西径3.75m

南北径2.10m、 深さ0.56mを計測 し、楕円形を呈 している。方位は、N-52° 一Wで ある。土壊底

は、ほぼ平坦で狭 く壁は斜めに掘 り込まれている。西側には、長径2.25m、 短径1.65m、 深さα50

mで楕円形状に一段下がった部分がある。底面は、皿状を呈 している。

土壊底の中央部から、多数の骨片が検出されている。骨は、西側が低 く東側が高い位置に所在

することから捨てられたもののようである。また、土壊の東側からはカワラケ、鉢、小皿、石錘

内耳片、火舎片などが検出されているものの、図示出来たのは鉢 (第 131図 Nolll)と カワラケ

(第 137図 No174)の 2点のみである。

土層は、暗褐色土、暗黄褐色土、黒褐色土、灰などが堆積 している。土層に灰層を含むが、壁

や底面は焼けていない。また、土墳の西側には、長径1.00m、 短径0.60m、 深さ0.10mで 円形を

なす土壊状の遺構を有するものの、本土墳と関連するかは不明である。南東部の落ち込みは、撹

乱である。

第31号土境 (第 106図 )

本土壊は、 I郭の中央西側で第20号土壊 (第 1号井戸)の南側に位置 し、 I郭南西部上塁 と接

している。大きさは、東西径1.22m、 南北径1.66m、 深さ0。 25mを 計測 し、楕円形をなしている。

方位は、N-50°一Eで ある。土墳底は、緩やかな皿状を呈 しており、壁は斜めに掘 り込まれて

いる。土墳の北西部には、馬の下顎と歯があり、西側には骨片が散乱 している。また、土装の中

央西側と南西部にはPitが掘 り込まれているものの、骨が Pitと 上面に位置するため古いPitと 判

断される。 土壊内覆土は、暗褐色土がレンズ状に堆積 しており、ローム粒子を含むが粘性 は有

していない。遺物としては、馬骨以外皆無である。
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第105図  第29、 30号土境実測図
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第32号土城 (第 107図 )

本土壊は、 I郭の北西部で第19号建物址内の中央部に位置している。大きさは、東西径1.25m

南北径1.20m、 深さ0,91mを計測 し、円形状を呈 している。方位は、N-40° 一Wで ある。土壊底

は、ほぼ平坦で壁は垂直に掘 り込まれている。

上層は、ロームプロック主体の黄褐色上が堆積 しており、遺物は皆無である。また、本土壊は

第19号及び第37号建物址内に位置するものの、両者との関連は不明であるが、土壊内土層 と柱穴

内土層 とは類似 している。

第33号上壌 (第 107図 )

本土壊は、 I郭の北西部で第 4号住居址の北側に位置 し、北側と南側を柱穴 に切 られている。

大きさは、東西径0.60m、 南北径0.75m、 深さ0.21mを計測 し、楕円形か長方形状を呈するもの

と推定される。土壊底は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。土壌内の覆土は、ロームブ

ロックを主体とした黄褐色土が堆積 している。

出土遺物としては、火舎 (第 127図 No73)が 1点検出された程度である。

第34号上壊 (第 108図 )

本遺構は、 I郭の北東部に位置し、東西径1.80m、 南北径0,90m、 深さ0.35mを 計測 し楕円形

を呈 している。方位は、N-31° ―Wである。土壊底は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれてい

る。

土壊内覆土は、暗茶褐色土、暗褐色土、褐色土などがレンズ状に堆積 しており各層とも粘土 ブ

ロックを含んでおり、第 4層 の暗茶褐色土は焼土粒子を含んでいるが、底面や壁面は焼けていな

帝ヽ。

出土遺物としては、土墳内北壁付近で上面から火舎小破片、内耳土器小破片が検出された程度

で図示可能な遺物は検出されなかった。

第35号土境 (第 108図 )

本土壊は、 I郭の南西部で I郭南側土塁西側に接 し、第21号土装の南西部に位置 している。大

きさは、東西径2.10m、 南北径1.75m、 深さ0,45mを計測 し、楕円形状を呈するものと判断される。
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1 暗茶福色土 猫土小プロック、粘土れ、焼±41を 含む

2 贈茶褐色土 焼土ブロック、ロームプロック、消土プロックを含む
3.暗 褐 色土 黒色と、粘土小プロック、ロームブロック、観と粒を含む
4.贈茶偶色土 焼土粒、猫土小プロックを合む、消性者千有
5.禍 色 土
6.賠 偶 色土 ロームブrHッ ク、ローム粒を含む、しま1,不良

第35号土城

第108図  第34、 35号土城実測図
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土壊底は、皿状を呈 しており壁は斜めに掘 り込まれている。土層は、褐色土、黒褐色土が堆積 し

ている。方位は、N-50° 一Eである。

出土遺物としては、土壊の北東部で底面より0.07m上面から播鉢小片が 1点検出されたが、他

には何 ら検出されなかった。

第36号土壌 (第 109図 )

本土墳は、 I郭の中央南側で I郭南側土塁東側付近で、第37、 38、 42、 43号土壊 と隣接 し、第

37号土壊に切 られている。確認面での大きさは、東西径1.05m、 南北径1.25m、 深さ0,14mを 計

測 し楕円形状を呈 している。底面は、皿状を呈 しており壁は斜めに掘 り込まれている。土壊内覆

土は、暗褐色土と灰褐色土が堆積 しており、暗褐色土はローム粒子やロームブロックを含み、灰

褐色土は少量の炭化物を含んでいる。各土層とも、しまりや粘性は有 していない。

出土遺物は、皆無である。

第37号土壌 (第 109図 )

本土壊は、 I郭の中央南側で 1郭南側土塁東側付近に位置 し、第36号土壊 と重複 している。

大きさは、東西径1.30m、 南北径1,70m、 深さ0。 46mを計測 し、楕円形を呈 している。方位 は、

N-47° 一Wで ある。

土墳の底面は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘り込まれている。土壊内覆土は、暗褐色土が堆積 して

おり、第36号土壊を掘 り切っている。出土遺物は、皆無である。

第38号土壌 (第 109図 )

本土壊は、 I郭の中央南側で第37号土墳の東側に位置 している。大きさは、東西径1.90m、 南

北径1.85m、 深さ0,66mを計測 し円形状を呈 している。方位は、N-52° 一Eで ある。土壊の底面

は、皿状を呈 しており壁は斜めに掘 り込まれている。

上壊内覆土は、暗褐色土 と黒褐色土が堆積 しており、細分すると暗褐色土は3層 に黒褐色上が

2層 に細分され、ほぼレンズ状に堆積 している。出土遺物は、皆無である。
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5.暗禍色土 矛質、粘性をやや有す
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第38号土墳

第109図  第36、 37、 38号土境実測図
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贈編色上 贈くくすんでおリロームプロックを含む
贈褐色上 しまり明るくロームブロックを含み、柔かい
皓褐色土 暗くローム粒子を含む
黒裾色土 明るくロームブロックを含み、消性を有す
黒福色± 4よ り暗く焼土粒子を含む、粘性有
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第39号土壌 (第 110図、)

本土壊は、 I郭の中央南側に位置 している。大きさは、東西径0.95m、 南北径1.10m、 深 さは

0,16mぁ り、楕円形状を呈 している。方位は、N-40° 一Eである。土壊底は、皿状をなし壁は斜

めに掘 り込まれている。

本土境は、底面と東壁が焼けており、底面に厚さ5cmで灰と炭化物が堆積 している。焼土層

は、土壌の壁面に沿って堆積 している。

出土遺物としては、覆土内より小皿、火舎などがごく少量検出されたのみで、図示出来たのは

小皿 (第 122図、No36)の みである。

第40号土境 (第 110図 )

本土壊は、 I郭の北西部で第  号建物址と重複 している。大きさは、東西径1.34m、 南北径

は1.85mで、深さが0,42mを計測し、長方形状を呈 している。土装底は、ほぼ平坦で壁 は斜めに

掘 り込まれている。

土竣内覆土は、ロームブロック主体の黄褐色土、暗褐色土などが堆積 している。出土遺物 とし

ては、少量のカヮラケや火舎などの小破片が検出された程度である。

第41号土城 (第 111図 )

本土壊は、 I郭の中央部で第20号建物址内に位置 している。大きさは、東西径2.00m、 南北径

2,15m、 深さ0.49mを計測 し、不整長方形状を呈 している。方位は、N-30° 一Eで ある。土壊の

底面は、皿状を呈 しており壁は斜めに掘 り込まれている。底面には、北東部に Pitが 1本掘 り込

まれている。

土層は、ロームブロック主体の黄褐色土、黒褐色土が レンズ状に堆積 している。出土遺物 は、

皆無である。

第42号土壌 (第 111図 )

本土竣は、 I郭の南側中央部で第37号土壊の南側に位置 している。土壊の南側は、 I郭南側土

塁下に入り込んでいる。大きさは、東西径1,33m、 南北径1,00m(調査部分)、 深さ0,34mを 計測

し、楕円形状を呈 している。方位は、N-43° 一Eである。
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第111図 第41、 42、 43号土壌実測図
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土壊底面は、緩やかな皿状をなし壁は斜めに掘 り込まれている。土壊内覆土は、 1層で褐色土

が堆積 している。出土遺物としては、覆土上層 (底面上25cm)か らカワラケ小破片と自然石が検

出された程度で、図示可能な遺物ではない。

第43号上境 (第 111図 )

本土壊は、 I郭の南側中央部で第42号土壊の西側に位置 し、確認状況は第43号土壊と同様であ

る。大きさは、東西径0,78m、 南北径0.63m、 深さ0,45mを計測 し楕円形を呈 している。方位 は

N-43° 一Eである。底面は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。

土壊内の土層は、第42号土壊と同様褐色上が堆積 しており、遺物は皆無である。

第44号土壊 (第 112図 )

本土壊は、 I郭の中央西側で第56号建物址と重複 している。このため、土壊の東側と西側は柱

穴により切 られている。確認面での大きさは、東西径1.52m、 南北径2.23m、 深 さ0。 54mを 計測

し楕円形状を呈するものと判断される。方位は、N-55° 一Eである。

土壊の底面は、 2段になっている。上段は、深さ0,47mで ほぼ平坦面であるのに対 し下段 は、

深さ0.54mで皿状を呈 している。

土層は、暗褐色土、黄褐色土、黒褐色土が レンズ状に堆積 しており、細分すると暗褐色土 は 9

層に、黄褐色土は 2層 に各々分類される。

出土遺物としては、土壊の北西壁付近で、土壊底から50cmの 上位層より天 目茶碗の小破片が

2点検出された程度である。

第45号土境 (第 112図 )

本土壊は、 I郭の中央西側で第 4号堀と重複 している。大きさは、東西径3.23m、 南北径2.00

m、 深さ0.50mを計測 し長方形をなしている。方位は、N-47° 一Wである。

土壊の底面は、ほぼ平坦で北壁がほぼ垂直に掘 り込まれている以外は、斜めに掘 り込まれてい

る。土層は、暗褐色土、黒褐色土、暗茶褐色土、黄褐色土が堆積 しており、暗茶褐色土 は 7層 に

黒褐色土は 2層 に、黄褐色土は 2層 に各々細分される。土層の堆積状況は、埋められた状況を示

している。出土遺物としては、カワラケ (第 138図 No182)火舎小片、土師器片、などを検出して

いるが、図示出来たのはカワラケ 1点のみである。
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皓褐 a土 ローム粒子を含み、暗い

賠禍 色 上 ロームプロックを含み、明るい

贈掲 色 土 コームブロックを合み2層より明るく硬tヽ

皓裾 色 土 ロームブロックを含み、粘性に宙む

皓福 色 土 ロームブロックを含み、硬い

暗禍 色 土 ロームプロックを含み、硬い

費掘 色 土 ロームブロックとローム粒子を合む

責禍 色 土 ロームブロック層
暗禍 色 土 ローム粒子と粘土ブロックを含み、暗く票かい

晴禍 色 土 ローム小プロックを含む

皓褐 色 土 ロームブロックと粘土ブロックを含む

黒禍 色 土 ローム粒子を含む

暗茶褐色土 軟質で、ローム粒子、炭ILaを含む

暗茶禍色土 軟質で、ローム粒子を含む、13居 より明るい

贈茶福色土 しまり良、ロームブロックを含む

暗茶裾色土 軟質、褐色土主体、焼土粒を含む

皓茶福色土 軟質、褐色主主体、焼土社を含む

皓茶褐色土 しまり良、猫土プロックを含む

賠茶禍色土 攪乱、ロームブロック、ローム粒子を含みボロポロである

皓黄福色土 しまり良、ローム粒子を合む

黒 編 色 土 ローム粒を合む

暗責禍色土 しまり不良、ローム粒子を含む

贈茶福色土 しまり良、ロームプロック、ローム粒子、炭化粒を含む

贈褐 色 土 しまり良、粘土ブロック、ロームフロック、RIL粒 を含む

黒掘 色 土 ロームプロックを含む

責禍 色 土 ロームブロックを含み、皓くくすんでいる

黒褐 色 土 ロームブロックを含み、明るい

暗褐 色 土 ロームブ甲ックと粘土プロウクを含む

晴禍 色 土 ロームブロックとローム粒子を含む

福 色 土

授   乱

第45号土渡

L-34,40m

第112図  第44、 45号土境実測図

第44号土壊
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第46号土境 (第 113図 )

本土壊は、 I郭の中央西側で第48号建物址の南に位置 している。大きさは、東西径1,15m、 南

北径1.90m、 深さ0.37mを計測 し楕円形状を呈 している。方位は、N-26°一Wで ある。土壊の底

面は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。

土層は、ロームブロック主体の責褐色土と黒褐色上が堆積 している。出土遺物は、土壊内上面

(底面上30cm)よ り火舎小片が 1点検出された程度である。

第47号上墳 (第 113図 )

本土壊は、 I郭の中央西側で第44号建物址の西側に位置 している。大 きさは、東西径2.07m、

南北径1.60m、 深さ0.30mを計測 し、不整形を呈 している。方位は、N-79° 一Eである。土壊底

は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。土壊底の中央西側には、径0.27m、 深 さ0.30mで

円形の柱穴が 1本掘 り込まれている。土層は、 1層 でローム=ブ ロック主体の黄褐色土が堆積 し

ている。出土遺物としては、土壊底面より寛永通費 (第 156図 No370)が 1点出上 したのみであ

る。

第48号土壌 (第 114図 )

本土壊は、 I郭の中央西側で第 5号住居址の南東部に位置 している。大きさは、東西径1.15m、

南北径1,35m、 深さ1.54mを 計測 し、楕円形を呈 している。方位は、N-5° 一Eである。土墳底

は、平坦で壁はほぼ垂直に掘り込まれている。

土層は、上面に黒褐色土、中位以下は黒色土が、ロームブロックやローム粒子を含みなが ら堆

積 している。下位につれて、粘性を有 している。また、東側には、2.00m× o,70m× o.12mで 楕

円形を呈 し、底面は悟鉢状をなす部分があり、 4点の遺物が検出された。

出土遺物は、東側から4点 と中央部から1点の計 5点検出されている。この 5点 は、土師器片、

カワラケ片、火舎片であるが、全て小破片であり図示可能な遺物ではない。
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第114図  第 48、 49号土城実測図
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第49号土墳 (第 114図 )

本土壊は、 I郭の中央西側で第 6号住居l■ と一部重複 している。大きさは、東西径1,1lm、 南

北径1.35m、 深さ1.60mを計測 し、楕円形状を呈 している。方位は、N-3° ―Wである。また東

側と南側には掘 り方と判断される掘 り込みがある。東西径は、東側で0.70mを 計測 し、南径は

2.05mで ぁる。

中央の土装は、底が平坦で壁は西壁がやや斜めであるが、ほぼ垂直に掘り込まれている。掘 り

方は、斜めになっているが、一部耕作撹乱を受けている。底面は、ハー ド=ロ ーム層中で止まっ

ているため、井戸を途中で中止 した可能性を有 している。

土層は、黒色土と黒褐色土が堆積 しており、下層になるにつれて粘性を有 している。遺物 は、

内耳土器と火舎が出土 しているが、図示可能な遺物ではない。

第50号土壌 (第 115図 )

本土壊は、 I郭の北東部で第10号住居址の北東部に位置 している。大 きさは、東西径0.85m、

南北径1.00m、 深さ0.50mを計測 し円形を呈 している。方位は、N-0° 一Eである。土壊底は平

坦で壁は斜めに掘 り込まれている。土層は、ローム粒子を含む黒色土が堆積 しており、出土遺物

としては、少量の土師器小片とカヮラケ小片が出土 したのみである。

第51号土墳 (第 116図 )

本土壊は、 I郭の中央南側で第30号建物址の北側に位置 している。大 きさは、東西径 0。 98m、

南北径1,00m、 深さ0.60mを計測 し、隅丸円形状を呈 している。方位は、N-40° 一Eである。土

壊底は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。

土層は、ローム=ブ ロック主体の黒色上が 1層堆積 しており、遺物の出土は皆無である。なお

第52、 53号土壊 も、本土装と同様の状況を有 している。

第52号土境 (第 116図 )

本土壊は、第51号土壊の南西部に位置 し、東西径0.94m、 南北径0,94m、 深 さ0.55mの 規模を

有 し隅丸円形状を呈 している。土壊底は、皿状を呈 しており壁はほぼ垂直に掘 り込まれているが

東壁はややオーバーハング気味である。土層と遺物に関 しては、第51号土壊と同様である。なお
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1 黄 褐 色 土 ローム層、捨て盛土
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3.茶 禍 色 上 茶褐色

4 ロームフロック 盛土

|>

第54号土装

L-34,30)m

第‖5図 第50、 54号土境実測図
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方位は、N-45° 一Eである。

第53号土墳 (第 116図 )

本土墳は、第52号土壊の南西部に位置し、東西径0,95m、 南北径1.05m、 深 さ0.72mの 規模を

有 し、不整円形状を呈 している。方位は、N-33° 一Eである。上壊底 は、鍋底状を呈 しており

壁は斜めに掘り込まれている。土層と遺物は、第51号土壊と同様である。

第54号土壌 (第 115図 )

本土壊は、 I郭北側土塁下南側で第 5号堀に上面を切 られた状況で確認された。大きさは、東

西径2.65m、 南北径3.23m、 深さ1.50mを 計測 し、不整長方形状を呈 している。方位は、N-23
°一Wで ある。底面は、皿状を呈 しており壁は斜めに掘 り込まれている。土層は、黄褐色土、ロー

ムブロック、茶褐色土、ロームブロックが堆積 している。これらの上層は、土壊を埋め土塁の基

底部を構築する時の盛土としての土層と判断される。遺物は皆無である。

第55号土壌 (第 117図 )

本土壊は、 I郭の北東部で第16号土壊の東側に位置 している。大きさは、東西径4.80m、 南北

径6.80m、 深さ1.05mを 計測 し、楕円形を呈 している。土壊底は、括鉢状を呈 しており壁は緩か

な斜面となっている。中央北側には、0.80m xo.60mで 楕円形状に灰層が堆積 している。灰層の

厚さは、0.03mで ある。

土層は、ローム=ブ ロック主体の黄褐色土で、一部灰層を含んでいるが、焼土層が堆積 してお

らず底面 も焼けていない。また、土層自体かなりしまっており、埋められ踏み固められている。

出土遺物は、皆無であるため、時期等は不明である。方位は、N-30°一Eである。

第56号土境 (第 116図 )

本土壊は、 I郭の中央東側で第 4号堀北東虎日の北東部に位置 している。大きさは、東西径が

1.20m、 南北径は1.20m、 深さ0.17mを計測 し、円形状を呈 している。方位は、N-43° 一Eで あ

る。土壊底は、皿状で壁は斜めに掘 り込まれている。

土層は、黒褐色土と灰層が堆積 しており、灰層は厚さ4cmを計測する。また、 3ケ 所の壁に
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は焼上が薄 く堆積 しているが、焼土下の壁はやや変色 し分解 している程度である。出土遺物 とし

ては土玉 (第 141図 No246)が 1点出土 したのみである。

第57号土城 (第 174図 )

本土墳は、 I郭の北側中央部で第11号、16号住居址を掘り切っている。大きさは、東西径1.40

m、 南北径1.50m、 深さ0.60mを計測 し、正方形状を呈 している。方位は、 N-38° 一Wで ある。

土壊底は、平坦で壁はほぼ垂直に掘 り込まれている。

土壊内覆土は、ローム粒子を含む黒色土とローム=ブ ロックを含む黒褐色土が堆積 しており、

少量の土師器片が出土 したのみである。

第58号土墳 (第 118図 )

本土壊は、 I郭の中央部で第49号建物址と重複 している。大きさは、東西径が1.55m、 南北径

は1.70mでぁり、深さ0。 14mを計測 し、隅丸方形状を呈 している。方位は、N-44° 一Wで ある。

土壊底は、ほぼ平坦で壁は斜めに掘 り込まれている。壁には、 2本の小 Pitが掘り込まれている。

Pと は、東壁にあり長径0.38m、 短径0.25m、 深さ0.24mを計測 し楕円形を呈 している。 P2は

南西壁にあり長径0.45m、 短径0,27m、 深さ0.24mを計測 し楕円形を呈 している。 この 2柱穴 は

本址に供なう柱穴と判断される。

土層は、ローム=ブ ロックを含む黒色土が堆積 しており、少量のカヮラケ小破片と土師器小破

片を含んでいる。土墳内には、焼土層や焼土域が存在 していないものの、プランから小堅穴 と判

断される。

第59号上壊 (第 118図 )

本土壊は、 I郭の南側で第 7号溝と重複 している。大きさは、東西径1.67m、 南北径1.90m、

深さ0.37mを計測 し、不整楕円形状を呈 している。本土壊は、悟鉢状を呈 している。

土壊内覆土は、暗褐色土と暗黄褐色土が堆積 しており、暗褐色土が 3層 に細分され、カヮラケ

(第 137図 No175)と 土玉 (第 141図 No236～ 238、 246)を含んでいる。これらの出土遺物 は、覆土

内第 1、 2層中よりの出土である。
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第60～65号土境 (第 119図 )

第60～65号土壊は、Ⅱ郭の中央東側に位置する土壊である。第60号土壊は、東側 に位置 し東西

径0.98m、 南北径0.98m、 深 さ0.45mを計測 し不整円形状を呈 している。方位は、N-53° ―Wで

ある。底部 は、皿状を呈 し壁 は斜めに掘 り込まれている。土層 は、黒色土 と黒褐色土が堆積 して

おり、出土遺物 としては少量の上師器片を含んでいる。第61号土壊 は、東西径0.80m、 南北径

0.70m、 深さ0.35mを計測 し隅丸方形状を呈 している。方位は、N-55° 一Eで ある。底面 は、悟

鉢状を呈 し壁は斜めに掘 り込まれている。土層 は、黒色上が堆積 しており、少量の土師器片を含

んでいる。また、本土装の南東部には、長径0.34m、 短径0.25m、 深 さ0.85mを 計測 し楕 円形 を

なす小Pitが掘 り込 まれている。なお、本土装の南西部の Pit状部分 は撹乱である。第62号土壊は、

東西径0.92m、 南北径1.10m、 深さ1.65mを 計測する。北側 は、1.30mの 深 さを計測す る。方位

は、N-23°一Eで ある。北側は、南側に切 られている。土層 は、黒色土 と黒褐色土が堆積 して

おり、下層につれて粘性を有 している。第63号土壊は、東西径0.65m、 南北径0.65m、 深 さ1.62

mを計測 し、不整円形状を呈 している。方位 は、N-34° ―Eで ある。底面 は、平坦で壁 はほば

垂直に掘 り込まれている。土層は、黒色土 と黒褐色上が堆積 してお り、黒褐色土 は下層になるに

つれて粘性を有 している。第64号土壊 は、東西径0.55m、 南北径 0.68m、 深 さ 1.79mを計測 し楕

円形を呈 している。方位 は、N-52° 一Wで ある。底面 は、平坦で壁 はほぼ垂直に掘 り込 まれて

いる。土層は、黒色土が堆積 しており、下層 は粘性に富んでいる。第65号土壊は、東西径が0.68

m、 南北径が0.86m、 深 さ0.65mを計測 し楕円形を呈 している。方位 は、N-13° ―Wで ある。底

面は、平坦で壁 はほぼ垂直に掘 り込まれている。

これらの土墳 は、第60号、61号、65号 の 3土墳以外 は、全て円筒状 の土壊である。出土遺物 と

しては、少量の上師器片 と第62号、63号、64号土壊より、少量の縄文式上器小片が出土 したのみ

であるが、小破片であるため図示出来なかった。時期的には、茅山期に位置する。

Pit郡 (第 119図 )

Pit郡 としては、第 1号堀南側虎日付近で Ⅱ郭第31号住居址の西側に位置する。Pit郡 とするよ

りは、P2の ように土墳 と考え られる遺構 もあるが、虎日の前面で もあり礎石等の可能性 もある

ことか ら、一応 Pit郡 とした。

Plは、東西径0.96m、 南北径1.08m、 深さ0.25mを 計測 し、不整円形状を呈 し方位 はN-60° ―

Eで ある。底面 は、鍋底状を呈 し壁 はほぼ垂直に掘 り込まれている。西側には、撹乱 Pitが ある。

土層 は、暗褐色土、炭化物、黒色土、黄褐色土が堆積 している。堆積状態は、埋め られた状況を
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土 層 凡 例

1 晴撮色土 炭化物、ローム粒を含む

2炭 火 物 細くくだけている

3.暗掲色土 炭ILOを含む

4 暗褐色土 炭化物を含む

5.黒 色 土 炭化物を含む

6 黄褐色土 ロームブロックを含む

フ 黒禍色土 ロームプロックを含む

8 茶禍色土 ロームブロックを含む

第119図  Ⅱ郭土墳、ピット群実測図

呈 し上面は比較的 しまっている。P2は、東西径0。 92m、 南北径1,00m、 深さ0.30mを 計測 し、

円形状を呈 している。方位は、N-40° 一Eで ある。底面は、皿状を呈 し壁はほぼ垂直に掘 り込

まれている。土層は、暗褐色土 と茶褐色土が堆積 しており、編文式上器片が出土 した。縄文式土

器片は、阿玉台式期に位置する。P3は、東西径1.05m、 南北径1.04m、 深さ0.43mを 計測 し不
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整方形状を呈 している。底面は、鍋底状を呈 し壁は斜めに掘 り込まれている。方位は、N-41°一

Eである。土層は、暗褐色土、炭化物、黒色土、黄褐色上が堆積 している。堆積状況 は、埋め ら

れた状況を呈 している。P4は、東西径0.86m、 南北径1.00m、 深さ0.42mを 計測 し不整円形状

を呈 している。底面は皿状を呈 し壁は斜めに掘 り込まれている。方位 は、N-62° 一Eで ある。

土層は、暗褐色土、黒色土、黄褐色土、黒褐色土が堆積 しており、埋められている。南西部には

長径0,48m、 短径0.45m、 深さ0。 12mで円形をなす Pit状の遺構があり、炭化物が堆積 している。

P4に は、Pit状 の掘 り込みが 2本確認されたが、撹乱 Pitで ある。

12)地下式倉庫 (第 120図 )

地下式倉庫としては、 I郭の中央西側で第 4号堀北西コーナー部で 1基確認されている。西側

に入日があり、径0,75mを 計測する。内部の大きさは、東西径1.90m、 南北径2.35m、 深 さ1.95

mを計測する。底面は、東西径1.15m、 南北径 1。 15mを 計測する。天丼部の厚さは、0,22mを計

測する。底面は、ローム層内で止まっているが、堀と近接 しているため水が溜っている。

倉庫内には、粘土プロックを含む黒色土と黄褐色土 (ロ ームブロック)が堆積 している。 ロー

ムブロックの黄褐色土は、天丼や壁の崩れたものである。

出土遺物は、何 ら出土 しなかったが、前述のように水が良 く溜るため、長期間の使用には適さ

ないようである。

2。 中世の出土遺物

中世の古屋敷に関係する出土遺物としては、輸入陶磁器、国産陶磁器、土鍋、鉄製品、古銭、

カワラケなどの上器類などが検出されている。輸入陶磁器では、小皿があり、国産陶磁器では茶

碗、皿類、甕、水瓶、壷、香炉などがある。土鍋類では、内耳土器と外耳土器、土鍋がある。鉄

製品としては、釘、小札、馬具、鍔等がある。図版上、一部前後するものもある。

1)陶磁器 (第121～ 125図、第61～68表、図版48・ 49)

陶磁器としては、輸入陶磁器と国産陶磁器がある。輸入陶磁器は、数量的にごく少数で器種 も

小皿に限られている。数量としては、国産陶磁器が中心である。国産陶磁器は、天目茶碗、小皿

などの皿類、甕、壷、香炉、合子、水瓶などが検出されている。

輸入陶磁器としては、第121図 No42の小皿がある。体部はやや内傾ぎみに外傾 しており、高台
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第61表 城址関係出土遺物一覧表 1

No 名称
出 土
地 点

挿図Nα 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴 胎上、焼成、
色調 備   考

1 茶碗

第18号

掘立 第121図

Ａ

Ｂ

10,9

66 1/6
体部は、内傾ぎみ口

縁部は直立後回唇部
がやや外傾

口縁から底部まで回

転ヘラ削り、

釉は薄い茶褐色釉

淡暗褐色

良好

淡茶褐色

瀬戸

黒天目

2 茶碗

第19号

掘立 第121図

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

12.8

75
6.0

07

体部を
1/2欠損

低い高台から、内傾
ぎみに立ち上がり、
日縁部はやや内傾後

小さく外傾

体部は、回転ヘラ削

り、高合は、回転ヘ

ラ削りの造り出し釉
は、淡緑色で薄い

淡灰白色

良好

淡緑色

織部天目
No6

3 茶碗

第19号

掘立 第121図

Ａ

Ｂ 1/4～ 1/5
底部から肩まで直線
的に外傾、口縁部は、
内傾後外傾で「く」
字状をなす。

口縁部から底部まで

回転ヘラ削り、体部

下半は露胎釉は、厚
い淡黒色

灰白色

淡黒色

良好

瀬戸

黒天目

4 茶 碗

第30号

掘立 第121図 口縁部片

肩部から緩やかに内
傾後、日縁部は外傾

回転ヘラ削り後に、

薄い淡黒色釉をかけ
る。

淡暗褐色

良好

淡黒色

目続
鋲
�

5 茶碗

第21号

掘立 第121図

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

117
6.6

1.1

4.9

体部を
1/2欠損

体部は、やや内傾ぎ
み口縁部は、直立後
口唇部外傾高台は、
やや外傾する

体部は、回転ヘラ削
り、高台は回転ヘラ

削りの造り出し、体
部中央まで釉有

色

　

色

白

好

黒

灰

良

淡

瀬戸

黒天目

茶碗

第21号

掘立 第121図

A ■ 0

B  7.0
D  O.8
E  5,3

口縁～底部
まで1/4残

体部は、内傾ぎみで、
日縁部は、内傾後外
傾で「く」字状をな

す。

回縁～底部まで回転
ヘラ削り、高台部は

造り出し体部下半ま
で黒色釉を有す

暗灰白色

黒色
瀬戸

黒天目

No6

7 茶碗

第21号

掘立 第121図

A 120
B  5.6

口縁～底部
の破片

体部は、内傾ぎみ、
口縁部は、内傾後外
傾で「 く」字状をな

す

口縁～底部まで回転
ヘラ削り黒色釉は薄
く、一部釉だれを有
す

灰白色

黒色
瀬戸

黒天目

8 茶碗

号

　

虎

２４
立

南

第

掘

東

口

第121図

Ａ

Ｂ

120
63

口縁～底部
1/6程度ら

体部上半は直接的に

外傾体部下半は、内
傾、体部中央に 2条
の沈線有

口縁～体部は回転ヘ

ラ削り体部下半まで

釉をかける口縁部に

白色釉有 (内外に有

暗灰白色

淡緑色
瀬戸、美濃系
Nα17+東南各
頭部No34

接合資料

9 茶碗

北東部
上塁内 第121図

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

10.9

67
0.8

45

体部を
1/2欠損

体部は内傾ぎみ、口

縁部は「 く」字状を
なす高台部は、やや

内傾

口縁部～底部まで回

転ヘラ削り

高台部は、造り出し

暗灰白色

黒色釉有

瀬戸

黒天目

茶碗

工郭第
2号堀 第121図

A 200
B  54 t/4

体部は、直線的に外
傾口縁部は、直立外
傾

口縁～底部まで回転
ヘラ削り、体部下半
まで薄い釉有

灰白色

黒色
瀬戸

黒天目

碗

工郭第
2号堀 第121図

A と3.0

B  4.0
D  08
E  4.4

口縁部まで内傾ぎみ
に立ち上がり、薄い

器肉高台は直立で削
り出し

体部は、回転ヘラ削
り、内面と外面に薄
く釉を有す

淡灰白色

淡緑釉
青白磁

輸入陶磁器

茶碗

工郭第
2号堀 第121図

Ａ

Ｂ

11,0

5,7

口縁～体部
1/3～1/4

体部下半は内傾で、
上半は外傾回縁部は

小さく外傾している(

体部は、回転ヘラ削
り後に茶褐色釉を薄
くかける

長石粒含みの

淡暗褐色

茶褐色

瀬戸

赤天目

茶碗

工郭第
5号堀

(ゴヒ側)

第121図

Ａ

Ｂ

Ｄ

125
5.5

10

□縁～底部
1/2欠損

体部は、直線的に外
傾口縁部は、直立

高台部は、直立

口縁～底部にかけ回
転ヘラ削り、高台部
は造り出し、体部に

茶褐色釉有

長石含みの

暗褐色

茶褐色

目

戸

天

２６

瀬

赤

血
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第62表 城址関係出上遺物一覧表 2

No 名称
出 土
地 点

挿図血 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴
胎土、焼成、
色調

備   考

14 茶碗

工郭第
5号堀

(北側)

第121図 小破片

体部は、直線的に外

傾口縁部は、内傾後

外傾で「 く」字状を

なす

口縁部～体部にかけ

回転ヘラ削後釉をか

ける

暗灰白色

暗茶褐色

一戸
目

瀬

天

茶碗

工郭第
5号堀 第121図

B  2.3
D  O.7
E  5。 3

体部上半

欠損

体部は、内傾ぎみに

立ち上がる

高合は、直立で外傾

体部は、回転ヘラ削

り高台部は、削り出

し

淡灰白色 (長

石)体部下半、

内面黒色体部

下半は、暗茶

褐色

瀬戸

黒天目

茶碗

鍔
立

第
掘 第121図

A 9,8
B  7.2
C  5,0
D  l.1
E  4.2

口縁部1/6
体部1/2
残

体部は内傾ぎみで、
日縁部は内傾後外傾
で「 く」字状口縁部

は、外傾

体部は、回転ヘラ削

り、高台は、回転ヘ

ラ削りの削り出し、

釉は体部下半まで肩

釉は、やや厚い

淡暗褐色

黒色

瀬戸

黒天目

17 茶碗

号３３
渡

第

土 第121図

B  2.8
D  O.8
E  5.3

体部上半
1/2以上欠

体部は内傾ぎみ、高

台部は、削り出しで

やや外傾する

体部は、回転ヘラ削

り後施釉、

釉は、淡緑色

淡暗褐色

(長石粒含)

淡緑色

瀬戸、天目
No2

茶碗

鳴
立

第
掘 第121図

口縁部片 体部は、直線的に外

傾口縁部は、内傾後

外傾で「 く」字状を

回転ヘラ削り後、薄

く施釉している。長

石の出が見られる

淡暗褐色

明褐色

掘立内一括

天目

茶碗 I郭 第92回

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

11.5

7.1

0.9

58

口縁～体部
1/3残

なす体部はやや内傾

ぎみに直立する

高台は直立

体部は、回転ヘラ削

り後内面と体部下半

まで施釉、体部上半
に緑色釉有高台部は

露胎

淡暗褐色

緑色+褐色

織部

底部内面に長

石粒の釉有

底面に刻線有

茶碗 I郭 第121図

A(110
B  6.1 破片

体部は、直線的に外

傾口縁部は、直立後

やや外傾で「 く」字

状

体部は、回転ヘラ削

り後施釉、釉は、体

部中央と内面に施す

淡暗褐色

黒色

瀬戸

黒天目

茶碗 I郭 第121図

Ａ

Ｂ

(10.8

2.5 破片

体部は、直線的に外

傾口縁部は、内傾後

外傾で緩い「 く」字

状、日唇部に削り出

し有

体部は、回転ヘラ削

り後施釉施、採色す

る

暗褐色

淡黒色+白
色

一戸
目

瀬

天

茶碗 I郭 第121図

B  3.0
D  O,9
E  2.5

体部上半
を欠く

体部は、直線的に

外傾高台部は、削り

出しで直立

体部は、回転ヘラ削

り体部下半と高台部

は、露胎釉は、内面

と体部下半まで

暗褐色で、長

石、石英粒を

含

淡黒色+褐色

一戸
目

瀬

天

部は外側がやや内傾で内側が外傾 し、逆三角形状を呈 しており、 3ケ 所削 り出している。胎土 と

施釉は白色を呈 している。底部内面に輪 トチ、同外面に団子 トチを置き重ね焼きをしている。 こ

の小皿以外は、国産陶磁器がほとんどで種類 としては、茶碗、丸碗、小皿、徳利、甕、香炉、播

鉢、合子などがある。以下に、これらを順に記述する。

茶碗としては、天目茶碗がほとんどで、破片を含めると総数 は、200点 以上で、第98図 はこれ

らの中17点 (Nol,3～ 7,9,10,13～ 18,20～ 22)を 図示 した。Nolは、第18号建物址か ら検

-236-



出された茶碗片で、体部下半は露胎となっている。No3は、第 19号建物址か ら検出された茶碗

片で、体部下半は露胎で日縁部が「 くの字」状を呈 している。No4は、第30号建物址より検出さ

れた茶碗小片で、口縁部が「 くの字」状を呈 している。No5は、体部を1/2程度欠損 している

天目茶碗で、日縁部は直立後外傾 している。高台は、水平に切 られている。第21号建物址 より出

土 している。No6は、No5同様第21号建物址より出土 している。器型としては、No 5よ り体部

上半が張っており、日縁部が短 くなっている。また、高台部は逆台形状を呈するものの底面 は斜

めに削 り出されている。底部内面には、円錘 ピンを用いて重ね焼きしている。No7は、第21号建

物址より検出された体部片である。日縁部は、No5,6よ り長 くなっている。 この 5～ 7は 、 3

点とも天目茶碗である。No9は、第24号建物址より出土 して天目茶碗で、体部上半 は No 6よ り

張 り、日縁部 も鋭 く曲がっている。底部内面には、円錘 ピンを置いており、高台部は逆台形状に

削 り出されている。体部下端は、露胎となっている。No10は、第 2号堀より出土 した天目茶碗片

である。体部上半の張 りも緩 く、日縁部も短 くなっている。No13は、第 5号堀より出土 した天目

茶碗で、日縁部は直立 しており、高台部外側は直線的であるが内面は、中央部から斜めに削 り出

されている。No14,15は 、第 5号堀より出土 した天目茶碗片である。No141よ、日縁部が短 くそ

して肥厚化 している5 No151よ 、体部下端が丸味を有 しており、高台部 は逆台形状を呈するもの

の高台部底面内傾は、やや丸味を付けて削 り出されている。No16は 、第 4号建物址 より出土 し

た天目茶碗である。体部下半は、露胎で体部上半の張 りはやや緩 くなっている。日縁部は、薄手

で短 くなっている。高台部は、逆台形をなしているが、丸味を有 して削 り出されている。No17は、

第33号土壊から出土 した天目茶碗の底部片である。底部は、No15と 同様丸 くなっており、逆台形

の高台部であるが丸 く削 り出されている。No18は 、第 4号建物址か ら出土 した天 目茶碗片であ

る。体部上半は、鋭 く張 り出しているが日縁部は直立ぎみに外傾 している。No20～ 21は I郭内よ

り出土 した天目茶碗片である。No20は、日縁部が薄手化 し短 くなっている。No21は 、日縁部内

面を片日状に削 り出している。No221よ 、底部片である。これ らの茶碗は、No13が 赤天 目である

以外全て黒天目である。

丸碗としては、No2,8,12,17の 4点がある。No2は、第 19号 建物址 より出土 してお り低 く

逆台形をなす高台で、日縁部をやや外傾させている。高台部には、輪 トチを有 している。内面 と

外面体部下端まで淡緑色釉をかけている。No8は 、第24号 建物址 と東南谷頭部か ら出土 した同

一遺物の接合資料である。体部中央に、二条の沈線を刻 し体部は直線的に外傾 している。内面 と

外面の体部下端まで淡緑釉をかけたのち、日縁部内外面毛筆による白色釉を画いている。沈線に

は、黒色釉を塗っている。No12は、第 2号堀より出土 している。日唇部が、短 く外傾 している。

釉は、内面と外面にかけられ茶褐色を呈 し薄 くかけられている。No171よ 、第33号土壊より出上 し

ている。高台部は、逆台形をなすが底面は、内側にかけ丸 く斜めに削 られている。底部外面には、
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第63表 城址関係出土遺物一覧表 3

No 名称
出 土
地 点

挿図Nα 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴 胎土、焼成、
色調 備   考

皿

第17号

掘立 第122図

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(14.0
3.7

05
(8.6

1/6
体部は、内傾ぎみに
立ち上がる。
高台部は、削り出し
で直立

体部は、回転ヘラ削
り、口縁部は波状をな

し、体部外面に沈線
を刻す施釉は、薄い。

暗灰色
淡青色

輸入陶磁
Nα4

皿

第17号

掘立 第122図

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

体部1/6
底部1/2残

体部は、直線的に外
傾し、口縁部は、やや
肥厚。底部は水平で、
高台は非常に低い。

体部は、回転ヘラ削
りで、高台部は削り
出し、施釉は、薄く
白色を呈す

淡暗褐色
白色

野

１０

志

配

皿

第17号

掘立 第122図

Ｂ

Ｄ

　

Ｅ

1,4

0.5×

0.8

8.2

体部下半
以上欠

体部は、内傾ぎみで、
高台部は削り出しで

直立、底部は高台に

向い下がっている

施釉は、やや厚め、
底部内面に、円形沈
線とこの中に 1本の

低い隆帯、体部放斜
状の隆帯有

暗灰色色
淡青色

磁陶入

２５

輸
血

皿

第19号

掘立 第122図

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

11.0

1.9

7.0

0.2

体部1/2
底部1/3欠

底部は、ほぼ水平で

体部は直線的に外傾
回唇部やや肥厚、高
台部は低く削り出し
ている

体部は回転ヘラ削り
底部は、回転糸切り
施釉は、薄く淡黒点
を有する淡色釉

淡暗褐色
淡白色

野

５

志

血

皿

第19号

掘立 第122図

A(13.5
B  2.8
D  O.4
E  7.4

体部1/3
底部1/2残

体部は、内傾ぎみに

外傾、回縁部は、折
り返し高台部は、三

角形をなし削り出し

体部は、回転ヘラ削
り底部は、回転ヘラ

切りで露胎施釉は薄
く、体部下半に露胎
を有す

淡暗褐色
暗白色

瀬戸、美濃
Nα 4

皿

口
一４９

立
第
掘 第122図

A(13,8
B  2.9
D  06
E  79

体部1/5
底部1/2残

体部は、内傾ぎみに

外傾後直線的に外傾
口唇部削り出し。底
部内傾で、高台部は

削り出し

体部と底部は、回転
ヘラ削り、体部外面
下半は露胎底部内面
に抑葉状の文様有、
釉は薄い

淡灰白色
淡褐色

瀬戸

皿

第4号

掘立 第122図

A(12.0
B  2.6
D  O.3
E(7.0

1/4
体部は、内傾ぎみに
立ち上がる。高台部
は、低く直立高台部
に削り出しによる沈
線有

体部は、回転ヘラ削
り後施釉は、薄い淡
黄褐色で、底部内面
に緑色の採色有

淡暗褐色
淡黄褐色

部

２

織

血

皿 舞蜘
第122図

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

11 1

2.3

02
6.5

一死

底部は、内傾ぎみで

体部は、内傾ぎみに

外傾。口縁部は、外
傾。高台部は、低く
削り出し

体部は、回転ヘラ削
り後に淡灰褐色釉を

施釉、底部は回転ヘ

ラ切り

淡暗褐色
淡灰褐色

志野

31 皿
謗
靭 第122図

A(110
B  2.0
D  O.4
E (7.9

1/4
底部は、やや内傾ぎ
みで、体部は、直線
的に外傾高台部は、
低く外傾で削り出し

体部は、回転ヘラ削
り後褐色釉を施釉
高台部は、露胎

色白
色

灰
褐

瀬戸

皿

I郭第
7号溝 第122図

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(12.0
2.0

0.2

(08

1///4

底部は、水平で体部
は直線的に外傾、高
台部は削り出しで低
い。底部外面中央に

円形状の削り出し有

体部は、回転ヘラ削
り、底部は回転ヘラ

切りで高台部は削し

出し。全体に施釉し
ており、赤褐色状の

斑点有

淡灰褐色
淡灰褐色

野

６

志

配

皿

I郭第
2号堀 第122図

A(150
B  2.9
D  05
E (70

1/6
底部は水平で、体部
は内傾ぎみで、回縁
部は、大きく外傾後
口唇部は直立、高台
部削り出しで直立

体部は、回転ヘラ削
り後体部上半まで施
釉、体部下半と高台
部は、露胎、内面には
は円形と波状の文様
有、円形は茶褐色釉
で、日縁は緑色の釉

暗褐色
淡責掲色釉に

茶褐色釉、緑
釉をかける

織部
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第64表 城址関係出土遺物一覧表 4

名称
出 土
地 点 挿図hlo 法量 (cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴

胎土、焼成、
色調

備   考

皿
議
朝 第122図

A(141
B  2.8
D  O.4
E  7_6

底部1/2
体部1/6

底部は水平で内面を

削り込む体部は内傾
ぎみに外傾し、口縁

部大きく外傾、高台

部は直立で削り出し

体部は、回転ヘラ削

りで、高台部は削り

出しで露胎。底部内

面と体部に薄い釉を

施釉

淡暗褐色

淡緑色 志野

皿

I郭第
5号堀 第122図

Ａ

Ｂ

Ｅ

1/2
底部は、内傾ぎみで

体部は、内傾ぎみに

立ち上がる高台部は

削り出し

体部と底部は、回転
ヘラ削り。内面と体

部に薄い褐色釉を施

釉する

淡暗褐色

淡褐色 志野

皿

第37号

土壊 第122図

A 123
B2.6×

2.3

D  O.2
E  7.5

体部
1/3欠

底部は、水平で体部
は直線的に外傾、高

台部は低く削り出し

体部と底部は、回転
ヘラ削りとヘラ切り

高台部は削り出し、

内面に施文後、薄く

釉をかけている

淡暗褐色

淡褐色 志 野

皿 I郭 第122図

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(13.6

3.6

0,7

6.7

体部
3/4欠

底部は、やや内傾ぎ

み体部は、内傾ぎみ

に外傾、高台部は、

削り出しで直立で露

月台

体部はヘラ削り後ヘ

ラナデ回縁部を波状
に削り出し、体部に

縦位の沈線を削り出

す。底部まで施釉、
日縁部内面は緑釉

淡暗褐色

淡黄褐色

黄瀬戸
I郭第 5号

堀と接合資料
一部くすんで

いる。

皿 I郭 第122図

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(15.0

3.6

0.6

10.3

1/5
底部は内傾で、体部
は内傾ぎみに外傾、

高台部は削り出しで

外傾する。口縁を波

状と体部に沈線を削

り出す

体部は回転ヘラ削り

後薄く釉を施す高台
に釉だれ有、高台部
は露胎

灰褐色

輸入陶磁

阻 I郭 第122図

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

12.0

2.7

0.5

74

1ノ//2

底部は水平で、体部
は内傾ぎみに外傾す

る。高台部は直立で

三角形に削り出す

体部は、回転ヘラ削

り、釉は、高台部内

面までやや厚く施釉

淡褐色

淡暗褐色 志野

皿 I郭 第122図

A(14.5
B  3.1
D  O.6

1/4
底部は水平で、体部

は内傾後口縁外傾で

日唇部直立、高台部

は直立で三角形に削

り出す

体部は回転ヘラ削り
回縁部以下露胎、内

面に円形、口縁部に

クシで波状文有釉は

口縁部のみ施釉

暗褐色

(小石含み)

淡緑釉

志野

皿 X郭 第122図

Ａ

Ｂ

(14.0

2.4 片

底部は水平で、体部

は、直線的に外傾後、

内傾ぎみに外傾

体部は回転ヘラ削り

釉は、淡褐色釉後円

形文を施文す。口縁

部に緑色釉有

淡暗褐色 織部

皿 こ郭 第122図

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

体部～口縁
一部欠

底部はほぼ水平で体

部は内傾ぎみに外傾

底部内面削り出し、

高台部は、削り出し

で削りによる造り出
し有

体部は回転ヘラ削り

前面に淡白色釉を施

釉する

淡浮白色

淡白色 志野

摺鉢

号３０
立

第
掘 第122図 破片

直線的に外傾する
内面に7～8本の節を
有す

回転ヘラ削り後施釉
釉は内外黒色でや
や厚い

暗灰褐色
淡黒色 瀬戸、美濃系

摺鉢

第24号

掘立 第122図 破片

直線的に外傾する

内面に12本1単位の

節を有す

回転ヘラ削り後施釉

釉は内外黒色でやや

厚い

暗灰褐色

淡黒色

東南谷頭部
Nα 5

瀬戸、美濃系
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一本線の印を刻 している。釉は、淡緑色で薄 く体部の内外面にかけられている。

Nollは、体部下端を一部欠損 している皿で、高台部は逆台形で小 さく削 り出されている。体

部から日縁部にかけて、しだいに薄 くなっており、釉は淡青色で薄 くかけられている。

茶碗、丸碗の整型を見るならば、茶碗は体部が回転ヘラ削 りで、日縁部は回転ヘラ削 りによる

削 り出し、高台部は回転ヘラ削 りによる削 り出しで、ヘラナデは施 していない。このため、施釉

後 もヘラ削 り痕が明瞭に残っている。釉は、体部内面と外面下半までかけ、下端は露胎をなすの

が普遍的である。丸碗は、体部と高台部は茶碗と同様回転ヘラ削 りであるが、茶碗よりしっか り

したヘラ削 りを施 している。

皿としては、第122図 No23～ 42ま でがこれに相当する∫前述 したように、No42が輸入陶磁器で

ある以外は、全て国産品である。No231ま 、第17号建物址より検出されている。日唇部は、波状に

削 り出し、体部内外面は日唇部に合せ縦に削 り出しを行なっている。高台部は、逆台形で低 く削

り出している。釉は、体部の内外面にやや厚 く施釉 しており、淡青色を呈 している。類似品 とし

ては、No37,38がある。また、No23は底部外面に団子 トチの痕跡を有tて いる。No24は 、第 17

号建物址より出土 しており、高台部を欠損 している。日縁部は、削 り出しにより肥厚化しており、

日唇部は三角形状に削 り出され鋭 くなっている。底部内面には、円錘 ピンの痕跡を有 している。

釉は、体部内外面に薄 く施釉されている。No25は、底部片である。底部には、 5本細い隆線を削

り出し、底部内面中央から放射状に11本の低い隆帯を削 り出している。体部は、全面に狭 く低い

隆帯を削 り出している。高台部は、やや高 く逆台形状で底面は内側に向って斜めに削 り出されて

いる。釉は、やや厚 く施釉されており淡青色を呈 している。底部外面には、団子 トチの痕跡を有

している。No26は、第19号建物址より出土 している。日唇部は、丸 く削 り出され高台部は、低 く

三角形状に削 り出されている。釉は、淡白色釉で薄 く施和されている。底部外面に、団子 トチの

痕跡を有 している。また、高台部は底部から体部にかけての部分を底部側か ら削 り出 している。

No27は、第19号建物址より出土 している。日縁部は、外側へ折 り返 しておリロ唇部を丸 く削 り出

している。高台部は、逆台形状で内外面より削 り出した後底面をやや丸 く削 り出している。釉は、

体部上半で表面のみに薄 く施釉 しており、暗白色を呈 している。No281よ 、第49号建物址 より出

土 している。日縁部は、大きく外傾 した後に日唇部をやや直立ぎみに削 り出している。高台部は、

逆台形状で内外面より削 り出している。底部内面には、柳葉状の文様が 4枚ある。釉は、体部表

面中央までと内面に薄 く施釉され、底部内面には釉の高まりが見 られる。また、底部内面に輪 ト

チ痕を残 している。No291よ 、第 4号建物址より出土 している。日唇部は、丸 く削 り出され高台部

は、低い逆三角形で内外面より削り出され、底面はやや丸 く削 り出される。体部には、ヘラ削 り

痕を残 している。釉は、薄 く施釉されており淡黄褐色を呈 している。底部内面には、円錘 ピンの

痕跡を残 している。No301よ 、第 2号製鉄址より出上 している。日縁部は、外反 し口唇部はほぼ水
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平に削 られている。高台部は、底部外面内側より削 り出され、非常に低 く小さな逆三角形を呈 し

ている。釉は、薄 く施釉 しており淡灰褐色を呈 している。No31は、第 2号堀より出土 してお り、

日唇部を丸 く内外面より削 り出しているため、日縁部にヘラ削 り痕を残 している。高台部は、低

く小さな逆台形をなしており、外面は垂直に内面は斜めに削 り出している。釉は、体部内外面に

薄 く施釉 している。底部内面には、円錘 ピンを置き外面には輪 トチを置いている。No321よ 、 I郭

第 7号溝より出土 している。日唇部は、内面を広 く削り出しながら丸味を持たせ、高台部 は非常

に低 く内外面より逆三角形に削り出している。釉は、体部内外面に薄 く施釉され淡灰褐色を呈 し

ている。No331よ 、第 2号堀より出土 している。体部内面は、陵を削 り出している。日縁部内面に

は、三条の波状線を削 り出しており、体部には渦巻き文を画いている。高台部は、逆台形で内外

より高 く削 り出されている。釉は、日縁部の波状線に淡黄褐色釉を施釉後に緑色釉を施釉 してい

る。体部の渦巻き文は、茶褐色を呈 している。No34は、第 5号堀より出土 している。底部内面を、

薄 く削 り出し体部表面下端にヘラ削 り痕を残 している。高台部は、逆台形で内外面より斜めに削

り出されている。釉は、体部下半と内面に薄 く施され、淡緑色を呈 している。体部表面には、釉

だれが見 られる。No35は、第 5号堀より出土 している。日縁部は、やや肥厚に削り出されており、

高台部は内外面より斜めに削 り出され逆三角形状をなすが、下端は丸 く削 り出されている。底部

中央外面と、高台部下端は同じ高さとなっている。釉は、全面に施釉 しており淡褐色を呈 してい

る。底部内面には、円錘 ピンを置いている。No36は、第37号土墳より出土 している。日縁部 は、

内外面より丸 く削 り出しており、高台部は外面は斜めに、内面は底部中央より弧を画きなが ら低

く小さな逆三角形状に削り出している。底部内面には、重物様の文様を画いている。 この後に、

施釉 している。釉は、薄 く全面に施釉 しており淡褐色を呈 している。文様部分は、黒色を呈 して

いる。No37は、 I郭より出土 している。日唇部を、波状に削 り出しこれに合わせて体部に縦位の

沈線を内外面に削 り出している。高台部は、直立で上面と下面を内外か ら削 り出 しているため、

中央に陵を残 している部分がある。釉は薄 く施釉 しており、淡黄褐色を呈 している。No38は、 I

郭より出土 している。日縁部は、No37同様波状を呈するが、 日唇部の削 りは前者より端整であ

る。体部の削 り出しは、前者より肥厚化 している。高台部は、小さく狭い高台部で内外 とも外側

へ斜めに削 り出されている。このため高台部底面を斜めに削って水平にしている。釉は、体部全

面に薄 く施釉 しており、淡緑色を呈 し高台部に釉だれが見 られる。底部内面には、円錘 ピンの痕

跡が見 られる。No391よ 、 I郭より出土 している。日唇部は、外面と内面より削 り出して三角形状

とし、高台部は内面と外面より斜めに削 り出し、高い逆三角形をなしている。袖は、体部内面 と

高台部内面までやや厚 く施釉され、淡暗白色を呈 している。また、底部内面には円錐 ピンを、底

部外面には団子 トチを置いている。No40,41は 、共に I郭より出土 している。 日縁部 は、No40

が肥厚化 しているが No41は細長 くなっており、日縁部内面はNo40が波状線を削 り出しているが、
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No41は無文としいる。体部は、両者とも渦巻状の線を画いている。釉 は、No40が 日縁部に淡緑

色釉で、体部の渦巻は両者とも淡暗褐色釉である。No431よ 、第30号建物址より出上 した信鉢であ

る。釉は、内外にやや厚 く施釉 しており、淡黒色を呈 している。No44は 、第30号建物址より出土

した悟鉢である。釉は、内外にやや厚 く施釉 しており、淡黒色を呈 している。 (No44～ 淡黒色を

呈 している。)悟鉢は、内面の筋を櫛引してから施釉 している。

皿類は、体部が回転ヘラ削 りで、日縁部を内外面より丸 くか三角形状などに削 り出 しており、

ヘラナデ等は行こなわれていない。高台部は、逆台形と逆三角形で内外面よりの削り出しであり、

その方向は個々により異なっている。この後に、施釉 している。皿は、志野の小皿が主流である。

No45～ 55は、壷、徳利、花瓶などである。No45～ 48の 4点 は、壷類である。No45は 、第49号

建物址より出土 しており、体部の最大径を上半に有するようである。日縁部は、肥厚で口唇部は

低い三角形状に内外面より削 り出されている。釉は、かけられておらず露胎となっている。No46

は、第 5号堀より出土 しており、体部上半に櫛等による3本 1単位の刻が見 られる。釉は、薄 く

施釉され暗茶褐色を呈 している。No471ま 、第 5号堀より出している。日縁部は、折 り返 しで湾曲

しており、体部は丸味を持っている。釉は、薄 く施釉され暗褐色を呈する。No481よ 、第 5号堀よ

り出土 しており、El縁部は肥厚で回唇部は外面が内面より削 り出されている。釉は、かけられて

いない。この 4点 は、回転ヘラ削 りからヘラナデされたもの (No45～ 47)と 、回転ヘラ削 りのま

まのもの (No48)と がある。(以上第123図 )

第123図 No49～ 52は、徳利、花瓶などである。No49は、 I郭 より出土 しており頚部以上を欠損

しているが、徳利と判断される。釉は、体部内面は底部内面までと外面は、体部下端まで施釉 さ

れており、下端と内面に釉だれが見 られる。釉は、厚 く施釉され黒褐色を呈 している。No501よ 、

第 5号堀より出土 した花瓶と判断される。釉は、内外面全体に施釉され淡黒褐色を呈 している。

体部には、回転ヘラ削 り痕を残 している。No51は、第 5号堀より出土 している。体部は、回転ヘ

ラ削 りで高台部は、広 く低い逆台形で内面より斜めに削 り出されている。表面は体部下半までで

内面は、底部内面まで薄 く施釉されており、暗茶褐色を呈 している。No521よ 、第 5号堀より出土

した花瓶と判断される。高台部は、底部内面と外面より斜めに削り出され、低 く小さな逆三角形

を呈 している。底部外面には、高台部削 り出しによる削 り痕が見 られる。釉 は、薄 く施釉 され、

淡暗白色を呈 している。体部下端は、露胎である。No53は、 I郭より出土 した合子である。釉は、

表面では高台部までと、体部内面全域に薄 く施釉 しており、淡緑色を呈 している。No54は、第40

号建物址より出土 した土師器である。No55は、第14号土壊より出土 した壷片である。体部下半に、

回文帯が刻されており、釉はかけられていない。

No45～ 48は、体部が回転ヘラナデであり、No471ま 折 り返 し口縁であるが、No481ま 内面よりの

削 り出し日縁である。
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第65表 城址関係出土遺物一覧表 5

No 名称
出 土
地 点

挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴
胎土、焼成、
色調

備   考

霊

号４９
立

第

掘 第123図

A(17.0
B  58 1/4

頚部は、直線的に内

傾体部は、内傾して

いる

内外とも回転ヘラナ

デ露胎をなす

暗灰褐色

(長石、砂含)

茶褐色

越前系

内面一部煤

付着
No7(P46内 )

士望 輯瑚脚
第123図

B ll.4
最大径

22 8

脚
掬

体部内傾しており、

頚部は、やや直立ぎ

み

体部表面はヘラ削り

後ヘラナデ、内面ヘ

ラナデ、体部上半に

3本 1単位の刻印を有

す釉は薄く暗茶褐色

暗灰褐色

(長石含)

暗茶褐色

越前系

士望
謗
朝 第123図

A 15,0
B 13.3
最大径

208

口縁1/6
体部下半

欠

体部は内傾で、頚部

は直立しており、口

縁部はやや外傾、日

唇部は折り返し

体部内外回転ヘラナ

デロ縁部は折り返し

後ヘラ削りで体部表

面に薄く施釉

釉は、暗茶褐色

暗茶褐色

(長石合)

暗茶褐色

越前系
口縁～体部

釉だれ有
No33+No37

士望

I郭第
5号堀

(北側)

第123図

Ａ

Ｂ

Ｃ

1/6
体部内傾

頚部は、やや外傾ぎ

みに直立口縁部は肥

厚で□唇削り出し

内外ともヘラナデ

体部～口縁部まで露

月台

暗灰褐色

(石英、長石含

暗茶褐色

越前系

瓶 I郭 第123図 C 1/4
底部は、水平で体部

はやや内傾ぎみ、肩

部上半で内傾する。

体部下半回転ヘラ肖u

り

体部は、内外面とも
ロクロ整型後施釉、

底部は糸切り釉は厚

く内面に釉だれ有

淡黒褐色

黒色釉

第3号 +第 5号

堀 No llの 接台

資料

瀬戸、美濃系

士望

I郭第
5号堀 第123図

B  48
C(13.5

脚
跡

底部は、内傾してお

り、体部は内傾しな

がら立ち上がる

体部は、回転ヘラナ

デ、底部は回転糸切

り後ヘラナデ、施釉

は体部表面に薄く施

す

暗灰褐色

淡黒褐色 瀬戸、美濃雰

51 瓶

X郭第
5号堀 第123図

Ｂ

Ｄ

Ｅ

体部
下半1/2
底部1/2

体部は、やや内傾ぎ

みで高台部は、底部
よりの削り出しで広

く低い

体部は、内外ともロ

クロ整形後、高台部
まで表に施釉底部は

回転ヘラ切り、釉は、

薄い

明灰褐色
暗茶褐色

瀬戸、美濃系
No37

内面に長石の

釉出有

瓶

I郭第
5号堀 第123図

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

4.8

14.7

0,3

105

体部上

半欠損

底部は、内傾してお

り、体部は内傾後直
立、高台部は、低く
三角形に肖1り 出す

体部内外面は、回転
ヘラナデ後、体部内

外面に施釉高台部は

露胎で、体部下半は

回転ヘラ削り

淡暗褐色
淡暗白色

野

６８

志

配

〓霊 I郭 第123図

Ｂ

Ｃ

1/2
回縁欠

底部は水平で、
内傾している。
は直立ぎみ

部
部

体
頚

体部は、回転ヘラ削
り後施釉、底部は回

転糸切り、釉は、体

部下半まで、一部釉
だれ

淡暗褐色

淡緑色

戸
入

瀬
茶

壷

第40号

掘立 第123図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(6.3

7.0

46

口縁1/7
体部1/2

残

底部は水平で、体部
は内傾しながら立ち

上がり、回縁部はや

や外傾

回縁部は、横位ヘラ

ナデ体部は、ヘラナ

デ、ヘラ磨底部は、
ヘラナデ

小石、雲母、
長石、石英
良好
暗茶褐色

土師器
No l

第40号掘立の

柱穴群

一望

第14号

土壊 第123図

B  4,0
C(9,0) 1/4

底部は水平で、体部
は内沈している

体部はヘラ肖1り で底

部は回転ヘラ切り、

体部下半には沈線を

引き、を線刻してい

る

暗茶褐色

(雲母含)

淡茶褐色

No3
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第124図 No56,57,58,60は、甕片である。No56は、日縁部内面は上面と下面より削 り出され

ており、下面には削 り出しによる陵が見 られる。先端部は、丸 く削り出されている。No57は第 1

号堀より出土 した日縁部片で、折 り返 し口縁である。日縁部下端は、体部に接合 しており上部は

内面より三角形状に削 り出されている。No581ま 、第 1号堀より出土 している。日縁部は、内面を

上下から削り出しており、先端は下端より削 り出している。No60は 、第 5号堀より出土 してお

り、口縁部表面は削 り出してある。この 4点は、常滑の甕片でNo53,60は 自然釉を有 している。

No59は 、転用硯で中央部が良 く使用されている。No611ま 、甕体部片で交差する円を細い線で

3個刻んでいる。器面には、釉が薄 く施釉されている。No621よ 、第 5号堀より出土 した壷片であ

る。日唇部は、中央部より内外面へ削 られ丸味を持たせている。No631よ 、 I郭東側土塁内より出

土 した水注である。日縁部は、削 り出しにより肥厚化 しており、日唇部は斜めに削 られている。

釉は、鉄釉でやや厚 く施釉されている。No641よ 、第33号土壊より出土 した茶碗である。高台部は、

底部内面より削 り出されている。釉は、体部内外面に薄 く施釉 しているが、体部表面は下端が露

胎となっている。No621よ 、ヘラナデが施 こされてお り、No63と 64は 内外 とも回転ヘラ削 りで、

体部表面にヘラ削 り痕を残 している。

第125図 は、甕、皿、香炉である。No65は、大甕片である。日縁部は、折 り返 しで下端は体部

に接合 している。日唇部は、外側が逆形状に削 り出されている。体部には、ヘラ削 り痕が一部明

瞭に認められ、第 5号堀より出土 している。No66は、第19号建物址より出土 した香炉である。脚

は、やや内傾ぎみで猫足状を呈 しており、 2本遺存 しているが本来は3本程度であった推定 され

る。日縁部内面は、上下より削 り出され口唇部は斜めになっている。釉は、体部表面 と口縁内面

に鉄釉が薄 く施釉されている。体部内面には、斑点状に釉が散っている。No67は、第 5号堀の北

側と I郭北側土塁間から出土 した大型の皿である。日縁部内面には、 5本の波状線を削 り出 して

いる。高台部は、高 く大きい高台で内面は垂直に、外面からは斜めに削 り出されている。釉は、

日縁部内外面と体部内面に施釉されている。

第66表 城址関係出土遺物一覧表 6

Nd 名称
出 土
地 点 挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴 胎上、焼成、

色調
備 考

甕

I郭第
5号堀 第124図 A(52.0 片

□縁部は外傾で折り
返しで肖1り 出し、頚

部は直立ぎみ、

口縁部は、回転ヘラ

ナデ内面ヘラ肖1り で

自然釉有

暗紫色

(長石含)

暗茶褐色

滑

５５

常

血

甕

I郭第
1号堀 第124図 片

体部は、外傾ぎみ
口縁は、外側へ折り
返されている

内外とも回転ヘラナ

デ体部と口縁部内面
に長石の釉出あり

明暗褐色

(小石含)

暗茶褐色
常滑
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第66表 城址関係出土遺物一覧表 7

No 名称
出 土
地 点 挿図Nd 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴

胎上、焼成、
御 調 備 考

甕

I郭第
1号堀 第124図 片

体部は、直線的に外

傾、回縁部は外傾で

折り返し後、削り出

し

内外ともヘラナデで

露胎、口唇部と体部
に自然釉有

明茶褐色

明黒色 常滑

硯

I郭部
2号堀 第124図

外面は回転ヘラ削り

内面は、ヘラナデ 内面中央を使用する
灰褐色

(長石含) 転用硯

甕

I郭第
5号堀 第124図

A(31.0
B 13.5 1///3

体部は、直線的に外

傾頚部は、やや外傾
で日縁部は折り返し

体部はヘラナデ、日

縁部は削り出し、口

縁内面に自然釉有

暗灰褐色

(小石、長石

含)

暗茶褐色

滑

４４

常

血

養 二郭 第124図 体部片 内傾する体部 体部はヘラナデ後、

を連線的に刻む

楕円釉は薄い

明黒褐色

(長石粒含)

暗茶褐色

常滑

壷
辮
朝 第124図

A 0

B 1/4
口縁部は、直線的に

やや内傾。体部は、

内傾している

回唇部ヘラナデ

ロ縁部と体部はヘラ

ナデ

雲母、長石、

石英含みで粗
い、暗褐色

土師器

内面磨滅
Nα 16

碗

I郭東

側土塁 第124図

A
B 1/5

体部は、内傾ぎみに

立ち上がる。□縁は、

肥厚である

体部は、内傾と回転
ヘラ削りで、体部下

半は露胎□唇部ヘラ

削り、釉はやや厚い

淡暗褐色

黒色 瀬戸

碗

第33号

土壊 第124図

B  6.0
D  l.1
E  7.5

底部1/2
体部1/3

底部は内傾に、体部

は直線的に外傾、日

縁外傾高台部は、削

り出しで外傾

体部外面は回転ヘラ

削りで内面はヘラナ

デ、体部は下半以下

露胎、体部表下半ま

で薄く施釉、内面に

釉有

淡灰褐色

(雲母含)

淡暗褐色

瀬戸、美濃系
Nα 3
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2)瓦質土器 (第 126・ 127図、第68表 )

第126図No68,69は 、瓦質土器である。No68は、第 2号、 5号堀よりの出土で接合資料である。

体部には、三角形の低い隆帯が 5本貼付けられており、下段隆帯内に花型文が押されている。脚

は、長い逆台形状で貼付けられており、 3ケ 所程度有ったものと推定される。隆帯間は、不規則

である。No69は、第 2号、 5号堀よりの出土で接合資料である。体部には、三角形に低い隆帯が

6本貼 り付けられており、最上段と最下段の隆帯内に花型文が押されている。日唇部は、丸 く整

型されている。脚部は、貼付けで長い台形状を呈するが、脚下端は内面に向け丸 く削り出されて

いる。この 2点 は、共に火舎である。隆帯は、低 く小さい三角形をなしており、間隔は下か ら 2

段目が広 くなっており、7.5cmを 計測する。また、下段が共に6.5cmで ある以外は一定 していない。

第127図、No701ま 、第 1号堀南側虎口部より出土 している。体部を、 3本の細い刻線で区画 し、

上段に横位のS字文、中段に貼付の円形浮文、下段に梅鉢と菱文を押 している。高台は、高 く逆

台形をなし、 2条の溝を刻 している。高台は、 3ケ 所程度あったようである。体部表面 は、 2次

加熱により著 しく磨滅 している。No71は、第12号堀より出土 している。須恵質で、体部上半に 3

本の沈線を刻 している。No72は、第12号堀より出土 した須恵質の手焙と推定される。日縁部 は、

折 り返 しである。No73は、第30号土壊より出土 した火舎片で、低い三角形状の貼付隆帯を 3本有

している。下段に、菱状の文様が押されている。No74,75は 、第20号建物址より出上した甕片で、

接合 しないが同一個体 と判断される。

3)内耳、外耳土器 (第 128・ 129図、第68・ 69表 )

第128図、No76～ 82は、土鍋と内耳土器である。No76とよ、第 5号堀より出土 している。日縁部

がやや肥厚で、日唇部内面に削 り出しがある。耳は欠損 している。No771よ 、第 5号堀より出土 し

ている。耳は、 1個で小さく丸い形を成 している。日縁部は、斜めに削 られており口唇部内面は、

ヘラ削 りによる削 り出しが無い。他の内耳土器より、浅い器型で日唇部より12cm下 位 に耳を付

けている。No78は、第 5号堀より出土 している。耳は、日唇部直下から円形で大きく1個造 られ

ている。口唇部は、水平に近づいており内面は、削 り出しが見 られる。No79は、第12号堀より出

土 している。耳は、日唇部から楕円形で大きく2個造 られている。日唇部は、外面がやや鋭 くなっ

ており、上面はほぼ水平に削 られている。耳間は、9.5cmを計測する。No80は、第12号堀より出

土 している。耳は、 1個で日唇部内側上面より楕円形に大きく造 られている。日唇部は、水平で

やや厚 く削り出されている。No81は、瓦質の内耳土器で第 5号堀より出土 している。耳は、 1個

のようであるが日縁部より折 り返 して、耳の部分を形成 している。このため、日唇部の内外端部
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第68表 城址関係出土遺物一覧表 8

名称
出 土
地 点

挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴
胎土、焼成、
色調

備   考

甕

I郭第
5号堀 第125図 破片

口縁部は、折り返し

で口唇部は削り出し

体部は外湾ぎみにな
っている

口縁部は、回転ヘラ

ナデ体部は、ヘラナ

デ、体部と口縁部に

長石の釉出有

外暗灰褐色

内淡暗褐色

(長石、小石含
暗茶褐色

常滑
Nα 2

香炉

第19号

掘立 第125図

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

(14.8
10.1

13,7

8.3

体部1/6
底部2/3

底部は、底面水平で

上面内傾体部は直立

ぎみにやや外傾、高
台は、直立で脚は貼

付けで 2本残る

体部は、回転ヘラナ

デ、底部は回転ヘラ

切り後、高台部は削
り出しで直立、口縁
部と体部に薄く施釉

内面釉だれ

淡暗褐色
淡黒褐色

脚三

一戸
３

は

瀬

血
脚

皿

I郭第
5号堀
北lHl

第125図

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

30.6

75
1.1

123

2/3
底部は、内傾し、体

部は内傾ぎみに外傾
口縁部は大きく外反

高台部は高く、やや

内傾している

体部は、回転ヘラナ
デ。高台部は削り出
し。□縁部に5本の

波線を施文、釉は口

縁のみに施釉

暗灰褐色

暗紫色
内面に長石の

釉出有
土塁の上面で

焼土城内

火舎 聯２号堀、動
第126図

B 313
C(31.0
D  2.0

1/4
底部は水平で体部は

直線的に外傾する。

脚は貼付で 3本程度

体部は、回転ヘラナ

デ。三角形状の低い

突帯を 5本貼付下段
に花文を線刻する

灰褐色
(雲母、石英
含、粗)

黒色

瓦質土器(接

合資料)

第2号堀Nα4と

第5号堀 No7

火舎

I郭第
2号堀、
5号堀

第126図

A(40.4:
B 34.7
C(28,7:
E  l.8

1/4
底部は水平で、体部
は直線的に外傾し、
口唇部やや肥厚、脚
は貼付けで 3脚

線刻する体部は回転
ヘラナデロ縁部は、
ヘラナデ、ヘラ磨き
6本の貼付け隆帯有
上段と下段に花文を

線刻

灰褐色(長石、
石英、小石含
み、粗)黒色

瓦質土器 (接

合資料)2号堀
No 4,5号堀
Nα 6,7,12,15

火舎

I郭南側
虎田部堀 第127図

A(46.6
B 186
C(30.0
D  5.0

1/3
底部は水平で、体部
は内傾ぎみに外傾。
脚は3脚程度で貼付
2本の沈線を刻す

体部は、内外面ヘラ
ナデ、口唇部はヘラ

削り、ヘラナデ 3段
菱文、円形浮文等を

施す

雲母、小石、
石英、長石を

合み粗
暗褐色

土師質土器
表面磨滅大

鉢

Ⅱ郭第
12号堀
東側
虎口

第127回 片

体部は、直線に外傾
口縁部は、やや肥厚

口縁部表と内面はヘ

ラナデ

体部表面は手ナデ
ロ唇部は、ヘラ削り、
ヘラナデ

明灰褐色
(小石、長石、
石英含)

灰褐色

瓦質土器
Nα 23

手贈

Ⅱ郭第
12号堀

東側
虎口

第127図 片

口縁部は、折り返し
で肥厚体部は、直線
的に内傾

体部表面はヘラナデ

内面はナデ、日縁部
はヘラ削り、ヘラナ
デ

灰褐色

灰褐色
瓦質土器
Nα 4

火舎

第30号

土壊 第127図 片

体部は直線的に外傾
体部に 3本の実帯を

貼付ける

体部は、内外面とも
ヘラナデ下位に菱文
を線刻する

灰褐色
(長石、雲母含〕
黒色

瓦質土器

甕

第20号

掘立 第127図 片

体部は、直線的に外

傾体部に7本以上の

沈線を引いている

体部は、内外ヘラナ
デ、体部は、一部ヘ

ラナデ後ヘラ磨き

長石粒含みの

灰褐色
瓦質土器
第20号掘立の

柱穴群
No75と 同一個
体

甕

号２０
立

第
掘 第127図 片

体部は、直線的に外

傾、体部に 7本以上
の沈線を引いている

体部は、内外面とも
ヘラナデ

長石粒含の

灰褐色
瓦質土器
PNα6

血74と 同一個
体

内耳

I郭第
5号堀 第128図

A(38.0
B  6.7
C(275

と/4～
1/5

底部は水平で、体部
は内傾ぎみに立ち上
がる口唇部内面やや

削り出し

体部は、ヘラナデ、
一部ヘラ磨き、底部
ヘラナデロ唇部はヘ

ラ磨き

茶褐色

(長石含み)

黒色

着付煤
８９
面

Ｎα
器
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第129図  城址関係出土遺物実測図 9
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第69表 城址関係出土遺物一覧表 9

No 名称
出 土
地 点 挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴 胎上、焼成、

色調 備 考

内耳

I郭第
5号堀 第128図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(40,0
6.1

(30.2

1/6

1/7

底部は水平で、体部
は内傾ぎみに立ち上
がり、口縁部は削り
出し

底部は、一部ヘラナ
デ、体部は表内ヘラ
ナデ、体部下半はヘ

ラ磨き

暗茶褐色
(雲母、長石
含)

黒色

NI139

器面煤付着

内耳

I郭第
5号堀 第128図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(40,0
6.1

(30.2

1/5
底部は、ほぼ水平で

体部は内傾ぎみ、日

縁部内面削り出し、
突手は賠付けと押し
出し

体部は内外ヘラナデ
で下半はヘラ削り、
ヘラ磨き、底部はヘ

ラナデ

茶褐色
(小石、雲母
含)

黒色

No30+34
器面煤付着

内耳

Ⅱ郭第
12号堀 第128図

Ａ

Ｂ

Ｃ

0

8.0

(30.0

1///4

底部は、やや内傾で

体部は内傾する。口

縁部は、削り出しで

突手 2個で貼付け押
し出し

体部内外面と底部は
ナデ、口縁部はヘラ

削り後ヘラナデ

茶褐色
(長石、石英
含)

黒色

虎口部出土
No 12+27

内耳

Ⅱ郭第
12号堀 第128図

Ａ

Ｂ

Ｃ

0

6.5

(28.3

1ノ//4

底部はやや内傾で、
体部は内傾する。□

縁部は、削り出しで
突手は 1個で貼り付
けと押し出し

底部外面は無調整
体部外面はナデ、内
面ヘラナデ、日縁部
はヘラ削り

茶褐色
(小石、長石、
石英含)

黒色

虎口部出土
Nα 14+17+38
器面煤付着

内耳

I郭第
5号堀 第128図

Ａ

Ｂ

Ｃ

1/6

1/7

底部はほぼ水平で体
部は直線的に外傾、
突手は一個程度で折
り返しと押し出し、
体部下半に孔を有す

底部はヘラナデ、体
部内外はナデ、口縁
部はヘラナデとヘラ
削り、ヘラナデ、孔
は整形後

明灰褐色
(長石含)

灰褐色

瓦質土器
Nα 29

内耳

Ⅱ郭第
7号堀 第128図 口縁部片

体部は直線的に外傾
口縁部は内面よりの

削り出しでやや突出

体部は内外ヘラナデ
ロ縁部は回転ヘラ削
り、後ナデ、□唇部
ヘラナデ

暗褐色
(長石含)

黒色

内耳

I郭第
5号堀 第129図

A(37.0
B ll.8
C(17.3

体部1/4
底部一部

底部は水平で、体部
は直線的に外傾突手
は 1個で貼付けと押
し出し

体部は内外ヘラナデ
ロ縁部はヘラナデ
底部はヘラナデ

暗茶褐色
(長石、砂含)

黒色

NG21

器面煤付着

内耳

I郭第
7号堀 第129図 片

体部はやや内傾ぎみ
口縁部は水平、突手
は貼付けと押し出し

□縁部はヘラナデ
体部は内外ナデ

薄い器肉仕上げ

暗褐色

(雲母、砂含)

黒色

No3

器面煤付着

内耳

第7号

土壊 第129図 片

体部は、直線的に外
傾し、耳は貼付けで
突手中央を細く削り
出す

体部内外面はヘラナ
デ、口縁部は回転ヘ

ラ肖」り

暗灰褐色
(小石、砂含)

暗灰褐色

瓦質
Nα l

外耳

第17号

掘立 第129図 B 79 片

体部は、球形状をな
し、口縁部は、直立、
突手は貼付けで押し
出し

口縁、日唇部は回転
ヘラ肖1り 、体部内外
面ヘラナデ

暗茶褐色
(雲母、砂含)

暗灰褐色

Nα 13

外耳

第17号

掘立 第129図 片

体部は、球形状をな
し、突手は、賠付け
で内面への押し出し
はない

体部は内外ヘラナデ
突手部は、ヘラ削り

明灰褐色
(雲母含み)

灰褐色

内

質

層

瓦

貝

内耳

I郭第
4号堀 第129図 片

体部は、直線的に外
傾し、日縁部は折り
返し口縁部下端内面
は、削り込む

体部内面は、回転ヘ

ラ削りで、外面ヘラ
ナデ、口縁部はヘラ
首」り

暗褐色
(小石、砂含)

黒色

虎口部
器面煤付着

火舎

Ⅱ郭第
12号堀 第129図

B 12.0
C(240
E  25

片

底部は、ほぼ水平で
体部は直線的に外傾
脚は丸味を有 し直立

体部内面はヘラナデ
体部表面と底部外面
は磨滅が著 しい

明灰褐色
(小石、長石、
砂含)灰褐色

瓦質土器
Nα 25

-255-



は丸味を持つようになっている。No82は、第 7号堀より出土 している。日唇部内面は、上方へ削

り出されている。第129図 No831ま 、第 5号堀より出土 している。耳は、日唇部中央より大 きく造

られている。日唇部は、外面がやや外側へ削 り出されている。No84は、第 7号堀より出土 してい

る。日唇部は、ほぼ水平で内外面より削 り出され、肥厚化 している。耳は日唇部内面よりやや大

きく造 られている。鉢の器肉は、他の土器より薄 くなっている。No85は 第 7号土壊 より出土 し

ている。耳は、日唇部内面より低 く大きく造 られ、上面には弦を掛け安 くするため、円形に削 り

出している部分がある。日唇部は、丸 く削 り出されている。

これらの内耳土器は、外面は粗いヘラナデであるのに対 し、内面は端整なヘラナデである。耳

は、口唇部と口唇部下位部分に造 られており、耳の部分を外側へ押 し出してから貼 り付けている

のが大部分で、No85の ような土器はこの 1点のみである。

第129図 No86,87の 2点は、外耳土器である。外耳土器は、この 2点のみで他は全て内耳土器

である。No86は、第17号建物址より出土 している。直立する日縁部で、体部上半に耳を大きく貼

り付けて造り出している。No87は、第17号建物址より出土 しており、器型的には No86と 同様で

あるが、耳下半は外側に突出するように造 られている。

第129図、No881ま 、第 4号堀より出土 した内耳土器である。No89は、第12号堀より出土 した瓦

質土器で火舎と推定される。高台部は、逆台形状をなしているが、下端は狭 く丸味を有しており、

内外面より削 り出されている。高台部は、貼付けである。三角形状の貼付隆帯は、認められない。

4)火舎、瓦質土器 (第 130図、第70・ 71表 )

第130図 No90とよ、 I郭中央東側で第49号掘立の北側に位置 している埋甕である。須恵質で、体

部下半に、低い三角形の隆帯が貼 り付けられている。高台部は、低い逆台形状をなし3ケ 所程度

貼 り付けられていたようである。現状では、2ケ 所遺存 している。器面は、著 しく磨滅 している。

No91～ 105ま では、火舎片である。No91～ 98は、菊花状の花型を押 しており、隆帯 は低い三角形

状で貼り付けられている。隆帯間は、ほぼ 5 clll程 度である。No99、 100は 狭い隆帯内に菱型文を

押 している。隆帯は、低い三角形状で貼 り付けられており、隆帯間は2.4cm程度である。No101

は、隆帯を供なわず菊花状花型と菱型の併用で手焙片であろう。No102は、103と 同様隆帯を持た

ず、沈線で区画 している。文様は、横位のS字文を押 している。No103は、沈線で区画 し口縁部

下に横位のS字文を押 し、沈線内に円形浮文を貼付けており、この下に梅花状の花文を押 してい

る。No104は、菱文を押 しており沈線で区画 している。101と 同じ器型であろう。No106は 、低 く

小さな三角形状の貼付隆帯内に亀甲文を押 している。No91～ 105ま での諸文様 は、全てスタンプ

状の型押 しである。No106は、須恵質の播鉢で第 4号堀より出土 している。筋 は、櫛引きで 6 cm
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程度の間隔で引いている。

5)悟鉢、内耳土器 (第 131～ 133図、第71～ 73表、図版49)

第131図 No107～ 1091ま 、内耳土器片で共に耳を欠損 している。No107は 、第 4号堀 よ り出土 し

ており、耳の部を欠 く破片である。日縁部 は、やや肥厚で口唇部内面が少 し削 り出されている。

No108は、耳を欠 く破片である。日縁部 は、内面よりの削 りより少 し外側へ突出 している。No109

は、須恵質の土器である。耳を欠 き、日唇部外面 は斜めに削 られている。

Nol10,111は 、播鉢である。Nol10は、 3本 1単位の筋を3.0～ 1.5cmご とにヘラ引きしている。

日縁部 はやや肥厚で口唇部 は水平に削 られている。Nolllは、第29号土壊より出上 してお り、連

続的な櫛引きが施 されている。

第132,133図 は、悟鉢である。Nol12は、第 2号堀より出土 しており良 く使用 している。筋 は、

12本 1単位の櫛引きである。釉 は、表面に薄 く施釉されており暗茶褐色を呈する。日唇部 は、削

り出 しである。Nol13は、第19号建物址より出土 している。折 り返 し口縁で、 7～ 8本 1単位の

櫛引きである。釉は、やや厚 く内外面に施釉 され暗茶褐色を呈 している。Nol14は 、第 2号建物

址より出土 しており、片日を有する播鉢である。筋は、 6～ 7本 1単位の櫛引きであり釉 は薄 く

施釉 されている。Nol15は、第 17号建物址より出土 した破片である。筋 は、12～ 13本 1単位 の櫛

引きである。釉 は、体部表面下半 まで施釉 されている。 Nol16は 、第 7号堀 より出土 している。

筋は、体部 と底部に 6本 と13本 1単位の櫛引きである。釉は、内外面全体 に薄 く施釉 している。

筋は、良 く使用されたため良 く悟 り減 っている。Nol17は 、第 7号堀 よ り出土 している。筋 は、

体部 は13本 1単位で縦に、底部 は円形に櫛引きで良 く使用 しているため悟 り減 っている。Nol18

は、接合資料である。筋は、体部は11～ 13本 1単位で縦に引いており、底面は右か ら左 に引いた

後中央に引いている。筋は、櫛引 きである。良 く使用 されているため、筋 は悟 り減 っている。

Nol19は、接合資料である。筋 は、櫛引きで体部 は縦に底面では中央に向けて引いた後、縦への

櫛引きを行なっている。櫛 は、体部が14本 1単位で底面 は 8～ 10本 1単位である。 No120は 、 I

郭南側虎口部より出土 した悟鉢である。筋は、日唇部か らのと体部中央部か らのとを交互 に櫛引

きしている。No121～ 124は 、悟鉢片である。No121は、 3～ 4本 1単位 の櫛引 きで、No122は 10

～11本 1単位の櫛引きである。No123は、太い筋 と細い筋を 1単位 とし2.Ocm間隔で 4本以上で

1組 として、ヘラ引きされている。No124は、13本 1単位への櫛引きである。No121,122,124は 、

良 く使用されているため筋 も磨滅 している。No125～ 1271よ、信鉢底部片である。No125は 、第 7

号堀より出土 してお り、筋 は12～ 14本 1単位の櫛をほぼ 3 cm間 隔で引いている。底部内面 には、

引いていない。No126は、第17号建物址より出土 しており、体部には 9～ 13本程度での櫛引きで、
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底部内面には同心円状に同程度の櫛引きが施されている。No127は、第45号 建物址 より出土 して

いる。筋は、体部のみに5本 1単位の櫛引きで、底部内面には引かれていない。

6)鉄製品 (第134れ 136図、第73・ 74表、図版50)

第134～ 136図 (No128～ 147)は、鉄及び青銅製品である。No128は、第30号建物址 より出土 し

た青銅製の舞である。項部は、丸い摘み出しが有 り中央部には無文である。先端は、丸 くなって

いる。全体的に、扁平な造 りである。No129～ 131は、鉄釘である。先端を欠 くのがほとんどで、

No129が最 も良 く遣存 している。頭部は、水平に折 り曲がっている。No132は 第 5号土壊より出

土 した小札である。孔は3孔 2列 と 1孔 1列の 8孔式である。No133は第20号建物址より出土 し

た刀子で、両先端を共に欠損 している。No134,135は 、火打ち金具である。 2点 とも、類似 した

型態である。中央上部には、孔が穿たれている。No186は、鉄輪である。径は、外径3.3cm、 内径

1.7× 2.lcmを計測する。No137は、鉄製金具である。中央部には、0。 9× 1.2cmの 突出する摘みが

ある。No138は、青銅製の金具で、下面左側は0,lcmほ ど突出している。孔、文様等 は、刻され

ていない。

第135図 No139の 2点は、馬具の轡でありNo140は鍔である。No139は、轡の鏡板と引手である。

鏡板は、8.5× 8.Ocmで 円形をなし十字に鉄を貼 り付けている。引手は、長さ4.Ocmで鏡板 と接合

しており、上部は2.8× 1.5cmの 楕円形の輪が造 られている。この部分に、鋲の痕跡は見られない。

血139-2は、衡である。全長11.7cmを 計測する。一方の先端は、4.5× 5.5cmで楕円形の輪に、

長さ7.8omの軸が被い接合させている。両者とも、鉄製である。No140は 、青銅製の鍔である。

鍔端部は、幅0,3cmで薄い銅板で被 っている。中子部は、峰幅0。 9cm、 厚0。 9cm、 幅2.7cmを 計測

する。小柄孔は、穿たれていない。青銅製である。

第186図 は、鍔、燭台、煙管である。No141は、青銅製の鍔でNo140と 同一型式である。中子の

部分は、厚0。 9cm、 幅2.7cmを計測する。No142は、燭台と推定される。全長は、5.5cmを計測す

る。先端は、扇状に立ち上がっている。柄部は、半円形で上幅1.8～ 2.4cm、 厚1,2cmを 計測 し、

中央部に径0.5× 0.4cmの 目釘孔を 1本有 している。青銅製である。No143～ 1471よ 煙管である。

No143は、先端部で上下左右に 5～ 8本 の細い線を引いており、内面に紙が付着 している。No144

と145は 、先端部である。No144は、先端は軸と接合 しており、No145は 2段接合である。No146

と147は、吸日である。No144は、第58号土壊より出土 し、No145は第32号 建物址より出土 してい

る。No147は、第 5号堀からの出土であり、全て青銅製である。
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第70表 城址関係出土遺物一覧表 10

No 名称
出 土
地 点

挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴
胎土、焼成、
色調 備   考

火舎

碍
立

勲
掘 第130図

B  85
C 350
E  14

1/2
底部は、ほぼ水平で

体部は、直線的に外

傾し、低い隆帯を回

す、脚は低く直立

体部内外面はヘラ削

り隆帯は、貼付け

脚端部はヘラ削り

灰褐色

(長石粒含)

灰褐色

瓦質土器

東側埋甕

器面著しく磨

滅

火舎

I郭第
4号堀 第130図

体部はやや外傾ぎみ

回縁部は、丸く削り

出す、隆帯は2本で

貼付け

体部内外ともヘラナ

デ、日縁部はヘラナ

デ、隆帯内に花文を

押す

暗褐色

(長石、雲母

含)

黒色

東南虎口部
口縁部磨いて
いる

火舎

I郭第
1号堀 第130図

体部は、やや外傾
口縁部は、丸く削り

出す、隆帯は貼り付

`ナ

体部内外ヘラナデ

ロ縁部は、ヘラ削り、

ナデ、隆帯下に花文
を押す

暗褐色

(長石、雲母

含)

黒色

虎口部
口縁部磨いて
いる。
No28

火舎

I郭第
4号堀 第130図

体部は、やや外傾
口縁部は、丸く削り

出す、隆帯は、貼り

付け

体部は内外ヘラナデ

ロ縁部は、ヘラ削り、
ナデ、隆帯内に花

文を押す

暗褐色

(長石、砂合)

黒色

東側貝層内
口縁部は磨か

れている。

火舎

I郭第
2号堀 第130図

体部は、やや外傾
口縁部は、水平

隆帯は、 2本貼り付

`ナ

体部内外面はヘラナ

デ、国縁部はヘラ削

り、端部は丸く貼り

出す、隆帯内に花文
を押す

暗灰褐色

(長石、砂含)

黒色

瓦質土器

火 舎

I郭第
4号堀 第130図

体部は直線的に外傾

隆帯は、貼り付で広
い間隔

体部は、内外ともヘ

ラナデ、隆帯内に花

文を押す、器面磨滅

暗褐色

(長石含)

黒色

東側貝層内

瓦質土器

火舎

第17号

掘立 第130図

体部は、やや内傾ぎ

み
表はヘラナデ、内は

ナデ、花文を押す

淡灰褐色

(長石、雲母)

暗茶褐色

瓦質土器
一部黒色

火舎 I郭 第130図

体部は直線的に外傾

隆帯は、貼り付けで

やや高い

体部は内外ヘラナデ

隆帯内に、菱形文を

押す。

灰褐色

(長石、雲母)

黒色

瓦質土器

第3～4層中

火舎 I郭 第130図

体部は直線的に外傾

隆帯は、貼り付け
器面磨滅

花形文を押す

暗褐色

(小石、長石)

明黒色

第3～4層 中

火舎

第13号

掘立 第130図

体部はやや内傾ぎみ

隆帯は、貼り付け2

本で狭い。

体部表面は、ヘラ磨

きで内面はヘラナデ

ロ縁部はヘラ磨、隆

帯内に菱形文を押す

橙褐色

(長石、砂含)

明黄褐色

No100と 同一

個体

火合 I郭 第130図

体部は、直立ぎみで

口縁部を水平に切る

隆帯は2本で狭い、

貼り付け

体部は、内外コクロ

整形、日縁部は、ロ

クロ整形、隆帯内に

菱形文を押す

淡橙褐色

(長石含)

明褐色

No99と 同一

個体

手焙

I郭第
4号堀 第130図

体部は、内傾で、日

縁部外傾

体部に孔を削り出す

体部は、内外ロクロ

整形、体部に、花文
と菱文を押す。

灰褐色

(長石、砂)

明淡黒色

瓦質土器
Nlx19

火合

I郭第
4号堀 第130図

体部は、直立
口縁部は、水平に削

り出す

体部内外ロクロ整形
口縁部は、回転ヘラ

肖Jり

逆 S字文を刻す

灰褐色

(雲母、長石、

石英含)

暗灰褐色

瓦質土器
Nα 15
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第71表 城址関係出土遺物一覧表 11

No 名称
出 土
地 点 挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴

胎土、焼成、
色調

備   考

火舎

I郭第
1号堀 第130図

体部は直線的に外傾
口縁部は、水平で外

面端を削り出す、細
い沈線を引いている

体部内外面ロクロ整

形、口縁部は、回転
ヘラ削り、逆S字文
と突帯、梅花文を有

す。

暗褐色

(小石、雲母、

長石含)

暗茶褐色

虎口部

粗い胎土

手焙
耕
朝 第130図

体部は球形状に内傾

体部上半に削りの孔

有

体部外面ロクロ整形

内面ヘラナデ

菱形文を押す

暗褐色

(石英、雲母)

明灰褐色

瓦質土器

火舎 I郭 第130図

体部は直線的に外傾

体部下半に、高い貼

り付けの隆帯有

体部内外面は、ロク
ロ整形、隆帯内に亀

甲様の文様を押す

暗茶褐色

(小石、長石含)

明黒色

粗い胎土

悟鉢

I郭第
4号堀 第130図

体部は直線的に外傾
口縁部は、削り出し

て折り返して合わせ

る。

体部外面ヘラナデ、

内面ヘラナデ、日縁

部はヘラ肖1り 、9本
1単位の櫛引き

明灰褐色

(長石粒含)

淡黒色

瓦質土器
No5

内耳

I郭第
4号堀 第131図

Ａ

Ｂ

(350)
140 1/5

体部は直線的に外傾
図縁部は、回転ヘラ

削りによる一部折り

返し

体部内外面ヘラナデ

ロ縁部ヘラ削り

暗褐色

(小石、雲母、

長石含)

黒色

Noll

器面煤付着

浅鉢 I郭 第131図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(164)
120

(70)

1///5

底部はほぼ水平で体

部は直線的に外傾、
口縁部は削り出し

体部外面ヘラナデで

内面は、ロクロ整形、
口縁部は、回転ヘラ

肖」り

暗褐色

(長石、雲母

含)

黒色

I郭東側外堀

十束

内側中央部上塁

浅鉢
鶏
靭 第131図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(290)
88

(160)

1/5
底部は、ほぼ水平で

体部やや内傾ぎみに

外傾、日縁部は、平
で端部は削りで丸く
している。

体部下半回転ヘラ削

り、上半判回転ヘラ

ナデ、体部はヘラナ

デ、体部内面回転ヘ

ラナデロ縁部ヘラ削

り

灰褐色

(長石、雲母

粒含)

黒色

瓦質土器
No 14

器面煤付着

悟鉢
螂
十
嘲

第131図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(330)
63

(140)

1/6
底部は、水平で体部
は外傾しており、口

縁部は水平で、内面

削り出し

体部は、内外面ヘラ

ナデロ縁部は、ヘラ

削り、内面に2本 1

単位の櫛引

暗褐色

(長石、雲母含

黒色

I郭東側土塁

+
Ⅱ郭第12号堀

111 浅鉢

第29号

土壊 第131図 1/6
体部やや内傾ぎみに

外傾、日縁部は水平
で端部は丸く肖1り 出

す。

体部は、内外ともヘ

ラ削り口縁部は、回

転ヘラナデロ唇部は

回転ヘラ削り

灰褐色

(雲母粒含)

黒色

瓦質土器

器面煤付着
No5

悟鉢

I郭第
2・4号堀 第132図

Ａ

Ｂ

(280)
77 1/5

体部は、直線的に外

傾、口縁部は、削り

出し

体部は内外回転ヘラ

ナデロ縁部は、回転
ヘラ削りの肖1り 出し
12本 1単位の櫛引き

暗褐色

暗茶褐色

瀬戸美濃系
4号堀 2号堀

良く使用され

ている。

信鉢

第19号

掘立 第132図 片

体部は、やや外傾ぎ

み口縁部は、内傾後

外傾し折り返す。

体部は内外回転ヘラ

削り後7～ 8本 1単

位の櫛引き軸は、や

や厚く前面に施釉

暗褐色

(小石、石英含)

暗茶褐色

瀬戸、美濃系
No l

悟鉢

壻
立

第
掘 第132図

A(350)
片

体部は、湾曲しなが

ら直線的に外傾し、
日縁部は折り返しで

片口を造り出す。

体部は、内外回転ヘ

ラ削り後施釉、日唇
部は丸く削り出す、
6～ 7本 1単位の櫛

淡暗褐色
(小石、長石含
飴色

瀬戸、美濃系
P Nα 33
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第72表 城址関係出上遺物一覧表 12

名称
出 土
地 点

挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴
胎土、焼成、
色調

備   考

信鉢

第17号

掘立 第132図 片

体部は、やや内傾ぎ

みに外傾し、体部上

半は内傾

体部は、内外とも回

転ヘラ削り後施釉
12～ 13本 1単位の櫛

引き体部下半は露胎

淡暗褐色

(小石、長石含)

飴色

瀬戸、美濃系
No ll

信鉢

I郭第
7号堀 第132図

Ｂ

Ｃ

38
(130) 1/5

底部は薄く水平、体

部は肥厚で直線的に

外傾

底部は回転糸切り、

体部は回転ヘラ削り
6本 と13本前後2単位
の櫛引後薄く施釉す

る。

暗褐色

(小石長石含み

明黒褐色

瀬戸、美濃系

粗い胎土

良く使用して

いる。

悟鉢

I郭第
7号堀 第132図

Ｂ

Ｃ

45
(120) 1/5

底部は、水平で体部
は直線的に外傾する

底部は、回転糸切り
で体部は回転ヘラ削

り、体部は縦で底面

は円形の櫛引、13本

1単位

暗褐色

(長石粒含)

暗褐色

瀬戸、美濃系
血1、 一部茶

褐色

良く使用され

ている。

11 福鉢 I言語 第132図

Ｂ

Ｃ

40
(106) 1/5

底部は器肉が薄く内

傾し、体部は直線的

に外傾

底部は、回転糸切り

体部は回転ヘラ削り
で下半は櫛削り、11

～13本 1単位の櫛引

底部は端部より内面

体部は縦

暗褐色

(長石粒含)

暗茶褐色

瀬戸、美濃系

良く使用され

ている

東南虎回No26

との接合

信鉢 I郭 第132図

Ｂ

Ｃ

75
(90) 1/5

底部は水平で、体部

は直線的に外傾

底部は回転糸切り後
ヘラナデ体部は、国

転ヘラ削り、櫛は体

部14本、底部は8～
10本 1単位

暗褐色

(長石、石範

暗褐色

瀬戸、美濃系

良く使用され

ている
49号掘立No6

+34号柳 憫

信鉢

I郭南

側虎口 第133図

Ａ

Ｂ

(350)
123 1/6

体部は、内傾ぎみに

外傾、回縁部はヘラ

削りで水平

体部は、内外面ヘラ

ナデロ縁部は、ヘラ

削り長短の沈線を引

く

暗褐色

(小石、長石

粒含)

暗褐色

土師質土器

括 鉢

I郭第
5号堀 第133図 片

体部は、直線的に外

傾で、日縁端部は水

平、日縁端部は丸い

体部内面ヘラナデ

□縁部はヘラ削り
3～ 4本 1単位の櫛

引き

暗褐色

(小石、雲母、

石英含)

淡黒褐色

粗い胎土

良く使用され

ている。

橋鉢

I郭第
1号堀

東側

第133図 片

体部は、外傾し体部
上半は直立している|

口縁部は水平

体部内外面ヘラナデ

□縁部は、ヘラ削り
の削り出し、10～ 11

本 1単位の櫛引き

灰褐色

(小石、雲母、

石英含)

灰褐色

粗い胎土

良く使用され

ている。

信鉢

I郭第
4号堀 第133図 片

体部は直線的に外傾 体部は、内外面ヘラ

ナデ2本 1単位で、
2 5cmご とに櫛引き

暗褐色

(小石、雲母、

長石含)

黒色

虎口部

信鉢 池跡 第133図 片

体部は、外湾ぎみに

外傾

体部は、内外ヘラ削

り13本 1単位の櫛引

き体部一部磨滅

色

色

褐

褐

暗

暗
備前

良く使用され

ている

悟 鉢

Ⅱ郭第
7号堀 第133図

Ｂ

Ｃ

75
(100)

／

／

底

体
底部は、薄く水平で

体部はやや外湾ぎみ

に外傾

体部は、回転ヘラ削

り12～ 14本 1単位の

櫛引き

淡暗褐色

(小石、長石

含)

淡暗茶褐色

瀬戸、美濃系
No 5

良く使用する
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第73表 城址関係出土遺物一覧表13

Nc 名称
土
点

出
地 挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴

胎上、焼成、
色調

備   考

信鉢

第17号

掘立 第133図

B  4.9
C(120) 片

底部は水平で、体部

は直線的に外傾する
底部は、回転糸切り

体部は、回転ヘラ肖Ⅲ

り9～ 13本 1単位の

櫛引き

淡暗褐色

(小石、石英

粒含)

暗茶褐色

瀬戸、美濃系

No 3

良く使用する

悟鉢

号４５
立

第

掘 第133図

７

の

Ｂ

Ｃ 1//5
底部は水平で体部は

は直線的に外傾

底部は回転糸切りで

体部は回転ヘラ削り
5本 1単位の櫛引き

暗褐色

(小石、石英

含)

暗褐色

瀬戸、美濃系

良く使用する

第

第30号

掘立 第134図

長  19(
幅13X0
厚03X02

一
死

青鋼製

釘 I郭 第134図

長  92
幅  0.8
厚  0.5

先端を欠損している

が角釘で、頭部は折

り曲げられている。

鉄製

釘 I郭 第134図

長  51
幅  1.0
厚  05

頭部の一部と先端を

欠損している。頭部

は折れ曲っている。

鉄製

釘 I郭 第134図

長  50
幅  13
厚  0.6

頭部と先端部を

欠損しているが釘片

と推定される

鉄製

小札

碍
壊

第
土 第134図

長  63
幅  24
厚 015

一部欠

両端を一部欠損する

孔は0 3cmで 上に 6

個下に2個を配して

いる。

製

１

鉄

ｈ

刀子

号２０
立

第

掘 第134図

長  98
幅  07
厚  1,8

両先端を欠き刀身部

片で平造の刀子であ

る。

鉄製

第20号掘立の

桂穴群

金具 I百邪 第134図

長  73
幅  26
厚  07

し
万

中央が突出し左右は

「ハ」字状に開く、中

央孔は1個で0 3cm

火打金具

金具 I郭 第134図

長  8.0
幅  24
厚  04

を万

中央が突出しており

左右は「ハ」字状に

広く中央に0 4cmの

孔有

火打金具

金具 I郭 第134図

径  33
曰Э8× 11

円形をなす鉄製環で

やや変形 している。

製

５４

鉄

血

金具

号４８
立

第

掘 第134図

密望4X31
頭12× 14

厚  08
一部欠

頭は丸く上部は平輪

は、上が水平で下は

円形をなしている。

Nα  4

金具

埒
立

第
掘 第134図

長  57
幅  12
厚  0_3

やや湾山しており、

両端は丸味を持たせ

ている。 1面を突出

されている。用途不

明

P32内出土

青銅製

馬具 I郭 第135図 轡の鏡板

鉄製
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7)カ ワラケ (第 137・ 138図、第74～79表、図版51)

第137,138図 は、カワラケである。第137図 No148は、体部が直線的に外傾 し、日唇部 は水平に

整型されている。No149は、内傾ぎみに直立する体部で、日縁部は肥厚で口唇部が丸 く整型 され

ている。No150は、内傾ぎみに外傾する体部で、日唇部は外面 より丸 く整型 されている。No151

は、直線的に外傾する体部で、日縁部は肥厚で日唇部は丸 く整型されている。底部内面は、削 り

出しである。No152は、低い器高で直線的に外傾する体部と、日縁部はやや外湾 している。No153

は、直線的に外傾する体部で、日唇部は直立ぎみに整型されている。No154は 直線的に外傾 し肥

厚な体部で、日唇部は内外より削 り出されている。No135は、体部が直線的に外傾 し、日縁部は

やや外湾 しており、日唇部は丸 く整型されている。No156は、体部が直線的に外傾 し、日縁部が

やや肥厚である。底部内面は、削 り出しが見 られる。No157は、体部が外湾 ぎみに外傾 し、日縁

部は内面がやや肥厚で、日唇部が内外より削 り出されている。No158は、丸味を持つ器型で体部

は低 く肥厚である。体部下端には、回転糸切 りの糸痕を有 している。

No159～ 167ま では、小型のカヮラケである。No159は、内傾ぎみに外傾 し、日唇部 は外面より

削 り出されている。No160は、低 く肥厚な体部で口唇部は、外面より斜めに削 り出されている。

No161は、低 く短い体部であるのに対 し、底部は高 く整型されいる。No162は 、体部が直線的に

外傾 しており、日唇部は鋭 く内外面より削 り出されている。No163は、体部上半を欠損 している

が、薄い器肉に整型されている。No164は、肥厚で低い体部に整型され、体部 はやや内傾 ぎみに

外傾 し、日縁部は内外面より削 り出されているが、No162ほ ど鋭 くない。No165は 、やや薄い器

肉で体部は直線的に外傾 し、日唇部は外面より削り出されている。No166は、やや内傾 ぎみに外

傾する体部で、日唇部は丸 く整型されている。No167は、肥厚な器型に整型 され、体部は直線的

に外傾する。また、小型のカワラケとしてはNo184～ 198、 No202～ 218ま でがある。

No168は、直立ぎみに外傾 し底部内面は、削り出しである。日唇部は、内側が水平で外側 は斜

めに削 り出している。No169は、体部が直線的に外傾 し、日縁部はやや肥厚で口唇部が内外面よ

り鋭 く削 り出されている。底部は、削 り出している。No170は 、底部 に反 し体部 は薄い器型で、

やや内傾ぎみに外傾 しており、日唇部には片口状の削り出しを有 している。No171は 、薄い底部

に対 し口縁部が肥厚に整型されている。No172は、直線的に外傾する体部で、日唇部 は内外面よ

り削 り出されている。No173は、体部は直線的に外傾 し日縁部がやや外湾 している。日唇部は、

外面より削 り出されている。No174は、体部が内傾ぎみに外傾 しており、日縁部 は水平に整型 さ

れている。No175は、薄い器肉に整型されている。体部は、直線的に外傾 してお り、日縁部がや

や肥厚で日唇部は内面より水平に削 られている。No176は、体部が直線的に外傾 し日縁部は丸 く

削 り出されやや外湾 している。底部内面端部には、 6個 の刺突を有 している。No177は 、体部が
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内傾ぎみに外傾 し、日縁部は肥厚である。底部外面には、墨書痕を有 している。No178は 、体部

が直線的に外傾 し、日唇部は外面より削 り出されている。No179は 、直線的に外傾する体部で、

日縁部はやや肥厚化 しており、日唇部は内外面より鋭 く削 り出されている。底部内面は、削 り出

されている。No180は、内傾ぎみに外傾する体部で、日縁部 は内外面より削 り出されているが、

丸味を持つ三角形状を呈 している。No181は、肥厚な底部と低 く直線的に外傾す る体部で、日唇

部は外面より削 り出されている。No182は、低い器高で体部は直線的に外傾 し、日唇部 は外面よ

り垂直に削 り出され鋭 くなっている。No183は、直線的に外傾する体部で、日縁部 は肥厚で外面

より少 し削 り出されており、削 り出しの片日を有 している。底部 は削 り出 しである。No184は 、

肥厚な底部で体部は直線的に外傾するが、非常に低い体部である。No185は、肥厚で内傾 ぎみに

外傾する体部で、日縁部は細 くなっている。No186は、肥厚な底部で体部は直線的に外傾 し、日

唇部は外面より削 り出されている。No187は、削 り出しの底部で体部は直線的に外傾 し、日唇部

は外面より削り出されている。No188は、内外面とも削 り出しによる底部で、体部 は直線的に外

傾 し三角形状を呈 している。No189は、最 も小型のカワラケである。肥厚で低 く、やや内傾 ぎみ

に外傾する体部と、外面より垂直に削 り出されている日唇部を有 している。No190は 、薄い器肉

で体部が直線的に外傾 しており、日縁部はやや外湾ぎみで日唇部は外面より斜めに削 り出されて

いる。No191は、体部上半を欠損 しているが直線的に外傾する体部である。No192は 、器高が著

しく異なっているが、直線的に外傾する体部に日唇部は外面より斜めに削り出されている。底部

は、肥厚である。No193は、丸味を有する底部で、体部は直立ぎみに外傾 しており、日唇部 は細

く整型されている。手捏土器である。No194は、肥厚な底部で体部は直線的に外傾 し、日唇部に

かけ、薄 く整型されている。体部下端には、回転糸切 り痕を有 している。No195は 、やや内傾 ぎ

みに外傾する体部で、日唇部は内面より水平に削 り出されている。底部内面は、削り出しである。

No196は、直線的に外傾する体部で、日縁部はやや肥厚化 しており、日唇部外面 は削 り出 しであ

る。No197は、直線的に外傾する体部で、日唇部は内外面より丸 く削 り出されている。また、体

部下端と底部内外面は削 り出しである。No198は、内傾ぎみに外傾する体部で、口縁部 はやや肥

厚で回唇部は内外面より丸 く削り出されている。体部内面下半には、一部煤が付着 している。底

部外面は、削 り出しが見 られる。No199は、内傾ぎみに外傾する体部で、日縁部内面 はやや肥厚

で日唇部は、丸く削り出されている。底部は、削り出しをある。No200は 、底部が肥厚で体部は

直線的に外傾し、日唇部にかけ細く整型されている。日唇部は、水平に削り出されている。底部

は、外面が削り出して体部にかけて回転糸切り痕を有する。No201は、直線的に外傾する体部で、

日縁部は肥厚化しており口唇部は、外面より丸く削り出されている。底部外面は、削り出しであ

る。No202は、肥厚な底部で低く短い体部で、三角形に整型されいる。No203は 、直線的に外傾

する体部で、口縁部がやや外湾ぎみで斜めに削り出されている。No204は 、No202と 類似 した器
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第74表 城址関係出土遺物一覧表 14

Nc 名称
出 土
地 点

挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴 胎土、焼成、
色調

備 考

1

|

2

馬具 I郭 第135図

長  113
径わ5× 45

軸  58
1/2

楕円形をなす輪中央
に歯噛が接続してい

る。

轡の衡

鉄製

鍔 I郭 第135図

径  76
]n9× 30 一部欠

上下左右が円形と隅

丸長方形状に突出し

隅は折被せている、

刀部は平造りである

青銅製

刀部は08×
30c■

鍔 I郭 第136図

復

“

9× 64

刀孔
09× 33

No 140と 同じ型で

ある。

青銅製

刀部は
09× 3 0cD

燭 台 I郭 第136図

長

巾
先端を欠く

目釘穴 1有
青銅製

煙管 I郭 第136図
騨 ■×1.5

径 ×06 一部欠

煙管先端部分で、柄

部先端を欠く、 2段
に造られている。

青銅製

煙管

第58号

土壊 第136図

長  62
復ユ.6×08 完

先端部の完型品

柄部が太くなってい

る。

青銅製
No 9

煙管

号３２
立

第

掘 第136図

Ｒ
】
×

長

御
吸田部の完型品で、

先端がつぶれている
青銅製
Nα l

煙管 I郭 第136図

長  61
先径 1.5

軸  15

やや大型の煙管先端

部で、軸部は厚く4

ケ所に6～ 8本の線
を引く

青銅製

内面に和紙が

残る。

煙管

I郭第
5号堀 第136図

長

径
吸い口部で、吸い口

にかけて細くなって
いる。

青銅製

Nα 4

カヮ

ラケ

第17号

掘立 第137図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(128)
36
(08)

1/4
底部は水平で体部は

直線的に外傾、日縁

部は丸い

底部は、静止糸切り

体部上半は回転ヘラ

削り体部下半は、回

転ヘラナデ

雲母、砂

良好

淡黒褐色

Nα 12

カヮ

ラケ

第17号

掘立 第137図

Ａ

Ｂ

Ｃ

121

36
(78)

1/2
底部は水平で、体部
は、内傾ぎみに外傾
し回縁部は肥厚

底部は回転糸切りで

体部は、回転ヘラナ

デロ縁部は、回転ヘ

ラ削り、ナデ

長石、砂

良好

明褐色

底部に圧痕有
NG23

カヮ

ラケ 池跡 第137図

A  98
B27× 24

C

底部は、ほぼ水平で

体部は、内傾ぎみに

外傾している。

底部は、回転糸切り

体部は、回転ヘラナ

デロ縁部は、回転ヘ

ラナデ

粗

良好

暗茶褐色

ワ

ケ

↓
カ
　
ラ

第18号

掘立 第137図

A (94)
B27× 2〔

C  55

体部
1/2欠

底部は、やや内傾で

内面地硫黄を肖1り 出
す。体部は外傾で、
口縁部が肥厚

底部は、回転糸切り

後ヘラナデ、体部は

回転ヘラナデ、回縁

部はヘラナデ

小石、砂

良好

淡茶褐色

Nα 6

カヮ

ラケ

第49号

掘立 第137図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(120)
24
70

1/3
底部は、やや内傾で

体部は直線的に外傾
し、口縁部は外湾す
る。

底部は、回転糸切り
で体部は、回転ヘラ

ナデロ縁部は、回転
ヘラ削り

砂

良好

暗褐色

No4
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第75表 城址関係出上遺物一覧表 15

No 名称
出 土
地 点

挿図No 法量 (cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴
胎土、焼成、
色調

備   考

カヮ

ラケ

第49号

掘立 第137図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(110)
27
53

体部
1/6残

底部は、やや内傾

体部は直線的に外傾

口縁部は、やや肥厚

底部は、回転糸切り

で体部は、回転ヘラ

ナデ

小石、砂

良好

暗褐色

ワ

ケ

第32号

掘立 第137図

Ａ

Ｂ

Ｃ

1/4
底部はほぼ水平

体部は直線的に外傾

口唇部は水平

底部は、回転糸切り

体部は、回転ヘラナ

デロ唇部は、回転ヘ

ラ肖Jり

長石、砂

良好

茶褐色

カワ

ラケ

第 2号

掘立 第137図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(108)
25
(60)

1/5
底部は水平で、体部

は直線的に外傾、体

部上半肥厚

底部は、回転糸切り

で体部下半は、回転
ヘラ削り、上半はヘ

ラナデ

小石、砂

良好
茶褐色

P30内 出土

カワ

ラケ

第 2号

掘立 第137図

A (90)
B  23
C(65)

1/2
底部は水平で、体部

は直線的に外傾、日

縁部肥厚で回唇部は

やや鋭い

底部は、回転糸切り

で体部は、回転ヘラ

ナデロ唇部は、回転
ヘラ削り

粗

良好

淡暗褐色

ワ

ケ

エカ
　
ラ

第 4号

掘立 第137図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(110)
29
55

脚
Й

底部は、やや内傾し

ており、体部はやや

外湾している。

底部は、静止糸切り

で体部は回転ヘラナ

デロ縁部は、ヘラ削

り

小石、砂

良好

暗褐色

カヮ

ラケ

第21号

掘立 第137図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(112)
30
(60)

1/4
底部は水平でやや突

出体部は直線的に外

傾し、日縁部は肥厚
で外湾ぎみ

底部は、回転糸切り

で削り出す、体部下

半は回転ヘラ削り、

上半はヘラナデ、体

部下半に糸切り払有

長石、砂

良好

暗褐色

カヮ

ラケ

号４９
立

第

掘 第137図

A57× 54

B15× 13

C  37
を
万

底部は、内傾で薄く

体部は、低く直線的

に外傾、日縁部は鋭
ヽヽ

底部は、回転糸切り

で内面ヘラ削り、体

部は回転ヘラナデで

口縁部は回転ヘラ削

り、ナデ

色

密

好

褐

級

良

暗

内面黒色

No8

ワ

ケ

「
々
　
ラ

第49号

掘立 第137図

A55× 52

B23× 15

C38× 37

を死

底部は水平で、体部

は、低く内傾ぎみに

外傾口縁部は斜め

底部は、回転糸切り
で体部は、回転ヘラ

ナデロ縁部は、回転
ヘラ削り

石長
ヽ
　

色

石

好

褐

小

良

暗

P16出土

No8

カヮ

ラケ

第30号

掘立 第137図

A   57
B45× 41
C22× 19

ほ

と
万

底部は、高く突出し
て水平、体部は低く

直線的に外傾

底部は、回転糸切り

体部はヘラナデ
ロ縁部はヘラ肖Jり 、
ナデ

雲母、長石、
石英
良好
暗褐色

P12内出土

カヮ

ラケ

鍔
立

第
掘 第187図

A   63
B15× 13

C   42

底部は、やや内傾し

体部は直線的に外傾
口縁部は、鋭く削り

出す。

底部は、回転糸切り
で、体部は、ヘラナ

デ、日縁部は回転ヘ

ラ肖1り

級密
良好
淡黒色

No l

カヮ

ラケ

碍
立

第
掘 第137図

Ｂ

Ｃ 脚
勁

底部は、内傾で中央
が薄い、体部は直線

的に外傾している。

底部は、回転糸切り
で内面ヘラ削り、体

部は回転ヘラナデ

小石、雲母、砂

普通
褐色

カワ

ラケ
第23号

掘立 第137図

A   54
B18× 15

C   33
ウ死

底部は、水平で肥厚

体部は、低く直線的
に外傾し、口縁部は

鋭い

底部は、回転糸切り

体部は、回転ヘラナ

デ 色

密
好
黒

緻
良
淡

No l
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第76表 城址関係出土遺物一覧表 16

名称
出 土
地 点 挿図Nα 法量 (cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴

胎土、焼成、
色調

備 考

カヮ

ラケ

第49号

掘立 第137図

A   6(
B21× 2(

C   31

体部
1/3欠

底部は、内傾ぎみで

中央肥厚、体部はや

や内傾ぎみに外傾、

口縁部は鋭く削り出

す。

底部はヘラナデで、

体部はナデ、日縁部

はヘラ削り、ヘラナ

デ

密

良好

茶褐色

No 6

カヮ

ラケ

第34号

掘立 第137図

A   5t
B20× 1,こ

C3.9× 3.〔

を万

底部は、やや内傾し

ており体部は、内傾

ぎみに外傾口縁部は

鋭い

底部は、回転糸切り、
ヘラナデ、体部は回

転ヘラ削り、ナデ

小石、砂

良好

茶褐色

No 7

カワ

ラケ

第23号

掘立 第137図

A  66
B  2.3
C  3.7

1/2
底部は水平で、突出

しており体部は、BEr

厚で直線的に外傾、

口縁部を薄くしてい

る。

底部は、回転糸切り、

体部は、ヘラナデ、
日縁部はヘラ削り、
ヘラナデ

色

好

褐

粗

良

茶

Nα 2

カワ

ラケ

第19号

土壊 第137図

Ａ

Ｂ

Ｃ

10.6

4.9

5.6

ほ ぼ 底部はやや内傾し、

体部は、やや内傾ぎ

みに外傾する、口唇

部は水平

底部は、回転糸切り

で体部は、回転ヘラ

ナデ回唇部は回転ヘ

ラ肖Jり

色

密

好

褐

級

良

暗

底部内面を硯
に転用

体部～口縁部
一部欠
Nα  l

カヮ

ラケ

第45号

掘立 第137図

A 10.6
B31× 29
C  5,1

底部は突出し水平で

体部は直線的に外傾

し口縁部肥厚で口唇

部はやや鋭い

底部は、回転糸切り
で体部は、回転ヘラ

ナデ、日唇部は、回

転ヘラ削り

小石、雲母、

長石

良好

淡赤褐色

内面黒色

(二次火災を

受)

表面磨滅
P Nα 8

カワ

ラケ

第45号

掘立 第137図

A 10.2
B  2.8
C  45

2/3
底部は内傾で内面は

削り出し、体部は直

線的に外傾、口唇部
に肖uり 出し有

底部は、回転ヘラ切

り、ナデ体部は、回

転ヘラナデ、日縁部
はヘラナデ

色

好

黒

粗
良

明

カヮ

ラケ

第8号

土壊 第137図

Ａ

Ｂ

Ｃ

10.2

32
4.5

2///3

底部は、内傾で内面

削り出す、体部は内

傾ぎみに外傾し、日

縁部は丸い。

底部は、回転糸切り、

体部は、回転ヘラ削

り回縁部は回転ヘラ

ナデ

粗

良好

暗褐色

No l

カヮ

ラケ

第 8号

土壌 第137図

A 10.2
B29× 27

C  4.6
2/3

底部は水平で、内面

削り出す、体部は直

線的に外傾し、日縁

部は丸くなっている

底部は、回転糸切り、

体部は、回転ヘラ削

り、底部と口縁部が

焼け黒色化

粗

良好

暗褐色

灯明皿

No 3→ No 2

カヮ

ラケ

郭

跡
Ｉ
池 第137図

Ａ

Ｂ

Ｃ

12.3

3.8

62

脚
掬

底部は水平で、体部
は直線的に外傾、国

縁部はやや肥厚で外

湾ぎみ

底部は、回転糸切り

体部は、回転ヘラナ

デロ縁部は、回転ヘ

ラ削り、ナデ

級密

良好

暗褐色

カワ

ラケ

第29号

土装 第137図

A  9,9
B28× 26

C  4.0
一万

底部は、底面外面内

傾で内面突出、体部

は内傾ぎみに外傾、
口縁部は丸い

底部は、回転糸切り
か、体部は、内面回

転ヘラ削りとヘラナ

デ、外面磨滅

通

色

粗
普

黒

カヮ

ラケ

第58号

土壊 第137図

Ａ

Ｂ

Ｃ

1/2
底部は、やや内傾し

ており体部は、直線

的外傾体部上半肥厚

底部は、回転糸切り

体部は、回転ヘラナ

デロ縁部は、ヘラナ

デ

長石、砂

普通

暗褐色
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第77表  城址関係出上遺物一覧表 17

No 名称
出 土
地 点 挿図No 法量 (cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴

胎上、焼成、
色調

備   考

カワ

ラケ

I郭南
側土塁 第138図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(13.0
33
(7.0

約1/4
底部は水平で、体部
は直線的に外傾する(

底部内面に6個の円
形刺突有

底部は、回転糸切り
で、体部は、体部は
回転ヘラナデ、

雲母、砂
良好
暗褐色

カヮ

ラケ I郭 第138図

Ａ

Ｂ

Ｃ

く9.6
3.2
46

脚
婉

底部は、やや突出す
るが水平で、体部は
内傾ぎみに外傾、日
縁部肥厚

底部は、回転糸切り
で体部は、回転ヘラ
ナデ、口縁部は回転
ヘラ削り、ヘラナデ

色

密
好
褐

緻
良
茶

底部に「0」

印の墨書を有
す。
No 100

カワ
ラケ 【郭 第138図

Ａ

Ｂ

Ｃ

脚
掬

底部は、やや内傾で、
体部は、直線的に外
傾、日縁部は、丸く
なっている。

底部は回転糸切りで
体部は、回転ヘラナ
デ、日縁部は回転ヘ

ラナデ

雲母、石英、
砂
良好
暗茶褐色

Nα 20

カヮ
ラケ I郭 第138図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(10.0
2.5

5.0

脚
塘

底部は水平でやや突
出し内面は削り出す、
体部は直線的に外傾
で、口縁部は外湾ぎ
み

底部は、回転糸切り
で体部は回転ヘラ削
り、国縁部はヘラ肖叫
り、ナデ

色
好
褐

粗
良
暗

Nα 89

カヮ
ラケ

号９
立

第
掘 第138図

A 6.1
B19× 16
C  3.0

ぎほ

を
死

底部は、内傾で中央
は薄い器肉、体部は
直線的に外傾

底部は、回転糸切り、
体部は、回転ヘラ削
り、口縁部は、回転
ヘラ削り

小石、長石、
石英
良好
茶褐色

口縁部一部欠
損

カワ
ラケ

第54号

掘立 第138図
A52× 50
B14× 13
C  30

底部は、水平で、体
部は直線的に外傾し
回縁部はやや肥厚化

底部は、回転糸切り
体部は、回転ヘラナ
デロ縁部は、回転ヘ

ラ削り、ナデ
色

密
好
褐

徹
良
暗

な整端で型
り
１

小
造
血

カヮ
ラケ

号４３
壊

第
土 第138図

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は内傾で内面肖1

り出し、体部は直線
的に外傾、口縁部は
鋭い

底部は回転糸切りで
内面ヘラ肖uり 、体部
は回転ヘラナデで、
日縁部は回転ヘラ削
り

小石、長石
良好
暗褐色

Nα l

カヮ
ラケ I郭 第138図

A93× 90
B  2.4
C  2.2

底部は、やや突出し
水平で体部は、直線
的に外傾し口縁部は
肥厚で、削り出し有

底部は、回転糸切り
で体部は回転ヘラナ
デ、口縁部は回転ヘ

ラ削り、ナデ、手持
ヘラ削り

色
好
褐

砂
良
暗

No 8

カワ

ラケ I郭 第138図

Ａ

Ｂ

Ｃ

1/2
底部は、水平で肥厚
体部は、直線的に外
傾し薄い

底部は、回転糸切り
体部は、内面ヘラナ
デであるが表面は磨
滅

砂
ヽ
　
色

母
好
褐

雲
良
茶

カヮ

ラケ I郭 第138図
A 6.1
B19× 14
C  35

1/2
底部は、内傾で薄い

器肉であり、体部は

直線的に外傾、底部
から回縁にかけ

底部は、回転糸切り
で、体部から口縁部
にかけては回転ヘラ
ナデ

緻密
良好
茶褐色

口縁部内面一

部煤付着
灯明皿か

カヮ

ラケ I郭 第138図

A  60
B18× 16
C  3.5

t/2
底部は水平で、体部
は直線的に外傾、
体部は低い

底部は、回転糸切り
体部は回転ヘラナデ

徹密
良好
暗褐色

カヮ

ラケ I郭 第138図

A52× 55
B14× 19
C  32

底部は、ほぼ水平で
一部削りで突出し、
体部は直線的に外傾
し、口縁部やや肥厚

底部は、ヘラ削り後
ヘラナデ体部～口縁
部までヘラナデ

小石、砂
普通
茶褐色

No 9

ワ

ケ

～
々

ラ I郭 第138図

A 56
B  l,0
C  36

脚
婢

底部は、内傾で内面
削り出し、体部は直
線的に外傾し鋭い

底部は回転糸切りで

内面ヘラ削り、体部
は回転ヘラ削り、ナ
デ

長石、砂、小石
良好
茶褐色
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第78表 城址関係出上遺物一覧表 18

No 名称
出 土
地 点

挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴
胎上、焼成、
色調

備 考

カヮ

ラケ
鶏
朝 第138図

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は、やや内傾で

体部は緩やかに外傾
口縁部はやや肥厚

底部は、回転糸切り
で、体部は、回転ヘ

ラナデ、口縁部はヘ

ラ削り、ナデ

雲母、石英、砂
良好
淡赤褐色

火災を受ける

カヮ
ラケ

I郭第
5号堀 第138図

A  6.0
B  l.3
C  40

底部はほぼ水平で、
内面中央を薄くして
いる。体部は、直線
的に外傾口縁部を削
り出す

底部は、回転糸切り
で、体部は、回転ヘ

ラナデ、日縁部は回
転ヘラ削り、ヘラナ
デ、

色

密
好
褐

級
良
暗

端整な造り
Nα 40

カヮ
ラケ I郭 第138図

B  19
C  4.8 1/2

底部はやや内傾で突
出しており、体部は
直線的に外傾する。

底部は、回転糸切り
で体部は、回転ヘラ
肖」り

長石、砂
良好
淡茶褐色

カヮ
ラケ I郭 第138図

A  59
B24× 14
C  4.1

底部は水平で突出し

体部は直線的に外傾
口縁部は、斜め

底部は、回転糸切り
で体部は回転ヘラナ
デロ縁部は、回転ヘ

ラ肖」り

色
好
褐

砂
良
暗

No69

担
器

手
土 I甍お 第138図

Ａ

Ｂ

Ｃ

(4.2
2.4

(3.2

1/2
底部は、丸く削り出
しており、体部は直
立ぎみに外傾 してい
る

底部は、ヘラ削りで

体部下半は指頭圧痕
口縁部ヘラナデ、内
面ナデ

小石、砂
良好
暗褐色

No 54

カワ

ラケ

1郭第
5号堀 第138図

Ａ

Ｂ

Ｃ

11.5

34
58

ほ

と
万

底部は水平でやや突
出体部は直線的に外
傾口縁部は丸く造り
出す

底部は、回転糸切り
で体部下半に糸切糸
痕有体部は回転ヘラ

削り、ヘラナデ

英石母
好
色

雲
良
黒

火災のため蕪

ずんでいる。
体部一部欠

カヮ
ラケ

I郭第
5号堀 第138図

A(120
B  72
C  3.3

体部
1/3

底部は、ほぼ水平で、
体部はやや内傾ぎみ
に外傾する。日縁部
は削り出す

底部は、回転糸切り
で体部は、回転ヘラ
ナデ、口縁部はヘラ

削り、ナデ

砂石
好
色

小
良
黒

火災のため、
黒ずんでいる

カワ

ラケ

I郭第
5号堀 第138図

A(110
B  3.3
C  4.5

体部
1/5残

底部は、やや内傾し
ており体部は、直線
的に外傾口縁部は肥
厚でやや鋭い

底部は回転糸切り
体部は、回転ヘラナ
デロ縁部は、回転ヘ

ラ削り、ナデ

雲母、長石、砂
普通
暗褐色

Nα 63

ワ

ケ

一
声

ラ I郭 第138図

A(11.0
B  20
C  62

体部
1/2

底部は、やや内傾で

内面は削りで薄い、

体部は直線的に外傾

底部は、回転糸切、

体部下半は、回転ヘ

ラ削り、体部上半は

回転ヘラナデ

雲母、砂
普通
暗褐色

カワ

ラケ

I郭第
4号堀 第138図

Ａ

Ｂ

Ｃ

10.6

2.9

5,8

底部はやや内傾で、

体部は直線的に外傾
口縁部は、やや鋭い

底部は、回転糸切り

体部は、回転ヘラナ

デで下半は、首1り 出
す、日縁はヘラナデ

内面一部煤付

着灯明皿か

No 2

カヮ

ラケ

I郭第
4号堀 第138図

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部
1/4欠

体部は、内傾で内面

削り出し、体部は内

傾ぎみに外傾し、口

唇部は削りでやや鋭
モヽ

底部は回転糸切り

体部は、回転ヘラナ

デロ唇部は、回転ヘ

ラ肖1り

小石、砂
普通
黒褐色

カワ

ラケ

I郭第
5号堀 第138図

A 12.1
B35X37
C  6.5

体部
1/2欠

底部は、内傾で体部
は直線的に外傾する
口縁部は水平

底部は、回転糸切り

体部は、回転ヘラナ

デロ縁部は、回転ヘ

ラ削り体部に、糸切

り糸痕有

砂石
好
色

長
良
黒

カヮ

ラケ

I郭第
5号堀 第138図

Ａ

Ｂ

Ｃ

ほぼ完
底部は水平で、体部
は直線的に外傾、口

縁部は肥厚で丸味を

有す

底部は、回転糸切り
で体部は回転ヘラ削
り、日縁部はヘラナ

砂
ヽ
　
色

石
好
褐

小
良
暗

口縁部内外に
一部煤付着、
灯明皿か

No 8
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第79表 城址関係出土遺物一覧表 19

名称
出 土
地 点

挿図Nα 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴
胎土、焼成、
色調

備 考

カワ

ラケ

I郭第
5号堀 第138図

A60× 57

B14× 11

C  3.8

底部は水平で、体部

は低く直線的に外傾

口縁部は、鋭く造り

出す。

底部は、回転糸切り

体部は、回転ヘラナ
砂

良好

淡黒褐色

No42

カヮ

ラケ

I郭第
5号堀 第138図

A  5,2
B  l.5
C  40

1ま ぼ完

底部は、やや内傾で

体部は直線的に外傾

口縁部は肥厚、口縁

部は斜め

底部は回転糸切り、

体部は、回転ヘラナ

デ、日縁部は回転ヘ

ラナデ

級密

良好

暗褐色

端整な造り

Nl147

口縁部を一部

欠損

カワ

ラケ
務
朝 第138図

A 5.5
B19× 13

C  3.0

ほ

を
万

底部は、水平でやや

突出し肥厚、体部は

低く外傾し、日縁部

まで削り出し

底部は、回転糸切り

体部は、回転ヘラ削

り、ナデ

砂
ヽ
　

色

石

好

褐

小

良

灰

No48

端整な造り

カヮ

ラケ

I郭第
5号堀 第138図

A  58
B15× 13

C  2.7

底部は、内傾で薄く

削り出し、体部は直

線的に外傾し、口縁

部は斜めに削り出す

底部は、回転糸切り

で体部は、回転ヘラ

ナデ、口縁部は、回

転ヘラ削り、ヘラナ

デ

緻密

良好

暗褐色

カラ

ラケ

I郭第
5号堀 第138図

A (30
B  23
C  45

体部
1/3

底部は、外面内傾で

内面水平、体部は直

線に外傾し、口縁部

は肥厚で削り出し

底部は、回転糸切で

体部は回転ヘラ削り

で日縁を削り出す、
口唇部はヘラ削り

雲母、砂

普通

茶褐色

カヮ

ラケ

I郭第
5号堀 第138図

A  5.5
B19× 13

C  34
を
九

底部は水平で体部は

直線的に外傾、口縁

部は肥厚でやや鋭く

削り出す。

底部は、回転糸切り

体部は、回転ヘラナ

デロ縁部は、回転ヘ

ラ削り、ナデ

砂
ヽ
　

色

石

好

褐

小

良

茶

208

カヮ

ラケ 第138図

A  6.3
B 2.1
C  3.4

1/2
底部は水平で、突出

し体部は、内傾ぎみ

に外傾底部内面肥厚

底部は、回転糸切り

で削り出す、体部は

回転ヘラ削り、ナデ、

底部内面ヘラ削り

色

好

褐

砂

良

暗

型である。No202と の相異点は、底部外面 と内面が削 り出 しである点である。 No205は 、直線的

に外傾する体部で、日縁部は肥厚化 し口唇部が外面より削 り出されている。底部外面 は、内傾で

削 り出 しである。No206は、直線的に外傾する体部で、口縁部 は肥厚化 し口唇部が外面 よ り斜 め

に削 り出されている。底面は、内傾 している。No207は、No192同 様著 しく器高 に差を有 してい

る。体部 は、直線的に外傾 し回唇部は、外面よりやや丸 く削 り出されている。No208は 、直線的

に外傾する体部で、日唇部は内外面 より丸 く削 り出されており、底部下端 は削 り出しで下面 はや

や内傾 している。

これ らのカワラケは、図示 したように大型 と小型 とに分けられ、それぞれがいくつかのタイプ

に分類される。整型 は、体部 は回転ヘラナデで、口縁部か ら口唇部にかけてはヘラ削 りによ り丸

型、水平、三角形などに整型 されている。底部 は、回転糸切 りが主流である。大型 よ りも、小型

のカヮラケに整型の良好な遺物が多い。
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8)砥石 (第 139図・ 140図、第80・ 81表、図版51)

第139,140図 は、砂岩の砥石である。主なもの17点を図示 した。17点の砥石は、上下両側面の 4

面を使用面としているのがほとんどで、 1面を自然面としているのはごく少量である。砥石当初

の型態を示すのは、第139図 No210と 第140図 No220が これに相当する砥石と判断されることから、

長方形状か台形状をなしていたものと判断される。砥石の型態は、使用により著 しく型態が変化

するため、細分出来ないが良 く使用された砥石では、No211,213,214,217,222な どがある。砥石

の各面を同程度に使用 した砥石としては、No211,221,223な どがある。また、No216の ように傷を

有する砥石もある。

9)上製品 (第 141・ 142図、第81～84表、図版51)

第141図 は、土玉である。 I郭、Ⅱ郭のほぼ全域で、堀、東側虎日、土壊などか ら総数60点 の

上玉が出土 している。大きさからは、No239～ 244ま でのように径 3～ 4 cmを 有する大型の土玉

や、径 2cm前後のやや小型の上玉、そしてこの中間に位置する土玉などがあり、一様ではない。

中世の土玉であるかは、断定出来ないが奈良～平安期の住居址に供なう土玉ではあるまいか。

第142図 は、土玉、管玉、土製紡錘車である。土玉は、No250～ 254ま でで、No254が大型の上玉

である以外、小型の土玉である。No257～ 259は 、管玉である。No257と 258は 、大型の管玉で、

No259は小型である。No256は、1/2程度の土製紡錘車である。
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第80表  城址関係出土遺物一覧表20

No 名称
出 土
地 点

挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴
胎上、焼成、
色調

備   考

砥石

号‐８
立

第

掘 第139図

H 10。 9

1  3.5
」  32

下位と左側面は良く

使用、他は自然面 砂岩 120g

砥石

第 4号
掘立 第139図

H 5,7
1  2.6
」  1.4

上面、両側は切出面

下面、使用面 砂岩 Nα4  30g

砥石

第 4号
掘立 第139図

Ｈ

Ｉ

Ｊ

上下両面は良く

使用されている 砂岩

砥石

第 4号
掘立 第139図

Ｈ

Ｉ

Ｊ

上面と両側面で切り

出し面 砂岩 Nα8 110g

砥石

第 4号
掘立 第139図

H 10,0
1  2.1
」  1.0

上面切り出し面
下位面使用面
両側面使用面

砂岩

Nα 9

下位が良く俵
われている

50g

砥石

号２４
立

第
掘 第1£9図

H  8.5
1  3.3
」  2.3

両面が良く使用
右側を使用 砂 岩

1 砥石

第23号

掘立 第139図

H ll.0
124× 20
」  1.9

上下両面と左側面

良く使用されている 砂岩 Nα 6

砥石

I郭第
4号堀 第139図

Ｈ

Ｉ

Ｊ

11.5

4.6

5.5

上面右側は良く使用
他は自然面 砂岩 530g

砥石

I郭第
5号堀 第139図

Ｈ

Ｉ

Ｊ

左側面、下面は良く

使用上面はあまり使

用ない右側面は自然

面

砂岩

Nα 6 5

150g

砥石

I郭第
4号堀 第139図

H 9,1
1  2.2
」38～ 4.1

上下両面が良く使用
されている

側面は 1面使用して
いるがそれほどでも
ない

砂 岩 182g

砥石 I郭 第140図

Ｈ

Ｉ

Ｊ

上面と下面使用
上面が良く使用され
ている

砂岩

砥石

号８
羨

第
土 第140図

H  5。 9

1  2.9
」  1.1

砂岩 Nd3  30g

砥石

第16号

土壊 第140図

H 8,9
1  2.3
」  2.2

上下両面良く使用さ

れている 砂岩 No 1   80g

222 砥石

号‐６
壊

第
土 第140図

Ｈ

Ｉ

Ｊ

上下両面良く使用さ

れている 砂岩 Nα 2

砥石

号３０
立

第
掘 第140図

Ｈ

Ｉ

Ｊ

上下面は良く使用

両側面はあまり使用
されていない

砂岩
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第81表 城址関係出土遺物一覧表21

血 名称
出 土
地 点 挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴 雹義、焼成、 備   考

砥石

第 4号
掘立 第140図

Ｈ

Ｉ

Ｊ

12.0

3.3

1.6

一部欠損
上下両面良く使用
左側は一部使用 (あ

まり使用なし)

砥石

第 2号

掘立 第140図

H 12.5
1  2,9
」  2.4

使用は一面のみで良
く使用する他の面に

切り出し時の痕跡を

残す

226 土玉 I郭 第141図
H  3.0
1  2.9
」  2.5
K06× 03

色
好
褐

密
良
橙

227 土 玉 I郭 第141図

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

長石、石英
良好
暗褐色

一部欠損

土玉

I郭第
2号堀 第141図

H 3.1
1  2.8
」  2.3
K  O.4

心
万

色

石
　
黒

長

　

ヽ

ヽ
　
色

母
好
褐

雲
良
暗

土玉

Ⅱ郭第
12号堀 第141図

H 3.0
1  2.9
」  2.7
K06× 04

色

粒
好
褐

砂
良
暗

土 玉

郭
側
塁

Ｉ
北
上

第141図
H  2.4
1  2.3
K06× 03 色

好
褐

密
良
橙

土玉 池跡 第141図

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

密
良好
暗褐色

28.Og

土玉
鶏
朝 第141図

H  3.3
1  3.3
」  2.3
K08× 04

色
好
褐

密
良
暗

土玉

郭
側

口

Ｉ
東
虎

第141図
H  2.8
1  2.5
」  2.0
K07X03

一九

色
好
褐

密
良
暗

土 玉 I郭 第141図
H  2.5
1  2.4
」  2.0
K07× 03

む死

色
好
褐

密
良
暗

土玉

I郭第
7号溝 第141図

H  2.4
1  2.3
」  2.2
K07X03

色
好
褐

密
良
暗

一部欠損

土 玉

号５６
壊

第
土 第141図

H  2.2
1  2.1
J  l,9
K  O.7

色
好
褐

密
良
黒

No 7  10g

-285-



第82表 城址関係出土遺物一覧表22

No 名称
出 土
地 点 挿図NG 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴 雹義、焼成、 備   考

土玉

号５６
羨

第

土 第141図

H  2.3
1  2.2
」  2.0
K05× 03

を万

色

好

褐

粗

良

暗
No 5  10g

土玉

第56号

土壊 第141図

H 2.5
1  2.2
」  2.3
K06X05

し死

砂粒

良好

明褐色

Nα 6

土玉 I郭 第141図

H  3.4
1  3.3
」  3.0
K08× 04

長石、雲母、
砂粒

良好
黒色

土玉 I郭 第141図

H  2.8
1  2.8
」  2.9
KO.6X03

色

好

褐

密

良

暗

土玉 I郭 第141図

H 3.8
1  3.4
」  3.3
K  O.6

砂粒

良好

茶褐色

土玉

Ⅱ郭第
12号堀 第141図

H 4,0
1  3.7
」  3.7
K08X03

石英、砂粒
良好

暗褐色

土玉 I郭 第141図

H  3.0
1  3.0
」  3.0
K05× 03

一
九

色

好

褐

密

良

暗

土玉 I郭 第141図

H  3.3
1   3.1

」  2.9
K07× 03

長石粒、砂粒
良好

暗茶褐色

土 玉

I郭

東南部

虎□
第141図

H  2.7
1  2.4
」  2.7
K06× 0.3

色

好

褐

密

良

暗
第24号掘立

Nα2 3  19g

土玉

号５６
壊

第

土 第141図

H 2.5
1  2.3
」  2.2
K06× 03

色

好

褐

密

良

明

Nα 2

土玉 I郭 第141図

H  2.5
1  2.5
」  2.8
K06× 04

好

色

密

良

黒

土 玉 I郭 第141図

H  3.5
1   3.1
」  2.0
K10X06

密

良好

明褐色
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第33表 城址関係出土遺物一覧表23

No 名称
出 土
地 点 挿図NQ 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴 樫義、焼成、 備   考

土玉 I郭 第141図

H 2.1
1  2.4
」  2.1
KO.6X03

密

普通

暗褐色
下欠損

250 土玉 I郭 第142図

H 2.4
1  2.4
」  1.5
K  O.5

長石、石英
良好

暗褐色

土玉

I郭第
4号堀 第142図

H 2.1
1  1.9
」  1.9
K  O.4

石イ

ヽ
　

色

石

通

褐

長

普

暗

土 玉 I郭 第142図

H  2.3
1  2.2
」  1.7
K06× 04

色褐

好

茶

密

良

暗

土 玉

I郭第
2号堀 第142図

H l.9
1  1.8
」  1.7
K  O.4

を死

色
好
褐

密

良
黒
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第84表 城址関係出土遺物一覧表24

No 名称
出 土
地 点

挿図No 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴
胎上、焼成、
色調

備   考

土玉 I郭 第142図

H  2.7
1  2,7
」  2.6
KO.6× 03

色褐

好

橙

密

良

明

255 研

号‐８
立

第

掘 第142図

H  7.3
1  4.0
」  2.8
K  l.8

色

密

好

褐

級

良

明

No4   40g

製

錘

片

土

紡

車

I郭第
5号堀

北側

第142図

Ａ

Ｂ 1/4
粒

好

色

砂

良

褐

30g

管玉

第 4号
掘立 第142図

H  7.2
1  2.6
」  2.5
K  O.6

密

良好

暗褐色

管玉 I郭 第142図

H 6.5
1  6.5
」  3.5
K  l.9

色

好

褐

密

良

明

No96 60g

管玉 I郭 第142図

H  4.6
1  1.0
」  1.0
K  O.5

色

好

褐

密

良

茶

鯉
雰

第18号

掘立 第143図

A 15,0
B  3.7 体部1/2

□縁部ヘラ肖Uり

体部ヘラ削り

雲母、砂粒

良好

赤褐色

口縁部欠損
回縁部一部燐

付着

朗
器

第 4号

掘立 第143図

Ａ

Ｂ

Ｃ

12.2

3.8

7.5

体部回転ヘラ削り

内面ヘラ削り

底部糸切り

雲母、小石、

砂、粗

良好

暗褐色

No 18

体部～口縁封

一部欠損

内面煤付着
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10)そ の他の土器 (第 143図、第84・ 85表 )

第143図 は、中世の遺構より出上 した土師器、須恵器、カワラケなどである。No261、 262,265,

266以外は、土師器と須恵器である。No260は、土師器郭で球型の体部で、日唇部は斜めに整型 さ

れている。No261は、カヮラケで直線的に外傾する体部に、日縁部内外面か ら削 り出され日唇部

は丸 く整型されている。No262は、カヮラケで直線的に外傾する体部で、日唇部 は水平 に整型 さ

れている。底面内面は、削 り出しである。No263は、土師器郭片である。No265は 、カワラケ片

である。低い器高で、直線的に外傾する体部で、日唇部は内外面より削 り出されている。No266

は、カワラケ片で体部が直線的に外傾 している。No264は、カヮラケ片である。No267は 、須恵

器高台付郭で高台部を欠損 している。日縁部は、やや外湾 している。No268は 、土師器郭で低い

陵を有 し、日縁部は内傾 している。No269は、土師器郭で直立する日縁部を有 してお り、体部 は

黒色処理が施されている。No270は、土師器甕である。日縁部 は、外傾 している。No271は 、須

恵器郭蓋片であり、No272は、上師器高郭器台片である。

11)石造物 (第 144～ 155図、第86・ 87表、図版52・ 53)

石造物としては、 I郭 とⅡ郭の堀より出土 した五輪塔と方筐印塔がある。五輪塔は、古屋敷遺

跡で出上 した石造遺物中で最 も多 く出土 しているが、完全な状態での出土はなく全て各輪ごとの

出土である。最 も注目されるのは、Ⅱ郭西側外堀より30点 の石造物が 1ケ 所より多量に出土 した

ことである。以下に、五輪塔と方筐印塔に分けて記述する。

五輪塔 (第144～ 155図、第86～ 92表 )

五輪塔としては、前述のように完全な五輪塔 (地、水、火、空、風の各輪が揃ったもの)は無

く、各輪がバラバラの状況で出土 している。なお、空風輪は一石で造 られている。石質 としては

砂岩と凝灰岩とがある。砂岩質は、保存状況が比較的良好であるが、凝灰岩質は風化が著 しいも

のが多 く出土 している。総数は56基である。56基の内容は、地輪 7基、水輪14基 、火輪 16基 、空

風輪19基で合計56基 となる。地輪のみが、きわめて少量であることが判明する。

地輪は、No273～ 277(第 144図)と No278,281(第 145図)の 7基である。図示 したように、上

面と下面は不一致であり、その径と各面、高では異なった計測値を示す ものが多い。 7基 中で、

比較的良好な型態を有するものとしてはNo275がある。またNo274は、カイセン虫孔が上面に多数あ

る。石質は、砂岩質が中心であるが、砂岩質以外の石質を用いている場合 もある。各輪の法量は、

-289-



多

２６６

護
％
Ⅷ

10
Cln

第143図  城址関係出土遺物実測図23

-290-



第85表 城址関係出土遺物一覧表25

NQ 名称
出 土
地 点 挿図血 法量(cm) 完存率 器型の特徴 整形等の特徴 胎土、焼成、

色調
備 考

卸
齢

号４９
立

第

掘 第143図

A(132)
B(34)
C(73)

口縁部ヘラナデ、ヘ

ラ削り体部回転ヘラ

ナデ底部回転糸切り 色

好

褐

密

良

暗

Nα 3

底部～口部に

かけ¬〔1/4蒻完

姫
上器岩

I郭第
2号堀

西側

第143図

A(6.0
B(2.6 1/2

体部ロクロ整形

内面ヘラナデ、底部

横位回転糸切り

ヘラナデ

雲母、小石、

砂粒

良好

暗褐色

型
器
駆

第32号

掘立 第143図

Ｂ

Ｃ

体部ヘラナデ

底部回転糸切り

雲母、砂、糧

良好

明褐色

Nα 18

内面磨滅大

卸
器珊

第17号

掘立 第143図

A(14.0
B(1.9
C(9.6

体部回転ヘラナデ

内面ナデ

底部糸切り 色

好

褐

密

良

橙

1/8程度残

内外に煤付藩
Nα 16

雛
酬

第21号

掘立 第143図

A(20.0
B(4.6
C(15.0

口縁部回転ヘラ削り 小石、砂粒

良好

明茶褐色

器面が著しく

磨滅、内面も

やや磨滅
No l

鰯諦
船

第45号

掘立 第143図

Ａ

Ｂ

Ｃ

0 体部回転ヘラナデ

内面ヘラナデ

底部回転ヘラ削り

小石、長石、

砂粒

良好

灰褐色

体部～口縁罰
にかけて1/2にカ
PNo 4

高台部欠損

饂
邦

I郭第
2号堀 第143図

A 12.2
B  4.9

口縁部ヘラナデ

内面ナデ

体部ヘラ削り後ヘラ

ナデ

砂、密

良好

内外黒色

1/4欠損
口縁部一部燐

付着

饂
邦

I郭第
2号堀 第143図

A 14.0
B  4_7 1/2

口縁部ヘラナデ

体部ヘラ肖1り 後ヘラ

ナデ底部ヘラ削り後
ヘラナデ

内面ナデ
砂粒、密

良好

黒色、褐色

妹 黒融哩
I郭との接合

資料

饂
甑

I郭第
2号堀 第143図

Ａ

Ｂ

28.0

22.4

口縁部横ヘラナデ

体部上位左下リヘラ

肖Jり 以下縦ヘラ削り

後にヘラナデ、内面
ナデ

長石、石英、

雲母

良好

暗褐色

口縁部1/2残

体部1/3欠損

器面磨滅の来

整形不明な笥

分多い

鰯
暗

I郭

雪側土憂 第143図 B 29
体部内傾気味に外反

宝珠は貼り付け
小石、雲母、

砂粒

良好

灰褐色

饂

器台

I郭第
5号堀 第143図

Ｂ

Ｃ

台上部ヘラ削り

脚部縦のヘラ肖1り

底部ナデ

砂、密

良好

赤褐色

Nα 5 8

-291-



第82表 に示 した。

水輪は、No279～ 283(第 145図 ),No284～ 289(第 146図),No290,291と 294,295(第 147図)で あ

る。水輪は、No279やNo283な どのように、最大径が中央部に位置 し上面 と下面が、水輪の中央

部に置かれしっかりした型態をなすものと、No284や No286な どのように、幅の最大径が下位に

あり上面と下面が、中央より左右のどちらかに寄っているため、不整型をなすものとがある。

火輪は、No292,293,296,297(第 147図),No298～ 303(第 148図),No308,309(第 149図),No310

～313(第 150図)で ある。火輪を見ると、左右の高さと軒高がほぼ同等で、上面が正方形で孔が

中心部に穿たれ、しっかりした型態を有する火輪 (No296,299,302)と 、低い輪高で幅広の型態

をなす火輪 (No298)と 、左右の高さ、軒高、上面径、孔などが一致 していない火輪 do292,296,

302,308),な どの型態に分けられる。佛種子は刻されていないのが中心で、No302の ように上部

に種子を有するのは、この 1点のみである。この輪型式の変化は、時期的な変遷過程と一致 して

いるものと判断される。

空風輪は、No304～ 307(第 149図),No314,315(第 150図),No316～ 319(第 151図 ),No320～322

(第 152図),No323,324(第 153図)で、合計19基である。石質は、砂岩と凝灰岩とに分かれ且型態

的な相異を供なっている。砂岩質の空風輪は、No304,306,315な どのように、縦長で空風輪の幅

は横長となり、不整型ではあるが扁平となっている。正面と裏面は、No321の ように比較的 しっ

かりと整型されているものと、No304,305の ように一部を整型 したものと、No315の ように無整

型のものなどがある。空風輪を全体で見ると、No304,306,315の ように、比較的 しっか りした型

態のものと、No305,318,321の ように不整型なものとが所在 している。また、空輪 と風輪 との連

結部分は、同じ幅と深さであるものと幅が左右異なるものとがある。この場合、空輪は不整型 と

なる。No319が、後者の好例である。また、No328,334～ 336(第 154,155図 )も 砂岩質である。

凝灰岩の空風輪は、砂岩質のものより大型で、各輪が隅丸方形状を呈するものが多いが、中に

は円形に近い型態を有するものもある。全体的には、高さより幅広でしっかりした正面観を有す

るもの (第 152図、No320)と 、風輪より空輪が小さく造 られているもの (第 151図 ,No317,第 153

図、No324な ど)と がある。空風輪の接合部は、広 く表現されている。梵字は、第151図、No317,

第153図、No324,第 153図、No323,324に 刻されているが、石質の関係上風化が著 しく判読出来な

いのがほとんどである。判読された梵字からは、大日如来五大真言が刻されているが、一面であっ

たり (第 151図、No317)、 2面であり (第 153図、No323)、 4面であったり (第 153図、No324)一

様ではないが、砂岩質の五輪塔よりほとんどの五輪塔に刻されている所に、大きな相異がある。
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第144図  五輪塔実測図 1
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第86表 五輪塔一覧表 (地輪 )

No 出土地点

法  量 (cll)

銘 文 種  子 石 質 挿図NQ 濶版Nα 備 考上  径 下  径
一島

縦  横 縦  横

273 I郭第 1号堀 18.6× 18.3 213× 21,0 第144図 No  4

I郭第 1号堀 16.0× 18,7 19.0× 20.3 15,7 砂岩質 第144図 No 27

275 I郭第 1号堀 222× 221 22.5× 223 第144図 No 24 最大形230

276 I郭第 1号堀 17.1× 183 19.5× 19,2 砂岩質 第144図 No 23

I郭第 1号堀 15.5× 180 19.5× 19.5 砂岩質 第144図 Nα  8

278 I郭第 1号堀 21.6× 21.6 砂岩質 第145図 No 17 上部欠損

I郭第 3号土壊 第145図 No l

第87表 五輪塔一覧表 (水輪 )

No 出土地点

法  量 (cl l)

重子 石 質 挿図 Nα �版No 備  考
上面径 下面径 最大径

上
内
径

下
内
怒

百
画

279 I郭第 1号堀 14.2X12.0 16.0× 15.5 210× 19.5 0,7 0.7 13.0× 125 砂岩質 第145図 No  3

I郭第 1号堀 164× 15.0 174× 16.5 231× 219 12.3× 12 1 砂岩質 第145図 No  2

282 I郭第12号堀 10.4× 0.9 15,0× 16.0 砂岩質 第145図 Nα 22

283 Ⅱ郭第 8号堀 砂岩質 第145図 Nα  5

Ⅱ郭第12号堀 第146図 No 20

I郭第12号塊 10.8× 9,8 16.0× 15.5 207× 21.6 砂岩質 第146図 Nα 25

Ⅱ郭第12号堀 15.3× 13.8 18.5× 18.0 23.5× 221 145× 138 砂岩質 第146図 No 14

Ⅱ郭第12号堀 11.1 180× 17.2 147× 150 砂岩質 第146図 No 18

Ⅱ郭第12号堀 15.0× 13.8 17.1× 16.2 13.7× 132 砂岩質 第146図 No ll

Ⅱ郭第 9号堀 120× 102 15,9× 15.6 216× 21.3 13.0× 129 砂岩質 第146図 Nα  3

I郭 外 堀 15.5× 14.5 18.0× 160 23.5× 21.2 112× 111 安山岩 第147図 Nα  6

Ⅱ郭北西外堀 13.9× 144 砂岩質 第147図 3最大径は下価

I郭第12号堀 15.5 17.2× 16.8 24.0× 24.5 砂岩質 第147図 Nα 29最大径は下

`
I郭第 1号堀 15,0 14.5× 145 砂岩質 第147図 Nα 7最大径は下d
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五輪塔実測図
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第146図  五輪塔実測図 3
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第38表 五輪塔一覧表 (火輪)

血 出土地点
法  量 (c ll)

孔 径

種f 石 質 挿図 Nα 図版 Nc 備 考

上 径 下 径 軒 径 軒 高 反

I郭第 1号堀 9.1× 8.4 7.0× 6.5 5.1× 30 砂岩質 第147図 Nα  l

I郭第 1号堀 9_3× 8_4 16_5× 171 6.3× 55 5.0× 3.3 砂岩質 第147図 No 2

I郭第 1号堀 7.4× 7.7 17.1× 169 7.1× 7.6 4.8× 4.0 砂岩質 第147図 Nα 5

I郭第 1号堀 8.4× 8.1 18.6× 18.9 7.0× 7.5 0.3～ 06 5,0× 4.0 砂岩質 第147図 Nα 3

298 I郭第12号堀 210× 21.3 250(255) 7.8× 7.6 62× 3.0 砂 岩 第148図 No 3

Ⅱ郭第12号堀 18.0× 19.5 6.5× 3.2 砂岩質 第148図 Nα 5

I郭第12号堀 18,6× 19.1 22.6(23,1)
7.5×

(7.2)
55× 3.3 砂岩質 第148図 Nα 7

Ⅱ郭第12号堀 03～ 04 5,0× 40 砂岩質 第148図 Nlx 10

Ⅱ郭第12号堀 10.0× 10.5 17.1× 18.0 5.3× 7.1 砂岩質 第148図 Nα 16

303 Ⅱ郭第12号堀 恐‰親3 19.5× 19,1 22.8 6.6× 69 6.0× 5,7 砂岩質 第148図 No 28

308 Ⅱ郭第 7号堀
{B:を

7)×
93 17.1× 16.5 7.5× 78 4.5× 4.2 砂岩質 第149図 Nα 6

郭第8号堀西慣 9.1× 9.3 65× 63 0.5～ 06 5,1× 3.6 砂岩質 第149図

Ⅱ郭第12号 堀
{:|,}× {:|:l

198× 19.2 24.0× 234 70(75) 05～ 06 4.8× 33 砂岩質 第150図 No 21

Ⅱ郭第12号堀 25.5 5.5× 3.2 砂岩質 第150図 Nα 9

Ⅱ郭第12号堀 190× 178 22.2 4.1-4.5 0.3-04 5.0× 4.( 砂岩質 第150図 Nα 13

Ⅱ郭第 9号堀 8.6× 9.6
12.0×

12.5 砂岩質 第150図 No 2

第89表 五輪塔一覧表 (空風輪 1)

No 雌
嫉

全

長

空  輸 風  輪
種 子 石 質 挿図血 劉8Nl 備  考

長 幅×厚 風長 幅 厚 差込 部

Ⅱ郭

第 8号堀
24× 45× 40 砂岩質 第149睡

堀

郭

鰐
Ⅱ
第

上132× H2
下 87X83 135× 115 67× 49× 07 砂岩質 第149区

堀

郭

碍
Ⅱ
第

上125X106
下 82X65 下129× 115 17× 40× 44 砂岩質 第149区 血3接合賛0× 93

Ⅱ郭第8号

堀西側

上118X106
下 97× 80 下115× 105 砂恕 第149区 血6差込部欠損

Ⅱ郭

第12号堀
160× 100× 105 率150区 血15

堀
郭
嘴

Ⅱ

第 228 上118X88
下 75X66 下H5× 88 51× 42× 30 砂岩質 第150図 血8船話2x賄

堀
郭
碍

Ⅱ

第 207 146× 75× 24 148× 139 凝灰岩 第151図 血4接聟5X07

Ⅱ郭

第 7号堀
90× 168 160× 160 凝灰岩 第151図 NQ10接合部 06

堀郭
嘴

Ⅱ

第

上H7X105
下 78× 13

123× 114 240× 57× 47 砂恕 第151区 No l
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第147図  五輪塔実測図 4
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第148図  五輪塔実測図
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第149図  五輪塔実測図 6
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第150図  五輪塔実測図 7
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第90表  五輪塔一覧表 (空 風輪 2)

血 皿
欺

全

長

空  輸 風  輪
種 子 石 質 挿XNQ 備  考

長 幅×厚 睡 幅 厚 差 込 部

I郭

窮1号堀

上 96× 99
下 126× 93

179X109 69× 59× 33 卿 第151膠 NQ 6
宝 珠

1lX35

Ⅱ郭
第12号堀

155× 175× 125 17.4× 15.5 第152鬱 Nd17

工郭
第12号堀

248 10.2
上144× 99
下 93× 69

144X100
30× 60X68
同内径05 躍 第152図 Nd19接

合弘9x9(

Ⅱ郭
第12号堀

上■ 5× 100

下148 下148 第152区 Nd12最大巾162

堀
郭
碍

Ｉ

第 121× 100× 123 100× 104 第153図 血9歎巾雷猟
I郭

第 1号堀

上

下 下90 第153図 皿0敵巾竃樹
I郭

第 1号 堀

05×

10
117× 112 11ユ ×106 52× 30× 27 醒 第154選 Nc13

Ⅱ郭

第 1号堀
高132 長,50 第155図 Nc4

堀
郭
鰐

Ⅱ

第 63X17 醒 第155図 Nc 4

堀郭
瞬

Ⅱ

第 下85× 70 55× 51× 19 第155区 NQ l

I郭
第 12号堀

躍 第155屁 Nc 2

第91表 方筐印塔基礎一覧表

NQ 出鍬

法  量 (cm)

石 質 挿図Nα 図舶 備  考

全 扁 上 径 下 径 一局 1段 2段 3段

工郭

第12号堀
244× 245 254× 250

216× 2■8

X18
200X198
X18

182X184
X17 醒 第154図 Ncl基礎

南東

部

郭

頭

Ｉ

谷 135 醒 第154図 hlc3∝託々 径17 0cm

Ⅱ郭

第 9号堀

方立
90× 8■

114× 105
×30

144X129
×36

174× 192
×41

4段
134X153X33 第155図

血 1砂岩質

孔径69最 大径334

第92表 方筐印塔相輪 石棒一覧表 (そ の他の石造物一覧表 )

Nc 出凱 全 j

相   輪

石 質 挿図Nα 図版Nα 備 考

上 径 下 径 輸 高 全 長 上 径 下 径

I郭

第 1号 堀
106

30× 35
×27 第154図 Nc15

I郭
第 1号堀

86X131
X105

89× 192
×125

第154図 mll

堀
郭
碍

Ｉ

第

57X153
X135

33× 108
×100 第154図 血14
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宝蟹印塔 (第 154・ 155図、図版53)

宝筐印塔としは、基礎、笠、相輪の部分が出土 したのみである。基礎は、第154図、No325が あ

り、高 くしっかりした基礎に段を 3段造 り出している。梵字は、刻されていない。第155図 No331

は、笠の破片である。方立は、大きく造 り出され段は4段である。笠上段の孔は、やや小 さく穿

たれている。第154図、No326は、笠で方立の大部分を欠いており、No321よ り小型の笠である。

段は4段である。第154図、No327は、相輪片で上下を欠いている。

その他の石造物

五輪塔と宝筐印塔以外の石造物を、一括 して記述する。第155図、No333は、石臼片である。同

図 No332は、用途不明であるが表面が火災を受け黒 く変色 している。建物址等の礎石ではなかろ

うか。第154図、No329,330の 2点は、大型と小型であるが同一型態をなすもので、石棒片 と判断

されるが、子細は不明である。

12)古銭 (第156図、第93表、図版51)

古銭としては、第156図 に示 したように合計36枚 出上 している。36枚の種類は、永楽通費、開

元通費 治平元費、開元通費、元豊通資、威道元費、朝鮮通費、寛永通費などである。 これ らの

数量は、永楽通費が 8枚、開元通費が 1枚、治平元資が 2枚、開元通費が 3枚、元豊通費が 2枚、

威道元賓が 1枚、朝鮮通費が 1枚、寛永通費が 8枚、銭名不明が10枚である。寛永通費は、江戸

時代の古銭であり、他は中世の古銭である。寛永通費以外では、永楽通費のみが単独で 8枚 出土

しているのに対 し、他は6種類合計で10枚であることから、永楽通費の流通量が他の古銭より多

いことを示 しているものと判断される。また、No350～ 355ま での 6枚は、第 1号墓壊より出土 し

た古銭であり、No860,36との 2枚 は鉄銭である。この鉄銭 2枚以外は、全て青銅品である。

古銭径としては、永楽銭が径2.4～ 2.5cmで あるのに対 し重さは2.0～ 2.8gと バラバ ラである。

寛永通費は、径2.3～ 2.5cmで あるのに重さ2.2～ 3.2gと バラバラである。また、これ以外の古銭

は径2.3～ 2.4cmで あるのに対 し重さは、2.2～ 3.5gを計測する。この差は、鋳造年代や錆などに

より異なった計量値と判断される。また、No368の寛永通費は背面に「文」字を刻 している。
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第153図  五輪塔実測図10
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第154図  五輪塔・宝麓印塔実測図 (五輪塔-11)
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第93表 古銭一覧表

No 出土地点 名  称
渋   畳

挿図No 備  考
径 (cm) 孔径 (cm 重量 (g)

第4号掘立 永楽通費 裏面は、無地、

I郭第4号堀 永楽通費 裏面は、無地、右下、一部欠損

I言率 永楽通費 21 裏面は、無地、左側、一部欠損、No 7

I享田 永楽通贅 裏面は、無地、No 78

第19号住居址 永楽通費 裏面は、無地、No ll

第29号掘立 永楽通費 158 裏面は、無地 第29号掘立の柱穴群

第 6号土装 永楽通費 裏面は、無地、一部欠損

第 6号土壊 永楽通費 裏面は、無地

□元通費 158 裏面は、無地、左上、一部欠損、No 19

346 第 4号掘立 治平元費 裏面は、無地

X郭 開元通費 裏面は、無地、配25

第13号住居址 開元通費 裏面は、無地

349 第29号掘立 元豊通費 裏面は、無地、No 2第 29号掘立の桂穴群

第22号土壊 治平元賓 裏面は、無地、No l 第 1号墓壊

第22号土壊 開元通費 裏面は、無地、Nα2 第 1号墓壊

第22号土壊 威道元費 裏面は、無地、No3 第 1号墓壊

第22号土壊 元豊通費 裏面は、無地、No 6 第 1号墓壊

第22号土壊 不明 07 裏面は、無地、No4 第 1号墓壊

第22号土壊 不 明 裏面は、無地、No 5 第 1号墓壊

356 I郭 □□通費 裏面は、無地、Nα 2

I郭 不 明 裏面は、無地、No 16

第21号掘立 不 明 裏面は、無地、No26

I郭 朝鮮通費 裏面は、無地、No23

第18号 掘立 不 明 裏面は、無地、No l

I郭 不 明 裏面は、無地、No82

第 6号土壊 不明 裏面は、無地、右下、一部欠損

I郭第5号坑 寛永通費 裏面は、無地、No4

I郭第5号堀 寛永通費 裏面「文」の刻文有 Nl136

I郭 寛永通費 裏面は、無地、No12

I毒司Б 寛永通賓 裏面は、無地、No 28

I郭 寛永通費 裏面は、無地、右下、一部欠損

I郭第5号堀 寛永通費 158 裏面「文」の刻文有、No45-2

I郭第5号堀 寛永通費 裏面は、無地、Nα45-1

第47号土装 寛永通費 裏面は、無地、Nol

第48号掘立 不 明 裏面は、無地

第 4号掘立 不 明 裏面は、無地
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3.中世以降の遺構

中世以降の遺構としては、具体的な時期を確定することは出来ないが 3本 の道路状の遺構があ

る。この遺構は、 I郭の南西部に所在 しており、D3,E3の 南側であり、暗褐色土が固 く踏み

固められている。(第 157図、図版36)

第 1号道路は、E3杭の南側で南東から北西方向 (N-33° 一W)に かけて出来てお り、北側

で東西方向に伸びる第 3号道路と接続 しているが、南側は土層図Cの部分から切れている。全長

は、24.Omを 計測する。道路の構造は、土層図Aの南側3,00m付近から溝状になっている。北側

は、小山状の道路 となっている。小山状の部分は、幅1,00m,高 さ0.15mを 計測する。溝状の部

分は、幅が1.00～ 1.70mを計測 し、0.10～ 0.20mの深さを有 している。土層 としては、暗褐色土

や黄褐色土が道路内に堆積 しているが、北側や南側でも盛土 して道路を構築 したものではな く、

遺跡の覆土を利用 した状況である。

第 2号道路は、D3杭の南側で北東から南西方向 (N-49° 一E)に かけて出来ており、小山

を呈 している。全長は、19。 10mを計測 し、路面幅0.55～ 0,90m,路 面基底部幅1.60～ 2.00m,高 さ

0.15～ 0.20mを、各々計測する。北端と南端は、消失 している。土層は、暗褐色土 と黄褐色土が

固く踏み固められており、その状況は第 1号道路と同様である。

第 3号道路は、E3杭の北側で第 1号道路と接続 しており、東西方向に出来ている。全長では

19.50m,幅 1.20mを計測するが、上面はほとんど消失 しており、基底部のみを残す程度である。

道路の構造及び土層は、第 1号、 2号道路と類似する可能性がある。

この第 1～ 3号道路は、遺跡覆土の黒褐色土上面に所在 しており、路面部分は黒褐色土上位層

の暗褐色土中に相当する。第 1号 と 2号道路は、接続 しない状況で確認 されているが、「 L」 字

型で正方形的なプランを有 している点注目される。この遺構に伴 う遺物としては、何 ら出土 して

いない。その層位関係から、近世以降の可能性を有 している。
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2号道路土層凡例

1 暗褐 色土層 じまり良、ローム粒子、土器糧子、脚 ヒ物粒
子を含む

2.暗 褐 色土層 しまり不良、ローム粒子を含む
3.暗黄褐色土層 ロームブロックを含む
4黄 福 色土層 ハードロームを中心とした居
5,暗 褐 色上層 1層 よリローム粒子を含む、しまり良
6.暗 禍色土唐 しまり不良、ローム粒子を含む
※踏み固められている

第157図  第1・ 2号道路状遺構実測図

L-34,30m

O― lm
(C)

1号道路土層凡例 (A・ B)

1.贈偶色土層 しまり良、日―ム粒、ロームブロック、炭化粒子、

土器粒子を合む

&籐驚昌りこ‖果遅E全あと

`据

暮む
争薙輻色圭属震‖畳、口Art子を含む

同土層凡例 (C)

1 暗褐色土層 ロームブロック、ローム粒、粘土小ブロックを

2暗禍色土膚 言三ヂづ留う 、口 AH子、脚 LIt、 粘上カ ッ

クを含む、しまり不良

:羅憂爾́督優簿豊t翠給む

°   Z        4
(A)

4

(B)
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V。 中世以前の遺構と遺物

当古屋敷遺跡で、中世の城館址が出現する以前の遺構としては、古墳時代から平安時代までの

住居址と、遺構は確認出来なかったが、縄文時代の遺物が出土 している。住居址は、全部で34軒

確認されているが、 I郭 とⅡ郭に位置する住居址は、中世城館址築城時に一部か半分を破壊 され

ている住居址が多 く、破壊を受けていない住居址は4軒 (Ⅳ郭 と北東部)のみである。

第94表 住居址一覧表 1

住居址Nα 東西径(m) 南北径(m) 深さ(m) 方  位 形 状 位穴 カ マ ト 貯蔵穴 備 考

第 1号住居址 N-50° 一E 楕円形

第 2号住居址 N-46° 一W 正方形

第 3号住居址 N-25° 一W 長方形 2 北壁中央

第4号住居址 630 N-8° 一W 長方形 4 北壁中央

第 5号住居址 N-15° 一E 正方形 4

第 6号住居址 N-8° 一E 正方形 5

第 7号住居址 N-47° 一E 正方形 4 北壁中央

第 8号住居址 N-40° 一W

第 9号住居址 N-85° 一E 長方形 西壁中央

第10号住居址 420 390 027 N-30° 一W 長方形 北壁中央

第11号住居址 228 N-0° 一E 正方形 5 北壁中央

第12号住居址 N― 一 E 隅丸方形 4 北壁中央

第13号住居址 555 585 N-37° 一W 不整方形 6

第14号住居址 カマ ドのみ

第15号住居址 305 N-17° 一W 不整方形 4 北壁中央

第16号住居址 N-30° 一W 正方形 5 北壁中央

第17号住居址 N-6° 一E 不整方形 4 北壁中央

第13号住居址 790 N-10° 一W 隅丸方形 北壁中央

第19号住居址 275 N-11マ ーE 長方形 3 北壁中央

第20号住居址 N-14° 一E 隅丸方形 3 北壁中央

第21号住居址 502 N-18° 一W 隅丸方形 5 北壁中央

第22号住居址 072 N-29° 一W 隅丸方形 4 北壁中央

第23号住居址 N-14° 一W 隅丸方形 5 北壁中央

第24号住居址 225 N-75° 一W 隅丸長方形 1

第25号住居址 N-25° 一E 隅丸方形 1 北壁中央

第26号住居址 382 N-17° 一E 隅丸方形 4 北壁中央
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第94表 住居址一覧表 2

住居址Nα 東西径(m) 南北径(m) 深さ(m) 方位 形状 柱穴 カマ ド 貯蔵穴 備考

第27号住居址 N-0° 一E 方形 5 北壁中央

第28号住居址 020-030 N-8° 一E 長方形 6 北壁中央

第29号住居址 585 N-35° 一W 隅丸方形 5 北壁中央

第30号住居址 N-21° 一E 隅丸方形 5 北壁中央

第31号住居址 535 N-17° 一E 隅丸方形 5 北壁中央

第32号住居址 N-27° 一E 隅丸方形 0 北壁中央

第33号住居址 N-25° 一E 隅丸方形 4 北壁中央

第34号住居址 245 N-25° 一W 長方形 0

1.住居址 (第 158～212図、第94-1・ 2表、図版37・ 46・ 54・ 55)

第 1号住居址 (第 158図 )

本住居址は、 I郭の中央西側に位置 している。大きさは、東西径4.72m、 南北径8.61mを 計測

し、楕円形状を呈 している。方位は、N-50°一Eで ある。床面 は、 しっかりした貼床であるが

壁は確認されなかった。柱穴は、全部で13本確認されたが、規則性を持 った柱穴配置ではない。

カマ ドや炉址は、認められなかったし、本址に結び付 く柱穴は確認されなかった。また本址 は、

第 号堀上面に所在するため、中世の遺構と判断される。

第 2号住居址 (第 159。 160図、第95表 1・ 2)

本址は、 I郭の北西部に位置 し、住居址の北側と南西部は堀 3と 堀に切 られている。確認部分

での大きさは、東西径7.50m、 南北径6.20m、 深さ0.40mを 計測 し、正方形状を呈する住居址 と

判断される。方位は、N-46° 一Wで ある。

床は、しっかりした貼床であり、壁はほぼ垂直に掘 り込まれており、壁溝は全周 している。柱

穴は、各コーナー付近に4本 とP3の東側に 1本の 5本確認されている。カマ ドは、第 3号堀に

より北壁同様破壊されている。

土層は、暗褐色土、黒色土、黄褐色土がレンズ状に堆積 しており、暗褐色土が 6層 に、黒色土

が 2層 に、黄褐色土が 2層 に各々細分される。黄褐色土は、ロームが分解 したものである。

出土遺物は、土師器郭、甕、甑、須恵器杯、手握土器、土玉などが検出されている。第 160図

Nol～ 11は 、土師郭である。Nol,5,8,10の 4点 は、床面上 3～ 4 cmの 所か ら検出されてい
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第158図 第1号住居址実測図

ることから、本址に結び付 く遺物と判断される。他の郭は、床面上 9 om以 上の所か ら検出され

ている。No12は、須恵器郭で1/4程度の破片で床面上20.5cmの 所より検出されている。No13は、

手捏土器で体部を一部欠損 しており、床面上 10。 Ocmの所より検出されている。No141ま、土師器

の甑で体部を1/4程度欠損 しており、床面上8.Ocmの所より検出されている。No151よ 、土師器広

口甕である。器面に煤が付着 しており、床面上 1～ 9 cmの所より検出されている。このNo14,15

は、出土 レベルから本址に結び付 く遺物と判断される。

これ以外では、No16は軽石で床面より検出され、No17～ 19は土玉である。土玉は、床面上13.0

clllの 所から検出されいる。

これらの遺物から、本址は古墳時代後半に位置する住居址と判断される。
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住居址土層凡例

1 暗掲色土
2 ngs色土
3.黒 色 土
4 晴福色士

ローム小猿を合む
ローム粒子を含む
ローム粒子を含み、朝るい
ロームブロックを合み、明るくす
んでいる

L=35,00mトーーーートーーー引 m

第159図 第 2号住居址実測図

5 皓掲色土 ローム粒子を含み、陪い
6 暗偶色工 明るく絡性を有す
7 黒 色 ± 3層 より明るく、ローム粒子を含む

む
8 暗褐色土 暗く、ローム粒子、ローム小ブロッ

クを含む
黄掘色土 ロームが分解したもの
黄裾色土 ハードロームが分解したもの
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第95表 第 2号住居址出土遺物一覧表 1

挿図No 名  称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成。色調 備   考

第160図

Nol

土師器
罫

Ａ

Ｂ

Ｄ

と
万

体部は、内傾している。

陵は、丸みを有ししっ

かりしている。□縁部
は、垂直に立ち上がる

口縁部は横位のヘラナ

デ、体部は、ヘラ削り

後ヘラナデ、内面は、
ヘラナデ

長石粒、石英粒、
密

良好

明茶褐色

+4

第160図

No2

土師器
罫

Ａ

Ｂ

Ｄ

底部欠損

体部は、内傾している。

陵は、丸みを有してい

る。国縁部は、やや内

傾ぎみに立ち上がる。

口縁部は、横位ヘラナ
デ体部は、ヘラナデ

内面は、ヘラナデ

好

色

密

良

黒

内面磨滅大

+9

第160図

Nα 3

土師器

邪

Ａ

Ｂ

Ｄ

底部は、やや平底化し

ている。体部は、内傾
ぎみ陵は、しっかりし

ている。日縁部は、内

傾している。

口縁部は、横位ヘラナ

体部と内面は、ヘラナ

密

暗茶褐色

内外とも磨滅
一括接合資料

第160図

Nl14

土師器

郭

Ａ

Ｂ

Ｄ

1ノ//2

体部は、内傾ぎみ。

陵は、しっかりしてモ

る。□縁部は直立

口縁部は横位ヘラナデ

体部と内面はヘラナデ

色

好

褐

密

良

暗

体部下半以上

を欠く
+18

第160図

Nlo5

土師器
邦

A 147
最大径 151

B  51

1/2
体部は、内傾しながら

口縁部に到る。日縁部
は、やや内傾している。

口縁部は、横位ヘラナ
デ、体部上半は、ヘラ

削り後ヘラナデ、下半
はヘラナデ

砂粒、密

良好

暗茶褐色

口縁部内面に

煤付着
十 3

第160図

No6

土師器

郭

Ａ

Ｂ

Ｄ

145

42
149

底部は、平底化してお

り、陵は線は消失し、
日縁部はやや内傾ぎみ

口縁部ヘラナデ

体部はヘラ削り後にヘ

ラナデ

密

良好
黒色 (内墨)

口縁部一部欠損
口縁部内面黒

+13

第160図

No7

土師器
堺

A 137
B  42
D 142

体部は、内傾しながら

立ち上がり、陵線は消

失し、回縁部は内傾し

ている。

口縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ削り後にヘラ

ナデ、黒色処理

密

良好

内部黒色

口縁部一部欠損

+10

第160図

Nα 8

土師器

不

Ａ

Ｂ

Ｄ

146
50
151

3/4
体部は、内傾ぎみに立
ち上がり、陵線はなく
回線部は直立

口縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ削り後にヘラ

ナデ

密

良好

内外黒色

体部～口縁部に

かけ%欠
+4

第160図

No9

土師器

堺

A 136
B  39
D 131

1/2
底部は、平底ぎみで肥

厚、回縁部は、やや内

傾ぎみで直立、日縁内

面に低く陵線を有す

口縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ削り後にヘ

ラナデ

小石 密

良好

暗褐色、黒色

体部下半欠損
+21

第160図

Nα 10

土師器

不

Ａ

Ｂ

Ｄ

体部は、内傾ぎみに立
ち上がり、陵線は痕跡
を残す、日縁部は直立

している。

口縁部横位ヘラナデ

体部ヘラナデ
雲母粒、石英粒

良好

黒色

口縁部2/3欠損

表面磨滅大
+5

第160図

Nα ll

土師器
邦

Ａ

Ｂ

127

42 1/2
体部は、内傾ぎみに立
ち上がり、日縁部は外
傾

口縁部ヘラナデ

体部ヘラ削り後ヘラ

ナデ

密

良好

暗褐色
体部1/2と 底部

欠損
+25

第160図

No 12

須恵器

郭 Ｂ

Ｃ

1/4
底部は平底で内面削り

出す、体部は内傾ぎみ

に立ち上がっている。

口縁部回転ヘラナデ

体部回転ヘラ削り

底部回転糸切り

石英粒含、灰褐色

良好

灰褐色 +205
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第95表 第 2号住居址出上遺物―覧表 2

挿図血 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備   考

第160図

Nα 13

線

器

手

上
A98× 100
B58× 62 と

死

底部は、水平で体部は

内傾ぎみに立ち上がり
回縁部はやや内傾

密
ヽ
　

色

粒

好

褐

砂

良

暗

表面全体が磨滅

体部一部欠損
+10

第160図

No 14

土師器

甑

A(238)
B 265
C 122

3/4
口縁部は緩やかに外傾
し、体部は内傾してい

る。

□縁部手ナデ体部右下

りの削り、ヘラナデ、

底部手持ちヘラ削り内

面ナデ

砂
ヽ
　

色

母

好

褐

雲

良

茶

□縁一部残

体部3/4残
+8

第160図

No 15

土師器

小型壷

(広口)

Ｂ

Ｃ

底部は小さく内傾して

おり体部は球体をなる。

頚部は内傾し、日縁部
は外湾する

口縁部ヘラナデ

体部端整なヘラナデ
級密

良好

暗褐色

表一部磨滅
口唇部～体部の

一部欠損

表に煉一部付着
+7～ 9

第160図

No 16 軽 石

径

53× 50× 32

床直

第160図

No 17 土  玉

径

3_1× 29× 09
粗

良好

暗褐色

２

＋

蠅
剛 土 玉

径
23× 21× 19

孔
05× 02

色

粒

好

褐

砂

良

茶 ‐Ｏｇ
弼

第160図

Nα19 土 玉

径
20× 19× 18

孔
05

色

密

好

褐

緻

良

明
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第 3号住居址  (第 161図 )

本址は、 I郭の南西部に位置 しているが、東側と南側は破壊されている。確認面での大 きさは

東西径7.50m、 南北径 10。 10m、 深さ0.09mを計測 し、長方形状を呈するものと判断される。方位

は、N-25° 一Wで ある。

床面は、しっかりした貼床であるが、柱穴から壁にかけては柔弱となっている。壁は、 ほぼ垂

直に掘 り込まれているが、壁溝は認められなかった。柱穴は、西側で 2本確認されたのみである。

貯蔵穴は、確認されなかった。

土層は、暗褐色土と黒褐色上が堆積 している。カマ ドは、北壁中央部に位置 しているが、東側

は住居址同様消失 している。大きさは、長さ1.61m、 幅1.14m、 高さ0.1lmを 計測する。燃焼部

は、カマ ドの中央よりやや北側に位置 し、床面より9cm程度下がっている。 この部分は、良 く

焼けているためロームも分解 している。煙道部は、燃焼部より5 cm程度上位面 に位置 し平坦面

を成 している。袖は、砂質粘土を用いて構築されている。

出土遺物は、住居址とカマ ド内より土師器郭、甕などの破片が検出されたが、図示可能な遺物

は検出されなかった。これらの遺物から、本址は古墳時代後半の住居址と判断される。

第 4号住居址 (第 162図 )

本址は、 I郭の北西部に位置しており、第 号堀に住居址の南西部を切 られている。確認面で

の大きさは、東西径6.30m(推定)、 南北径7.00m、 深さ0。 25mを計測 し、長方形状を呈 してい

る。方位は、N-8° 一Wで ある。

床面は、比較的しっかりした貼床で、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。壁溝は、北西壁以外

全周 しており、幅0。 18m、 深さ0,07mを計測する。柱穴は 3本確認されたのみである。貯蔵穴は、

カマ ドの西側に位置 している。大きさは、東西径0,85m、 南北径0,70m、 深 さ0.69mを 計測 し、

不整長方形状を呈 している。

土層は、黄褐色土、暗褐色土、暗茶褐色土、黒褐色土が堆積 しており、暗茶褐色土が 6層 に細

分される。また、第 3層 の暗茶褐色土、第 4層 の黒褐色土、第 5,7層 の暗茶褐色土は、焼土粒

子や炭化物粒子を含んでいる。貯蔵穴内の土層は、暗褐色上、暗赤褐色土、暗黄褐色土が堆積 し

ており、第 1層 と第 5層 の暗褐色土は焼土粒子を含んでいる。

カマ ドは、北壁中央部付近に位置するものと判断される。大きさは、長 さ1,40m、 幅1.40m、

高さ0.15mを計測する。燃焼部は、カマ ド中央部の南側に相当 し、床面か ら2 cm程度下がって

いる。この部分はロームが良 く分解 している。煙道部は、燃焼部 より 5 cm高 くなった後、壁外
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へ0。 20m突出する。煙道下位面は緩やかに立ち上がっている。カマ ド内に、焼土層は見 られない

が第11層 の暗赤褐色土層が、これに相当するようである。

出土遺物としては、住居址内より土師器堺、甕、紡錘車片、土玉などが検出されているが、そ

の多 くは破片であり、図示 したのは土師器郭 (第 166図 Nol)、 紡錘車片 (同 図 No2)、 土玉 (同

図 No3)の 3点 のみである。Nolは、床直で、 No2、 3は床面上 6 cmの 所より検出されてい

る。また、北東コーナー部の炭化材と貯蔵穴内覆土層に焼土が混入 していることから、焼失住居

(廃棄後)と 判断される。

本住居址は、その遺物から古墳時代後半に位置する住居址と判断される。

第 5号住居址 (第 163～ 165図、第96表 1・ 2、 第97表 )

本址は、 I郭の中央西側に位置し、第 4号堀に北東部を掘 り切 られている。確認面での大 きさ

は、東西径5,50m、 南北径4.50m、 深さ0.22mを計測 し、正方形状を呈するものと推定 される。

方位は、N-15°一Eと 推定される。

床面は、しっかりした貼床であり、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。壁溝は、確認部分では

全周 しており、幅0.20～ 0.30m、 深さ0.04～ 0.07mを計測する。柱穴は、4本確認されている。カ

マ ドは、第 号堀に破壊されているが、中央北側で第 号堀南壁上面に焼土域が所在 しているこ

とからこの焼土域がカマ ド燃焼部と判断される。大きさは、東西径1,15m、 南北径0.60mを 計測

する。貯蔵穴は、確認されなかった。

住居址の覆土は暗褐色土、黒褐色土、黄褐色上が堆積 しており、黒褐色土が 4層に細分される。

これらの土層は、ローム粒子やローム小ブロックを含んでいる。

焼土域は、良 く焼けており焼土層には、砂、灰を含んでいる。焼上下のローム層は、良 く分解

している。このことから、前述のようにカマ ド燃焼部と判断される。

出土遺物としては、住居址内より上師器郭、甕、土玉、カワラケなどが検出されている。土師

器郭と甕は、破片のみで図示不能である。第166図 No4は、床面上 9 cmよ り検出されたカワラ

ケで中世品である。同図 No2は、床面上13cmよ り検出された須恵器甕片である。同図 No 6は 、

砥石であり、No7～ 19ま では土玉である。これらの諸遺物は、住居址の南側に集中している。

本住居址の時期は、出土遺物から古墳時代後半に位置 している。また、住居址の西側には第 1

号地下式倉庫が、本址を掘 り切 っている。

-321 -



EＦ
一

ヨ
|

Ｚ
一

戸

「

=¬

イ  
ー

Y

住居址土層凡例

!:暮暑:こ 二ξ
会盤軍と日Ξ会子ロサうと魯患

L==34.30m卜 ~~―____―

「
――――――――子m

カマド土層凡例

1.茶掲色砂層

&露蝶桑」星焼船∴ロームブロックを含む

&乗轟提景圭焼土ブロック、醐ヒロ_ムを含む

矯轟罷景圭懲散嬢圭選を魯患

,社 農
赤謁
監

口奎翠留日とぉ討ク裕む
11 贈赤掲色上 焼土粒子を含む

|■■焼  土

汗■砂質粘土
0               1

L=34.20m l―

―

m

第 3号住居址実測図
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一

∞
|

住 居 址 土 層 凡 例

i 黄禍 色土 ローム崩れ込み

2暗 褐 0■ ロームフロックを含む

3 賠茶褐色土 ローム粒、土器散、焼土激を含む

4.黒 据 色土 炭化粒、黒灰を含む

5 皓茶褐色土 ローム粒、焼土粒を含む

6 皓茶掲色土 ローム粒、土器粒を含む

7 皓茶褐色土 炭化粒、ローム粒を合む

a.暗茶掲色土 ローム粒、土語粒を含む

9 晴茶褐色土 黒色土を含む

×
|

焼土

砂質粘土 ×
|

第162図  第 4号住居l■実測図

L=34.60m l    

―

m

カマド土層兄例

1 皓 褐 色 土 黒色■を多く混入している
2 暗 据 色 ■ 3層 より皓い
3 暗 掘 色 土 焼土粒、ロームItuを 合む
4.茶 偶 色 土
5,暗 撮 色 ± 6層 より皓い
6 暗 偶 色 土 焼土粒を含む
フ 黒 福 色 土
8暗 赤掲 0土 焼土激、ロームllを 含む
9 暗赤掘色土 焼土ブロッタローム粒をそれぞれ50%含む
10皓 赤偶色土 焼土小ブロックを含む
11 階赤褐 色土 焼土粒を含む
12.階 赤褐色土 ロームru、 焼土社を含む
13晴 赤褐色土 焼土粒を含む
14 晴赤裾 色土 残土少量と褐色土が混じり合っている
15 暗黄茶褐色± 14層 より撮色土量が多い
16賠 黄褐色土 ロームプロッケを含む
1フ 膳茶掲色土 焼土粒を含む
18錯 茶褐色土 砂粒、凝土粒を含む
19贈 赤褐色土 焼土ブロックを含む
20暗 茶褐色土 砂を多量に合む カマド機部分
21 暗 赤 色 土 焼土粒、ローム粒を含む

0                  1
L=34.60m―

―

m
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土層凡例

1 贈偶色土 ローム粒子、ロームプロックを含む

2.R4R色 土 ロームブロック、ローム粒子を含む

3 黒福色土 ローム粒子を含む

4.黒禍色土 焼土粒、ローム粒子を含む

5 黒編色土 ローム粒子を合む

6.資褐色土 ロームブロック

フ.黒福色土

0        2 4士 焼土

L=34.10m~― m

上層凡例

1.焼  土 砂、自灰を含む

と焼 土台壌慾籍患
3.黒裾色土 黒灰、炭化/1ヽ ブロック、ロームれを含む

4 黄裾色土 酸化還元層

5`暗褐色土 黒灰、境土粒を含む

L=34,00m r―
―

m

第163図 第 5号住居址実測図
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第164図  第 4、 5号住居 l■出土遺物実測図
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第96表 第4.5号住居址出土遺物一覧表 1

挿図NQ 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備 考

第164図

Ndl
鰤
郭

A   127
B50× 49
C   35
D   124

2/3
底部は小さく平底で、

体部は内傾ぎみに外傾

し陵線は低く、日縁部

は外湾

口縁部横位ヘラナデ、

体部ヘラ削り後ヘラミ

ガキ、底部ヘラ削り後
ヘラナデ

小石、長石、石英

砂粒、粗

良好

赤褐色=朱彩

第4号住No l

内外赤彩

床直

第164図

Nα 2

防錘草

片

径

径

　

径

上

下

Ｂ

孔

(32)

(4.6)

16
09× 09

1/2 1/2程度で、側面に整

型痕を残す

第4号住No2

滑石

+6
20g

第164図

Nα 3 上 玉

径
2.6× 24× 2.1

孔
08× 03

砂、長石

良好

暗褐色

第4号住No3

+6
10g

第164図

No4

カヮ

ラケ

A   77
B 25～ 30
C   4.0

底部は、水平でやや突

出し体部はやや内傾ぎ

みに外傾、口縁部は水耳

表全面回転ヘラナデ

底部糸切り、日縁部は

回転ヘラ肖Iり

小石、砂粒

良好

明褐色

口縁部に煤付着

第5号住No l

+9

第164図

Nα 5

質恵器

甕 片 内傾する体部

体部表面はヘラナデ

体部内面は円形文

長石粒

灰褐色

第5号住No2

+13

第164図

Nα 6

砥 石 長  70
上巾 2o
下巾 27
厚  15

上下面と右側面を使用 砂岩

第5号住No3

-括接合資料

第164図

Nd7 土 玉

径
25× 25× 2.1

孔  06

長石、石英、雲母

良好

暗褐色

第5号住血4

10g
+10

第164図

Nα 8 土 玉

径

　

孔

2.5× 24× 23

07× 06

雲母、砂粒、石英

良好

暗褐色

第5号住血5

20g
+13

第164図

Nα 9 土 玉

径
24× 24× 0.3

孔 09× 04

長石、雲母、砂粒

良好

暗茶褐色

表面磨滅

第5号住Nc6

15g+13

第164図

Nc10 土 玉

径

25× 24× 2.1

孔   09
を万

雲母、長石、砂

良好

明褐色

第5号住No7

20g
+13

第164図

Nα ll 土 玉

径
25× 25× 19
孔  07

一
死

石英、砂粒

良好

暗褐色

第5号住Nc8

15g
+12

第164図

Nα 12 土 玉

径
22× 21× 20

孔  04
占万

色

密

好

褐

緻

良

暗

第5号住No9

10g
+12

第164図

Nα 13 土 玉

径
28× 28× 24

孔 04× 06
ウ万

砂粒

良好

明黒褐色

第5号住No 10

20g
+2

164図

No 14 土 玉

径
26× 24× 20

孔 05× 04

長石粒、砂粒

良好

明茶褐色

第5号住No ll

20g
+2
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第96表 第4.5号住居址出土遺物一覧表 2

挿図No 名 務 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備 考

第164図

No 15 土 玉

径
23× 20× 20

孔 0.5× 04

砂粒

良好

明茶褐色

第5号住血12

10g
+11

第164図

Nα 16 土 墨

径
20× 19× 16

孔  03

砂粒

良好

黒褐色

第5号住No 13

10g
+34

第164図

No17 土 墨

径
23× 23× 19

孔 06× 0,4

小石、砂粒、粗

良好

暗褐色

第5号住No 14

15g
+19

第164図

Nα 18 土 玉

径
23× 21× 17

孔  05

小石、雲母、長石粒

良好

黒色

第5号住No15

10g
+41

第164図

No 19 土 玉

径
3.5× 3.5× 32

孔 08× 0.4

1///2

砂粒、粗

良好

暗褐色

第5号住No16

10g
+13

第165図

Nα20 土 玉

径

2.2× 2.2× ■9

孔 0,6XO.4

石英、砂粒

良好

暗褐色

第5号住No17

+20
10g

第165図

No21 土 玉

径
29× 28× 27

孔 0,7× 04 色

粒
好

褐

砂
良

暗

第5号住Na18

+15
20g

第165図

Nα 22 土 玉

径
2.8× 2.5× 22

孔 05× 03

長石、雲母、砂粒

良好

暗褐色

第5号住No 19

+15
20g

第165図

Nc23 土 玉

径
22× 1_9× 17

孔 0.6× 04
一
九

長石、石英

良好

暗褐色

第5号住Nd20

+15
10g

第165図

Nα 24 土 玉

径
2.9× 23× 2.1

孔 06× 03
う九

長石粒、砂粒

良好

暗褐色

第5号住No21

+15
10g

第165図

Nα 25 土 玉

径
21× 19× 1.6

孔 06× 03

長石、砂粒

良好

暗褐色

第5号住No22

+15
15g

第165図

Nα26 土 玉

径
3.0× 2,7× 24

孔 07× 0.4 色

粒

好

褐

砂

良

暗

第5号住No23

+15
20g

第165図

Nα27 土 玉

径
2,7× 26× 2.2

孔 09× 0,4

長石、砂粒

良

暗褐色

第5号住No2・4

+15
15g

第165図

Nα28 土 玉

径
24× 23× 21

孔 0.5× 0.4

一部欠
色

密

好

褐

級

良

暗

第5号住No25

15g
+15

第165図

Nα 29 土 玉

径

2.7× 2.4× 22
孔 06× 04

長石、砂粒、織密

良好

暗褐色

第5号住No26

15g
+15

-328-



第97表 第 5号住居址出土遺物一覧表

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土。焼成・色調 備 考

第165図

No30 土 玉

径
27× 25× 20

孔 06× 03
を万

砂粒

良好

暗褐色

第5号住No27

+15
20g

第165図

Nα 31 土 玉

径

28× 28× 23
孔 03× 06

長石、石英

良好

暗褐色

第5号住Nd28

+15
15g

第165図

No32 土  玉

径
3.0× 36× 21

孔 03× 05

小石、砂

暗褐色

第5号住Nc29

+15
25g

第165図

Nα 33 土 玉

径

2,7× 24× 22
孔 06× 24

長石、砂粒

良好

明褐色

第5号住血30

+15
15g

第165図

No34 土 玉

径
24× 24× 20

孔 06× 03

砂粒

良好

暗褐色

第5号住血31

+15
15g

第165図

Nα 35 土 玉

径

29× 28× 23
孔  07

砂粒

良好

暗茶褐色

第5号住No32

+12
20g

第165図

No36 土 玉

径
27× 2.5× 22

孔 06× 04

雲母、石英、砂粒

良好

暗褐色

第5号住血33

+12
20g

第165図

No37 土  玉

径
22× 21× 16

孔 05× 03

と死

長石、砂粒

良好

明茶褐色

第5号住NG34

+5
10g

第165図

Nc38 土 玉

径
29× 26× 20

孔 05× 03
ｅ万

砂粒

良好

茶褐色

第5号住血35

+8
20g

第165図

Nα 39 土 玉

径
2.9× 29× 22

孔 05× 0.3

ヽ
　

色

母

好

褐

雲

良

暗

長石粒 第5号住No36

+17
20g

第165図

No40 土  玉

径

3.1× 29× 27
孔  08× 05

石英、雲母、砂

良好

暗褐色

第5号住No37

+8
25g

第165図

Nα 41 土 玉

径
28× 27× 21

孔 05× 03

砂粒

良好

明褐色

第5号住Nα 38

+7
15g

第165図

No42 土 玉

径

24× 21× 19
孔  06× 04

小石、長石粒

良好

暗褐色

第5号住No39

+20
10g

第165図

Nα 43 土 玉

径
20× 20× 17

孔 05× 04
一部欠

小石、砂粒

良好
黒色

第5号住No40

床直 10g

第165図

Nα44 土 玉

径
2.6× 24× 17

孔 07× 06
を万

長石、石英、砂

良好

暗褐色

第5号住Nc41

+16
20g
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住居址土層凡例

1.掘  色  上 (ロ ーム粒を含み、しまり良好)

A.暗 赤褐 色土 (焼土様を含む)

B,掲色砂質粘上
C 暗赤福色土 (焼土激、炭化社を含む)

D 黒 褐 争 土 (砂、焼土粒、炭化拉を含む)

焼

L=34,70m         m

第166図 第 6号住居l■実測図

第 6号住居址 (第 166図 )

本址は、 I郭の北西部で第34、 50号建物址に大部分を破壊されている。確認部分での大きさは、

東西径3.20m、 南北径3.40m、 深さ0。 12mを 計測 し、正方形状を呈 している。方位は、N-8° 一

Eである。

床面は、比較的 しっかりした貼床であり、壁はほば垂直に掘り込まれている。壁溝は、カマ ド

の部分以外全周 しているようである。柱穴は、Pl,2の 2本確認されたのみである。カマ ドは

北壁中央部に位置 しているが、焚日と煙道は破壊されており、両袖 と燃焼部を残す程度である。
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燃焼部は、良 く焼けており、焼土がしっかり残っている。暗赤褐色土が、これに相当する。

住居址の覆土は、暗褐色土がローム粒子を含みながら堆積 しているのみである。出土遺物 とし

ては、土師器郭の小破片がごく少量検出されたのみで、図示可能な遺物は検出されなかった。本

址の時期としては、出土遺物から奈良時代の住居址と判断される。

第 7号住居址  (第 167・ 168図、第98表 )

本址は、 I郭の南西部で南側土塁北側に位置しており、東西径4.75m、 南北径4.85m、 深さは

南側で0。 54m、 ヵマ ド付近で0.15mを計測する。方位は、N-47° 一Eで ある。本址は、 I郭南西

部にある浅い谷に面 し、谷側にカマ ドを有するため北側が浅 くなっており、正方形をなす。

床面は、柱穴内がしっかりした貼床で、柱穴から壁にかけては柔弱な床面となっている。壁 は

ほぼ垂直に掘 り込まれており、壁溝はカマ ドと貯蔵穴の部分を除き全周 しており、幅0.20m、 深

さ0.04～ 0.06mを計測する。柱穴は、各コーナー付近で 4本確認されている。

貯蔵穴は、住居址の北東コーナーに掘 り込まれており、東西径1.30m、 南北径0。 73m、 深 さは

0.69mを計測 し、隅丸長方形状を呈 している。底面は、ほぼ平坦であり壁は、北壁、南壁、東壁

はほぼ垂直に掘 り込まれているが、西壁は斜めに掘 り込まれている。

住居址の覆土は、暗褐色土と黒褐色土が堆積 しており、暗褐色土が 5層 に細分される。これ ら

の土層は、ローム小プロックやローム粒子を含んでいる。また、貯蔵穴内には黒色土、黒褐色土、

黄褐色土が、ローム粒子を含みながらレンズ状に堆積 している。

カマ ドは、北壁中央部に位置 しており、長さ1.15m、 幅1.15m、 高さ0.25mを計測 している。燃

焼部はカマ ドの中央南側に位置 し床面とほぼ同じ高さである。焼土は、カマ ドで確認されなかっ

たが、 3層 に焼土粒子を含んでいる。燃焼部下のローム面は、あまり焼けていない。

出土遺物は、土師器郭、甕、壷、羽日、支脚、土玉などが検出されている。出上位置 としては

カマ ド東側に集中しているようである。第170図が、本址の出土遺物である。Nolは 、土師器郭

で床面より検出され、No6は羽口小片で床面上22cmの 所より検出されている。No3,4は土師

器甑片である。No7は、床面か ら検出された土製紡錘車の完型品である。No 8～ 10の 3点 は、

土玉の完型品である。

出土遺物から本址の時期は、古墳時代後半に位置するようである。
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住居址土層凡例

1.皓 褐 色 土 ローム小ブロックを含み、柔かい

2.暗 褐 色 ± 1よ り暗い、柔かい

3.暗 禍 色 土 ローム粒を含み、票かい

4.暗 禍 色 土 ローム小ブロックを含む

5 黒 褐 色 土 炭化物粒子、日―ム機を含む

6.暗 禍 色 土 ロームTH、 焼土粒を含む

フ ロームブロック

0              2
L=34.30m~~m

駐
齢

醐

関

キ
XI

第167図 第 7号住居址実測図

ヨ
|

カマ ド土層凡例

1.黒 掘 色 土 砂賞である

2.黒 褐 色 土 砂質で、娠土プロックを含む

3 黒  色  ■ 2よ り皓く、砂質で、焼土社を含む

4 暗 福 色 土 砂質で、焼土ブロックを含む

5.階 禍 色 土 砂質でしまっている
6 焼土ブロック

7 黒 色  土 砂寅で軟質

8`黒  色  土 焼土ブロックを含む

XI

土焼

●i!砂質粘土
0               1

と-33,90m~m
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第168図 第 7号住居llL出 土過物実測図
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第98表 第 7号住居址出土遺物一覧表

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土。焼成・色調 備   考

第168図

Nα l

土師器

郭

Ａ

Ｂ

142

50
体部は内傾ぎみに立ち

上がり、低い陵線に到
る。日縁部は、やや内

傾ぎみで口唇部は水平

口縁部ヘラナデ

体部横位ヘラ削り

縦位ヘラ削り

小石、砂粒

良好

黒褐色、赤褐色化 床直

第168図

No2

土師器

壷

Ａ

Ｂ

Ｃ

72
54
40× 37

2/3
底部は水平で体部は直

線的に外傾、口縁部は

内傾後外湾している。

日縁部ヘラナデ

体部縦位ヘラ肖1り 、横
位ヘラナデ底部ヘラ削
り

小石、石英、砂粒

良好

暗茶褐色
手捏土器

+20

第168図

No3

土師番

甑

A  280
B 177 1/5

体部は、内傾ぎみに外

傾、口縁部は、外湾す
る。

□縁部横位ヘラナデ

体部右下りのヘラ削り

後ヘラナデ、縦位ヘラ

肖Jり

長石、石英、砂粒

良好

暗褐色 +6

第168図

No4

土師祭

甑

Ａ

Ｂ

Ｃ

1///6

体部は、内傾ぎみに外
傾、日縁部は、外湾し

ている。

口縁部ヘラナデ

体部右下りのヘラ削
後ヘラナデ

長石、石英、雲母
良好

暗褐色一部黒色 +6

第168図

No5

支脚

高 215
巾  61
厚  6.8
軸  10

楕円形を呈しており下

部に軸痕を有す。
粗

良好

赤褐色

下部欠損
+7

第168図

No6

羽口片

長  7.9

孔  40
1/4

上下と中央以上を欠く

隅丸方形状を呈 してい

る。

小石、雲母
良好

灰褐色、淡赤褐色 +22

第168図

No7

土 製

紡錘車

径

径

上

下

孔

2.5× 30
4.9× 48
06

と九

台形状をなすが、側面
は丸く造り出している

長石、石英

良好 (硬質)

暗褐色
床直

第168図

Nα 8

土 玉

径

27× 23× 23
孔    06 色

粒

好

褐

砂

良

茶
+6
20g

第168図

No9

土 玉

径
26× 24× 23

孔  06

長石、石英、粗い

良好

茶褐色
床直

第168図

Nd10

土 玉

径
34× 32× 3.0

孔 06× 03
を
死

色

粒

好

褐

砂

良

暗

+17
35g

第 8号住居址 (第 169図 )

本址は、 I郭の北西部で土塁Cの下に位置するが、東、西、南を第 2号堀と3号堀に切 られて

いる。確認面での大きさは、東西径2.40m、 南北径4.50m、 深さ0.05mを計測する。方位は、N―

40° ―Wで ある。

床面は、しっかりした貼床で壁は、ほぼ垂直に掘 り込まれている。壁溝、貯蔵穴、カマ ドは確

認されなかった。柱穴は、 3本確認されたのみである。出土遺物は、 きわめて少な く土師器杯、
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第169図 第 8号住居l■実測図

甕などが検出されたが、甕はNo6の み図示可能な遺物で他 は検出されてない。No l,2の 2点

は重なった状況で検出している。 2点は、土師器杯は床面上 10clllの 所か ら検出されている。No

3,4,5の 3点は、土師器郭で床面上10～ 15cmの所より検出された接合資料である。No 6は 、

土師甕底部片である。

また、本址の北側には東西径2.20m以上、南北径3.00m以上で方形状をなす落ち込みがあるが

これは住居l■ であるか、土塁基底部の削平であるか断定することは出来ない。土層は、黒色土 と

黒褐色土が堆積 している。

第 9号住居址 (第1700171図 、表99表 )

本址は、 I郭の北東部中央に位置 しており、中世の建物址や土壊と重複 している。大 きさは、
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住居址上層凡例

1.贈禍色土 ローム粒、炭化社を含む

2.贈綱色土 土器粒子、炭化粒、ローム粒を含む

3.暗掘色± 2よ りは賠い、土器粒子を含む

4.黒福色土 土器粒子、炭化粒、ローム粒を含む

5 茶偶色土 ローム41、 土器粒、炭化粒を含む

6 茶褐色土 ローム粒を含む

フ.責褐色土 ハードローム

8.黒福色土 炭化物、日―ム粒を合む

Ｄ
一

Ｃ
一

L-34.70m~― m

カマド土層凡例

1 暗掲色土 日―ム粒、砂れを含む

2.晴禍色土 砂粒、焼土粒、酸化ローム級を含む

3.黒掲色土 焼土粒を含む

4.皓褐色土 砂粒を含む

5.贈禍色土 焼土粒、酸化ロームブロックを含む

乳 罷掘色圭 尾こaそ監 銑 洗 、醐 ヒロ_ム プロックを含む

8.黒IB色土 la■粒子、ローム粒子を含む

9、 黒禍色土 焼土粒子、粘土粒子を含む

10.砂要お土

砂質粘土

焼土

L=34.∞ m~~m

第170図 第 9号住居址実測図

-336-



~~CIR

昨 _5cln

が   ・ヽ

1 ～ 6、 =第 8号住

7～ 10、 =第 9号住

①
‐Ｑ

第171図  第 8、 9号住居llL出土遺物実測図

東西径3,70m、 南北径4,05m、 深さ0.22mを計測 し長方形状を呈 している。方位は、N-85° 一E

でほぼ東向きの住居址である。

床面は、しっかりした貼床であるが壁は、比較的柔弱である。壁溝は、確認出来なか った。柱

穴は、中世建物址の柱穴が掘 り込まれているため、本址に結び付 く柱穴は確認出来なかった。本

址の西壁部分は、北西コーナー、中央部、南西コーナーに張 り出しを有 している。高さは、床面

から南西部が12cm、 中央部が15cm、 南西部が 7 cmを 計測 し、中央部のみが粘土を用いて構築 し

ている。

出土遺物は、土師器郷、甕、碗、須恵器郭蓋、土玉などが検出されているが、土玉以外全て破

片である。第173図 No7は、須恵器郭蓋片であり、No8は土師器郭である。No 9は 、土師器碗

である。この 3点 は、床面上 7～ 8 cmの所から検出されており、本址に結び付 く遺物 と判断さ

れる。

カマ ドは、東壁中央南側に設けられており、長さ1.27m、 幅1.10m、 高さ0.15mを 計測する。
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第99表 第8・ 9号住居址出土遺物一覧表

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備 考

第171図

Nll l

土 師

邦

Ａ

Ｂ

Ｄ

124
49
138

2/3
体部は、内傾しながら

立ち上がり明確な陵に

到る。日縁部は、内傾

し、 やや肥厚、陵はカ
ヽヽ。

口縁部は、横位のヘラ

ナデで体部はヘラ削り、
ヘラナデ、体部内面黒

色処理、内面ナデ

緻密

良好

明茶褐色

第8号住No l

一部磨滅

内面黒色

第171図

Nα 2

土師器

邦

Ａ

Ｂ

Ｄ

136
42
150

体部は、内傾しながら

明確な陵に到る。□縁

部は、やや外湾ぎみに

内傾する。陵は鋭い

口縁部ヘラナデ、体部

横位ヘラナデ、体部内

面黒色処理、ヘラナデ

雲母粒、級密

良好

黒褐色

第8号住Nα 2

体部中央以下

磨滅
十 8

第171図

Nα 3

土師番

郭

Ａ

Ｂ

Ｄ

1/2
体部は、内傾ぎみに立

ち上がり、陵に到る。

陵は丸く、口縁部は、

直線的に内傾する。

回縁部ヘラナデとヘ

ラ肖Jり

体部ヘラ削り後ヘラナ

デ

級密

良好

明暗褐色で一部黒

色

一括接合資料

第8号住No 3

+5

第171図

Nα 4

土師器

堺

Ａ

Ｂ

Ｃ

136
47
149

1/2
体部は、内傾ぎみに立

ち上がり、陵に到る。

陵は丸く、口縁部は、

外湾ぎみに内傾

口縁部ヘラナデ、ヘ

ラ肖1り

体部ヘラ削後ヘラナデ

小石、砂粒

良好

淡黒褐色

一括接合資料

第8号住No4

第171図

Nα 5

土師器

邦

A 150
B  41
B  41

/3(欠
体部は、内傾ぎみに立

ち上がり、日縁部に到
る。陵は無く、回縁部

は直立

口縁部横位ヘラナデ

体部横位ヘラナデ

磨滅している。 墨

好

色

密

良

黒

一括接合資料

内面黒色処理

第8号住No 5

第171図

No6

土師器

甕

Ｂ

Ｃ

38
91× 96 底部片

底部は、やや内傾ぎみ

で体部は内傾ぎみに外

傾している。

底部は、ナデ

体部は、ヘラナデ

石英、砂粒、小石

良好

暗茶褐色

底面と体部が

一部磨滅

第8号住No6

第171図

No7

須恵器

堺蓋

Ａ

Ｂ 1/3
体部は内傾で、回縁部

は直立している。宝珠
は、 貼り付 1ナ

体部は、回転ヘラ削

りとヘラナデ、口縁部
は回転ヘラナデ 色

密

好

褐

緻

良

灰

第9号住血1

宝珠径28× 07
+7

第171図

Nl18

土師器

邦

Ａ

Ｂ

119
32 1/3

底部は、丸味を有し体

部は直線的に外傾、口

線部は鋭く削り出す

口縁部は、ヘラ削り

体部手持ヘラ削り後ヘ

ラナデ、内面ヘラナデ

小石、雲母、砂粒

良好

明褐色

第9号住No 2

+8

第171図

No9

土師器

碗

Ａ

Ｂ

1/2

底部欠

底部を欠き、体部は球

形をなし、口縁部は低

く直立している。

体部は、ヘラ削り、ヘ

ラナデ、回縁部はヘラ

ナデ

ヽ
　

色

石

好

褐

小

良

暗

長石、石英 第9号住No3

内外磨滅
一括接合資料

第171図

Nl1 10 土  玉

径

28× 28× 27
子L 07× 05

を死
色

密

好

褐

級

良

明

第9号住No4

+6
20g

カマ ド内には、 しつか りした焼土層 はないが、第 3層 の黒褐色土 (焼土粒子を多 く含む)が燃焼

部に相当するようである。煙道は、その先端が壁外へ0.45m突 出 してお り、燃焼部か ら煙道 出口

へは0.09m下 がってか ら、先端に至 っている。カマ ド内か らは、土師器甕片が 3点検出されてい

る。

本址の覆土は、暗褐色土、黒褐色上、茶褐色土、ロームブロックなどが堆積 しており、暗褐色

土 は 3層 に、茶褐色土 は 2層 に細分される。

出土遺物等か ら本址 は、奈良時代に位置する住居址 と判断される。
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第10号住居址  (第 172・ 173、 第100表 )

本址は、 I郭の中央北側で、第12号溝東側中央部付近に位置 し、第 11、 16号住居址及び第 13、

57号土壊、そして I部北東部建物址郡などと重複 している。前後関係は、本址が第16号居住址を

切 り、第11号住居址に切 られている。土竣と建物址郡は、中世である。

本址の大きさは、東西径4.20m、 南北径3.90m、 深さ0。 27mを 計測 し、長方形状を呈 している。

床面は、柱穴内はしっかりした貼床で、柱穴から壁にかけては比較的柔弱な床面 となっている。

壁溝は、カマ ド以外は全周 しているようであり、柱穴はpl、 3、 4、 5、 6、 の 5柱穴が、本

址に結び付 く柱穴と判断される。貯蔵穴は、確認されなかった。方位は、N-30° 一Wで ある。

土層は、暗褐色土が堆積 しており、12層 に細分される。堆積状況は、レンズ状堆積の範囲に含

まれる状況と判断される。第13～ 18層 は、中世建物址の柱穴土層である。

出土遺物としては、土師器郭、甕、鉄鏃、土玉などが、カマ ド周辺 と住居址の南側に集中する

ようだが、No.2の 郭と土玉が完型品として出土 している。No.1は 、土師器郭で床面より出土 し

ているが、接合資料である。No.2は 、か住居址の中央部床面より出土 した土師器郭で完型品であ

る。No.3は 、土師器甕で床面上5.5cmよ り出土 しており、No 4は 鉄鏃先端部片ではほぼ床面よ

りの出上である。No5～ 14は土玉である。No6、 8、 12の 3点 は、床面 と床面上 3 cmの 所か ら

出土 しており、他は10cm以上の所から出土 している。

カマ ドは、住居址の北壁中央付近に位置するが、北側を第13号土墳により破壊されている。確

認部分での大きさは、長さ1.85m、 幅1.78m、 高さ0.25mを計測する。燃焼部は第 3、 4層 の暗褐

色土 (焼土、炭化物、灰を含む)が これに相当し、床面より6 cm程度下がっている。煙道部 は、

土壌により破壊されている。第 9、 10層 は、旧カマ ド (第 16号住)の土層である。

本址の時期は、出土遺物から奈良時代の住居址と判断される。

第11号住居址  (第 174・ 175図、第101表 )

本址は、 I郭の中央北側で、第10号住居址と重複 している。また、第 13、 57号土壊や中世建物lL

の柱穴が 8～ 9本掘 り込まれている。

本址の大きさは、東西径2.28m、 南北径2.30m、 深さ0.22mを計測 し、正方形状を呈 している。

床面は、柱穴内はしっかりした貼床であるが、柱穴から壁にかけては比較的柔弱な床である。壁

溝は、カマ ド以外全周 しており、柱穴はPl～ 4ま での 4本が本址に結び付 く柱穴と判断される。

本址の方位は、N-0° 一Eで ほぼ真北を向いている。

土層は、暗褐色土が中心で 5層 に細分されるが、西側では一部黒色土と黒褐色土がローム粒子
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照)P5

住居址土層凡例

tal

土
土
土

土

土
土
土

土
土

土
土

上
土

土

色
色

色
色
色

色
色

色
色

色
色

色
色

色

褐
裾

褐
掲

絹
褐
掲

褐
掲

褐
褐
格

掲
禍

贈
皓

暗
暗
暗

賠
皓

瞳
暗

暗
暗

皓
皓

暗

Ｅ
一

土器粒、ローム小ブロックを合む
ローム粒、炭化粒を含む
ロームr■、焼土粒を合む
焼上rt、 ローム粒、砂を合む
崩れ込み、さらさらしてぃる
ローム粒、炭化れを含む
ローム機、土器れを含む
ローム粒、焼土れを含む
ローム小プロック、焼土粒を含む
焼±41、 炭化粒、ローム粒を合む
ロームれ、焼土粒を含む
ローム担を含む、2よ り暗ぃ
ローム粒、日―ムプロックを含む
ロームrt、 ロームブロック、黒色土を含む、ポロ

Ｆ
一

ボロしている
15,暗 偶 色 土 さらさらしてぃる
16 皓黄褐色土 ロームブロックを含む
1フ 皓福 色 土 黒色土、日―ム粒を含む、しまり不良
18 暗褐 色 土 ローム粒を含む

L=35,00miL___ト ーーー写m

カ マ ド土 層 凡 例

1 皓褐色土 砂El、 ロームれ、焼土粒を含む

2 黒掘色土 黒反、焼土れ、ロームれを含む

3 賠褐色料 砂粒、焼土粒、炭化れを含む

4 暗褐色土 焼土粒、黒灰を含む
5 晴禍色土 砂粒、ローム糧子を含む

6 暗掘色土 日―ムプロック、焼土ru、 粘土ブロック、ローム粒、砂を含む

フ 暗禍色土 .砂散、焼土粒を含む、5よ り暗い

8.ロ ー ム 酸化還元層
9 暗褐色土 ロームブロック、砂ru、 焼土殺を含む

10 晴褐色土 白色砂粒、焼土ブロックを含む

L-34.70∬と==主==」 m     
土

第172図 第10号住居llL実測図
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第173図 第10号住居l■出土遺物実測図
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第100表 第 10号住居址出土遺物一覧表

挿図Nc 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成。色調 備   考

第173図

Nα l

土師器

邦

Ａ

Ｂ

Ｄ

2/3
底部は、丸味を消し、

体部は外傾し、陵は低

くなっている。□縁部

は直線的に外傾

日縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ削り後ヘラ

ナデ、内面ヘラ磨き

長石、石英、砂粒

良好

暗褐色(一部赤褐)

Nα l

器面一部磨滅

粗い胎土

床直

第173図

Nα 2

土師器

不

Ａ

Ｂ

Ｄ

底部は丸味を有し、体

部は内傾ぎみに外傾、

陵は痕跡のみで、口縁

部はやや外傾

口縁部横位ヘラナデ

体部縦横ヘラ肖1り 後ヘ

ラナデ

長石、砂粒

良好

暗褐色

Nα 2

床直

体部下位煤付着

緻密な胎土

第173図

Nα 3

土師器

養片

Ａ

Ｃ

240
121 1///5

体部は、内傾 しており
口縁部は大きく外傾 し

口唇部内面やや直立ぎ

み

体部は、ヘラ削りとヘ

ラナデ、口縁部はヘラ

削り、ヘラナデ

小石、長石、石英

良好

暗褐色

Nα 3

体部に煤付着

接合資料
+55

第173図

Nα 4

鉄鏃

長

巾

厚
片

茎部を欠き、先端部の

である。先端は、三角

形をなしている。

血

＋

第173図

No5

土  玉

径
29× 33× 23

孔 06× 03
を死

小石、長石、石英

砂粒粗い 良好

暗褐色

肺
２０ｇ
側

第173図

Nα 6

土 玉

径
27× 28× 26

孔 03× 07 色

好

褐

密

良

暗

No6

カマド内
20g床直

第173図

Nα 7

土 玉

径
28× 29× 28

孔 02× 06 色

好

褐

密

良

暗

No7

カマ ド内

25g +11

第173図

No8

土 玉

径
26× 27× 2.4

孔  05
1/2

密

良好

暗褐色

No8

カマド内
10g床直

第173図

Nd9

土 玉

径

孔

32
06× 05 1///4

密

良好

明褐色

岬
‐Ｏｇ
側

第173図

Nα 10

土 玉

径

38× 37× 33
孔  07× 10

小石、長石、石英

砂粒粗い 良好

暗褐色

No10

45g
+11

第173図

Nall

土 玉

径
35× 34× 31

孔 09× 05

砂粒、粗い

良好
黒褐色

Nα ll

40g
+11

第173図

Nα 12

土 玉

径
27× 30× 26

孔 06× 04

小石、長石、粗い

良好

暗褐色

No12

20g
+3

第173図

Nα 13

上 玉

径
2.2× 23× 22

孔 04× 05

小石、砂粒、長石

良好

暗褐色

・３

ｇ

２７

血

２０

＋

第173図

Nα 14

土 玉

径
27× 26× 24

孔  0_6
と
死

粗い

良好

暗褐色

‐４

ｇ

血

２０
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L==35.00m                 m

住居址土層凡例

1 賠褐色土 ローム粒子 を合む
2 暗掲色■  1ょ り暗い、ローム粒子 を含む
3 暗褐色■  2よ り皓い、日

「

ム粒子 を合む
4 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロックを含む
5 暗褐色土  崩れ込み、さらさらしている

カマド土層凡例
1 焼   土 砂 を合 む
2自 色 格 土

麓郡 緒 "
ア 暗茶掲色土 砂粒、焼土、炭イヒ物を含む
8黒 色 灰
9 黒 色 砂 煙道で焼土粒子を含む
iO 暗 掲 色 砂 焼土粒子を含む
‖ 皓 掲 色 上 回―ムブロックを含む
12 暗掲 色 砂 残土粒子、炭化激を合む

XI

焼土

E砂 質粘土 L=訂嗣m9    1m

第174図  第11号住居 l■実測図
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第175図  第11号住居址出土遺物実測図

を含みながら堆積 している。

カマ ドは、北壁のほぼ中央部に位置 しており、長さ1.85m、 幅1.40m、 高さ0.10mを 計測 し、

煙道先端は壁から0.42mほ ど突出してる。焚日から煙道部までが、床面とはぼ同一面上 に位置 し

ている。燃焼部は、カマ ドの中央部に位置し8 clll程 度下がっており、この部分に焼土 (第 4層 )

が厚 く堆積 しており、焼上下のローム層 も良 く分解 している。煙道部は、第12層 がこれに相当す

る。燃焼部から、北側へ0.55m延 びた後ほぼ垂直に立ち上がっている。袖は、砂質粘土を用いて

構築 している。

出土遺物は、土師器郭、甕、土玉などが出土 しているが、完型品は土玉のみである。甕 は、体部

の破片のみである。図示 したのは、郭 (第 177図、Nol)、 土玉 (第 177図、No2、 3)のみである。

Nolは、床面より出土 しており、No2、 3は床面上10～ 16cmの所より出土 している。

本址の時期は、奈良時代～平安時代にかけての住居址と判断される。
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第101表 第11号住居址出土遺物一覧表

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備   考

第175図

Nα l

土師器

邪

A  120
B  39 2/3

底部は、丸底で体部は

内傾ぎみに直立する。
口縁部は、削り出す

口縁部ヘラナデ

体部ヘラナデ

回縁部内面ヘラ削り

小石、砂粒

良好

暗褐色

No l

回唇部一部煤付

着、緻密な胎上

表内磨滅

床直

第175図

Nα 2

土 玉

径
30× 2.8× 2.2

孔 07× 05

じ
妬

長石、石英、砂粒

良好

暗茶褐色

Ｗ
３５ｇ
劇

第175図

Nα 3

土  玉

径
33× 31× 34

孔  07
し万

小石、長石、砂粒

良好

暗茶褐色

No3

20g
+16
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|

焼土粒子を含む

焼土ru子 を含む

焼土粒子を含む
ロームブロック、機上粒子を含む

焼土粒子を含む

粘土質で6よ り皓い

黄色砂質粘上で、ロームブロック、黒色土粒を含む

猫土資で袖をなす

消土粒子を含み、袖をなす

灰、砂を含む

粘上れ、ローム粒を含む

褐色土、ロームを含む

裾色土ブロックを含む、19よ り贈い

LI

つ|

住居址土層凡例

1 階褐色土 ローム粒、上器粒、黒色土担を含む

2.暗褐色土 ローム粒、ロームJヽ ブロックを含む

3 暗掲色土 ローム小ブロックを含む

4.暗絡色土 ロームブロックを含む

5 黒掲色± 13号住桟穴

6.黒掲色± 12号住柱穴

7.福 色 土 土器粒を含む

8黒 色 土
9褐 色 土 ローム粒を含む

L=35.20m            ∴

カマド土層几例

土

土
土
土

土
土

土
土

土
土

灰

土

土
土

艇
艇
維
群
能
純
　
能
維
色
絲
艇
髄

焼

黒

黒

黒

皓

暗

暗

粘

晴

皓

黒

暗

暗

贈

醐 焼土

L=35.00m         m 攘踵砂質粘土

‐‐
ω
ヽ
釦
　
ｏ　
ω
卜
０
‐‐

第176図 第12、 13号住居址実測図



第12号住居址 (第 176・ 178図、第102表 )

本址は、 I郭の中央北側に位置 しており、第13号住居址を掘り切っている。大きさは、東西径

3.50m、 南北径3.45m、 深さ0。 70mを 計測 し、隅丸方形状を呈 している。方位は、N-5° 一Eで

あるため、ほぼ真北を向いているものと判断される。

床面は、中央部はしっかりした貼床であるが、壁溝付近は比較的柔弱である。壁は、ほぼ垂直

に掘 り込まれており、壁溝はカマ ド以外全周 している。幅は、0.22～ 0.25mで 深 さが0.07mを 計

測する。柱穴は、Pl以外本址に結び付 く柱穴は確認出来なかった。カマ ドは、北壁中央東側に

位置 している。

土層は、暗褐色土が 4層 に細分されながらレンズ状に堆積 しており、中央部には黒色土が堆積

している。

カマ ドは、北壁の中央東側に位置 しており、保存状況は比較的良好である。大きさは、長さが

1.35m、 幅1,35m、 高さ0.45mを計測 し、煙道部先端 は壁か ら0.45m突 出 している。燃焼部は、

カマ ドの中央南側に位置 し床面より1lcm下 がっており、焼土層の堆積が見 られる。焼土層の先端

には、灰層 (第11層 )が堆積 している。煙道部は、はぼ垂直に立ち上がり暗褐色土 (第12～ 14層 )

が堆積 している。焼上下のローム層は、良 く分解 している。裾は、黄白色砂質粘土、白色砂質粘

土を用いて構築 している。

出土遺物としては、カマ ドの両側と中央部から集中して土師器郭、甕、高郭脚、土玉などが出

土 し、カマ ド内から土師器甕が出土 しているが、床面出土遺物は無 く床面上 8 cmの 所より出土 し

た土師器郭 (第 180図 、No3)が最深部出土遺物であり、この次が床面上10cmよ り出土したNo2、

6(第 180図、No2、 4、 6)が あるのみで、他は全てこの上位から出土 している。この事か ら、

これらの遺物は本住居址廃棄後まもなくして流入 したものと判断される。第180図 Nolは 土師器

郭の完型品で、床面上23cmの 所より出上 し、No4は甕で床面上37cmよ り、No 7、 8は土師器高

郭脚で No8は、上の都に対 し裾の小さな器型となっている。No9～ 13は、土玉である。

出土遺物から、本址は奈良時代に位置する住居址と判断される。

第13号住居址 (第 176・ 179図、第103表 )

本址は、 I郭の中央北側で第12号住居址に北西部を掘 り切 られている。大きさは、東西径5.55

m、 南北径5.85m、 深さ0.30mを計測 し、不整方形状を呈 している。方位は、N-3r― Wである。

床面は、比較的柔弱な直床であり壁は、ほぼ垂直に掘 り込まれているが、壁溝は認められない。

カマ ドは第12号住居址により消失 している。柱穴は、全部で 7本確認されたがP2～ 6の 5柱穴
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カ マ ド土 層 凡 例

1 暗 裾 色 上 砂質粘上を含む
2 黒 灰 色 土 黒灰、砂機、炭化粒、焼土激を含む
3 贈 赤 掲 色 土 焼成面で焼上粒を含む
4 掲  色  土 柏部、自茶砂質粘上が混入してぃる
5 暗 褐 色 土 袖部、砂質猫土、ローム小ブロックを合み、黒

色上が混入してぃる
6.撮  色  土 砂質粘土、焼土粒を含む

(桂穴を掘る除にカマド天丼部を横乱された
ものが崩落)

フ 黒 褐 色 土 焼土粒、ロームプロックを含む
8裾  色  上
9.黒 禍 色 土
10皓 褐 色 土
11.階 赤 褐 色 土
12 黄 褐 色 土
19,ロ ームブロック
14.黄 掲 色 土
a、 9、 10は 桂穴

焼土

砂質粘土

砂激を含む
砂種を含み、硬質
ローム粒、ロームプロックを含み、軟質
焼土ブロック、焼土粒を含む
酸化還元層

黒色上、ロームブロックを含む

齢

L=34.00m―

―

m

第177図  第14号住居llL実 測図

が本址に結び付 く柱穴と判断される。P5は、建替がある。

土層は、褐色土と黒色土が堆積 しており、褐色上が 2層 に細分される。この上層は、ほぼ レン

ズ状に堆積 しているものと判断される。

出土遺物としては、土師器郭、甕、土玉などが出土 しているが、数量的には比較的少量で、第181

図 No14～ 16の 3点が図示可能な遺物である。No14、 15は、床面上 5～ 6 clllの 所より出土 してお

り、No16は床面より出土 している。

本址の時期は、出土遺物より奈良時代の住居址と判断される。

第14号住居址 (第 177・ 179図、第103表 )

本址は、 I郭の北東部建物址郡内に位置 しているため、遺構のほとんどが破壊され、カマ ドが

遺存 した程度である。カマ ドそのものも、上面、煙道部は消失 している。

大きさは、長さ1.80m、 幅1.00m、 高さ0,37mを計測する。燃焼部は、上面より0.27m下 位に

位置 し良 く焼けており、下位のローム層は良 く分解 している。袖は、白色砂質粘土と砂質暗褐色

土を用いて構築 している。

出土遺物としては、カマ ド付近より少量の土師器郭片、甕片、土玉、中世品が少量出土 した程

度である。第181図 には、中世品と土玉を図示 したが、郭や甕は小破片であることか ら図示不能

である。土師器から、本址は奈良時代以降の住居址と推定される。
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第102表 第12号住居址出土遺物一覧表

挿図Na 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土。焼成。色調 備   考

第178図

No l

土師器

不

Ａ

Ｂ

Ｄ

底部は、平底ぎみで体

部は、内傾ぎみに立ち

上がり、陵は低くなっ

ている。口縁部は直立

口縁部横位ヘラナデ

体部内外ヘラナデ
色

密

好

黒

緻

良

淡
陣
棚

第178図

Nd2

土師器

邦

Ａ

Ｂ

Ｄ

1/4
底部は平底で、体部は

内傾ぎみに外傾し、日

縁部は直線的に内傾

日縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ削り後ヘラ

ナデ 内面ヘラナデ

緻密

良好

黒褐色

Nα 2

内外一部磨滅

+10

第178図

Nα 3

土師器

孫

Ａ

Ｂ 1ノ//3

体部から回縁部にかけ、

内傾している。

回縁部横位ヘラナデ

体部ヘラナデ
小石、長石、石英

砂粒、良好

淡黒色

岨
勅
樹

外内

第178図

Nc4

土師器

甕

B  270
胴径 263

1/3
体部は、内傾しながら

立ち上がり、日縁部は

外湾

口縁部回転横位ヘラ

ナデ、体部縦位のヘ

ラナデ、端整

石英、小石、雲母粒

長石粒、粗い

良好

暗褐色

Nα 4

内外磨滅で内面

著しい。
+37

第178図

Nd5

土師器

甕

A  240
B 120 1ノ//3

体部は、内傾しながら

立ち上がり、口縁部は

直線的に外傾

口縁部、体部ともヘ

ラナデ、日縁部内面
ヘラ削り

小石、石英、雲母、

粗い、良好

暗褐色
唖
制

第178図

Nα 6

土師器

碗

B   67
C   63
胴径 132

1/2
底部は、内傾でやや薦
い器肉、体部は内傾し

ながら立ち上がる。

体部は、ヘラ削り、ヘ

ラナデ、内面ナデ
小石、砂粒

良好

暗茶褐色

No6

底部木葉痕

粗い胎上 +10

第178図

No7

土師器

高不

脚部

B  73
緩やかに外反している 表面は、縦位ヘラ削り、

ナデ、内面は、ヘラナ
小石、砂粒

良好

暗褐色
Ｍ
欄

第178図

Nα 8

器師

郭

部

上

高

脚

Ｂ

Ｃ

脚上面は大きく外反し

脚下面は小さく外反し

裾部は小さく外開き

縦位のヘラ削り後ヘラ

ナデ、内面はヘラナデ
雲母、長石、石英
の各粒でやや粗い

良好

暗褐色

岬
糊

第178図

No9

土  玉

径
30× 30× 20

孔 03× 05

密

良好

淡黄褐色

岬
悧
２０ｇ

第178図

No 10

土 玉

径

22× 23× 1_7

孔    07

密

良好

血

＋

第178図

Nα ll

土 玉

径
31× 32× 24

孔  05
を万

密

良好

暗褐色

■

５７

ｇ

ｈ

十

２５

第178図

Nd12

土 玉

径
24× 23× 22

孔  07

長石粒

良好

暗茶褐色

No 12

+57
20g

第178図

No 13

土 玉

孔
27× 26× 25

孔  05
を万

砂粒

良好

暗茶褐色

‐３

５６

ｇ

ｍ

＋
２０
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第103表 第 13・ 14号住居址出土遺物一覧表

挿図NQ 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備 考

第179図

No 14 土師器

Ａ

Ｂ

17.0

4.9

体部欠損している

頚部から回縁部緩やか

に外湾している。

口縁部位ヘラナデ 頚

部表は縦位ヘラ削り、

内面ヘラナデ

粗

良好

暗褐色

第13号住No l

+5

第179図

No15

土師器

芥

Ａ

Ｂ

Ｃ

2///3

底部は水平ぎみで体部
は内傾ぎみに立ち上が

り陵はなし口縁部は内

傾ぎみに直立

口縁部横位ヘラナデ

体部は内外ヘラナデ
小石、長石粒、粗
い石英粒

悪

第13号住No2

+6

第179図

Nα 16 土 玉

径
2.7× 1,9

孔 0.5

粗

良好

暗褐色

第13号住Nc3

床直
15g

第179図

No 17 土 玉

径
2.3× 3.5× 3.4

孔 0.5× 0.2

を
死

密

良好

茶褐色

第13号住No4

+24
15g

第179図

No 18 茶碗片

A 15.0
B  6.1

体部は内傾ぎみに立ち

上がり口縁部は水平

体部は回転ヘラ削り

後施釉している

釉は薄く淡緑色

灰白色

淡緑色

第14号住No l

中世品
一括接合資料

第179図

Nα 19 カヮ

ラケ

Ｂ

Ｃ

底部は水平ぎみでやや

突出し体部は内傾ぎみ

に外傾する。

体部内外面ヘラナデ底

部回転糸切り

密

良好

表 暗褐色

内 黒色

体部上半欠損

流入品で城址

関係遺物

第14号住Nd2

第179図

Nα 20 カヮ

ラケ

Ｂ

Ｃ

底部は、やや外湾ぎみ

であり内面は削出しで

中央肥厚体部は内傾ぎ

み

体部内外面ヘラナデ底

部回転糸切り

石英粒、長石粒

良好

茶褐色

体部上部欠損

流入品で城址

関係遺物
一括接合資料

第14号住NQ3

第179図

Nα 21 土 玉

径
30× 2,7× 2.5

孔 0.7× 0.3

雲母、長石粒

良好

暗褐色

第14号住No4

-括接合資料
20g

第179図

No22 土 玉

径
3.1× 3.2× 3.1

孔 0.6× 03

長石粒、石英粒粗
い、雲母粒

良好

明褐色、一部黒色

第14号住No5

-括接合資料
30g

第179図

No23 土  玉

径
2.6× 2.3× 2.5

孔 0.5× 0.6

密

良好

明褐色

第14号住Nc6

-括接合資料
15g

第 15号住居址 (第 180・ 184図、第104表 1・ 2)

本址は、 I郭の北東部で第 5号堀に東側を掘 り切 られ、南側は一部撹乱を受けている。大 きさ

は、東西径3.05m、 南北径4.60m、 深さ0。 15mを 計測 し、不整方形状を呈するものと推定される。

方位としては、N-17° 一Wで ある。なお、本址は土塁日の下位に位置する。

床面は、柱穴内はしっかりした貼床であるが、柱穴から壁にかけては比較的柔弱である。壁 は
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ほぼ垂直に掘 り込まれており、壁溝は幅0。 25～ 0.30m、 深さ0,06～ 0。 10mの大 きさで掘 り込まれ

ているが、カマ ドと北西コーナー付近には掘 り込まれておらず、南側は壁 とともに消失している。

柱穴は、Pl～ 4ま で 4本確認 した。また、西壁の一部は第 9号住居址カマ ドにより切 られてお

り、P4に は焼土が流入 している。

土層は、黒色土、黄褐色土、黒褐色上が堆積 しており、黒褐色土が 4層 に黄褐色上が 5層 に細

分される。第 1層の赤褐色土は、第 9号住居址のカマ ド土層である。また、本址は土塁日の下位

に位置するため、比較的しまっている。

カマ ドは、上面を破壊されている。大きさは、長さ1,10m、 幅1.00m、 高さ0,15mを計測する。

燃焼部は、カマ ド中央部に位置 している。焼土層は、認められなかったが第 2層が燃焼部 に相当

する部分と判断され、床面より2～ 3 cm下 がっている。下位のローム層は、あまり分解 していな

い。袖は、白色砂質粘土を用いて構築 している。

出土遺物としては、土師郭片、甕片、須恵器郭片などが出上 しているが、土玉以外 は全て破片

である。第186図、 Nolは、土師器郭でP4内 より出土 しており、同図 No2は 須恵器郭片で床

面上 15clllの 所より出土 している。同図、 No10の土玉は、完型品であるが覆土上層より出土 して

いる。

第 16号住居址 (第 181・ 184図、第104表 102)

本址は、 I郭の中央北側で第10号住居址の下位で確認された住居址で、北西壁と西壁 は確認出

来なかった。大きさは、推定東西径6.12m、 南北径6.00m、 深さ0,10mを 計測 し、正方形状を呈

している。方位は、N-30° ―Wで ある。

床面は、直床で中央部はしっかりしているが、壁付近では柔弱となっている。壁は、ほぼ垂直

に掘 り込まれている。壁溝と柱穴は、確認出来なかった。カマ ドは、北壁の中央部に位置 してい

る。住居址内の覆土は、黒褐色土と黒色上がロームブロックを含みながら堆積 しており、第 10号

住居址の貼床となっているため、固 くしまっている。

カマ ドは、北側中央部に位置 しているが、東側は第10号住居址カマ ドに、北側は第 13号土壊に

各々破壊されているため、中央部より左側が遺存 しているのみである。燃焼部は、床面か ら0.20

m程度下がっている。焼土層は、確認されないが第 3層がこれに相当するようである。袖 は、砂

質粘土を用いて構築されている。

出土遺物としては、きわめて少なく土師器甕、

1、 2は、床面より出土 した土師器甕 (第 186図、

須恵器壷である。

郭、須恵器壷などが出土 した程度である。No

No3、 4)で あり、No3は床面より出土 した
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住居址土層凡例

1.赤褐色土 砂質粘土で焼上を含む
2.黒 色 土 ローム小プロックを含む
3.費禍色土
4 黒掲色土 ロームブロック 、焼土粒子を含む
5 黄撮色土 ロームプロックを含む
6.黒褐色土 ロームプロック、焼土ブロック、炭化協を含む
7 責掘色土 ロームブロック、炭TLaを含む
8.黒掲色土 ロームブロック、炭化物を含む
9.黒格色土 ロームプロックを含む
10,責褐色土

L=34.40m          m

『

く

，

ホ

幹

―

ヨ
|

XI

カマド土層凡例

1 皓赤掘色土 焼土rtを 含む
2贈 褐 色 土 焼土FIと 炭化粒を含む
3.皓 褐 色 土 幾土粒合,、 黒色土ォ混入してぃる

軸 焼土

籍薫砂質粘土

L―翻 封om    m

第180図  第15号住居 l■実測図
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|_____卜__2m

L=35.00m

カマド土層凡例

1.暗茶鶴色土 砂粒を含む
2黒 掘 色土 焼土粒を含む
3赤 掲 色土 赤化ロームれを含む
4 ロ ー ム 酸化還元層
説 暗偶 色土

暦佐書
、口 Art、 焼主粒を含み、砂層

6 暗掲 色土 ロームプロック、焼土粒、お土ブロック、
砂、ローム粒を含む

&縣亀i盈望監篠き讐議

田醒砂質粘土

第181図 第16号住居l■実測図

性___¬____呵 m
L=34.70m
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住居址土層凡例

1.褐  色 土 ローム粒を含む
2.黒 褐 色 土 ローム粒を含む
3.黒 禍 色 土 ローム粒、土器れを含む
4.皓 掲 色 土 ローム粒、土器機を含む
5賠 褐 色 土 ローム種を含む
6 皓黄禍色土

o               2
L=35.00m          m

カマド土層凡例

1.茶格色土 お土質で砂粒を含む
2.暗襦色土 猫土質で砂粒を含む
3.黒 色土  砂粒、ローム41、 燒土散を含む
4.暗福色■ 日―ム社と焼土rdを 含む
5.皓裾色土 ローム粒を含む

耕黎焼土

0        1   題臨砂質粘土

L=34.80m―
―

m

第182図 第17号住居l■実測図
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これらの出土遺物から、本址は奈良時代に位置する住居址と判断される。

第17号住居址 (第 182・ 184図、第104表 1・ 2)

本址は、 I郭の中央北側に位置 し、中世の建物址、溝などと重複 している。大きさは、東西径

4.20m、 南北径4.50m、 深さ0.40mを計測 し、不整方形状を呈 している。方位は、N-6° 一Eで

ある。

床は、しっかりした貼床で壁は、ほぼ垂直に掘 り込まれている。壁溝は、カマ ドと北西壁部分

以外は全周 しており、幅0.20m、 深さ0.03～ 0,05mを計測する。柱穴は、Pl～ P4ま での 4本

が本址に結び付 く柱穴と判断される。カマ ドは、北壁中央部に位置 している。

土層は、褐色土、黒褐色土、暗褐色土、暗黄褐色土が堆積 しており、黒褐色土と暗褐色土が各

2層 に細分される。これらの上層は、ほぼレンズ状に堆積 している。

カマ ドは、北壁中央部に位置 し、東側は破壊されている。大きさは、長 さ1.00m、 幅 0。 95m、

高さ0.23mを計測する。煙道部の先端は、壁外へ0。 15m程度突出している。燃焼部は、カマ ドの

中央南側に位置しているが、焼土層は認められず第 3層 の黒色土と第 4層 の暗褐色土が、これに

相当する部分と判断される。煙道部は、斜めに立ち上がっており、燃焼部は床面より8 clll程 度下

がっている。袖は、白色砂質粘土と砂質の暗褐色土を用いて構築 している。

出土遺物としては、土師器郭片、甕片、高郭脚部片、土玉などが出土 した程度で、図示可能な

遺物としては、第186図、 No5、 11の 2点のみである。No5は、高郭脚部片で床面上10clnの 所よ

り出土 しており、Nollは土玉で床面より出土 している。

本址の時期は、出土遺物より古墳時代後半に位置するようである。

第18号住居tL(第 183～ 185図、第104表 1～ 4)

本址は、 I郭の中央部に位置 しており、北東部を第 4号堀に切 られている。大きさは、東西径

7.90m、 南北径7.90m、 深さ0.25mを計測 し隅丸方形状を呈する。方位は、N-10° 一Wで ある。

床面は、柱穴内はしっかりした貼床であり、柱穴から壁にかけては比較的柔弱な貼床となって

いる。壁は、ほぼ垂直に掘 り込まれており、壁溝はカマ ド以外全周 しているようで幅0.12～ 0.25

m、 深さ0。 10m程度を計測する、柱穴は、Pl～ P5ま で 5本確認されP3は、建替が認め られ

る。カマ ドは、北壁中央西側に位置 している。

土層は、暗褐色土層が中心で12層 に細分される。第 6～ 8層 は、砂、白色粘土等を含んでいる

ことから、カマ ドの上層と判断される。これらの土層は、ほぼレンズ状に堆積 している。
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住居址土層凡例

1.賠 掘 色 土 ローム粒を含む
2 暗禍 色 土 ロームブロック、焼土粒を含む

9,階 福 島 土 ローム粒 、焼上粒を含む

4暗 褐 色 土 土器粒を含む

5.黒暗褐色土 ローム粒 、焼土粒を含む

6.暗 裾 色 土 ローム社 、焼土粒を含む

7.贈 編 色 土 ロームrtを 含む

8 皓黄掲色土 日―ムIItを 含む

o         2
L=35.00m―

―
m

カマド土層凡例

土
土

土

土
土
上

土
土

土
土

土
土

土
土

色

陣

　
騨
騨
騨

陣
誨

距
榊

酬

騨
鵜

焼

黒
暗

粘
黒
皓

暗
黒
暗

黒
贈

白

暗

暗

焼土、ロームブロックを含む

砂賓で粘土粒子を含む
砂質である
粘土ブロックを含む

粘土粒子を含む

猫土ブロック、砂質粘上を含む

砂質粘上を含む

砂寅粘土ブロック 、ロームブロックを含む

砂質猫土プロック主体で炭イヒ小プロックを含む

茶色の砂質璃上である

炭化粒、ローム粒を含む

焼土小ブ匈ック、炭化rl、 プロック、自色粘土を含む

焼土小ブロックを含み、砂質粕主主体である

焼上
斡 砂質粘土

第183図  第18号住居llL実 測図

L-34.50 ml―  ‐
―

m

-358-



く 1潔  〔 |ヮ

マ

と三三三三二三三ユ三二三三二三三!:Cm

010

-(臣

♪

―

Q4

Cm

第184図 第15、 16、 17、 18号住居llL出 土遺物実測図
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第185図 第18号住居址出土遺物実測図
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カマ ドは、北壁中央西側に位置 しており、長さ2.08m、 幅1.95m、 高さ0.25mを 計測 し、煙道

先端は壁外へ0.50m突 出しており、比較的長い煙道を有 している。燃焼部は、カマ ド内中央部に

位置 し、床面より0.20m程度掘 り下げてから暗褐色土 (第 6層)で埋めた後、この上面を火床面

としており焼土 (第 1層)の堆積が見 られたが、第 6層 の暗褐色土はあまり分解 していない。第

2層の黒色上、第 3層 の暗褐色上の部分は燃焼部に相当する部分で、第10～ 14層 の部分 は煙道部

に相当し、黒褐色上、暗褐色土、暗赤褐色土、粘土が堆積 している。袖と上面は、白色砂質粘土

を用いて構築 している。

出土遺物は、土師器郭、甕、須恵器堺、土玉、カヮラケなどが出土 しており、土玉が30点 と多

量に出上 している。これ以外は、数量こそ多いが破片が中心で図示出来たのは第186図 No 6～ 8

の 3点程度である。No6は、カヮラケ片で床面上 2 cmの 所より出土 しており、No 7、 8は 土師

器堺で床面上 2～ 9 cmの 所より出土 している。第186図 No12～ 17と 、第187図 は土玉である。

出土遺物から本址は、奈良時代に位置する住居址と判断される。

第 104表  第15.16.17.18号住居址出上遺物一覧表 1

挿図血 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備   考

第184図

No l

土師器

邦 片

Ａ

Ｂ

Ｄ

1/4
体部は内傾しており、
陵はなく肥厚、回縁部
は直立

日縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ削り、内面
ヘラナデ

長石粒

良好

黒褐色

第15号住No l

体部下半欠損
一括接合資料

第184図

Nα 2

須恵器

邦 片

Ａ

Ｂ

Ｃ

10,0

3.1

65
1/5

底部は、湾曲しており、
体部は直線的に外傾す
る。

底部は、ヘラ切り、ヘ

ラナデ体部は、回転ヘ

ラナデで、体部下部は
ヘラ肖1り

含

　

色

石

好

褐

長

良

灰
第15号住No2

-括接合資料

第184図

Nα 3

土師器

甕

A 20.8
B 22.1
D 20.8

体部は、内傾ぎみに立
ち上がり、口縁部は内
傾後外傾、日唇部は直
立ぎみ

回縁部横位ヘラナデ

体部上半は縦位のヘラ

削り下半は右下りのヘ

ラ肖」り

長石、石英、雲母
良好

暗茶褐色

第16号住No l

底部欠損、体部
下半磨滅
床直

第184図

No4

土師器

甕 片

Ａ

Ｂ 1/4
体部は、直線的に内傾
しており、日縁部は大
きく外湾、日唇部はつ

まみ出し

体部はヘラ削り、ヘラ

ナデロ縁部は、ヘラナ
デ

石英、長石粒、雲
母粒

良好

赤褐色

第16号住No2

体部下半を欠損
する。床直

第134図

Nα 5

器
郭

部

師上

高

脚

A  9.6
B  5。 4

郭部は、内傾ぎみ、脚
部は直線的に外反して
いる。

上部縦位のヘラ削り

下部横位ヘラナデ

脚部内面ヘラナデ 色

密

好

褐

緻

良

暗

第17号住No l

雰部内面黒色

処理
+10

第184図

Nα 6

カヮ

ラケ

A  6,7
B  2.0
C  35

1ノン
/4

底部は、水平で、体部
は湾曲しながら外傾、
回縁部は鋭く肖1り 出す

底部は、回転糸切り

体部は、ヘラナデで日

縁部はヘラ削り

長石、雲母、砂粒
良好

暗褐色

第18号住No l

城址関係遺物
+2

第184図

No 7

土師器
郭

Ａ

Ｂ

Ｄ

16.0

5.2

162
1/5

体部は、内傾ぎみに外
傾し、陵は無くなり、
口縁部は直立している。

回縁部は、横位ヘラナ

デ体部は、ヘラ削り、
ヘラナデ体部内面、ヘ

ラナデ

石英、雲母粒、密

良好

暗褐色

第18号住No2

口縁部一部煤付
着体部著 しく磨
滅 +2
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第 104表  第 15.16.17.18号 住居址出土遺物一覧表 2

挿図血 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備   考

第184図

Nα 8

土師器

杯

Ａ

Ｂ

Ｄ

1/4
底部～体部は内傾ぎみ
で陵線はしっかりして
いる。□縁部は、やや

外傾している。

表面と内面の磨滅が

著しく整形不明

小石、砂粒

良好

暗褐色
第18号住No3

+9

第184図

No9

須恵

短頚壷

A  12,7
B   2.9
頚径 12.0

1/6
体部は、内傾しており
頚部は、直立ぎみにや
や外傾、口縁部は斜め

に削り出す

体部は、回転ヘラナデ

頚部は、回転ヘラナデ

ロ縁部は、回転ヘラ削
り

長石粒、灰褐色

良好

淡緑釉

第16号住NG3

床直

自然釉有
一括接合資料

第184図

Nα 10 土 玉

径
2.4× 2.2× 1.9

孔 0.3× 0,3 色

好

褐

密

良

明
第15号住血3

+6

第184図

Nα ll 土 玉

径
2.9× 2.8× 2.7

孔 0.6× 0.4

密

良好

淡赤褐色

第17号住NQ2

+2
25g

第184図

Nα 12 土 玉

径

3.8× 3.1

孔 0,8× 0.6

母雲

色

石

好

褐

長

良

暗

第18号住No4

+20
40g

第184図

No13 土 墨

径
4,0× 3.6× 2.9

孔 1.0

粗 (雲母、長石、
石英)

良好

暗褐色

第18号住No5

+3
40g

第184図

No14 土 玉

径
24× 2.3× 2.1

孔 0.6× 0.4 色

通

褐

密

普

暗

第18号住No6

床直
10g

第184図

No15 土  玉

径
2.5× 25× 2.4

孔 0.5× 0.4 色

好

褐

粗

良

茶

第18号住Nc7

+6
15g

第184図

No 16 土 玉

径

3.2× 2.9× 2.6

孔  0.9× 07

ヽ
　

　

色

石

粗

好

黒

長

粒

良

暗

石英粒、砂 第18号住No8

床直
25g

第184図

Nα 17 土 玉

径
3.1× 2.7× 2.8

孔 0.7× 0.3

と万

小石、石実、長石

普通

暗褐色

第18号住No9

床直
25g

第185図

Nα 18 土 玉

径
2.6× 2.3

孔 0.6× 0.3

う弟

粗 (長石、石英
の粒)普通

暗褐色

第18号住 Nα 10

+14
20g

第135図

Nα 19 土 玉

径
3.0× 2.8× 2.6 ほぼ完

密
ヽ
　

色

粒

好

褐

砂

良

茶

第18号住No ll

+8
20g

御Ｍ
土  玉

径

3.0× 2.5× 2.3 を
死

密

良好
第18号住No 12

+4

第185図

NQ21 土 玉

径
2.5× 2.4

子し 0.6× 0.4

一万

砂粒、密

良好

明褐色

第18号住No 13

+5
15g
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第104表 第15.16.17.18号住居址出土遺物一覧表 3

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備 考

第185図

No22 土  玉

径
2.9× 2,7

孔 0,7× 0.5

を死

色

通

褐

粗

普

茶

第18号住Na14

+7
20g

御岨
土 玉

径
2.4× 2.2× 2.3

7L O.6× 0,3

一
万

砂粒 密

良好

明褐色

第18号住No 15

+15
10g

第185図

No24 土  玉

径
2.8× 2.7× 2.5

孔 0.6× 0.3

一
死

雲母、長石、砂粒
良好

明茶褐色

第18号住No 16

+13
20g

蜘瞼
土 玉

径
3.0× 2.9× 2.2

了し 07× 0.5

密

普通

暗褐色

第18号住血17

+2
20g

第185図

No26 土  玉

径

30× 2.8× 26
孔 0,5× 0.3

一部欠
石英、長石、砂粒

粗 良好

明茶褐色

第18号住No 18

+1
20g

第185図

Nα 27 土  玉

径

2.9× 2.1× 2.2

孔  0.6× 07 色

好

褐

粗

良

暗

第18号住No 19

+7
20g

第185図

Nα28 土 玉

径

2.8× 2.7× 2.5

孔  0.6

密

　

色

粒

好

褐

砂

良

暗

第18号住No20

+4
20g

第185図

Nα 29 土 玉

径
2.5× 2.4× 23
孔 0.6× 0,3

砂粒、小石
良好
茶褐色

第18号住No21

+14
10g

第185図

No30 土 玉

径
3.1× 3.0× 3.0

粗
良好

第18号住No22
+2

第185図

Nα 31 土 玉

径
2.6× 2.5× 2.4

孔 0.6× 0.3 色
通
褐

粗
普
茶

第18号住Nc23
+5
15g

第135図

Nα 32 土 玉

径
3.0× 2,9× 2.8

孔 0.7
一部欠

石英粒、長石粒
良好
暗褐色

第18号住No24

床直
20g

第185図

Nα 33 土 玉

径
3.5× 3.1× 3.2

孔 08

密
良好
暗茶褐色

第18号住No25

床直
35g

第185図

No34 土  玉

径
34× 2,9

孔 0.9 色
好
褐

粗
良
暗

第18号住No26

床直
30g

第185図

Nα 35 土 玉

径
3.3× 2.2× 2.4

孔  0.8× 0,7

小石、砂、粗
普通
明黒色

第18号住No27

+15
20g

第185図

Nα 36 土 玉

径
3.4× 3.1× 2.5

孔 1.0× 0.5 色
好
褐

密
良
明

第18号住No28
+10
30g

期Ｍ
上 玉

径
2.8× 2.6× 2.3

孔 0,6× 0.4

密
普通
明黄褐色

第18号住No29

+16
20g
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第104表 第 15.16.17.18号 住居址出上遺物一覧表 4

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成。色調 備 考

第185図

Nα 38 土 玉

径
3.7× 3.1

孔 0.8× 0.3 色

好

褐

密

良

明

第18号住No30

+50
45g

第185図

No39 土 玉

径

3.6× 3.3× 2,9

孔  0.8

一売

粗 C/1ヽ石、砂粒多い)

良好

暗茶褐色

第18号住No31

+10
30g

第185図

No40 土 玉

径

2.9× 3.0

孔 0,6× 0.3

と九

色

好

褐

密

良

明

第18号住血32

床直
30g

第185図

No41 土  玉

径
3.8× 3.7

孔 0.7× 0.5

ウ
死

色

好

褐

密

良

暗

第18号住No33

床直
50g

第19号住居址 (第 186・ 187図、第105表 )

本址は、 I郭の南東部に位置 し、中世の建物址と重複 しているため、住居址の1/2程度を破壊さ

れている。大きさは、東西径2.75m、 南北径3.50m、 深さ0.15mを計測 し、長方形状を呈 してい

る。方位は、N-11° 一Eである。

床面は、中央部はしっかりした貼床であるが、柱穴から壁にかけては比較的柔弱な床面である。

壁は、ほぼ垂直に掘 り込まれており、壁溝はカマ ド以外全周 しているものと判断される。柱穴は

3本 (Pl～ 3)確認されたが、本来は4本であったと推定される。カマ ドは、北壁の中央東側

に位置 している。

土層は、暗褐色上が堆積 しており、 4層 に細分される。また第 2層 は、中世建物址の柱穴であ

り、第 3、 7層 は中世面である。

カマ ドは、北壁中央東側に位置 しているが、中世の建物址によリー部を破壊されている。大 き

さは、長さ1.20m、 幅1.25m、 高さ0,15mを計測する。燃焼部 は、カマ ドの中央南側に位置 し、

床面より0,10m程度下がっている。この部分のローム面は、あまり分解 していない。カマ ド内に

は焼土層の堆積はなく、第 3、 6層 の暗赤褐色土と第 4層 の黒褐色土が燃焼部に相当するものと

判断される。煙道部は、燃焼部からやや立ち上がり、ほぼ平坦面を形成 しており、先端部は垂直

に掘 り込まれている。袖と上面は、砂質粘土で構築されている。

出土遺物としては、住居址内より土師器郭、甕、増、須恵器郭、同蓋、土玉、手捏土器などが

出土 し、カマ ド内から土師器郭、土玉が出土 している。カマ ド出上の郭 は、図示出来なかった。

図示 した遺物は、第189図 に示 した 8点である。Nolは、須恵器郭蓋で床面上 10clllの 所より出土
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１

倒

0               2
L=34.40m         m

土層凡例

と:籐壁膨識径貌
ユ種を含む

3.賠撮色土 中世面である

争悟掘雹圭
 横浸Ⅲ

8綴ヨ警
=揖

;言 9クを含み、床面

6 褐 色 土 中世面でぁる
フ 暗掲色土 炭化粒を含む
8 掲 色 土 住居址の壁面である
9 暗謁色土 柱穴の種土

ヨ
|

峰

引 N
芝

日― <

カ マ ド土 層 凡 例

i 茶褐色 土 砂粒を含む
2皓 掲色 土 焼上ブロックを含む
3 暗赤禍色土 焼土ブロックを含む
4黒 裾色 土 焼土ブロックを含む
5黒 禍色 土 焼土粒を含む
6 贈赤福色士 焼土粒を含む
フ 暗IB色 土 ローム小プロックを含む
8.階 裾缶 土 ロームブロック、砂質粘土粒を含む
9,黒 禍 色 土 焼土粒、炭 1ヒ物、砂rtを含 む

,砂質粘土

.焼  土

L==34.80m                  m

第186図  第19号住居址実測図

支脚 Nol土師杯
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0             10

-―
Cln

Q
0               5

Cln

第187図 第19号住居l■出土遺物実測図

しており、No2は須恵器郭で床面上21cmの 所より出上 している。N03は 、手裡土器で接合資料

であり、No4～ 8は土玉である。

本址の時期は、遺物などから古墳時代後半に位置する住居址と判断される。

ひ

Ｑ

①

Ｑ
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第105表 第 19号住居址出土遺物一覧表

挿図Nd 名 務 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土。焼成。色調 備 考

第187図

Nα l

須恵器
罫蓋

珠

Ａ

Ｂ
宝

16.2

37
3.8× 0.5

諏
完

体部は、直線的に外反
口縁部は、大きく外開
きで内面は、削り出す。

体部上半は、回転ヘラ

削りで下半は、回転ヘ

ラナデ、内面は回転ヘ

ラナデ

小石、長石、石英

良好

灰褐色

□縁部一部欠
+10.5

第187図

Nα 2

須意器

郭

A 10.0
B  3.8
C  6.5

2/3
底部は、やや内傾して
おり体部は直線的にや
や外傾

底部は、回転ヘラ切り、
ヘラナデ、体部は内外
回転ヘラナデ

長石、石英、雲母
良好

灰褐色

口縁部～体部に

かけ一部欠

体部はナデのみ

内面磨滅
+21

第187図

No3 手 捏

A  9.6
B  7.3
C  6.3

2/3
底部は水平で、体部は

直線的に外傾し、口縁
部はやや外反

口縁部横位ヘラナデ
体部内外面手ナデ

砂粒、粗い

良好

暗褐色

一括接合資料
底部1/5程度欠

醐 帥 ハ倒歌

底部木葉痕

第187図

No4 土 玉

径
3.4× 3.6× 3.2

孔 0.8× 0,6

一
万

小石、長石粒、石
英粒

良好

暗褐色

40g
-32

第187図

Nα 5 土 玉

径
3.3× 3.1× 3.0

孔 0.8× 0.4

砂粒、密

良好

暗褐色

30g
-46

第187図

No6 土  玉

径
2.8× 2.6× 2.3

孔 0.7× 0.6

長石、石英、雲母
普通

暗茶褐色

20g
+8

第187図

No7 土 玉

径

18× 1,7× 1.6

孔  0.4

徹密

良好

暗褐色 +11

第187図

Nα 8 土 玉

径
1.9× 16

孔 0.6× 0.3 色

密

好

褐

緻

良

暗
10g
+9

第20号住居址 (第 188図 )

本址は、Ⅲ郭に位置 しており、東西径3.50m、 南北径3.50m、 深さ0.76mを 計測 し、隅丸方形

状を呈 している。方位は、N-14° 一Eである。

床面は、柔弱な貼床であり、壁はほぼ垂直に掘 り込まれている。壁は、カマ ドと北東部及び北

西部以外は全周 しており、0.05m～ o.o7m程 度オーバーハ ングしている。壁溝の大 きさは、幅

0.20m～ 0.30m、 深さ0.03m～ o.o4m程度を計測する。柱穴は 3本確認されたのみである。カマ

ドは、北壁中央部に位置 している。

土層は、黒色上、黄褐色土、黒褐色土、茶褐色土、暗褐色土がレンズ状に堆積 しており、黄褐

色土が 7層 に、暗褐色上が 2層 に細分される。土層の堆積状況から、本址は廃棄後埋められた住
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住居址土層凡例

1.黒 色 土 ロームrtを 合む
2 黄福色土 ローム質で、焼土粒を含む
3.黄褐色土 ローム質で、ロームブロック、炭化物粒

を含む
4.黄偶色土 ローム質で、柔かく、炭化物を含む
5.資褐色土 ローム質て、ローム小プロックを含む
6 黄禍色土 黒色土粒を合み、票♪い
フ.黒褐岳土 ローム粒を含み、柔かい

L-34.90mトーー3-2m

3.

カ マ ド土 層 凡 例

赤褐 色 土 砂賞粘土粒を含む 擦焼部である
黒掲 色 土 砂質粘土粒を含む
黒裾 色 土 砂質粘土粒 、焼土社を含む
賠掲 色 土 ロームブロックを含む
暗褐 色 土 砂質粘土粒を含む
黄白色粘土 砂質である

蜜福 琶 圭 織豆牲臨 ぞ暮慾
土れを含む

暗褐 色 土 黄白色粘土れを含む
黒掲 色 土 IA■ rtを 含む
贈掘 色 土 砂質粘土粒と炭化物を含む

煙道である

Ｙ
一

11

XI

L-3■ 70津――劇 m

第188図 第20号住居 l■実測図
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居址と判断される。

カマ ドは、北壁中央部に位置 しているが、焚田部分は破壊され消滅 している。燃焼部は、カマ

ド底面に暗褐色土 (第 4層 )で火床面を構築 したのみ、この上面に燃焼部を設けている。第 1層

の赤褐色土が、これに相当する。煙道部は、第11層 の暗褐色土がこれに相当し、緩やかに立ち上

がっている。カマ ドの手前には、灰落 しの為であろうかPit状 の遺構があり、黒褐色土 (第 3層 )

が堆積 している。袖と上面は、砂質黄白色粘上、砂質暗褐色土を用いて構築 しているが、柔弱な

粘土である。大きさは、長さ1.42m、 幅1.20m、 高さ0.52mで、壁外へ0.46m突 出している。

出土遺物は、土師器郭と甕の小破片がごく少量出土 したのみで、図示可能な遺物は出土 してい

ない。小破片であるが、郭と甕から本址は奈良時代に位置する住居址と判断される。

第21号住居址 (第 189・ 190図、第106表 1・ 2)

本址は、Ⅲ郭に位置 しており、東西径5,02m、 南北径5,00m、 深さα43mを 計測 し、隅丸方形

をなしているが、東壁と南壁がやや湾曲している。方位は、N-18° 一Wで ある。

床面は、柱穴内が しっかりした貼床であるものの、柱穴から壁にかけては比較的柔弱である。

壁は、はぼ垂直に掘 り込まれており、壁溝はカマ ド以外は全周 しており、幅0.25m、 深 さ0.04～

0.09mを計測する。柱穴は5本確認された。カマ ドは、北壁中央部に位置している。 また、西側

中央の床面が、一部焼けている。

土層は、黒色土、黄褐色土、暗褐色土、ローム=ブ ロックが レンズ状に堆積 してお り、土層の

堆積状況から本址は廃棄後まもなく埋められた状況を示 している。

カマ ドは、北壁中央部に位置 しており、長さ1.21m、 幅1.20m、 高さ0.40mを 計測 し、煙道先

端は壁外へ030m程 度突出している。また、西側の袖は一部破壊されている。燃焼部 は、カマ ド

の南側に位置するが焼土はあまり認められない。この部分は、床面より0。 17m下がっている。第

2～ 4層 が、焼土を含んでいるため燃焼部と判断される。火床面のローム層は、あまり分解 して

いない。煙道部は、火床部よリー度平坦面を形成 した後緩やかに立ち上がっている。

出土遺物は、住居址のほぼ全域から土師器郭、甕、碗、土玉、支脚片などが出土 している。数

量的には、比較的多量である。No l～ 4は、土師器郭で床面 と床面上 4～ 6 cmの 所 より出土 し

ており、No3は接合資料であるが一部はP5内 に落ち込んでいる。No 5は 、 P5と 南壁付近で

床面より出土 している。No7は、完型品であるが床面上15cmの所より出土 しいる。甕 は No 8が

床面上16cmの所より出土 している。No10～ 17は 、土玉で床面上 8～ 30cmの 所より出上 している。

また、中央南側には床面上14cmの所に炭化材と、西壁から中央部にかけ、焼土が堆積 している。

本址の時期は、出土遺物から奈良時代に位置する住居址と判断される。
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住居址土層凡例

, 黒  色  土 ロームrt、 焼土小ブロックを含む
2 黄 掘 色 土 ロームプロックを含む
3 黄 褐 色 土 ロームブロックを含む
4黄 褐 色 土 良くしまっている
5 黄 裾 色 土 ロームIIIを 合む
6 費 褐 色 土 ローム粒、炭化物を含む
7.黄 掲 色 土 ローム粒を含む
8皓 掲 色 土 ロームブロックを含む
9 ロームブロック 崩れ込みである
10 日―ムブロック

L-34.70m士――___司 _―――――琴m

カマ ド土層凡例

1 褐色砂質粘土

2 黒 裾 0上  焼土れ、消土社 を含む

3 黒 tB色 土 境土れを含み、赤化している

4 暗 福 色 土 焼と社 を合む

5 賠 褐 色 土 砂質粘土粒、焼土粒 を含む

6 黄 褐 色 土 砂質ru土粒 を含 む

フ 黒 掲 色 ■ 砂質Th土粒 を含 む

8 暗 掲 色 土 砂粒、粘土粒 を含み、国 く

しまっている

L-34.70m― m  重転1縁質粘圭
第189図 第21号住居llL実測図

-370-



勺８

第190図 第21号住居址出土遺物実測図
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第106表 第21号住居tL出土遺物一覧表 1

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備   考

第190図

Nol

土師器

邦

Ａ

Ｂ

Ｄ

13.9× 14.2

4.6

135× 14.2

体部は、内傾ぎみに立
ち上がり、日縁部は直
立後に外反している。
楕円形をなす。

口縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ肖1り 後ヘラ

ナデ

緻密

良好

暗褐色

口～体にかけ
1/8欠損、回唇

部一部煤付着
床直

第190図

No2

土師器

雰

Ａ

Ｂ

Ｄ

10。 9× 10.5

3.9

■.0× 10.4

を
死

体部は、内傾ぎみでに

外傾しており、口縁部
は直立している。楕円
形を有す

口縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ削り後ヘラ

ナデ 色

密

好

褐

徹

良

暗

回唇部に一部
煤付着

+6

図‐９

血

第 土師器

邦

Ａ

Ｂ

Ｄ

12.0

3.7

120
1/4

体部は内傾ぎみに立ち
上がり、口縁部はやや

内傾底部外面に「手」
印有

内外面ヘラナデ
小石、砂粒
良好

暗茶褐色

口縁内面煤付着
+4

第190図

Nα5 碗

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

10,6×  9.9
9.3×  9。 1

6.3× 5,7

11,0× lo.6

底部は、内傾しており
体部は内傾ぎみに外傾
しており、日縁部はや
や外反

口縁部手ナデ

体部縦位ヘラ削り
底部ヘラ肖1り

長石粒、砂粒
良好

暗茶褐色

体部一部欠
全体に遍平な造

り

床直

第190図

Nα 6 碗

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

9。 3× 8.7
1.5× 7.0

4.5

11.5× 10.3

底部は、平底ぎみで体
部は内傾ぎみに外傾し
□縁部は内傾後直立

回縁部、内面手ナデ

体部磨滅大
小石、砂粒、粗
普通

暗茶褐色

湾曲しており、
体部～底部にか

け器面は、著し

く磨滅
+14.5

第190図

Nα 7 甕

Ａ

Ｃ

16.2× 14.3

8.0
底部は、やや外湾して
おり体部は直線的に外
傾し、口縁部は外反す
る。

体部上部は横位ヘラ削
り中部縦位ヘラ削り、
縦位ヘラナデ、底部ヘ

ラ肖」り

色

密
好

褐

緻
良

暗

全体に遍平な造
り

+15.0

第190図

No8 甕 片

A   20.0

B 17_5 1/4
体部は、内慣しており、
口縁部は内傾後外傾

口縁部、体部、内外
面ともヘラナデ

長石、石英、砂粒
良好

暗褐色 +16.0

第190図

No9 支脚片

長   13.0
巾  6.4× 3.0

厚 (6.5)× 4.0
全体的に楕円形をなす

粗

良好

暗赤褐色
下部欠損

+14.5

第190図

Nα 10 土  玉

径
3.4× 3.3× 2.9

孔  0.5× 0.4

緻密

良好

暗褐色

30g

+11

第190図

No ll 土 玉

径
3.8× 3.3× 3.7

孔  0.8× 0.4

緻密

良好

暗褐色

ｇ

　

３０

４０
　
　
＋

第190図

Nα 12 土 玉

径
3.3× 3.2× 3.1

孔  0.5× 0.3 色

密

好

褐

緻

良

暗

30g

+4

第190図

No 13 土  玉

径

3.3× 3.1

孔  0.9× 0.3

緻密

良好

暗掲色

35g
+8

第190図

Nα 14 土 玉

径
3.8× 3.5× 3.2

孔  0.6× 0,4 色

密

好

褐

緻

良

明

ｇ

２３

４０

＋
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第106表 第21号住居tL出土遺物一覧表 2

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土。焼成・色調 備 考

第190図

Nα 15 土 玉

径
3.3× 3.0× 3.0

孔  0.8× 0.3

を万
色

密

好

褐

緻

良

暗

ｇ

　

２５

３０
　
　
十

第190図

No16 上 玉

径
3.2× 3.0× 3.0

孔  0.5× 0.4

緻密

良好

暗茶褐色

ｇ

　

５０

３０
　
　
十

第190図

NQ17 土 玉

径

2.8× 2.8× 3.1

(3.3)

孔  0.5× 0.4

一部欠
色

好

褐

砂

良

明

ｇ

　

３０

２５
　
　
＋

第22号住居址 (第 191・ 193図、第107表 )

本址は、Ⅲ郭に位置 しており、東西径4.15m、 南北径4.23m、 深さ0,72mを 計測 し、隅丸方形

状を呈 している。方位は、N-29° ―Wで ある。

床面は、柔弱な貼床で壁は、ほぼ垂直に掘 り込まれている。壁溝は、カマ ドと西壁南側の一部

以外全周 している。柱穴は、 4本確認されたが、南西コーナー部で柱穴は確認できなかった。カ

マ ドは、北壁中央部に位置している。

土層は、黒色土、黄褐色土、ローム=ブ ロックが堆積 しており、黄褐色土が 5層 に細分される。

これらの土層は、ほぼレンズ状に堆積 しているが、廃棄後に埋められたものと判断される。

カマ ドは、北壁中央部に位置 しており、長さ1.80m、 幅1.40m、 高さ0.35mを 計測する。煙道

は、壁外へ0.85m突 出し長い煙道を形成 している。カマ ドの南側は、破壊されている。 このため

焚日は、消失 しており燃焼部と火床部は、中央部で確認された。燃焼部は、赤褐色土 (第 2層 )

焼土 (第 3層 )、 暗褐色土 (第 7層 )が これに相当する。第 3層 の焼土 は、 ブロック状をなす こ

とから上壁と判断され、第 2層 の赤褐色土が燃焼部であるうし、下位と前方のローム層は良 く分

解 している。火床部は、床面から0,10m程度下位面に位置する。煙道部は、火床面より約0,40m

程度立ち上がってから約0.50m程度突出した後、緩やかに立ち上がっている。

出土遺物は、土師器郭、甕、土玉などが出土 しているが、数量的には比較的少量で図示出来た

のは第195図、 Nol～ 4の 4点のみである。Nolは、床面より出土 した土師器郭であり、No 2

は、床面上 5 cmの 所より出土 した土師器甕で、No4、 5は土玉である。

出土遺物から、本址は奈良時代に位置する住居址と判断される。
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L-34,70話上===上=三二雪m

住居址土層凡例

1.黒   色  土 ローム粒、焼土小ブロック
を含む

2.黄 掲 色 土 ロームブロックを合む

3.黄 褐 色 土 ロームブロックを含む

4.黄 掲 色 土 良くしわ てtヽ る

5,黄 褐 色 土 ロームIn、 炭化物含む
6.表 褐 色 土 ロームrdを含む

7.ロ ームブロック

8。 ロームブロック 崩れ込み

カ マ ド土 層 凡 例

1 贈撮色砂質粘土 軟質である
2.赤 福 色 土 くすんでいる
3 焼     土 ブロック状である

4.黒  灰 色 土 猫土粒を含む

5黒 灰 色 土
6.黄 褐 色 土 粘土粒子合む
7.階 褐 色 土 猫土粒、灰を含む

3.黄 禍 色 上 分解ロームである

9 暗 禍 色 土 消土社を含む

10.暗 裾 色 土 霞賓である

" 
暗 禍 色 土 粘土粒を含み、固くしまつて

12 黒 福 色 上 粘■粒子を合み、税乱である

Z Y

0        1   猟紺 焼  土

L=34.40m「 ――――‐―― 引m  霊壌砂質粘土

第191図  第22号住居l■実測図
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第23号住居址 (第192～ 195図、第108表 1～ 3)

本址は、Ⅲ郭に位置 し南西コーナー部は 1堀に掘 り切 られている。大 きさは、東西径4.65m、

南北径4.40m、 深さ0.80mを計測 し、隅丸方形状を呈 している。方位は、N-14° 一Wで ある。

床面は、柱穴内側はしっかりした貼床であるが、柱穴外側から壁にかけては比較的柔弱な貼床

である。壁は、ほぼ垂直に掘 り込まれており、壁溝はカマ ド以外全周 しているものと判断される。

また、南壁西側は南側へ0.25m程度拡張されている。柱穴は、 5本確認 されたが、 P2,3は や

や北側に寄 っており、P4は建替と判断される。カマ ドは、北壁中央部に位置 しており、煙道は

壁外へ0.52m突 出している。

土層は、黄褐色土、黒褐色土、暗褐色土が堆積 しており、黄褐色土が 8層 に暗褐色土が 2層 に

各々細分される。これらの土層は、ほぼレンズ状に堆積 しており、本住居址廃棄後埋められた状

況を呈 している。

カマ ドは、北壁中央部に位置 しており、長さ1.68m、 幅1.80m、 高さ0,25mを 計測する。焚日

は、燃焼部の手前で第 7層 (黒褐色土)が これに相当し、燃焼部は床面から0。 10m下 げ火床面 と

しこの上面の第 4、 5、 8層 (黒褐色土、黒色土)が燃焼部に相当するが、焼土層 はな く第 8層

の黒色土が、焼土プロックを少量含む程度である。火床部は、あまり分解 していない。煙道部は

床面と同一面で、0。 45m突 出してからほぼ垂直に立ち上がっている。袖は、砂質粘土を用いてい

る。

出土遺物は、土師器郭、甕、土玉、砥石などが出土 しているが、土玉以外は破片が中心である。

第195図、 No5は、土師器郭で床面上 7 clllの 所より出上 し、No6は土師器郭片で床面から出土 し

ている。No8は、土師器甕片で床面より出土 している。No7は、土師器郭で床面上47clllの 所よ

り出土 している。No9、 10は 、砥石である。No9は、床面より出土 しNo10は 床面上 65allの 所よ

り出土 している。第196～ 197図 は、全て土玉であるが、カマ ド内で燃焼部より煙道部にかけて合

計18点の土玉が出土 している。このことは、当古屋敷遺跡の全住居址には見 られない点である。
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ヨ
|

|■1焼  土

輔籠砂質粘土

四 第23号住居llL実 測図
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住居址土層凡例

1 黄禍色土 ローム小ブロックを含む

2 黒禍色■ ロームプロック、ローム」ヽブロックを合も

3 黄掲色土 ローム独、ロームブロックを含む

4 黄掘色土 炭化物粒子、′焼土担を含む

5 黄褐色土 ローム世を含む

6 黄褐色土 消土粒を含む

7 黄褐色土 ロームフロック、Th土粒を含■
8 黄裾色土 ロームプロックを含 む

9 暗掲色土 日―ム粒、焼土種、炭化物 を含 む

1つ 贈褐色土 El― ムブロック、炭化物 を含み、柔かい

‖ 黄褐色土 ロームブロ ックを含む

12 黒褐色土 ロームrtを 含む

0               2
L=34.00m―

―

m

Ａ
一

Z
・36×

|

Y XI
〇

カマ ド土 層 凡 例

1 砂質粘土 黒色土を含む
ク 黒 色 土 砂質IIh土 粒 を合む

3.皓褐色土 焼土 IIIを 合み、粘性 を

もつ

4 黒傷色上 焼土小 プロック、粘土

∞         ブロックを含む

5 黒褐色土 砂質粘土殺を合む

帯 6 皓偶色土 砂質粘土社を含む
7 黒褐色土 砂質粘土ブロックを含む

8 黒 色 土 焼土小ブロックを含む
9 黒掲色土 粘土粒を合む

iO 賠褐色土 白色砂質Ithttr■ を含む
‖ 暗掲色土 白色砂質璃土粒を含む
12 皓褐色土 砂質で焼土小ブロック

を含む
13 皓禍色■ 砂質お■質て、焼土粒、

炭化粒を含む
14 皓禍色土 砂質お土質で、炭化粒を

含む

L=34.50m                 m

P4 ・ぢ耳  ⑨P'

『跡ヽ」】】）Ｖ９

10

比
２‐
２２

∞

第192図
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第193図  第22、 23号住居llL出土遺物実測図
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第107表 第22.23号住居址出土遺物一覧表

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成。色調 備 考

第193図

Ncl 郵

Ａ

Ｂ

Ｄ

11,1

3.5

10.8

1/3
体部は、内傾しながら

立ち上がり、陵線はじ
っかりしている。

口縁部回転ヘラナデ

体部内外面ともヘラ

ナデ

緻密

良好

暗褐色

第22号住No l

内面一部煤付着

床直

第193図

No2

土師器

甕片

Ｂ

Ｃ

10.3

6.8

底部は、内湾ぎみで、

体部は内傾ぎみに外傾

する。体部下半は1/2
欠

体部縦位ヘラ肖1り 後

底部ヘラナデ後削り
ヘラナデ、内面ナデ

雲母、長石、石英

黒色

良好

第22号住Nd2

+5

第193図

No3 土 玉

径
2.7× 2.6× 2.5

孔  0.8× 0.4 色

密

好

褐

緻

良

暗

第22号住No3

+4
30g

第193図

No4 土  玉

径
0.4× 3.5× 2.6

孔  1.1× 0.6

緻密

良好

暗褐色

第22号住Nα4

+18.5

20g

第193図

No5

土師器

郭

Ａ

Ｂ

Ｄ

(13.0)

4.0

13.1

と/4
体部は、内傾ぎみで、

陵線はしっかりしてい

る。口縁部は、直立で

ある。

口緑部ヘラナデ、

体部ヘラ削り後ヘラ

ナデ、内面ヘラナデ 色

密

好

褐

級

良

暗

第23号住No l

+7

第193図

No6 珊船
Ａ

Ｂ

Ｄ

(15.1)

5.6

154
1/4

体部は内傾ぎみで陵線
はなく、日縁部は薄く

外反 している。

口縁部横位ヘラナデ

体部縦位ヘラ削り後
ナデ

緻密

普通

暗褐色

第23号住Nc2

内面黒色処理

床直
二次火力を受け
る

第193図

Nd7

土師器

罫

Ａ

Ｂ

Ｄ

1/4
底部は、平底化してお

り体部は内傾ぎみに外

傾し、□縁部は直立し

ている。

日縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ肖1り 後ヘラナ

デ、ヘラミガキ

級密

良好

暗褐色

第23号住m3
+47

第193図

Nα8

師

片

土

豊
A (15.0)
B   9.7 1///3

体部は、やや内傾し、
日縁部は、肥厚で外反
している。

口縁部横位ヘラナデ

体部縦位ヘラ削り

長石粒、石英粒

良好

暗褐色

第23号住No4

内外は磨滅

床直

第193図

No9

砥 石 径
11.1× 6.0× 2.3

四面を使用し、左側面
を良く使用している。

第23号住No5

泥岩質

床直

第193図

Nc10

砥 石 径
7.3× 1.8× 2.0

両端を欠損し、三面を

使用、右側面に加工痕
を有す

第23号住No6

+65
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第108表 第23号佳居址出土遺物一覧表 1

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成。色調 備 考

第194図

Ncl 土 玉

径
3.5× 3.1× 2.2

孔  1.1× 0.4

粒砂
ヽ
　

色

石

好

褐

小

良

暗

第23号住血7

20g
+13

第194図

No2 土 玉

径
3.4× 1.8

孔  1.0× 0.5 色

粒

通

褐

砂

普

明

第23号住Nc8

20g
+15

第194図

Nα 3 土 玉

径
2.6× 2.1× 2.0

孔  0,6× 0.5 色

好

褐

密

良

茶

第23号住No9

10g
+14

第194図

No4 土 玉

径
3.5× 3.4× 2.8

孔  0.6

密

良好

明褐色

第23号住No 10

30g
+8

第194図

Nα 5 上 玉

径
3.5× 3.4× 3,1

孔  1.2XO.7

長石、石英、雲母
良好

暗褐色

第23号住No ll

30g
+9

第194図

No6 上 玉

径
2.9× 2.8× 2.9

7し   0。 7× 0.3

き
死

長石、石英

良好

暗褐色

第23号住No 12

25g
+8

第194図

Nα 7 土 玉

径
3.1× 2.8× 3.0

子し  0,7× 0.4

をえ

砂粒

良好

明褐色

第23号住No 13

25g
+9

第194図

No8 土 玉

径
2.9× 2.8× 31
孔  0.7× 0.4

しれ
ヽ
　

色

石

好

褐

長
良

茶

石英、砂粒 No23号住血 14

30g
+10

第194図

No9 土 玉

径
3.4× 3.0× 3.2

孔  0.6× 0.3

を
死

砂粒

良好

暗茶褐色

第23号住Nα 15

30g
+11

第194図

Nα 10 土 玉

径
3.4× 3.3× 3.2

了し  0.6× 0.3

を
死

長石、砂粒
良好

暗褐色

第23号住No 16

35g
+12

第194図

No ll 土 玉

径
3.0× 2.5× 2.6

孔  06× 0.4

を万

密

良好

暗褐色

第23号住No 17

20g
+11

第194図

Nα 12 土  玉

径

3.3× 3.2× 24
孔  10× 0.5

ウ
死

色

好

褐

密

良

暗

第23号住No 18

25g
床直

第194図

No 13 土  玉

径
2,9× 2.7× 2.7

孔  06× 0,3

ウ万

色

好

褐

密

良

暗

第23号住No 19

20g
+13

第194図

Nα 14 土  玉

径

3.0× 2.9× 2.8

孔   0.5XO.4
と
万

密

良好

橙褐色

第23号住血20

25g
+9

第194図

Nα 15 土  玉

径
3,0× 2.9× 2.5

孔  0.7
一
万

長石粒、石英粒

普通

淡黒褐色

第23号住No21

25g
+7
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第108表 第23号住居址出土遺物一覧表 2

挿図血 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土。焼成。色調 備 考

第194図

Nα 16 土 玉

径
3.0× 2.8× 2.6

孔    0.8 色

好

褐

密

良

茶

第23号住No22

20g
+9

第194図

No 17 土 玉

径
3.2× 3.1× 3.2

孔  0.8× 0.3

ヽ
　

色

石

好

褐

長

良

茶

石英粒 第23号住Nd23

30g
+5

第194図

No 18 土  玉

径
2.9× 2.6× 2.8

孔  0,7× 0.4 色

粒

好

褐

砂

良

黒

第23号住NQ24

20g
+6

第195図

Nα 19 土 玉

径
3.8× 3.5× 2.0

孔  1.1× 0.6

密

良好

淡暗褐色

第23号住No25

+11 20g
煤付着

第195図

No20 上 玉

径
3.5× 3.2× 2.0

密

良好

第23号住No26

20g
床直

第195図

Na21 上 玉

径
3.5× t42× 1.7

孔  1.6× 0.5 色

好

褐

密

良

明

第23号住No27

30g
+12

第195図

Nα 22 土 玉

径
3.4× 3.3× 1.8

孔  09× 2.5

密

良好

暗褐色

第23号住Nc28

20g
+14

第195図

Nα 23 上  玉

径
3.6× 3.5× 2.1

孔  1.0× 0.5

密

普通

暗褐色

第23号住Nc29

30g
+8

第195図

Nα 24 土  玉

径
3.3× 3.5× 1.8

7し   0,9× 0.5

密

良好

淡明褐色

第23号住No30

25g
+9

第195図

No25 土 玉

径
3.7× 3.4× 1.8

孔  1.0× 0.6 色

通

褐

密

普

明

第23号住No31

20g
+8

第195図

No26 土 玉

径

3.2× 3.2× 2.0

孔  1,0× 0.5

密

良好

淡明褐色

第23号住Nc32

20g
+9

第195図

No27 土  玉

径
3.6× 3.5× 2.1

孔  1.0× 0.6 色褐

好

明

密

良

淡

第23号住No33

25g
+10

第195図

No28 土 玉

径
3.5× 3.1× 1,7

孔  1,0× 0.4

砂粒

良好

明褐色

第23号住No34

20g
+11

第195図

No29 土 巫

径
3.2× 3.0× 1,9

孔  1.0× 0.5

密

普通

暗褐色

第23号住No35

20g
+12

第195図

No30 土 墨

径
3.2× 3.2× 2.1

孔  1.0× 0.3

密

普通

明褐色

第23号住No36

20g
+11
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第108表  第23号住居址出土遺物一覧表 3

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土。焼成・色調 備   考

第195図

No31 土  玉

径
3.5× 3.4× 2.0

孔  1,0× 0.5

を死

小石、砂粒

良好

暗褐色

第23号住No37

20g
床直

第195図

No32 土 玉

径
3.3× 3.0× 1.9

孔  0,9× 0.4

を
死

砂粒

良好

明褐色

第23号住Nc38

20g
+13

第195図

No33 土  玉

径
3.1× 3.0× 3.0

孔  0.5× 0.3

一部欠
粗 (砂粒)

良好

茶褐色

第23号住血39

25g
+9

第195図

Nα 34 土  玉

径
3.3× 3.0× 1,9

孔  0,8× 0.4

砂粒

普通

暗褐色

第23号住No40

20g
+5

蜘憫
土  玉

径
2.9× 2.9× 2.6

孔  0.5
一部欠

粗 (砂粒)

普通

明褐色

第23号住No41

20g
+5

第195図

No36 土 玉

径
3.6× 3.4× 3.5

子し  1.2× 0.6 色

好

褐

密

良

明

第23号住No42

30g
+5

第195図

Nα 37 土 玉

径

2.5× 2,4× 2.3

孔  0.5× 0.4

密

　

色

粒

好

褐

砂

良

橙

第23号住血43

15g
+5

第24号住居址 (第 196・ 198図、第109表 )

本址は、 I郭から北東部へ小さく突出した舌状台地の南側平坦部西側に位置 している。大 きさ

は、東西径2.75m、 南北径2.45m、 深さ0.40mを計測 し、隅丸長方形状を呈 している。西側は、

谷に接 しているため確認できなかった。方位は、N-75° 一Wで ある。

床面は、砂質粘土層で良 くしまっており、壁はほぼ垂直に掘 り込まれている。壁溝は、掘 り込

まれておらず、柱穴は 1本確認されたのみである。

土層は、黒褐色土、暗責褐色土、暗褐色土が堆積 しており、 3層 とも砂質である。 これ らの土

層は、南側と東側から流入 したようである。

カマ ドは、確認されなかったが、西壁の中央西側に焼土域が所在することから、この焼土がカ

マ ドに相当する部分と判断される。袖は、不明である。

出土遺物は、土師器郭片、甕片、須恵器壷片、土玉片などが出土 しているが、非常に少量で図

示出来たのは第200図、 Nol、 2の 2点程度である。Nolは、須恵器壷底部片で床面上10cmの 所
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住居址土層凡例

1 黒 褐 色 砂 層 炭化粒を含む

2 贈黄褐色砂質粘土 炭化プロックを含む

3 暗 傷 色 土 砂質で、崩れ砂層

ド。

A 土焼B

L-32.30ml        m

第196図 第24号住居l■実測図

より出土 し、No2は土師器甕片で床面上 6 cmの 所より出土 している。

本址の時期は、出土遺物から平安時代に位置する住居址と判断される。

第25号住居址 (第 197・ 198図、第109表 )

本址は、 I郭の南東部に位置 している。大きさは、東西径3.00m、 南北径2.68m、 深さ0.46m

を計測 し、隅丸方形状を呈 している。方位は、N-25° 一Eで ある。

床面は、貼床で比較的しっかりしており、壁はほぼ垂直に掘 り込まれているが、柔弱な壁であ

る。壁溝は、掘 り込まれておらず、柱穴は南側で 1本確認されたのみである。カマ ドは、北壁中

央に位置している。

土層は、黒褐色土、暗褐色土がレンズ状に堆積 しており、黒褐色土が 3層 に、暗褐色上が 5層

に細分される。第 1層 は、土塁基底部をなす土層であり、第 2層以下が本址の覆土である。各土

層 (3層を除く)は、焼土粒子や炭化物を含み、床面にも炭化材が所在するものの床面 は焼けて

いないことから、本住居址廃棄後によるものと判断される。

カマ ドは、北壁中央部に位置 しているが、中世城郭築城 (造改築)時に上面等が、破壊されて

いる。長さ1.30m、 幅1.12m、 高さ0.32mを計測 し、壁外へ0.65m突 出 している。焚日部分は、
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住居址土層凡例

1.黒褐色土 褐色土をまばらに含む、土塁基礎部分の
盛り上である

? 黒褐色土 焼土機、炭化社を含む
3.暗禍色土 黒福色土をまばらに合む
4.皓編色土 焼土れを含む
5.暗福色土 ローム紅、焼土粒を含む
6 黒褐色土 炭化粒、焼■41を含む
フ 贈編色土 ロームれ、焼土粒を含む
8.賠偶色土 焼土粒、RIL粒 を含む

L=34.00m          m

カマド土層凡例

1,贈薄茶鶴色砂目
2.暗薄茶福色砂層
3,皓蒲茶褐色砂鵬
4黒 褐 色 土 層
5.薄 茶禍色砂層
6薄 茶褐色砂層
7赤 掲 色 土 磨
8赤 禍 色 土 層
9,暗 褐 色 土 唐

10.暗 福 色 土 層

天丼部である
炭を含む
焼土粒を含む
灰を含む

競土れ、焼土小ブロックを含む
焼成面である

粘土質の茶掲色砂膚まじる
焼土粒、焼■yllブロック、炭化物
を合む

焼上を含む

XI

Z Ｙ
一

0               1
L=34.00m―

―

m

焼土

砂質粘土

第197国 第25号住居llL実測図
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艤 4

― ―

Cln

1、 6=第 24号住

2～ 5=第25号住
CIn

□乙

①
6

第198図 第24、 25号住居llL出土遺物実測図

消失しており、燃焼部は第 4層 (黒褐色土)と 第 7層 (赤褐色土)の部分と判断される。燃焼部

下位面は、床面よリー度0.05m下 がってから床面と同レベルとしてから、テラスを造りながら煙

道先端部に至る。この部分に、第 5層 と第 8層で燃焼部下位層を形成しているが、ほとんど分解

していない。煙道先端は、壁外へ0.65m突 出しており,比較的長い煙道となっている。袖と上面

は、砂質粘土を用いている。
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出土遺物としては、住居址内より上師器郭片、甕片、土玉、紡錘草が出土 して、カマ ド内か ら

は土師器郭、甕が出土 している。これらの出土遺物で、図示出来たのは第200図、 No2～ 5の 4

点のみである。第200図 No2、 3は、土師器甕でカマ ド内より出土 しており、No4は土師器郭で

カマ ド内より出土 している。No5は、土製紡錘車で床面上10cmの所より出土 している。

出土遺物から本址は平安時代に位置する住居址と判断される。

第26号住居4L(第 199・ 202図、第110表 )

本址は、 I郭は南東部に位置 しており、煙道の先端は第25号住に切 られ東壁南側は、消失 して

いる。また、本址 I郭南東部土塁下に位置 している。大きさは、東西径3.82m、 南北径3.85m、

深さ0.50mを計測 し、隅丸方形状を呈 している。方位は、N-17° ―Eである。

床面は、貼床であるが柔弱であり、壁はほぼ垂直に掘 り込まれている。壁溝は、カマ ド以外全

周 しているものと判断され、幅0。 18～ 0.30m、 深さ0.10m程度を計測する。柱穴 は、対角線上に

第109表 第24、 25号住居址出土遺物一覧表

挿図No 名 初 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備 考

第198図

No l

須恵器

壼 片

B  5,3 体部
1/8程度

体部は、球形を呈し、

体部表面に自然釉有

体部は回転ヘラ削り

後にナデ。底部回転
ヘラ切り後ナデ

長石

良好

灰褐色

第24号住No l

+10

第198図

Nα 2

器

片

師土

甕

Ａ

Ｂ

口縁1/3

体部1/2

体部は、上半と下半が

内傾で中央は直立、頚

部内傾で口縁部外傾、
口唇部つまみ出し

口縁部回転ヘラ肖1り

横位ヘラナデ

体部右下リヘラナデ

長石粒、石英粒

良好

赤褐色

第24号住No l

+6

第198図

No3

器師

型

片

土

小

甕

A 14.7
B  7.1 1//′ 2

体部は内傾しており、
頚部は内傾し、日縁部
は外反、日唇部は直立

ぎみ

口縁部横位ヘラナデ

体部ヘラナデ
長石粒、雲母粒
良好

暗赤褐色

第24号住No2

+50

第198図

No4

土師器

邦

Ａ

Ｂ

Ｃ

を
九

底部は内傾し、体部は

直線的に外傾し、日縁

部はやや外反

体部回転ヘラナデ

下部手持ちヘラ削り

底部回転ヘラ切り

長石、石芙、砂粒

良好

淡黒褐色

第25号住No3

カマド内出土

内面黒色処理

床直

第198図

Nα 5 型鱒片

径

径

上

下

高

孔

(2.9)

(5.6)

2.5

(0,7)

1/2
台形状をなす。側面は

緩やかな曲線をなす。

緻密

良好

暗褐色

第25号住No4

土製

床直

第198図

Nα 6 土  玉

径
2.9× 3.3× 2.9

孔  0.5× 0,4

を
死

級密

良好

暗褐色

第24号住No2

25g
+30
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4本確認された。カマ ドは、北壁中央東側に位置 している。

土層は、黒褐色土、暗褐色土、暗黄褐色土が レンズ状に堆積 しているものの、第 1層 黒褐色土

は土塁基底部が土層であり、第 2～ 5層が本址の覆土である。

カマ ドは,北壁中央東側に位置し、長さ1.50m、 幅1.32m、 高 さ0.32mを 計測する。焚日は、

床面より0。 12m下げており、この上面で第 4層 (黒褐色土)が燃焼部に相当するものの、焼上の

堆積 もなくローム面 もほとんど分解 していない。煙道部は、第 9、 10層 がこれに相当し、焚口部

より緩やかに高 くなり、第 4層先端で0.02m下 がってからほぼ垂直に立ち上がっている。袖 と上

面は、白色砂質粘土を用いて構築 している。

出土遺物としては、土師器雰片、甕片、須恵器杯片、紡錘車、土玉などが出土 しているが、図

示出来たのは紡錘車と土玉のみで、堺や甕は小破片である。第204図、 Nolは、滑石製紡錘車で

体部中央に溝を刻 しており、床面上 4 cmの 所より出土 している。同図、 No 2～ 8は、土玉であ

る。

郭や甕より、本址は平安時代に位置する住居址と判断される。

第27号住居址 (第 200・ 202・ 203図、第 110、 111表 1・ 2)

本址は、 I郭の中央西側に位置 し、中世の建物址柱穴に一部を掘 り切 られている。大 きさは、

東西径5,08m、 南北径4.50m、 深さ0。 13mを 計測 し、東西に長い長方形状を呈 している。方位は

N-0° 一Eである。東壁は、西壁より0.40m程度長 くなっている。また、西壁 と南東 コーナー

部には、中世の土墳が掘 り込まれている。

床面は、しっかりした貼床であり、壁ははぼ垂直に掘 り込まれている。壁溝は、カマ ドと北東

及び南西コーナー部以外は全周 しているものと判断される。柱穴は、 4本確認された。カマ ドは

北壁中央部に位置 しているが、中世時にその大部分を破壊 している。また、住居址の中央北側に

は、0.65m× o,60m xo.o6mの 規模で粘上が貼 られているが、中世の建物址等に結び付 く粘土 と

判断される。

土層は、 1層で暗褐色上が堆積 している。カマ ドは、北壁中央部に位置 しているが、中世の柱

穴による破壊を受けている。確認部での大きさは、長さ0,80m、 幅1.15m、 高 さ0,09mを 計測す

る。焚日と煙道部先端は、消失 している。燃焼部は、第 1層 の焼土と第 4層 の暗褐色土が これに

相当する。燃焼部下のロームは、ほとんど分解 していない。袖は、白色砂質粘土を用いて構築 し

ている。

出土遺物は、土師器甕、堺片、支脚片、土玉などが出土 しているが、図示出来たのは土師器甕

支脚、土玉のみで、郭は全て小破片である。第204図 No9は、土師器甕で床面上 2 cnの 所より出
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住居址土層凡例

1.黒 掲色土 ローム41、 土器粒を含む
2.贈 裾 色 土 ローム粒、と器粒、炭化糧を含む
3.暗 福 色 土 ローム粒を含む
4暗 偶 色 土 ローム種を含む
5.皓費掘色土 ロームプロックを含む、一崩れ込

み層

0                  2

と-33.50m~~m

カマド土層凡例

1.茶 褐 色 砂 層 天丼部である
2 茶 禍 色 砂 層 天丼部で自色砂質糖土が混入

している
3,自 色砂質粘土 褐色上を含む
4.黒 禍 色 土 焼成面で焼土様を含む
5.黒 褐 色 土 焼土粒、ローム粒を含む
6茶 褐 色 土
フ.茶 禍 色 砂 層 福色土を含む
8 茶 褐 色 砂 層 焼土粒を含む
9,晴 茶 福 色 土 灰を合む
10.茶 掲 色 砂 層 褐色上を合む
11,黒 褐 色 土
1夕 .皓 褐 色 土 砂質、粘土ブロックを含む
13 賠 褐 色 土 砂資、消土ブロックを含む
14 皓 禍 色 土 砂質、粕土プロックを含む
15 ロームプロック

0                  2

L-33.50m        m鐵 熱砂質粘土

驚韓 焼  土

第199図  第26号住居挫実測図

(第25号住)
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住 居 址 土 層 凡 例

1 皓裾色土

カマド土層凡例

1焼  土
2 贈掲色土 焼土粒を含む
3 賠褐色土 砂粒、ローム粒を含む
4 暗褐色土 焼土機、炭化粒を含み、砂っぼい
5 暗絡色土 焼土粒を含み、砂っぽい
6.暗褐色土 ローム粒を含み、砂っぽい
7.暗褐色土 秒粒、ロームブロックを含む
8,暗裾色土 砂粒、ローム粒、炭化粒、焼土粒を含む
9.階格色土 粘土プロック、砂粒を含む

0                 欝
L-33.90m             m

砂質粘土



土 し、同図 No10とよ支脚片である。第205図 は、土玉であり床面と床面上 5 clllの 所か ら出土 してい

る。

本址の時期は、出土遺物から奈良時代に位置する住居址と判断される。

第28号住居址 (第 201・ 202図、第110表 )

本址は、 I郭から北東方向に細長 く突出した台地上で、 I郭から5m程度下がった平坦部で砂

層中で確認されている。大きさは、東西径5.05m、 南北径4.58m、 深さ0.20～ 0.30mを計測する。

これは、西側が斜面部で高 くなっており、柱穴部分 (西側)か ら平坦面となっていることに起因

する。方位は、N-8° ―Eで長方形状を呈 している。

床面は、砂層であるが比較的しまっており、壁はほぼ垂直に掘 り込まれている。壁溝は、確認

できなかった。柱穴は合計10本確認されたがPl～ 4が主柱穴と判断される。 4柱穴とも、非常

に浅い柱穴である。他の柱穴は、建替等によるものであろう。カマ ドは、北壁中央部に位置 して

いる。

土層は、 1層で軟質の暗褐色砂層が堆積 しており、西方から流入 した状況を呈 している。住居

址上面の上層も、砂層である。

カマ ドは、北壁中央部に位置 し、長さ1.45m、 幅1.30m、 高 さ0。 30mを 計測する。火床部 は、

カマ ド中央部に位置 し、床面とほぼ同 じ高さで、暗赤褐色土が堆積 している。下位の砂層 は、あ

まり焼けていない。燃焼部は、第 3層 の暗赤褐色土が堆積 している。煙道部は、火床面より0.10

m程度高 くなってから、壁外へ0.20m突 出し、ほば垂直に立ち上がっている。袖と上面 は、砂質

粘上で構築 しているが、柔弱である。

出土遺物は、土師器郭、甕、土玉などが出土 しているが、第204図 Noll～ 14以外は破片である。

同図 Nollは 、土師器郭で床面より出土 しており、同図 No121ま 土師器郭で床面より出土している。

同図 No13、 14は、土玉で床面よりの出土である。

本址の時期は、出土遺物から平安時代に位置する住居址である。
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0        1 翻議砂質粘土

L-34.90mトーーーー十一
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m

第201図 第28号住居luL実 測図

住居辻土層凡例

1 表   土
2,暗偶eDF よくしまっている
3.皓福色砂層 よくしまり、黒くくすんでいる
4.福 色砂 層 軟質である

0               2
と-34.90m―

―

m

カマド土層几例

i 白茶福色砂質猫土 天弁部である
2.暗 褐 色 砂 膚 砂粒を含む
3.瞳 赤 褐 色 砂 層 炭化物を含む
4.掲  色 砂 層 袖部と思われる
5 贈 赤 褐 色 土 砂激、砂質プロックを含む
6黒 褐 色 砂 層

F E

ヨ
|

Ｚ
一

Y
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第110表 第 26、 27号住居址出土遺物一覧表

挿図No 名 称 法量 (cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備   考

第202図

No l

滑石製

紡錘

車片

径

径

上

下

Ｂ
孔

3.0

4.9

2.2

1.0× 0.7

1/2

合形状をなすが、不整

円形状をなしている。

側面に、刻み込み有

滑石製

第26号住 No l

40g
+4

図２０

血

第

土  玉

径
3.8× 3.1× 3.3

孔  1.0× 0.3

長石、石英、粗

良好

明茶褐色

第26号住No2

45g
+25

図２０

ｍ

第

土 玉

径
2.3× 2.7× 2.4

孔  0.8× 0.4

）死

砂粒

普通

明褐色

第26号住No3

15g
+20

図２０２

陣

第

土 玉

径
3.1× 2.6× 2.7

孔  0.5× 0.3

一
万

長石粒、雲母粒

良好

暗茶褐色

第26号住No4

25g
+12

図２０

ｍ

第

土 玉

径
2.8× 2.7× 2.3

孔  0.6× 0.4

し死

密

良好

暗褐色

第26号住No5

20g
+2

図２０

血

第

土 玉

径
2.4× 2.2

孔  0.8× 0.4

ウ万
色

好

褐

密

良

暗

第26号住No6

15g
+18

第202図

No7 土 玉

径
2.9× 2.6× 2.6

孔  0.5× 0,3

な万

長石粒、砂粒

良好

茶褐色

第26号住No7

20g
+23

No201図

NQ8 土 玉

径

孔

2.4× 2.2

0.5× 0.4 を万
色

粒

好

褐

砂

良

暗

第26号住No8

15g
+3

図２０

血

第 土師器

甕

Ａ

Ｂ

Ｃ

2/3
体部は、直線的に外傾
し、回縁部は直立ぎみ

口縁部横位ヘラナデ

体部縦位ヘラ肖1り

底部ヘラ肖Jり 、内ナデ

母雲英石
ヽ
　

　

色

石

い
通

黒

長

粗

普

明

第27号住Ndl

+2

第202図

No 10 支脚片

長

巾 片 楕円形をなしている。

小石、長石、砂粒

良好

明褐色

第27号住No2

第202図

Nα ll

土師器

郭

Ａ

Ｂ

Ｃ

脚
疎

底部は、水平で体部下

半は、内傾ぎみに外傾
で、体部は直立、日縁

部はやや外傾

口縁部横位ヘラナデ

底部ヘラ削り
ナデ、内面ナデ

小石、長石、石英、

粗い

良好

明褐色

第28号住No l

床直

御陣
上師器

邦

A 16.0
C  5,0

体～口

とこかけ
1/3残

底部は水平で、体部は

内は外傾している。

回転ヘラナデ

内面ヘラナデ

小石、長石、雲母、

粗い

淡赤褐色

第28号住NQ2

表面磨滅

床直

第202図

Nα 13 土 玉

径
2.4× 2.3× 1.8

孔    0.4 色

好

褐

密

良

明

第28号住No3

10g

床直

第202図

Nα 14 土 玉

径

3.2× 2.8× 2.8

孔    0.6

粒砂英石
ヽ
　

色

石

通

褐

長

普

茶
鞠２５ｇ朧

第
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第 111表 第27号住居址出土遺物一覧表 1

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成。色調 備   考

第203図

Nα l 土 玉

径

3,3× 3.1× 2.5

孔  0,7× 0.3

石英、砂粒

良好

暗褐色

第27号住No3

25g
床直

図２０

血

第

土 玉

径
3.4× 2.6× 2.8

孔  0.9× 0.4

長石、石英粒

良好

明茶褐色

第27号住No4

30g
床直

図２０

ｍ

第

土 玉

径

3.4× 3.2× 3.0

孔  0。 7× 0.4

英石
ヽ
　

色

石

好

褐

長

良

暗

第27号住No5

30g
床直

図２０

�

第

土 玉

径
2.9× 2.9× 2.6

孔  0.7× 0.3

密

良好

淡茶褐色

第27号住No6

20g
2床直

図２０

血

第

土 玉

径
2.3× 2.3× 1.9

孔  0,6× 0.5

英石
ヽ
　

色

石

好

褐

長

良

暗

第27号住No7

10g

床直

図２０

血

第

土 玉

径
2.8× 27× 2.5

孔  0.6× 0.5

ヽ
　

色

母
好

褐

雲
良

暗

長石粒 第27号住血8

20g
床直

第203図

No7 土 玉

径

4.1× 3.7× 0,3

孔   0,9× 0.5

小石、長石、石英

普通

淡黒褐色

第27号住No9

40g
床直

図２０

血

第

土 玉

径
3.0× 2.9× 2,6

孔  α8× 0.4

長石、石英、粗

良好

暗褐色

第27号住血10

20g
床直

図２０

血

第

土 玉

径
2.3× 2.2× 2.0

孔  0。 7× 0.4 色

好

褐

密

良

暗

第27号住No■

10g
+5

第203図

Nα 10 土 玉

径
3.2× 2.7

孔  0.8× 0.6

下 欠

色

好

褐

密

良

暗

第27号住No 12

20g
床直

第203図

Ndll 土 玉

径
3.1× 3.0× 2.9

孔  06× 0.4 色

好

褐

密

良

暗

第27号住No 13

25g
床直

第203図

No 12 土 玉

径

2.7× 2,7× 2.4

孔   0.7× 0.4 色褐

好

茶

密

良

明

第27号住No14

20g
床直

第203図

Nα 13 土 玉

径
3.4× 3.3× 3.0

孔  0.8XO.4

小石、長石、砂粒

良好

明褐色

第27号住Nd15

30g
床直

第203図

No 14 土 玉

径
2.8× 2.7

孔  0.6× 0.3 色

粒

好

褐

砂

良

明

第27号住No 16

20g
床直

第203図

Nd15 土 玉

径
3.2× 3.1× 3.1

孔  0.6× 0.3

長石粒、石英粒

良好

暗褐色

第27号住No17

30g
床直
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第111表  第27号住居址出土遺物一覧表 2

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土。焼成。色調 備   考

第203図

Nα 16 土 玉

径
2,8× 2.4

孔  0.7× 0.4

↓
万

色

好

褐

密

良

暗

第27号住Nc18

20g
床直

第203図

Nd17 土 玉

径
3.0× 2.9× 3.0

孔  0.6× 0.3
蠅朗睡

第27号住No19

25g
床直

第203図

Nα 18 土 玉

径
3.4× 2.9

孔  0.6

長石、石英、砂粒
普通

暗褐色

第27号住m20
30g
床直

第203図

No 19 上 墨

径
3.5× 3.2× 3.0

孔  0,7× 0.3 色

蜘
朗
聴

第27号住Nc21

30g
沫直

蜘Ｍ
土  玉

径
34× 3.3× 2.8

孔  0,7× 0.3 色

好

褐

密

良

暗

第27号住No22

30g
+2

第203図

Nα 21 土 玉

径

3.0× 2.9× 2.8

孔   0.8× 0.3

し
邦

粒

　

色

石

通

褐

長

普

暗

石英粒 第27号住No23

25g
床直

蜘臓
土 玉

径
3.2× 2.8× 3.0

孔  0.7× 0.4

砂粒

普通

暗褐色

第27号住No24

25g
床直

翔躙
土 玉

径
3.3× 3.2× 3.4

孔  0,7× 0.6

一部欠

色

好

褐

密

良

暗

第27号住Nc25

30g
+10

柳聰
土 玉

径
3.2× 2.8× 2.7

孔  1.1× 0.6 色

好

褐

密

良

茶

第27号住No26

20g
床直

蜘瞼
土 玉

径

2.3× 2.0× 1.8

孔  0.6× 0.3

密

良好

暗褐色

第27号住No27

10g
+7

第29号住居址 (第204・ 205図、第112表 )

本址は、Ⅱ郭の中央南東部に位置 し、東西径5.96m、 南北径5.85m、 深さ0,60mを 計測 し、隅

丸方形状を呈 している。方位は、N-35° 一Wで ある。南西部は、第 10、 11堀などの中世城址関係

遺構により破壊され、東側より0,30m程度低 くなっている。

床面は、柱穴内はしっかりした貼床であるが、壁付近は比較的柔弱な床である。壁は、 ほぼ垂

直に掘 り込まれており、壁溝はカマ ド、南西コーナー、南壁東側、東壁中央部以外は、幅0,15～

0.30m、 深さ0.06～ 0,09mの規模で掘 り込まれている。柱穴は 5本確認されている。 P4は 建替
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住居址土層凡例

1,黒 禍 色 土 ローム粒と焼土粒を合む
2 黒裾 色 土 ローム粒と焼土激、炭fヒ粒を含む
9,黒 福 色 ± 2よ リローム社を多く含む
4.黒 裾 色 土 焼土粒を含む
5.皓 裾 色 上 しまり良く、ローム粒を含む
6.黒 掲 色 上 しまり良く、ローム社を含む
ア.皓黄褐色土 ロームが崩れ込んだ層とをえられる
8.皓菱福色土 焼土枚を含む
9 暗黄褐色土 砂社を含む
10.暗黄禍色土 嬢土ブロックと串色土を含む

L=35.00m呻 m

く
＜
”

く
く
博

カマド土層凡例

1.皓 褐 色 土 黒の割合が多く、砂質粘上で幾止41を 含む
2.暗 褐 色 土 砂rdを 含む
3.暗 掲 色 土 砂粒、ローム機、焼土れを含む
4.皓 褐 色 土 若干赤褐色であり、砂糧、嬢止社を含む
5.暗赤鶴色土 焼土粒を含む
6.暗赤掲色土 半猿土化ロームれを含む
ア.贈 禍 色 土 者千赤褐色であり、砂粒、焼土機、ローム独を含む
8.暗 褐 色 土 砂質粘土主体である
9賠 掲 色 土 カマド抽である
iO.贈 褐 色 土 砂質祐上である
11 暗褐 色 ± 6よ りくすんでいる
12.暗 褐 色 ± 7よ りくすんでいる

Ｘ
Ｎ

Ｙ
一

Ｚ
一

1夏

L-34,70m坐――___lm

第29号住居址実測図
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第112表 第29号住居址出土遺物一覧表

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成。色調 備 考

第205図

Nα l

土師器

雰

Ａ

Ｂ

Ｄ

13.3

53
13.0

諏
完

体部は内傾しており、

陵線は低くしっかりし

ており口縁部は、やや

内傾ぎみに直立

内外面端整なヘラナ

デ、内面ナデ
ヽ
　

色

石

好

褐

長

良

暗

石英、雲母
口縁部一部欠損

キ10

図２０

配

第 土師器

郵

Ａ

Ｂ

144× 142
5.6 3/4

体部は、内傾ぎみに外

傾しており、日縁部は

内面に陵を有し外傾し

ている。

口縁部横位手持ヘラ

削り後ナデ、体部横

位ヘラ削り後ナデ

長石、石英、雲母

良好

赤褐色

楕円形をなす

床直

図２０

配

第 土師番

郭

Ａ

Ｂ

129× 127
50

期
完

底部から体部は内傾ぎ

みに外傾し、底部は薄
い器肉、口縁は直立、

体部にヘラによる傷有

口縁部ヘラナデ

体部ヘラ削り

小石、長石、石英

良好

明茶褐色

口縁部一部欠
+5

第205図

Nα 4

土師器
堺

Ａ

Ｂ 2/3
底部は水平ぎみで、体

部は内傾ぎみに外傾し、
日縁部は大きく外反し

ている。

回縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ削後ヘラナ

デ、内面ナデ

英石
ヽ
　

色

石

通

褐

長

普

暗
内面、赤彩

+9

図２０

血

第 土師器

甕

Ａ

Ｂ

Ｃ

17.0× 155
18.5× 17.9

80× 8.2

飢

一
死

底部は、内傾し体部下

半は内傾ぎみに外傾し、

上半は内傾する。□縁

部は直立、体部に孔を

有す

口縁部横位ヘラナデ

体部縦位のヘラ削り

後ナデ、底部ヘラ削り

後ナデ

小石、石英、砂粒

普通

暗褐色

子L径 10.0× 50
口縁一部欠

+6

図２０

血

第 土師器

甕

底径
B

7.5× 7.3

30,0

底部は水平で、体部は

内傾ぎみに立ち上がり
□縁部は外傾している

体部はヘラ削り、ヘラ

ナデ、内面はヘラナデ
長石、石実、砂

良好

暗褐色

磨滅著しく復元

不能
カマド左側

第205図

Nα 7

土師器

(甑 )

Ａ

Ｂ

233× 23

105
口縁部は外反しており

体部は直線的に内傾

甑片か

口縁部横位ヘラナデ

体部横位ヘラ削り後、
ヘラナデ

長石粒、石英粒、

雲母粒

良好

淡赤褐色

内外剥離
+6

図２０

血

第

酬釦緋

Ａ

Ｂ

(210)
104

口縁部は外反し、日唇

部はつまみ出し、体部
は、内傾ぎみに外反し

ている。

口縁部横位ヘラナデ

摘み出し

体部ヘラナデ

長石、石英、雲母
の細粒

良好

暗褐色

体部中央以下

欠損
+32

図２０

配

第 土師器

甕

Ａ

Ｂ

Ｃ

(229)
182

75× 7.2

1/5
底部は、水平でやや突

出し、体部は内傾ぎみ

に外傾し、上半で内傾、
口縁部は外反

口縁部横位ヘラナデ

体部縦位ヘラナデ

石

好

色

長

良

黒

雲母、砂粒 体部下半磨滅
口縁1/6、 体部
1/3残
体部に籾圧痕有

+23

第205図

No 10 靭鱗
A (22.0)
B  170 2/3

口縁部は、やや外反し

体部は外反後内傾 して
いる。

口縁部はヘラナデ

体部はヘラ削り後へ

ラナデ

長石、石英、砂粒

良好

暗褐色

体部下半欠
+27

第205図

No ll

土師器

高郭

Ｂ

Ｃ

94
(11,0)

脚部下半より上半を大

きく

'萱

り、 祈弾零は/1ヽ さ

い、裾下半は外反

脚部ヘラ削り

裾部ヘラナデ

底部ナデ

石英粒、砂粒

普通

淡赤褐色 +47

第205図

No 12

土師器

壼

Ｂ

Ｄ

4.1

5.3

体部は内傾ぎみに立ち

上がり、頚部は内傾し

ている。

口縁部より陵にかけ

てヘラナデ、内面ナデ

体部ヘラ削り後ナデ

粒砂
ヽ
　

色

石

好

褐

小

良

暗

□唇部欠損

合子である

床直
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があり、P5は、住居址の中央部に掘り込まれている。カマ ドは、北壁中央に位置している。

土層は、黒褐色土、暗褐色土、暗黄褐色土がほぼレンズ状に堆積 しており、黒褐色土が 5層に、

暗黄褐色土が 4層 に細分される。

カマ ドは、北壁中央部に位置 し、長さ2.00m、 幅1.75m、 高さ0.55mを 計測する。火床部 は、

カマ ドの中央部に位置 し、床面より0,05m程度下がっており、下位のローム面は比較的良 く焼け

ている。燃焼部は、火床部上面の第 3～ 5層がこれに相当し、焼上の堆積は見 られない。煙道部

は火床面から床面とほぼ同じ高さを形成 した後、斜めに立ち上がっている。煙道先端は、住居址

北壁より1.25m程度突出し、長い煙道を形成 している。また、煙道の左側 (西側)に は、甕が 1

点埋設されているが、体部上半以上は細かく割れている。

出土遺物は、土師器堺、甕、高郭脚部、手担等が出土 しているが、図示出来たのは第207図 に

示 した程度である。Nol～ 4は、土師器郭である。No2が床面より出土 し、No l、 3、 4は床

面上 5～ 10cmの所より出土 している。No5は、土師器甕で床面上 6 cmよ り出土 しており、体部

の中央から上半にかけて、縦 5岬、横10cmで楕円形をなす孔が穿たれている。No6は、カマ ド煙

道部西側に埋設されている甕で、復元推定実測である。No 7は 、床面上 6 cmの 所より出土 した

甑片であり、No8は、床面上32cmの 所より出土 した甕片である。No 9は 、床上面23cmの 所より

出土 した甕で、体部には傷と籾状の圧痕がある。No10は 床面上27cnの 所より出土 した甑片 と判

断される。Nollは、土師器高郭脚部片で床面上47cmよ り出土 しており、裾部の開きが小さくなっ

ている。No121よ 、壷の ミニチュアである。

本址の時期は、古墳時代から奈良時代にかけての住居址と判断される。

第30号住居址 (第 206・ 208図、第113表 1・ 2)

本址は、Ⅱ郭の中央北側に位置しており、東西径4.80m、 南北径4.10m、 深 さ0.60mを 計測 し

隅丸長方形状をなしている。方位は、N-21°一Eである。また、本址 は中央部を撹乱 されてい

る。 床面は、柱穴内がしっかりした貼床であるものの、壁付近は比較的柔弱な貼床となってい

る。壁は、ほぼ垂直に掘 り込まれており、壁溝はカマ ド、北東コーナー、西壁北側以外では幅0.

25～ 0。 35m、 深さ0.02～ 0.07mの規模で掘 り込まれている。柱穴は、 4本 (Pl～ 4)確認され、

カマ ドは北壁の中央部からやや東側に位置 している。

土層は、黒褐色土、黄褐色土、暗褐色土がレンズ状に堆積 しており、黒褐色土が 3層 に、黄褐

色土が 2層 に細分される。第 6、 9～ 13層 が、本址の覆土で、第 1～ 5、 7、 8層 が撹乱層であ

る。

カマ ドは、北壁中央やや東側に位置 し、長さ1,77m、 幅1,70m、 高さ0。 24mを 計測する。火床
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工|

住層址土層凡例

1.黒褐色土 ローム、ロームプロックを含む
2 黒 色 土 ローム粒を含む
3.黒 色 土 ローム粒を含む
4 黒掲色土 ローム粒子、日―ムブロックを含む
5.黒編色土 ローム粒を含む
6.黒禍色土 ローム粒を含む
7.黒禍色土 ロームブロックを含む

8.黒褐色■ 2Fよ り暗い
0 黒鶴色土 ローム粒子を合む
10.黄偶色土 ロームブロックを含む
11 黄掲色± 10雇 より暗くロームブロック

を含む
12.黒褐色土 ローム粒子を含む
13.暗褐色土 ローム粒子を含む

0               2
L-34.10m庁

―

m

Z

爾路砂質粘土

黎難焼土 .

Ｙ
一

カマド土層凡例

1.皓褐色土 砂質、競土小ブロックを含む
2 階掘色土 砂質、赤褐化、焼土ブロックを含む
3.暗褐色土 砂気で焼上社を含む
4 黄褐色土 焼上粒を含み、赤福化している
5 膳福色土 ローム社を含む
6.黄禍色土 砂質、炭化Inを含む
フ 黄掘色土 砂質、焼土粒を合む

L-34.70 m           m

第206図 第30号住居l■実測図
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部は、カマ ドの中央部に位置 し、第 4層がこれに相当し、燃焼部は焼土ブロックを含む第 2層 が

相当する。第 3層 の暗褐色土は、焚日である。煙道部は、火床部より緩やかに立ち上がっており、

住居址北壁より0,54m突 出している。また、火床部の手前には深さ0.55mで 円形をなす Pit状 の

遺構が掘 り込まれている。カマ ド内に、焼土層は確認されなかった。

出土遺物は、土師郭、甕、須恵器都、蓋などが出土 しているが、図示出来たのは第210図 Nol、

2、 6の 3点程度である。Nolは、須恵器邪で床面上 15clllよ り出土 している。No2は 須恵器郭

蓋で床面上20clllよ り出土 している。No3は、土師器郭で床面上12cmの所より出土 しており、底面

内面は転用硯として使用されている。これらの遺物は、覆土内からの出土であり、底面か らは何

ら出土 してなかった。

本址の時期は、出土遺物が本址廃棄後流入と判断されることから、本址は奈良時代に位置する

住居址と判断される。

第31号住居址 (第 207・ 208図、第113表 1・ 2)

本址は、工郭の中央北側に位置 しており、東西径5.40m、 南北径5.35m、 深さ0.67mを 計測 し

隅丸方形状を呈 している。方位は、N-17° 一Eである。

床面は、しっかりした貼床であり、壁はほぼ垂直に掘 り込まれている。壁溝は、カマ ド以外全

周 しており、幅0。 18～ 0。 28m、 深さ0.06～ 0.08mを計測する。柱穴は、 4本確認 され、 Pl、 4

は建替が認められる。カマ ドは、北壁中央部に位置 している。また、東壁中央部は厚 く、砂質粘

土が堆積 している。

土層は、暗褐色土、黒色土、黄褐色土が堆積 しており、暗褐色土が 4層 に、黄褐色土が 2層 に

細分される。これらの土層は、ほぼレンズ状に堆積 している。東側の砂質粘土の部分は、暗褐色

土、ロームブロック、黒褐色土、暗褐色土より出来ており、暗褐色土が砂質粘上である。焼土や

灰層はなく、カマ ドではない。

カマ ドは、北壁中央部に位置しており、長さ1.55m、 幅1.60m、 高さ0.45mを 計測す る。焚ロ

は、火床部の手前 (南側)で砂質粘土 (第 1層)が堆積 しており、火床部はカマ ドの中央南側で

赤褐色土 (第 5層 )があり、この第 5層 と上面の第 3層が燃焼部に相当する。煙道部は、下位 に

砂質粘上を埋めて底面を構築 しており、第 4層が煙道部に相当し先端部は、壁外へ0.40m程度突

出している。裾と上面は、白色砂質粘土で構築 している。また、東側裾は柱穴 (中世)に よリー

部を破壊されている。

出土遺物は、土師器郭、甕、土玉、支脚などが出土 している。第210図 No3は 、土師器郭で床

面上12clllよ り出土 し、内黒の郭で古墳時代にはいる。同図 No4、 5、 7は土師器郭である。No
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第 113表  第30.31号住居址出土遺物一覧表 1

挿図No 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成・色調 備   考

第208図

No l

須恵器
罫

A 15,0
B  46
C6.0

と
万

底部は肥厚であり、体

部は直線的に外傾、口

唇部は削り出し

体部回転ヘラナデ

底部手持ヘラ削り

回転ヘラ切り後ナデ

実石石長
ヽ
痕

　

色

石

小

好

褐

小

の
良

灰

第30号住Nα l

+15

第208図

Nα 2

器
片

恵

蓋

須

杯
A    154
B     3.4
つまみ傾 34
つまみ高 0,7

／

”
／

体部上半は外反し、体

部は直線的に外反、国

縁部は垂直

体部上面より宝珠に自

然釉有、体部回転ヘラ

削り、据部回転ヘラ

ナデ

級密

良好

灰褐色

第30号住配2

+20

図２０

配

第 土師器

邦 片

Ａ

Ｂ

Ｄ

14.5

5,2

15.4

1ノ//2

体部は内傾ぎみに外傾

陵はしっかりしており
口縁部は直線的内傾

口縁部より陵にかけて

横位ヘラナデ、体部ヘ

ラ削り後ヘラナデ、ヘ

ラミガキ

色

密

好

褐

級

良

茶

第31号住No l

内面黒色処理
+2

図２０

血

第 土師器

芥

Ａ

Ｂ

Ｃ

を
死

底部は水平で体部は内

傾ぎみに外傾し、口縁

部は肥厚

体部回転ナデ。内面ナ

底部回転糸切り、ナデ

母奎
本

石長
ヽ
　

色

石

好

褐

小

良

暗

第31号住No2

内面磨滅
+15

第208図

Nα 5

土師器

邦

Ａ

Ｂ

Ｃ

む死

底部は内傾し、体部は

直線的に外傾している
体部ナデツケ

底部手持ヘラ削り

回転糸切り

小石、長石、石英、

雲母の粗 細粒

良好

暗茶褐色

第31号住Nα 3

内面磨滅
+18

図２０

血

第 土師器

邦

Ａ

Ｂ

Ｃ

(13.2)

5,0

8.0

1//4

底部外面は外反し内面
は水平で、体部は中央
やや肥厚で直線的に外

傾している。

口縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ削り後ナデ

底部ヘラ削り後ナデ

小石、長石と石英

粒

良好

橙褐色

第30号住No3

内外面煤付着

底部内面転用硯

床直

第208図

No 7

土師器

郭

Ａ

Ｂ

Ｃ

一
九

底部は、内傾し体部は

内傾ぎみ外傾、日縁部
はやや外反

体部ヘラ削り後ヘラ

ナデ、底部手持ヘラ

削り、回転糸切り

小石、石英、砂粒

粗

良好

暗褐色

第31号住No4

床直

図２０

ｈ

第 器

付

師

合

碗

土

高
郭径  15.0
B    6.2
高台径 6.8
高台高 1,9

2///3

郭底部は内傾し体部は

直立ぎみで口縁部は外

反高台部は外反する

体部回転ヘラナデ、下

部手持ヘラ削り、台部
ヘラナデ底部ヘラ切り、
ヘラナデ

英

好

石

良
雲母粒 第31号住Nα 5

内面黒色処理
+17

図２０

血

第 器

付

師

台

碗

土

高
堺径  14.5
B 6.0× 5.7

高台径  6.6
高台高  1.1

2///3

郭底部は、ほぼ水平で

体部はやや内径ぎみに

外傾し、口縁部は外反

高台部は外傾

体部回転ヘラナデ、下

部回転ヘラ削り、台部
ヘラナデ底部手持ヘラ

切り

緻密

良好

暗褐色

第31号住No6

内面黒色処理
+13

第208図

No10

師

片

土

甕

Ａ

Ｂ

150
11.0 1/2

口縁部は外傾し、体部

内傾している。

口縁部横位ヘラナデ

体部縦位ヘラ削り

内面ヘラナデ

母奎
本

英石
ヽ
　

色

石

好

褐

長

良

暗

第31号住No 7

+25

第208図

No ll

土師

小型霊

Ｂ

Ｃ

120
100 1/3

底部は、ほぼ水平で体

部は内傾ぎみに直立
体部縦位ヘラ削り

下部横位ヘラ削り

内面ヘラナデ

雲母粒、石英粒、密

良好

暗褐色

第31号住No8

+25

第208図

Nl1 12

師

片

土

甕

Ａ

Ｂ 1/3
□縁部は、大きく外反

後口唇部は直立、体部
はやや内傾ぎみに直立

口縁部より体部上位
にかけ横位ヘラナデ

下半は、縦位ヘラ削り

後ヘラナデ

長石、石英、雲母粒

良好

暗褐色

第31号住No9

+155

第208図

No 13 支脚

径
10.3× 5,3× 5.4

石英石
ヽ
　

色

石

好

褐

長

良

赤

第31号住No 10

+7
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第113表 第30.31号住居址出土遺物一覧表 2

挿図血 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土。焼成・色調 備 考

第208図

Nα 14 土 玉

径
4.0× 3.8× 2.4

孔  1.0× 0。 9

長石、砂粒

良好

暗褐色

第31号住No ll

40g
床直

榊耐
上 玉

径
3.0× 2.8× 2.6

孔  0.6× 0.4 色

好

褐

密

良

暗

第31号住Nc12

20g
+18

7が、床面より出土 している以外 15clll以上の所より出土 している。No8、 9の 2点 は、高台付碗

で床面上13～ 17clllの所より出土 している。No10～ 12は、土師器甕で床面上15～ 25cmの 所より出土

している。No14、 15は土玉である。

これらの出土遺物は、No7以外全て覆土内からの出上であるが、本址廃棄後流入 と判断され

る。このため、本址は平安時代に位置する住居址と判断される。

第32号住居址 (第 209・ 211図、第114表 )

本址は、Ⅱ郭の中央南側に位置 しており、東西径3.00m、 南北径3.00m、 深 さ0.53mを 計測 し

隅丸方形状を呈 している。方位は、N-27° 一Eで ある。

床面は、中央部がしっかりした貼床であるが、壁付近は比較的柔弱な貼床となっている。壁は

斜めに掘 り込まれており、壁溝はカマ ドとカマ ドの東側と西側以外全周 しており、幅0.35～ 0.40

m、 深さ0.05～ 0,09mの規模を有 している。柱穴は、掘 り込まれておらず、カマ ドは北壁中央部

に位置している。

土層は、暗褐色土、黒色土、黄褐色土、黒褐色土が、ほぼレンズ状に堆積 しており、暗褐色土

が 3層 に、黄褐色土が 3層 に細分される。

カマ ドは、北壁中央部に位置 し、長さ0.63m、 幅0.47m、 高 さ0.55mを 計測する。火床部は、

カマ ド中央部に位置 し、床面より0.05m程度下がっている。焼土の堆積はなく、第 3層 の暗褐色

土が堆積 している。燃焼部は、第 3層がこれに相当するようであり、煙道部は第 5層 の黄褐色土

が、これに相当し先端は北壁から0。 24m程度突出している。

出土遺物としては、土師器郭、甕などが出土 しているが、図示出来たのは第213図 Nolの甕の

みである。この甕は、カマ ド西側で床面上21cmの 所より出土 している。

本址は、出土遺物から平安時代に位置する住居址と判断される。
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Z Y

住居址土層凡例

1 暗褐臼土 ローム粒を含む

2.黒 色 土 日―ム粒子を含む

3 暗褐色土 ローム粒子、黒色土粒、ローム小ブロックを含む

4.暗禍色± 3よ り皓く、ローム小痕を含む

5 黄福色土 ローム小ブロックを含む

6 責掲色土 黒色土粒子、ローム小ブロックを含む

7 黄禍色土 黒色土粒、ローム粒子を含み、硬い

8 黒褐色土 ローム粒子を含む

0               2
L=34.60m―

―

m

カマド土層凡例

1 黄褐色土 砂質粘上、財 し物を含む
2.黒傷色土 砂質粘土粒、焼土糧を含む
9 皓掲色土 砂質粘上粒、焼土粒を含む
4.暗褐色土 砂賃粘上、焼土粒を含む
5.黄褐色土 ローム粒を合む

焼土

__り犠
目爵〔:::]緩

轟娘――      と主34.むom               

砂質粘土

第209図 第32号住居l■実測図
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第33号住居址 (第 210・ 211図、第114表 )

本址は、正郭の北西部で第 7号堀にカマ ドと、北東部を切 られている。大きさは、東西径4.35

m、 南北径4.50m、 深さ0,46mを計測 し、隅丸方形状を呈 している。方位は、N-25° 一Eである。

床面は、柱穴内はしっかりした貼床であるが、壁付近は比較的柔弱な貼床である。壁は、 ほぼ

垂直に掘 り込まれており、壁溝はカマ ド以外全周 しているようであり。幅0.20～ 0.30m、 深さ

0.05～ 0,08mの規模を計測する。柱穴は、 4本確認されており、P2と 4は、建替が認められる。

カマ ドは、北壁中央部に位置 している。

土層は、暗褐色土、黄褐色土が堆積 しており、暗褐色土が主流で 6層 に、黄褐色上が 2層 に各々

細分される。第 1層 と2層 は、中世期の柱穴であろうか。また、南東コーナーで焼土域が確認 さ

れたが、第 8層 の黄褐色土中に含まれる焼土である。

カマ ドは、北壁中央部に位置 し第 7号堀に北側先端を切 られている。大 きさは、長 さ1.13m、

幅1.65m、 高さ0.20mを計測する。火床部は、カマ ド中央部に位置し床面より0,10m下 っがてい

る。焼土はなく赤褐色土が堆積 している。カマ ド自体、破壊されているため燃焼部、煙道部の状

況は不明な点がある。火床部の先端は、煙道部に接続 しているようである。

出土遺物は、土師器郭、甕、鉢、碗、支脚などが出土 している。第213図 No 2～ 9が、本址の

出土遺物である。No2～ 5は、土師器郭である。No2は、床面より出土 し、No 3は 、カマ ド内

からの出上である。No4は、床面上 8 clllの 所より出土 しており、No 5は 床面上 5 cmの 所より出

土 している。No6は、鉢で床面上 6 cmの 所より出土 している。No7は、甕で床面上 5 clllの 所よ

り出土 している。No8は、碗で床面上 5 cmよ り出土 している。No9は、支脚片である。 これ ら

の遺物以外では、住居址内から炭化材が出上 しているが、床面は焼けておらず廃棄後の流入 と判

断される。

本址の時期は、出土遺物から奈良時代に位置する住居址と判断される。

-409-



=|

住居址土層凡例

1.暗 福 色 土 ローム粒を含む
2.黒  色  土

播怠::轟縁
銑

車ξ_ξブ:ッ ;埋
生途新脇を含む

L=34.40m件―――司___―聟m

カマド土層凡例

1.暗禍色砂質粘土 焼土激を含む
2 赤 掲 色 土 砂質の粘土ブロックを含む
3,赤 福 色 土 砂質の焼土粒を合む
4.暗 赤 褐 色 土 焼土粒、焼土プロックを含む
5.黄 褐 色 土
6.黒 悟 色 土
フ 黒 褐 色 土 焼土れを合む
3.黒 掲 0 ■ 燒土粒を含む
9.黒 褐 色 土 ロエ ブロックを含む
10掲 色砂質粘土 ローム造を含む

XI

0        1 熱鋭 焼土

L=34.20m        m麟 聡砂質粘土

第210図 第33号住居址実測図
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―露―Of
1=第 32号住

2～ 9=第 33号住

第211図 第32、 33号住居址出土遺物実測図
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第 114表  第32.33号住居址出土遺物一覧表

挿図Nα 名 称 法量(cm) 完存率 器 形 の 特 徴 整 形 技 法 胎土・焼成。色調 備   考

第211図

Nlxl

土師器

甕

Ａ

Ｂ

(21.0)

9.0 1/3
口縁部は外傾後口唇部
は直立、体部はやや内

傾ぎみに外傾

口縁部横位ヘラナデ

体部ヘラナデ

内面ヘラナデ

小石、石英、長石

良好

暗褐色

第32号住Nα l

覆土内一括

第211図

Nα 2
卸
邦

Ａ

Ｂ

(15.5× 14.5

5.6 2/3
体部は、内傾ぎみに外

傾し、日縁部に削り出

し有

口縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ削り後ヘラ

ナデ、ヘラミガキ 色

密

好

褐

緻

良

暗

第33号住No l

器面に煤付着

内面黒色処理

床直

第211図

No3

土師器

郭

Ａ

Ｂ

14.0

47 2/3
体部は内傾ぎみに外

傾する

El縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ削り後ヘラ

ナデ、ヘラミガキ

砂粒

良好

暗褐色

第33号住No2

カマ ドー括

第211図

No4
鰤
罫

Ａ

Ｂ

12.6× 12.3

5.0 を
万

体部下半は、内傾し体

部上半はやや外反ぎみ

口縁部は直立ぎみ

口縁部ヘラ切 り

体部ヘラ削 り後ヘラ

ナデ、内面ヘラナデ

小石、石英、砂粒

良好

明茶褐色

第33号住No3

+8

第211図

No5

土師質
土器

郭

Ａ

Ｂ

145× 140
41 を死

体部は、内傾ぎみ

□縁部は直線的に外傾

口縁部ヘラ切り

体部ヘラ削り後ヘラ

ナデ

緻密

良好

暗褐色

第33号住No4

(中世品)

+5

第211図

NQ6

師

型

器

鉢

土

浅

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

を
万

底部は、やや外反ぎみ

で体部は内傾ぎみに外

傾し、口縁部は外反し

ている

口縁部横ヘラナデ

体部ヘラ削り後ヘラ

ナデ、ヘラミガキ

小石、長石、石英

雲母粒

良好

暗褐色

血

６

靴

＋

第

第211図

No 7

土師器

甕

径

Ｂ

Ｄ

24,1× 22.5

21.9

22.4
脚晦敵

日縁部は大きく外反

体部は内径ぎみに立ち

上がる

回縁部ヘラナデ

体部縦位ヘラ削り後ヘ

ラナデ右下りのヘラ削

り後ヘラナデ

長石、砂粒

良好

暗褐色

第33号住Nα 6

+5

第211図

Nl18

土師器

碗

Ａ

Ｂ

Ｃ

123
11.5× 11.0

85× 8,0

底部は水平で、体部は

内径ぎみに外傾後直線

的に内傾、日縁部は外

反

口縁部横位ヘラナデ

体部ヘラ削り後ヘラナ

デ底部ヘラ削り後ヘラ

ナデ

小石、砂粒

良好

黒褐色

第33号住No7

+5

第211図

Nl19 支脚片

径
62× 3.3× 13,2 楕円形状をなしている。

石英、砂粒、小石

良好

暗褐色

第33号住Nα 8

-括

第34号住居址 (第 212図 )

本址 は、Ⅱ郭中央部で虎日部に位置するため、その大部分を柱穴等により破壊 されており、南

側半分を確認 したのみである。

本址の大 きさは、東西径2.45m、 南北径2.80m、 深さ0。 43mを計測する。床面 は、貼床である

が、中央部 はしっか りしている。壁は、ほぼ垂直に掘 り込まれており、壁溝は確認出来なかった。

柱穴は、Plが本址に結び付 く柱穴であるが、他 は確認出来なかった。

出土遺物 は、ほとんどな く土師器郭 と甕の小破片がごく少量出土 した程度であるため、時期を確

定することは出来なかった。
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L=36.00m               m

第212図 第34号住居l■実測図

2.その他の遺物

その他の遺物としては、当遺跡より出土 し遺構を伴なわないか、遺構を確定出来なかったもの

で、縄文時代の遺物がこれに該当する。縄文時代の遺物としては、土器片の他に石鏃、敲石、打

製石斧、磨製石斧などが出土 している。土製品は、出土 していない。

1)縄文式上器 (第213図 )

縄文式土器は、全て破片で総数 点の中から23点 を第215図 に示 した。No lは 、 2条 1単位の

沈線を放射状に施文 しており、No2は沈線を横位→斜位に施文 している。 2点 とも、日縁部片

である。No3は、2条 1単位の沈線を格子状に組み、中に沈線による渦巻き (左回り)文 を 2点
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程度施文 している。沈線は半載竹管である。No4は、日縁下に刺突が見 られる。田戸下層式期

に位置する。

No5～ 8ま では、茅山上層式期の上器片で、胎土に植物繊維を含んでいる。土器の内外面に

条痕が見 られる。N09は、 2本 1単位の沈線内に縄文が施文されており、関山式期に位置する。

No10は、日縁部片で横位と縦位に刺突が沈線状に施文されている。Nollは 、日縁部で低い波状

口縁を呈 し、低い隆帯内に刺突による区画と施文が施されている。No12は 、日縁部片で 2列 の

平行刺突文がある。No13は、波状日縁部を呈 し、日縁下に 2列 の刺突文がある。No14は 、日縁

部片で、半載竹管による刺突が口唇部と口縁部に施文されている。No15は 、日縁部片で日唇部

が肥厚であり、日唇部下に横位の沈線 (1条)と 3本 1単位の波状沈線が施文 されている。No

16は 、日縁部片で口唇部には亥Jみ込みと沈線が施文されている。No171よ 、大きな隆帯で上下と左

右を区画 し、上部では隆帯下に半載竹管による刺突があり、下部では隆帯による区画内に沈線 と

縄文を施文 している。No181ま 、縄文が施文されている。No191よ 、日縁部片で 3本 の大 きな隆帯

が半円状にあり、日縁部の隆帯による区画内には縦位の沈線が施文 されている。No10～ 19ま で

は、阿玉台式期に位置する土器片である。No20～ 23ま では、加曽利E式期に位置する。No201ま 、

2本 の縦位平行沈線とこれに区画内に縄文が施文されており、No21～ No23は 、低い隆帯 と縄文

が施文されており、縄文は隆帯による区画内に施文されている。

2)石  器 (第 214～ 216図、図版 9)

縄文時代の石器としては、総数45点 出土 しているが、その多 くは破片であるため型態の判明す

るものから16点 (第216～ 218図 )を図示 した。出土 した石器は、打製石斧、磨製石斧、敲石、凹

石、石鏃などである。出土 した石器は、遺構 との関連で見るならば土墳内より出土 した石器が遺

構に伴なう遺物の可能性を有 しているのみで、その多 くは遺跡覆土の第 4層 中及び堀、貝層、建

物址等からの出土であるため、遺構と遺物の関連性を有するものはきわめて少数である。

Nol(第 216図)は、第 9号建物址より出土 した打製石斧で、片面の側面を剥離 し、刃部を形

成 している。他の一面は、自然面がその大部分である。大きさは、10.6× 6.5× 2.6cmで 中央部が

4.3911を 計測する。石質は、凝灰岩であり、分銅型石斧である。No2(同図)は、片面 と裏面先

端の一部を剥離 した打製石斧で、第 4号堀内貝層より出土 している。石質は、凝灰岩で大 きさは

11.5× 4.2× 2.Oclllを 計測する。No3(同 図)は、磨製石斧で第 3号建物址より出土 している。基

部先端は、自然面で刃部に剥離が見 られる。基部には、柄の装着痕であろうか一部磨滅している。

石質は、凝灰岩で大きさは9.8× 4.0× 2.5clllを 計測する。No4は、第 4層 中より出土 した石斧片

である。刃部は、両面より砥ぎ出しており、身部の両側面は磨いている。石質は、凝灰岩で大 き
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さは3.3× 3.3× 0.6cmを 計測する。No5は、 1郭第 4層 中より出土 した石器で、先端を両面 よ り

磨 き刃部を形成 している。基部 は、剥離が見 られる。刃部以外 は、 自然面である。大 きさは5。 2

×2.5× 0.8cmを 計測する。石質 は、凝灰岩である。No6は、 I郭第 4層 中より出土 した石器 の先

端部片で、敲石 と推定 される。先端は、使用により欠損であろうか剥離 してお り、側面 は片面の

みが磨かれている。大 きさは、3.8× 4.5× 1.6cmで 凝灰岩質である。No 7は 、 I郭第 4層 中よ り

出土 した石器で、磨製石斧の先端部片である。刃部は、 1面より付けられた片刃で良 く磨かれて

いる。側面は、良 く磨かれているが、上面 と下面 は自然面である。大 きさは、6.0× 5.2× 2.2cmで

凝灰岩質である。

No8(第 217図)は、第 6号建物址より出上 した磨製石斧である。刃部が、一部欠損 しており、

上下両面 と側面は良 く磨かれている。大 きさは、7.1× 3.1× 1.5cmを 計測する小型の石斧である。

石質 は、安山岩である。No9(同 図)は、第58号土壊より出土 した石器で、基部を欠損 している

が、磨製で大型の敲石である。先端に使用痕があり、全面良 く磨かれてお り、断面は長方形状 を

呈 している。大 きさは、11.4× 5.0× 3.lcmを 計測 し石質は、砂岩質である。No10(同 図)は 、第

7号土境より出土 した石錘片である。大 きさは、6.7× 63× 1.9cmを 計測する。石質 は、安山岩 の

自然石で、綱掛け部分のみを加工 している。Noll(同 図)は、第 4層 中より出土 した打製石斧片

で中央部分で割れている。石質は、凝灰岩で刃部 は片面、右側面は両面をそれぞれ剥離 している

が、自然面を比較的多 く残 している。

No12(同 図)は、第53号土壊より出土 した磨製の敲石で,先端部のみの破片である。石質 は安

山岩で、全面良 く磨かれている。先端 は、磨滅 している、大 きさは、59× 4.7× 2.6cmを 計測する。

No13は、第 13号建物址より出土 した敲石で、先端部分の破片である。先端 は、使用 による磨滅

があり、両側面は幅1.5cmで 良 く磨かれている。上面 と下面 は、自然面である。大 きさは、 6。 7×

5,3× 3.8cmを 計測する。側面の上下端部は、一部磨滅 している。石質 は、砂岩である。

No14(第 218図)は、第25号土壊より出土 した凹石である。凹部 は、上面が中央部で2.8× 1.8

×0,lcmで 楕円形状を呈 してお り、下部 は中央部で1.6× 1.5× 0。 l cmの 円形 を呈 している。凹 は、

上下両面 とも非常に浅 く、凹石 とするより敲石 とした方が適当と思われるが、一応凹石 とした。

石質は、砂岩である。No15(同 図)は、第 12号建物址 とP3よ り出土 した敲石で、先端部分 の破

片である。先端部 と両側面 は、使用による磨滅 と剥離が見 られるが、上面 と下面 は自然面である。

石質は、砂岩で大 きさは6.8× 4.2× 2.3cmを 計測する。No161よ 、第 4層 中より出土 した黒曜石製

の石鏃である。一部を欠損するが、ほぼ完型である。大 きさは、4.2× 1.7× 0.7cmを 計測する。
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Ⅵ。結 び

当遺跡の調査結果については、今まで述べて来たように古墳時代から近世までの諸遺構が確認

されている。古墳時代から中世にかけては、32軒 の竪穴住居址があり、中世は城郭址である。近

世では、道路状の遺構がこれに相当する。住居址は、古墳時代後半から奈良、平安時代にかけて

で古墳時代後半の住居址が、最 も多 く確認されている。

中世では、中心となる時代は戦国時代後半の16世紀後半から、江戸時代前半の17世紀前半の時

期が中心である。これ以前にも、1～ 2時期存在 した事は調査結果から明らかとなっている。最

も古い時期は、第 4号堀に囲まれた時期で、城とするより館とした方が適当であろう。この時期

から、北側→東側、西側に拡張されている。南側は、Ⅱ郭があり2時期に分かれている。 Ⅱ郭の

南側には、後述 (別冊)に なるが、いわゆる 3ノ 丸に相当する遺構が確認 されている。よつて、

当遺跡は、 I郭を本丸、Ⅱ郭を 2ノ 丸、Ⅲ郭を 3ノ 丸とした直線配置の城郭となり、16世紀後半

代に当遺跡が城郭としての縄張りを完成させたものと考えられる。

当遺跡と、古館、平遺跡及び山田城址との関連、当遺跡の変遷過程、内部遺構等については考

察編 (男1冊 )で述べたい。
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図版 1 遺跡全景



図版 2 遺跡現況 (I郭土塁)
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図版 3 遺跡現況

I郭内部と北東部土塁

I郭東側 と東側土塁

I郭北側土塁



図版 4 遺跡現況 (I郭 北側)

I郭北側土塁

(北側斜面より)

I郭 北 側

谷頭部、土塁

I郭 土 塁

南側内部



図版 5 遺跡現況

I郭西側外堀

I郭北側外堀

I郭北東部外堀と土橋



図版 6 遺跡現況

Ⅲ 郭 全 景

Ⅲ 郭 全 景

遺 跡 遠 景

(今山遺跡より)



図版 7 遺構近景

I郭北側全景

I郭中央部全景

I郭南側全景



図版 8 遺構近景

Ⅲ郭南側全景

Ⅱ 郭 全 景

Ⅲ 郭 全 景



図版 9 建物址 1
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図版10 建物llL 2、 他
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図版11 建物l■ 3、 虎口

北東部全景 (中央) 第 9、 10、 27号建物llL

第 5、 20、 28号建物l■ 第 2、 3号溝

第 2、 引、29、 43号建物l■ 虎口 1(Fttl■ )
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第 4号堀内土橋 (虎口 5) 第 1号堀北側虎口

第 4号堀土橋 (虎口 6) 第 1号堀北東虎口 (虎口 4)

東南谷頭部虎口 北東部虎口

第 8号堀虎回 (虎口10)第 5号堀土橋 (虎回 9)



図版13 土塁・土層 1

I郭南側土塁 (東側 )

I郭西側土塁

I郭北側土塁

I郭北側土塁

I郭西側土塁

I郭北側土塁 (北西部)

I郭北側内土塁

I郭北側土塁



図版14 土塁・土層 2

I郭北側土塁 I郭東側土塁

I郭北東部土塁 Ⅱ郭西側土塁

I郭北東部上塁

I郭北東部上塁

Ⅱ郭南側土塁

Ⅲ郭南側土塁



図版15 堀 1

第 1号堀南側 (東 ) 第 1号堀北西部

第 1号堀南側中央部 第 1号堀北側

第 1号堀南側 (西 ) 第 1号堀北東部 (西 )

第 1号堀北東部 (東 )第 1号堀南西コーナー部



図版16 堀 2

第 1号堀東側 (北 ) 第 2、 3号堀

第 1号堀東側 (南 )

第 1号堀南東コーナー 第 5号堀北側コーナー部

第 2、 3号堀全景 第 3号堀土層



図版17 堀 3

第 4号堀西側 第 4号堀北側中央部

第 4号堀西側全景 第 4号堀東側全景

第 4号堀北西コーナー 第 4号堀東側 (北 )

第 4号堀北側全景 (西 ) 第 4号堀南東部



図版18 堀 4、 溝 1

第 5号堀北西側 第 2、 5号堀交差部

第 5号堀北側 第 1、 2号溝

第 5号堀北東側 第15号溝
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図版19 堀 5(全景 )

Ⅱ郭第 7号堀全景 H郭第 8号堀西側

Ⅲ郭第 7号堀 Ⅲ郭第 8号堀西側

Ⅱ郭第 8号堀全景 Ⅱ郭第 9号堀西側

Ⅱ郭第 8号堀東側 Ⅱ郭第 9号堀合流部



図版20 堀 6(全景・土層 1)

Ⅲ郭第 9、 12号堀合流部 Ⅱ郭第12号堀北側

Ⅱ郭第12、 13号堀中央部全景 I郭第 1号堀土層

Ⅱ郭第12号堀中央部 I郭虎口 1土層

Ⅱ郭第12、 13号堀北側 I郭北側虎口土層



図版21 堀 7(上層 2)

I郭第 1号堀東側 I郭第 2、 3号堀

I郭第 1号堀東側 I郭第 4号堀 (北 )

I郭第 1号堀北側 I郭第 4号堀 (中井)

I郭第 1号堀北東部 I郭第 4号堀 (西の北)



図版22 堀 8、 溝 2(土層 3)

I郭第 4号堀 (南 ) I郭第 5号堀北東部

I郭第 4号堀北側 I郭第 5号堀北西部

I郭第 4号堀東側

I郭第 5号堀北側

I郭第 5号堀北側

I郭第15号堀東側



図版23 堀 9(土層)

Ⅱ郭第 7号堀東側土層 Ⅲ郭第 9号堀中央部上層

Ⅱ郭第 7号堀西側土層 Ⅱ郭第12号堀中央部上層

Ⅱ郭第12号堀中央部上層Ⅱ郭第 8号堀東側土層

Ⅱ郭第 8号堀西側土層 Ⅱ郭第12、 13号堀土層
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図版24 貝 層

第18号建物l■内貝層 (貝層 5) 1溝北東部貝層

第18号建物l■土層 (貝層 5) 7清内貝層 (貝層 7)

貝層 3全景 南東部虎口貝層

貝層 3土層 I郭南東部貝層



図版25 竪穴 製鉄 池l■

第 1号竪穴 第 2号製鉄 l■土層

3号竪穴 第 2号製鉄 l■中央部

第 1号製鉄 l■土層 池跡土層

第 1号製鉄llL 池跡正面 (中央部)



図版26 炉l■
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第 2号炉l■ 第 6号炉l■全景

第 3号炉llL 第 6号炉址土層

第 4号炉l■ Ⅱ区炉l■



図版27 土境 1
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図版28 土鍍 2
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第 11号土壊 第16号土壌



図版29 土塘 3
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第45号土境 第 5号土療土層
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図版30 土墳 4
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図版31 土境 5
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図版32 土矯 6
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図版33 土境 7
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図版34 土境 8
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図版35 遺物出土状況 1
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図版36 遺物出土状況 2
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図版37 住居l■ 1

第 1号住居址 第 3号住居l■4景

第 2号住居l■土層 第 3号住居llLカ マ ド

第 2号住居lIL遺物出土状況

第 2号住居l■全景

第 4号住居l■土層

第 4号住居l■澄物出土状況



図版38 住居l■ 2

第 4号住居 l■全景 第 6号住居llL全景

第 5号住居l■土層 第 6号住居 l■カマ ド

第 5号住居址全景 第 6号住居l■紡鐘出土状況

第 5号住居 l■カマ ド 第 6号住居j■甕出土状況



図版39 住居l■ 3

第 7号住居l■全景

第 8号住居址土層全景



図版40 住居luL 4
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第 11、 12号住居 l■土層遺物出土状況 第13号住居l■ カマ ド

第11、 12号住居l■全景 第14号住居l■全景

第11号住居l■ カマ ド 第15号住居l■土層



図版41 住居且 5
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図版42 住居l■ 6
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第20号住居l■全景
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図版44 住居l■ 8
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図版45 住居址 9
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図版46 住居l■ 10
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図版48 出土遺物 1陶磁器



図版49 出土遺物 2陶磁器、内耳
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図版50 出土遺物 3外耳、瓦質土器、鉄製品
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図版51 出土遺物 4、 カワラケ、古銭、石氏石玉
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図版52 出土遺物 5、 瓦質土器、石製品



図版53 出土遺物 6、 石製品
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第33号住居 l■

図版54 出土遺物 7、 住居l■ 1
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図版55 出土遺物 8、 住居j■ 2
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